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例 言

１．本書は日本道路公団北海道支社が行う北海道縦貫自動車道建設（七飯～長万部間）に伴い、財団

法人北海道埋蔵文化財センターが平成１５年度に実施した森町上台１遺跡の埋蔵文化財発掘調査報

告書である。

２．発掘調査は第１調査部第２調査課が行った。平成１６年度の整理と報告は第２調査部第４調査課が

担当した。

３．本書の執筆は、各章・節について担当の調査員がそれぞれ行い、文末に文責者名を記している。

全体の編集は影浦覚が行った。

４．遺構は調査を担当した調査員がそれぞれ整理し、影浦が取りまとめた。遺物は土器を影浦が、石

器等を谷島由貴が担当した。

５．遺物等の現場での一次整理および台帳管理は影浦が統括した。

６．発掘調査での写真撮影は各担当の調査員が行い、写真整理およびアルバム管理は柳瀬由佳が統括

した。遺物の写真撮影・焼付けなどは柳瀬由佳・中山昭大・影浦覚が行った。

７．フローテーション試料については阿部明義が統括した。

８．各種分析、同定は下記に依頼した。

黒曜石産地同定・黒曜石水和層年代測定（有限会社 遺物分析研究所）

放射性炭素年代測定（地球科学研究所）

炭化種子同定（札幌国際大学 椿坂恭代）

９．火山灰分析は第１調査部第１調査課花岡正光による。

１０．報告書刊行後、出土資料および図面・台帳等の記録類は森町教育委員会が、写真フィルムは北海

道立埋蔵文化財センターが保管する。

１１．調査にあたっては下記の諸機関および諸氏にご協力、ご指導をいただいた。

北海道教育庁文化課、森町教育委員会、八雲町教育委員会、七飯町教育委員会、森町教育委員

会：藤田 登・荻野幸男・高杉博章・佐藤 稔・山田あや子・渡部明美・八重樫誠・本山志郎、

八雲町郷土資料館：三浦孝一・柴田信一、八雲町教育委員会：吉田 力、七飯町教育委員会：（故）

石本省三、山田 央、札幌国際大学：椿坂恭代、北海道考古学研究所：横山英介、函館市教育委

員会：田原良信・野村祐一・阿部千春・福田裕二・小林 貢・輪島慎二・坪井睦美、函館市立博

物館：長谷部一弘、函館市立博物館五稜郭分館：佐藤智雄、上磯町教育委員会：森 靖裕、木古

内町教育委員会：木本 豊、松前町教育委員会：久保 泰、上ノ国町教育委員会：松崎水穂・斉

藤邦典・塚田直哉、乙部町教育委員会：藤田 巧・森 広樹、厚沢部町教育委員会：石井淳平、

伊達市教育委員会：大島直行・青野友哉・菅野修宏、虻田町教育委員会：角田隆志、苫小牧市博

物館：赤石慎三、苫小牧市：佐藤一夫・宮夫靖夫・工藤 肇・二階堂啓也・兵頭千秋・大泉博嗣・

渡辺俊一・鈴木耕栄、厚真町教育委員会：乾 哲也、泊村教育委員会：村上章久、芦別市教育委

員会：長谷山隆博、富良野市教育委員会：杉浦重信・澤田 健、常呂町埋蔵文化財センター：武

田 修、青森県埋蔵文化財センター：成田滋彦・坂本真弓、青森市教育委員会：児玉大成、青森

県立郷土館：鈴木克彦、弘前市教育委員会：成田正彦、鹿角市教育委員会大湯ストーンサークル

館：渡辺 正，藤井安正、花海義人、三浦貴子、鷹巣町教育委員会：佐野一絵、榎本剛治、秋田

県埋蔵文化財センター：五十嵐一治、小島朋夏



凡 例

１．遺構に関しては、本文および図・表中では以下の略号を用い、原則として確認順に番号を付した。

UH：住居跡、UP：土坑、TP：Tピット、US：配石、礫集中、屋外石囲い炉、

UF：焼土、UFC：フレイク集中、USP：柱穴状の小ピット、

HP：住居内の柱穴、PP：土坑内の柱穴・付属遺構、HF：住居内の焼土

２．掲載した実測図等の縮尺は原則として以下のとおりである。

遺構図・土層図 １：４０ 遺物出土状況図 １：２０

復元土器 １：３ 土器拓影 １：３

剥片石器 １：２ 石斧類 １：２

礫石器 １：３ 土・石製品、ミニチュア土器 １：２

石皿・台石 １：４

３．挿図中の遺物のシンボルマークは以下のとおりである。

坑口部・覆土内出土 床面・坑底面出土

土器 ○ ●

剥片石器・剥片 △ ▲

礫石器・礫 ▽ ▼

土・石製品 ◇ ◆

４．遺構の規模は「確認面の長軸長／床面・坑底面での長軸長×確認面の短軸長／床面・坑底面での

短軸長×確認面からの最大深（単位はｍ）」の順で記した。一部破壊されているものについては

現存長を（ ）で示し、不明のものは－で示した。

５．土層の表記は、基本土層はローマ数字で、遺構の覆土はアラビア数字で示した。

６．土層の色調は『新版標準土色帖１９版』（小山・竹原 １９９７）に準じた。

７．土層の説明は『土壌調査ハンドブック改訂版』（日本ペドロジー学会編 １９９７）を参考に、土性、

粘着性、堅密度および火山灰と礫の混入、その他に分けた。一部、土層の混在状態は、基本土層

や上記の略号などを用いて、おもに下記のように表してある。

A＋B：Aと Bがほぼ同量混じる。

A＞B：Aに Bが少量混じる。

A≫B：Aに Bが微量混じる。

８．火山灰の略号は、『北海道の火山灰』（北海道火山灰命名委員会 １９８２）による。

９．遺構図中の方位は真北を、細数字は標高（単位ｍ）を示している。

１０．土器・石器・土製品・石製品の大きさは以下の要領で示した。なお、破損しているものについて

は現存の最大値を（ ）で示した。

最大長×最大幅×最大厚（単位は�）、重量（ｇ）
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図版２４ UF－１ セクション W→

立石１ セクション SE→

立石２ 検出 E→

立石３ セクション SE→

立石５ 検出 W→

立石６ セクション S→

USP－７４（左）・７６（右）セクション S→
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NE→
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図�－１１－３４） S→
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平坦面） NE→
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R－４４付近） S→

図版２８ UH－４（図�－６－１）
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UP－６（図�－１３－１）
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UP－１６（図�－３０－１）

図版２９ UP－１２（図�－２２－１、正面）

UP－１２（図�－２２－１、裏面）

UP－１１（図�－１８－１）

UP－１３（図�－２５－１）

図版３０ UP－３０（図�－３６－１）

UP－４６（図�－４７－１）

UP－５９（図�－５２－１）

UP－５９（図�－５２－２）

UP－５９（図�－５２－３）

図版３１ 土坑出土（図�－５７－２）

土坑出土（図�－５７－３）

土坑出土（図�－５８－４）

土坑出土（図�－５８－５）

土坑出土（図�－５８－６）

土坑出土（図�－５９－７）

図版３２ UP－４５（図�－４４－１）

土坑出土（図�－５７－１）

UH－４（１）

図版３３ UH－４（２）

UH－４（３、図�－８－２４）

UP－４（１）

UP－４（２、図�－１０－３）

図版３４ UP－６

図版３５ UP－７

UP－８

UP－９

UP－１０

UP－１１（１、図�－１８－２）

UP－１１（２、図�－１８－３）

UP－１１（３、図�－１８－４）

図版３６ UP－１２

図版３７ UP－１３

UP－１４

UP－２５

図版３８ UP－１８

UP－１９

UP－２０

図版３９ UP－２１

UP－２３

UP－２８

UP－３４

UP－２６

図版４０ UP－３９

UP－３７

UP－３８

UP－４５

図版４１ UP－４３

UP－４６

UP－５８（図�－５１－１）

UP－５５（１、図�－５０－１）

UP－５５（２、図�－５０－２）

UP－５５（３、図�－５０－３）

図版４２ UP－５９

UP－６０・６３

UP－６２

UP－６４（図�－５５－１上）

UP－６６（図�－５５－１下）

UP－６７

US－１９（１）

図版４３ US－１９（２）

US－１９（３、図�－６７－１４）

US－１９（４、図�－６７－１５）

図版４４ US－１９（５、図�－６８－１６）

US－１９（６、図�－６８－１７）



US－１６・２

US－６（図�－７１－１）

US－７（図�－７２－１）

US－９

図版４５ US－１２

UFC－１

UFC－４

UFC－２

図版４６ UFC－３

立石７

USP－２６・４６

図版４７ �群 a類（図�－５－３）

�群 a類（図�－６－４）

�群 a類（図�－６－５）

�群 a類（図�－７－６）

図版４８ �群 a類（図�－７－７）

�群 a類（図�－８－８）

�群 a類（図�－８－９）

�群 a類（図�－８－１１）

�群 a類（図�－８－１０）

図版４９ �群 b類（図�－１０－２６）

�群 a類（図�－１０－３１）

�群 a類（図�－１０－３２）

�群 a類（図�－１０－３３）

図版５０ �群 a類（図�－１１－３４）

�群 a類（図�－１２－３５）

�群 a類（図�－１２－３６）

�群 a類（図�－１２－３７）

�群 a類（図�－１２－３８）

�群 a類（図�－１２－３９）

図版５１ �群 a類（図�－１２－４０）

�群 a類（図�－１３－４１）

�群 a類（図�－１３－４２）

�群 a類（図�－１３－４３a）

�群 a類（図�－１３－４３b）

�群 a類（図�－１３－４４a）

�群 a類（図�－１３－４４b）

図版５２ �群 a類（図�－１３－４５）

�群 a類（図�－１３－４６）

�群 a類（図�－１４－４７）

�群 a類（図�－１４－４８）

�群 a類（図�－１４－４９）

�群 a類（図�－１４－５０）

�群 a類（図�－１４－５１）

�群 a類（図�－１４－５２）

�群 a類（図�－１４－５３）

図版５３ �群 a類（図�－１４－５４）

�群 a類（図�－２０－１１４）

�群 b類（図�－２３－１５０）

�群 b類（図�－２３－１５３）

�群 b類（図�－２３－１５４）

�群 c類（図�－２４－１６３）

図版５４ �群 c類（図�－２４－１６４）

�群 c類（図�－２４－１６５）

�群 b類

図版５５ �群 a類・�群 b類

図版５６ �群 a類�
図版５７ �群 a類�
図版５８ �群 a類�
図版５９ �群 a類�
図版６０ �群 a類	
図版６１ �群 a類

図版６２ �群 b類・�群 c類

図版６３ 石鏃・石槍またはナイフ

図版６４ 石錐・つまみ付ナイフ・

スクレイパー�
図版６５ スクレイパー�・石核

石斧

図版６６ たたき石・すり石・扁平打製石器�
図版６７ 扁平打製石器�

北海道式石冠・砥石

図版６８ 台石（図�－３９－１３１）

台石（図�－３９－１３２）

台石（図�－４０－１３３）

石皿（図�－４０－１３４）

石皿（図�－４１－１３５）

石皿（図�－４１－１３６）

図版６９ 土製品

石製品



� 調査の概要

１．調査要項

事 業 名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：日本道路公団 北海道支社

受 託 者：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名：上台１遺跡（北海道教育委員会登載番号 B－１５－２７）

所 在 地：茅部郡森町字上台３３－１、４２－１、３６４ほか

調査面積：６，２００�
発掘期間：平成１５年５月６日～１０月２４日

整理期間：平成１５年１０月２７日～平成１７年３月３１日

２．調査体制

平成１５年度 平成１６年度

理 事 長 森重 楯一 理 事 長 森重 楯一

専 務 理 事 宮崎 勝 専 務 理 事 宮崎 勝

常 務 理 事 畑 宏明 常 務 理 事 佐藤 俊和

第１調査部長 畑 宏明 第２調査部長 西田 茂

第１調査部第２調査課長 種市 幸生 第２調査部第４調査課長 工藤 研治

主査 谷島 由貴 主任 影浦 覚

（発掘担当者） 主任 柳瀬 由佳

主任 影浦 覚 第２調査部第３調査課主査 谷島 由貴

主任 柳瀬 由佳 （発掘担当者）

３．調査に至る経緯

北海道縦貫自動車道（函館～名寄）は函館市を基点として室蘭・苫小牧・札幌・旭川の各都市を経

由し、名寄市へ至る総延長４８８�の自動車専用道路である。平成１６年現在、長万部町国縫 IC～剣淵町

士別剣淵 IC間の約３７６�が供用されている。

七飯町～長万部間については平成元年に整備が決定し、平成２年４月、日本道路公団北海道支社か

ら北海道教育委員会（以下、道教委と略）に対し、当該区間における埋蔵文化財保護のための事前協

議がなされた。協議を受けた道教委は、平成２年４月と平成７年１１月に表面踏査による所在調査、平

成７年１０月以降に試掘調査を実施している。

上台１遺跡の試掘調査は平成７年１１月、平成１３年１０月及び平成１５年４月に行われ、広い範囲にわた

って埋蔵文化財包蔵地が確認された。この調査結果に基づき、道教委と道路公団が協議した結果、最

終的に６，２００�が発掘調査の対象となった。

発掘調査は平成１５年５月から１０月末まで行い、１１月からは江別市にある当センターで土器の復元な

� 調査の概要
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（この図は国土地理院発行２０万分の１地形図「室蘭」「函館」を複製、加筆したものである。）

図�－１ 遺跡の位置

上台１遺跡
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（１） 基本層序（図�－２）

どの室内整理作業を開始した。整理作業は平成１６年度も引き続き行った。 （谷島）

４．土層区分

基本層序、遺構の土層の観察は『新版標準土色帖 ２００２版』および『土壌調査ハンドブック』（ペ

ドロジスト懇話会 １９８４）を参考にした。

高速道路建設事業にともなって展開している森町内の他の遺跡と基本的に大きな違いはない。土層

観察の結果、平成１４年度に当センターが調査した倉知川右岸遺跡（２００４『森町倉知川右岸遺跡』北埋

調報１９６）の土層区分設定をおおむね踏襲している。�～�層が主な遺物包含層である。

�層：表土 黒色～黒褐色土（１０YR２／１～２／２）。堅密度は弱く、粘性は中。調査前の現況は杉、落

葉松などの植林と、落葉広葉樹林などからなる山林であった。

�層：駒ケ岳 d降下軽石堆積物（Ko－d）。１６４０（寛永１７）年降下。灰白色軽石層。粒径数�～５

�程度。層厚１ｍ７０�～１ｍ８０�。

�層：黒褐色土（７．５YR３／１）。堅密度は堅く、粘性は中。１０世紀中葉から１７世紀中葉（１６４０年）ま

で。擦文時代～中・近世の遺物包含層に相当するが、今回、当該期の遺構・遺物は検出され

ていない。層厚３～７�。

�層：白頭山苫小牧火山灰（B－Tm）。１０世紀中頃降下。にぶい黄褐色（１０YR４／３）。シルト質。

層厚１～５�。部分的に堆積が認められる。

�層：黒～黒褐色土

縄文時代前期～擦文時代の遺物包含層。今回の調査では縄文時代前期～晩期の遺物が出土し

た。土層観察にもとづいて、さらに�ａ層、�ｂ層、�ｃ層に細分した。

�ａ層：黒褐色土（１０YR２／２）。堅密度は堅く、粘性は中。乾燥するとクラックが入り、ブロッ

ク状に固まる傾向がある。層厚５～１０�。倉知川右岸遺跡�ｃ層相当。

�ｂ層：黒色土（１０YR１．７／１）。堅密度は堅く、粘性は中。層厚２０�。駒ケ岳 g降下軽石堆積物

（Ko－g）の軽石が３～７％程度混入する。主に縄文時代後期～晩期にかけての遺物が

出土した。倉知川右岸遺跡�ａ層相当。

�ｂ′層：明褐灰色土（７．５YR７／２）。明瞭な部分では明褐灰色を呈するが、不明瞭な部分では�
ｂ層がぼんやり灰色がかった感じで、判然としない。堅密度は軟らかく、粘性はほとん

ど感じられない。斜面下や凹地形などに二次堆積が認められた。層厚は５�程度。森町

倉知川右岸遺跡における�ａ′層と同じ内容のものと考えられる。この直上において、

晩期末（聖山�式）の土器を検出したことや、�ｃ層中で後期前葉の土器が多く出土し

ていたことから、晩期と後期の境（３０００年前）、あるいは後期中の堆積ではないかと予

想された。未確認の火山灰の可能性もある。次年度刊行の『森川３遺跡』において、分

析結果を掲載する予定である。

�ｃ層：黒色土（１０YR２／１）。堅密度は堅く、粘性は中。層厚２０�。駒ケ岳 g降下軽石堆積物（Ko

－g）の軽石が７～１５％程度混入する。主に縄文時代前期～後期にかけての遺物が出土

した。倉知川右岸遺跡�ｂ層相当。

なお、支流に面した低位段丘部分においては、河川堆積層によって�ｂ、�ｃ層が細分するとこ

ろがあった。そのため上位から順に算用数字を付加して、�ｂ１層、�ｂ２層と呼称した。河川堆
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積層については砂質のものが多かったため、便宜的に�ｂ１砂層などと呼称した。これらの土層は、

河川堆積の認められた各所での相対的な分層であって、離れた範囲では、層名は同一でも必ずしも

同一層とは限らない。

また支流に面した調査範囲両端の斜面部において土石流による堆積物が確認された。�ｂ層の上

位で土石流堆積物と呼称した。縄文時代晩期以降、B－Tm降下以前の河川氾濫が成因と考えられ

る。この土石流堆積物については次項で記載する。

�層：褐色土（１０YR４／４）で、漸移層。場所により暗褐色を呈するところや、駒ケ岳 g降下軽石

堆積物（Ko－g）の堆積層に少量の黒色土が混入しているところもある。�層から�層への

漸移層ととらえられる土層を含めた。層厚５～１０�。

�層：駒ケ岳 g降下軽石堆積物（Ko－g）。約６０００年前（縄文時代前期）降下。明黄褐色（１０YR６／

８）軽石層。層厚は５～３０�で、２０�程度の部分が多い。斜面の傾斜が急なところでは消失

していることもある。�ｃ層中において二次堆積が顕著で、遺構覆土との判別が困難な場合

も多い。

�層：褐色ローム層。堅密度は堅く、粘性は中。層厚５０�～１ｍ。上層では、駒ケ岳 g降下軽石

堆積物（Ko－g）と考えられる明黄褐色の軽石が混じる。今回の調査では数点が出土したに

とどまったが、縄文時代早期の遺物包含層である。上台２遺跡側の森川支流２に向かった斜

面では、プライマリーな�層は認められず、�層と�層が混合した二次堆積層や、礫を大量

に含む層が堆積していた。前者を�′、�′が若干腐植した層を�″、後者を�′′′とした（図

�－６～８）。

�層：濁川カルデラ火砕流堆積物および火砕サージ堆積物（Ng）。濁川のカルデラを起源とする�
層は地質学的に『石倉層』と呼称されており、火山灰層中に角閃石を多量に含むのが大きな

特徴となっている。約１１０００～１３０００年前の堆積物。上位の火砕流堆積物、下位の火砕サージ

堆積物からなり、前者を a、後者を bとした。

�ａ層：明黄褐色軽石層。

黄褐色粘質土（ローム質土）・砂が少量混入する。

�ｂ層：灰色火山灰層。

砂粒～シルト大粒子の火山灰の互層。下底は未確認。

（影浦）

（２） 土石流による堆積物（図�－２・３・６～１３、口絵５、図版２７）

調査区内の南東端と北西端で、土石流による堆積物が検出された。両者は類似しており、分布範囲

と堆積形状・堆積層準・堆積物の内容などに共通点がある。

分布範囲は支流１と支流２に面した斜面で、斜面の上端では自然堤防状の高まりとなっている。支

流１側では、急斜面と支流に面する平坦面に分布し、斜面上端の高まりが顕著である。支流２側では、

支流に向かう緩斜面の全面において２０～５０�ほどの厚さで堆積し、調査区域外に続いている。５４ライ

ン付近より支流２側では堆積が厚く、１ｍほどになる部分がある。斜面上端の高まりは若干認められ

る程度である。

堆積層準は�ｂ層上位である。１０世紀中頃に降下した火山灰である�層（B－Tm）に覆われ、縄

文時代中期～後・晩期の遺物包含層を覆っている。

堆積物の内容は、支流１側ではほぼ単一で、その内容は後述する支流２の「単一層」に類似する。

上台１遺跡
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（１） 発掘区の設定（図�－１５）

支流２側の堆積物の内容は、大きく二分される。高まり付近では、�層（ローム）・�ｂ層（Ng火

山灰）のブロックや、これらと黒色土・�層（Ko－g）などが斑状に混合した土層が堆積する。また、

０．１～２．０�の円礫の堆積が局所的にみられる。高まり部分以外では、黄灰色～黄褐色を呈するローム

質のほぼ単一層からなる。拳大程度のロームのブロック、磨耗した�ａ層（Ng軽石）、�ｂ層（Ng

火山灰）の小ブロックが多く混入し、拳大～人頭大の亜円～亜角礫を少量含む。支流１側の土層はこ

の単一層に類似する。

土石流堆積物の形成時期については、堆積物中及び堆積物の上位・下位の遺物出土状況と、堆積層

準によって推定できる。支流１側では、堆積物中から�群 a類・�群 a類・�群 c類が、堆積物よ

り下位の遺物包含層から�群 c類までの遺物が出土している。支流２側では、堆積物中から�群 b

類・�群 a類・�群 a類・�群 b類が、堆積物より下位の遺物包含層から�群 b類までの遺物が出

土している。どちらも堆積物より上位では遺物は出土しておらず、また、堆積物は B－Tmに覆われ

ている。これらのことから、土石流堆積物の形成時期について、支流１側は縄文時代晩期後葉以降１０

世紀中頃以前、支流２側は縄文時代後期中葉以降１０世紀中頃以前であると言える。

今回検出したものと同様の堆積物は、支流１をはさんで本遺跡と隣接する森川２遺跡（森町教育委

員会２００３・２００４）や、鳥崎川の対岸に位置する倉知川右岸遺跡（北埋調報１９６）でも検出されている。

両遺跡とも、堆積層準は B－Tmより下位で、かつ縄文時代後期あるいは晩期の遺物包含層より上位

である。遺物出土状況は、倉知川右岸遺跡では、堆積物中から続縄文時代の遺物が、堆積物の下位か

ら縄文時代後期後葉までの遺物が出土しており、森川２遺跡では堆積物中から後期の遺物が、堆積物

の下位から晩期後葉までの遺物が出土している。

本遺跡を含めた３遺跡は、鳥崎川をはさんだ２．５�ほどの範囲内に位置する。３遺跡で検出された

土石流堆積物は、いずれも縄文時代後期中葉～晩期後葉以降、１０世紀中頃以前に形成されたものであ

る。また、３遺跡とも、少なくとも�層（Ko－d：１６４０年降下）～�層（Ng：１１０００～１３０００年前降

下とされる）間においては、これ以外の土石流堆積物は検出されていない。今回検出されたほどの堆

積物を残す土石流が、近接する地域において、後期中葉～１０世紀中頃という特定の期間でのみ複数回

起きたとは考えにくいことから、３遺跡から検出された土石流堆積物は、ひとつの要因によって引き

起こされた自然災害である可能性が指摘できる。その場合土石流堆積物の形成時期は、倉知川右岸の

遺物出土状況から、続縄文時代以降１０世紀中頃以前である可能性がある。

（柳瀬）

５．調査の方法

発掘区の設定に当たっては日本道路公団北海道支社の「北海道縦貫自動車道霞台工事平面図（２）

１０００分の１図」を使用した。工事予定上り線の中央線上の中心杭である STA．３４５と STA．３４６を通る

線を基軸のMラインとし、STA．３４５を基準に４ｍ方眼を設定した。Mラインと並行に南西へ向かっ

て L、K、J…とした。更に、STA．３４５を通りMラインに直行する線を１０ラインとし、北西へ向かっ

て１１、１２、１３…とした。この方眼は南端交点をアルファベットとアラビア数字の組み合わせで呼称す

る（例：STA．３４５はM－１０）。

MラインはN－３６°－Wである。
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この方眼の日本測地系による平面直角座標は第�系で、以下のとおり。

STA．３４５（調査区杭番号M－１０） X＝－２１２６５６．３０３６ Y＝２６６５３．９６０１

STA．３４６（調査区杭番号M－３５） X＝－２１２５７５．７５０３ Y＝２６５９４．７０９５

また、測量法の改正に伴い、平成１４年４月１日にそれまでの平面直角座標系（昭和４３年建設省告示

第３０５９号）は廃止され、新たに世界測地系に基づく平面直角座標系（平成１４年国土交通省告示第９号）

が施行された為、世界測地系による平面直角座標を併記しておく。なお、座標の変換には国土地理院

のホームページで公開されている座標変換ソフト「TKY２JGD」を使用した。

この方眼の世界測地系による平面直角座標は第�系で以下のとおり。

STA．３４５（調査区杭番号M－１０） X＝－２１２３９９．８１９０ Y＝２６３６０．５７３２

STA．３４６（調査区杭番号M－３５） X＝－２１２３１９．２６５９ Y＝２６３０１．３２３１

現地の基準杭等の設置測量及び水準測量（４級水準）は、北海道縦貫自動車道森南地区霞台工事に

より設置された BMを基に実施した。BMの標高は８６．４８９ｍである。

（２） 調査の方法

調査に当たっては、調査区を横断する町道の切り替え工事や、高速道路本線の工事工程との調整を

図り、３０ラインより北西側の I～Nライン間を優先的に着手することになった。

包含層調査

�～�層の遺物包含層は、調査区ごとに遺物の出土量、土層の変化を考慮して、必要に応じてジョ

レン、移植ごて、竹ベラなどを用いて人力により掘り下げた。�層は、基本的にスコップで除去した。

状況により重機で除去した場所もある。

遺構調査

包含層調査時に土層の変化によって確認された遺構については、その平面長軸と短軸に土層観察用

のベルトを残して掘り下げた。小規模の遺構については長軸を土層観察面として、覆土を半割し調査

した。また、Tピットの場合には短軸を土層観察面として半割、調査している。

遺物の取り上げ

包含層出土の遺物は、発掘区ごとに層単位での取り上げとした。必要に応じて、写真や出土状況図

を作成した。遺構の覆土、床ないし坑底面出土の遺物は、図面、台帳等に出土位置を記録し、遺構単

位で連続番号を付して取り上げた。ただし、調査状況によって、覆土から出土した遺物の一部には層

位ごとの取り上げを行ったものもある。

（３） 整理の方法

現地では野外作業と並行して遺物の水洗、分類、遺物台帳作成、注記作業を行った。注記は小片や

微細なものを除いた遺物に、遺跡名略号（上１）・遺構名または発掘区・層位名・遺物番号を記入し

た。また、土坑内と焼土付近の土壌についてフローテーション作業を行っている。二次整理作業で、

土器の接合・復元、石器・礫の接合、土器・石器等の実測・製図、計測、集計、写真撮影、記録類の

整理を行った。

� 調査の概要
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（４） 遺物の分類

土器等

土器は便宜的に縄文時代早期を�群、前期を�群、中期を�群、後期を�群、晩期を�群、続縄文

時代を�群、擦文時代を�群と分類した。この各群にアルファベットの小文字を組み合わせてより細

かい時期区分を示した。前半を a類、後半を b類、あるいは前葉を a類、中葉を b類、後葉を c類

としている。さらに算用数字を付記して細分したものもある。今回報告する資料には、�群、�群、

�群、�群の土器がある。

�群 縄文時代早期に属する土器群

本群は a、bの２類に細分される。

a類 貝殻文が施されるもの。

b類 縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文等の施されるもの。

（�群は今回出土していない）

�群 縄文時代前期に属する土器群

本群は a、bの２類に細分される。

a類 縄文の施された丸底、尖底を特色とするもの。（今回は出土していない）

b類 円筒下層式土器に相当するもの。

�群 縄文時代中期に属する土器群

本群は a、bの２類に細分され、さらに細分される。

a類 円筒上層式土器に相当するもの。またはその系譜を引くもの。

a－１類 円筒上層 a～c式に相当するもの。サイベ沢�式に相当するもの。

a－２類 サイベ沢�式に相当するもの。（今回は出土していない）

a－３類 見晴町式に相当するもの。

b類 榎林式、大安在 B式、ノダップ�式、煉瓦台式に相当するもの。

b－１類 榎林式に相当するもの。

b－２類 大安在 B式、ノダップ�式に相当するもの。

b－３類 煉瓦台式に相当ないしは併行するもの。（今回は出土していない）

�群 縄文時代後期に属する土器群

本群は a～cの３類に細分され、さらに細分される。

a類 天祐寺式、涌元式、入江式、十腰内�式に相当ないしは併行するもの。

a－１類 天祐寺式、涌元式に相当ないしは併行するもの。

a－２類 入江式に相当するもの（トリサキ式、大津�群、白坂３式＝木古内町新道４遺跡にお

ける盛土１類～５類に相当するもの）。十腰内�式に相当ないしは併行するもの。

b類 ウサクマイ C式、手稲式、�澗式に相当するもの。

b－１類 ウサクマイ C式に相当するもの。

b－２類 手稲式に相当するもの。

b－３類 �澗式に相当するもの。

c類 堂林式、三ツ谷式、湯の里３式に相当するもの。（今回は出土していない）

�群 縄文時代晩期に属する土器群

a類 大洞 B式、上ノ国式に相当するもの。（今回は出土していない）

b類 大洞 C１式、大洞 C２式、聖山�式に相当するもの。（今回は出土していない）

上台１遺跡
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c類 聖山�式、大洞 A式、大洞 A′式に相当するもの。

�群 続縄文時代に属する土器群

（�群は今回出土していない）

�群 擦文時代に属する土器群

（�群は今回出土していない）

土製品 土器を除いた土製の加工品。

土偶、土製玉、三角板状土製品、円板状土製品などが出土している。

（影浦）

石器等

石器は、剥片石器類、礫石器類に大別し、器種ごとに分類した。

剥片石器類

石鏃：三角形のもの、木葉形や菱形のもの、有茎のもの、分類の困難な破片・未成品などがある。さ

らに三角形と有茎のものは凹基、平基、凸基がある。

石槍またはナイフ：有茎のもの、茎が明瞭にみられないもの、分類の困難な破片・未成品などがある。

石錐：素材の一部に刺突部を作り出したもの、棒状のもの、棒状のものにつまみ部をもつもの、分類

の困難な破片・未成品などがある。

つまみ付ナイフ：片面全面加工のもの、周縁加工のもの、両面加工のもの、横型のもの、分類の困難

な破片・未成品などがある。

スクレイパー：石ベらと称されるもの、縦長剥片の下端部に刃部をもつもの、縦長剥片の側縁に刃部

をもつもの、側縁に抉り入りがあり刃部とするもの、横長剥片の側縁に刃部をもつもの、素材の形状

を大きく変えていないもの、分類の困難な破片・未成品などがある。

石核：剥片もしくは礫を素材とし、石器の素材としての目的が想定される大きさや形状の剥片を剥離

した痕跡が、複数、ほぼ全面において観察されるもの。

原石：石器素材と成り得る礫の内、剥片の剥離がおこなわれていないか、不明瞭なもの。

フレイク：石核・石器から剥離されたもので、二次的な剥離を受けていないもの。

礫石器類

石斧：擦り切り手法によるもの、敲打により整形されたもの、打ち欠きにより整形されたもの、部分

的に磨かれたもの、全面磨製のもの、分類の困難な破片・未成品などがある。

たたき石：棒状礫を素材としたもの、扁平礫を素材としたもの、円礫を素材としたもの、くぼみのあ

るもの、分類の困難な破片・未成品などがある。

すり石：断面が三角形の礫の稜を擦ったもの、円礫を素材としたもの、扁平な半円状の礫や礫を扁平

な半円状に打ち欠き弦を擦ったいわゆる扁平打製石器、北海道式石冠と称されるもの、分類の困難な

破片・未成品などがある。

砥石：研磨面に溝があるもの、研磨面が平滑かやや凹状で板状のものがある。

台石・石皿：礫を素材とし、敲打痕のみられるものを台石、擦痕が見られるもので、使用痕が凹状の

ものを石皿とした。

石製品：異形石器、玉類に分けている。

加工痕・使用痕のみられる礫

礫・礫片：加工痕・使用痕のみられない礫・礫片。被熱など有意と思われるものも含んでいる。

（谷島）

� 調査の概要
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６．調査結果の概要

遺跡は森町中心部から南へ約２�、森川の支流に挟まれた段丘上に立地する。それぞれの支流を境

に南東側は森川２遺跡と、北西側は上台２遺跡と隣り合っており、便宜的に調査区南東側を支流１、

北西側を支流２と呼称している。

今回調査した範囲はおおむね南東－北西方向に細長く伸び、長さ２００ｍ、幅４０ｍである。この範囲

における遺跡の標高は７８～９０ｍで、調査区の中央がもっとも高く、両端に近づくにつれて低くなって

いく地形である。具体的には支流１に面した南東側の地形は河岸段丘と斜面、中央部は台地上の平坦

面、支流２に面した北西側の地形は緩斜面と平坦面からなる。遺構・遺物は両支流に面した斜面部や

平坦部において多く分布した。検出した遺構は竪穴住居跡１軒、土坑５９基、Tピット５基、配石遺構

２基、集石・礫集中４カ所、石囲い炉１４基、焼土４カ所、フレイク集中４カ所、立石７基、柱穴状の

小ピット７８基である。すべて縄文時代のもので、大半が縄文時代後期前葉の構築と考えられる。縄文

時代中期前半に属すると考えられる遺構も数基検出している。

遺物は４６，５４０点出土した。遺構から７，８１７点（土器等３，９５３点、石器等１，１９７点、礫・礫片２，６４９点、

自然遺物１８点）、包含層から３８，６２７点（土器等３３，７２０点、石器等３，２０７点、礫・礫片１，６９２点、自然遺

物８点）、このほかに排土・Ｂ調査試掘坑等から９６点（土器７１点、石器等１３点、礫・礫片１２点）が出

土している。出土土器の約８割は縄文時代後期前葉の�群 a類であった。次いで縄文時代中期前半

の�群 a類が１割強出土している。縄文時代晩期後葉の�群 c類が３３３点出土しているが、すべて包

含層からの出土であった。一個体が潰れたままのような状態で出土したものが３カ所において見ら

れ、これらは全て復元した。これら３個体だけで２５３点を数えている。晩期の土器はいずれも調査区

南東の低位段丘部分で出土したものであるが、支流１をはさんだ対岸の森川２遺跡においても、同時

期の土器が複数個体、同様の出土状況を示しているようである。

南東側の地区および中央部の概要

南東側を流れる支流１に面した地区では、竪穴住居跡１軒、土坑３９基、Tピット５基、配石２基、

集石・礫集中４カ所、石囲い炉５基、焼土２カ所、フレイク集中２カ所、立石７基、柱穴状の小ピッ

ト７８基の遺構が検出された。これらの分布は、グリッドQラインと１３ラインを結ぶ線よりおおむね

支流１側の低位段丘部分、そこからグリッドNラインと１５ラインを結ぶ線にかけての斜面部分、そ

の上に続く台地の平坦部分とに分かれ、特に支流に近い低位段丘部分から斜面部分にかけての範囲で

多く分布する。その内容は竪穴住居跡、土坑、フレイク集中、立石、柱穴状の小ピットなどである。

中央部になると遺構・遺物ともに数が減っていくが、Tピット５基は、すべてこの台地上で検出し

た。 （影浦）

北西側の地区の概要

北西側を流れる支流２に面した地区では、土坑２０基、石囲い炉９基、焼土２カ所、フレイク集中２

カ所の遺構が検出された。これらの分布は、３９～４３ラインの高位の平坦面、４３～４９ラインの緩斜面、

４９～５３ラインの低位の平坦面に分かれ、特に緩斜面と低位平坦面に多い。

高位の平坦面では、土坑が３基検出された。規模は異なるがいずれも礫を伴っている。

斜面では土坑１０基、石囲い炉５基、焼土１カ所が検出された。土坑のうち時期の明確なものは、縄

文時代中期前半のUP－２０・２８・４５・４６、縄文時代後期前葉のUP－４・６である。UP－２０・２８で

は坑底から北海道式石冠が、UP－４５では坑底から�群 a類の円筒上層 b式土器に伴って楕円形の明

瞭な使用痕のある石皿と北海道式石冠が出土した。UP－２０・２８とUP－４５・４６はそれぞれ隣接して

上台１遺跡
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検出されており、２基一組で構築された可能性がある。後期前葉に属するUP－６は竪穴状の掘り込

みの内側に複数の土坑墓が構築されたと推測される遺構である。石囲い炉は後期のもので、US－５・

１０・３、US－１０・１１がそれぞれ等高線に沿って列をなすように分布している。

低位の平坦面では、土坑７基、石囲い炉４基、焼土１カ所が、調査区北東側でまとまって検出され

た。時期の推測できるものには、縄文時代後期前葉のUP－１４・２５がある。２基は隣接しており、形

態・規模・覆土堆積状況・遺物出土状況などに共通点がみられる。坑底付近が Ko－gで埋め戻され

ることと、大量の礫が出土したことが特徴である。土坑墓と考えられ、２基一組で構築された可能性

がある。

遺物の出土状況は、遺構分布の濃淡と同様の傾向がある。高位の平坦面から４５ライン付近までは出

土が少なく、４５～５３ラインの緩斜面から平坦面にかけて多く出土している。土器では、�群 a類が

約８０％を占めており、次いで�群 a類が１５％出土している。�群 a類は低位の平坦面に特に集中し

ており、緩斜面の中間付近にも多い。�群 a類は低位の平坦面から更に下る急斜面、S�T－５２・５３の

４グリッドに集中している。この範囲では、大量の�群 a類土器のほか北海道式石冠・扁平打製石

器などの石器、逆 Y字形を呈し貫通孔のある土製品（図�－２５－１７５・１７６）などが出土しており、

UFC－１・４もこの範囲内に位置している。これらは斜面に廃棄されたものと推測される。

（柳瀬）

表�－１ 検出遺構数一覧

遺構名

時期
竪穴住居跡 土坑 Tピット 配石遺構

集石・

礫集中
石囲い炉 焼土 フレイク集中 立石

柱穴状の

小ピット

縄文時代 ３ １ １

縄文時代前期後半 １

縄文時代中期前半 ５ ２

縄文時代中期前半ある

いは後期前葉
１０ １

縄文時代後期前葉 １ ３８ ４ ２ ４ １３ ２ ２ ７ ７８

縄文時代後期中葉

縄文時代後期前～中葉 ２

縄文時代晩期後葉 １

合 計 １ ５９ ５ ２ ４ １４ ４ ４ ７ ７８

表�－２ 出土遺物一覧

分類 遺 構 包含層・その他 合 計 分類 遺 構 包含層・その他 合 計

土
器

�ｂ ４ ７２５ ７２９

石
器
等

石核 ５ ６１ ６６

�ａ ４６４ ４，５４９ ５，０１３ 原石 ６ １９ ２５

�ｂ ９ ２４０ ２４９ フレイク（頁岩） ７８９ １，３３８ ２，１２７

�ａ ３，３６４ ２６，８７５ ３０，２３９ フレイク（黒曜石） ９１ １４６ ２３７

�ｂ １０８ １，０２７ １，１３５ フレイク（その他） １１１ ７４５ ８５６

�ｃ ０ ３３３ ３３３ 石斧 ５ ４３ ４８

土
製
品

土玉 ０ ２ ２ たたき石 ２５ １４６ １７１

三角状土製品 ０ ８ ８ すり石 １ １２ １３

三角板状土製品 １ １９ ２０ 扁平打製石器 １３ ５７ ７０

円板状土製品 ２ ８ １０ 北海道式石冠 １８ ４５ ６３

その他の土製品 ０ ２ ２ 砥石 １ ６ ７

焼成粘土塊・粘土 １ ３ ４ 台石・石皿 ６０ １７９ ２３９

土器等合計 ３，９５３ ３３，７９１ ３７，７４４ 加工痕のある礫 ８ ３６ ４４

石
器
等

石鏃 １２ １４２ １５４
石
製
品

三角柱状石製品 ０ １ １

石槍またはナイフ ３ １０ １３ 三脚状石器 １ ２ ３

石錐 １ １２ １３ 玉 ０ １ １

つまみ付きナイフ ３ １５ １８ 石器等合計 １，１９７ ３，２２０ ４，４１７

スクレイパー ２２ １３８ １６０ 礫 礫・礫片 ２，６４９ １，７０４ ４，３５３

Ｒフレイク １１ １５ ２６ 自然遺物等 １８ ８ ２６

Ｕフレイク １１ ５１ ６２ 遺物合計 ７，８１７ ３８，７２３ ４６，５４０

� 調査の概要
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表�－３ 出土遺物割合

土器
土製品・

焼成粘土塊
剥片石器 石核・原石 頁岩フレイク その他のフレイク

点 数 ３７，６９８ ４６ ４４６ ９１ ２，１２７ １，０９３

割 合 ８１．００％ ０．０１％ ０．９６％ ０．０２％ ４．５７％ ２．３５％

石斧・礫石器 石製品 加工痕のある礫 礫・礫片 自然遺物等 合計

点 数 ６１１ ５ ４４ ４，３５３ ２６ ４６，５４０

割 合 １．３１％ ― ０．０１％ ９．３５％ ０．０１％ １００％

表�－４ 出土土器割合

�ｂ �ａ �ｂ �ａ �ｂ �ｃ 合 計

点 数 ７２９ ５，０１３ ２４９ ３０，２３９ １，１３５ ３３３ ３７，６９８

割 合 １．９３％ １３．３０％ ０．６６％ ８０．２１％ ３．０１％ ０．８８％ １００％

表�－５ 出土石器割合

石鏃
石槍または

ナイフ
石錐

つまみ付き

ナイフ

スクレイ

パー
Rフレイク Uフレイク 石斧

点 数 １５４ １３ １３ １８ １６０ ２６ ６２ ４８

割 合 １４．０９％ １．１９％ １．１９％ １．６５％ １４．６４％ ２．３８％ ５．６７％ ４．３９％

たたき石 すり石
扁平打製

石器

北海道式

石冠
砥石 台石・石皿

加工痕の

ある礫
合 計

点 数 １７１ １３ ７０ ６３ ７ ２３９ ３６ １，０９３

割 合 １５．６５％ １．１９％ ６．４０％ ５．７６％ ０．６４％ ２１．８７％ ３．２９％ １００％

上台１遺跡
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� 遺跡の位置と環境

１ 遺跡の位置と周辺の地形（図�－１・２）

森町は内浦湾（噴火湾）に面する渡島半島のほぼ中央部に位置し、渡島管内茅部郡に属する。東側
こま が たけ おし だ さ わら しゅく の べ なな え

は駒ケ岳（１，１３１ｍ）山頂から押出しの沢を境に砂原町と、南側は宿野辺川を挟んで大野町、七飯町
あっ さ ぶ も なし べ

と、南西側は渡島山地を分水嶺として厚沢部町と、西は茂無部川を挟んで八雲町と接し、北は内浦湾
ぐ しんだけ さん く ろうだけ

（噴火湾）に臨んでいる。町の面積は３１３．２６�。内陸部の山地は狗神岳（８９９．４ｍ）、三九郎岳（８０２
ふたまただけ

ｍ）、二股岳（８２５．６ｍ）などが連なり、東側に駒ケ岳がそびえている。駒ケ岳は有史以前から何度も

大規模な噴火を繰り返してきた成層火山である。その火口原から上台１遺跡までの直線距離は１０�で

ある。山頂部の東側には馬蹄形に開口した巨大火口が見られるが、これは１６４０（寛永１７）年の山体崩

壊をともなう激しい噴火の際に形成されたものである。

段丘地形は、北の茂無部川から桂川付近では標高７０～１２０ｍの平坦面が海岸部まで続いて、桂川付

近から尾白内川中流域にかけては標高２０～５０ｍ及び標高７０～１２０ｍの２つの平坦面がある。森町内の

遺跡は標高１０ｍ程度の低位海岸段丘に立地する遺跡を除き、おおむねこの平坦面上に分布する。

上台１遺跡は森町中心部から南へ約２�、森川の支流に東西を挟まれた段丘上に立地する。便宜的に

調査区南東側を支流１、北西側を支流２と呼称している。南東側は支流１を挟んで森川２遺跡と、北西

側は支流２を挟んで上台２遺跡と隣り合っている。さらに森川２遺跡の東側は森川本流を挟んで森川

４遺跡と森川３遺跡が隣接する。遺跡の現況は山林で、周辺にはミズナラ、トチノキ、クリ、カシワ、ホ

オノキ、ハルニレ、オヒョウなどが混交する落葉広葉樹林と、カラマツ、スギなどの造林地とが見られ

た。また、それらの林床にはマイヅルソウ、コウライテンナンショウ、オオアマドコロ、シロバナエンレ

イソウ、エンレイソウ、クマイザサ、ミヤコザサ、チシマザサ、イヌタデ、トクサなどが群生している。

２ 周辺の遺跡（図�－３・表�－１）

平成１７年３月現在、森町内では４３カ所の遺跡が登載されている。１６４０（寛永１７）年に噴火した駒ケ

岳の火山灰が厚く堆積しているため、北に隣接する八雲町に比べると確認されている遺跡の数は少な

かったが、北海道縦貫自動車道建設工事に関連した所在確認調査によって新たに発見され、調査され

る遺跡も近年増加している。平成１３年度に開始された高速道路建設にともなう森町内の一連の発掘調

査は、町教育委員会による鷲ノ木４遺跡、鷲ノ木５遺跡を初めとし、当センターによる濁川左岸遺跡、

倉知川右岸遺跡、森川３遺跡など継続中のものも含めて２２遺跡が着手されている。これは森町内搭載

遺跡数４３カ所の約半分に相当する。うち鷲ノ木５遺跡は、平成１５年度の調査で道内最大規模のストー

ンサークルと、これに隣接した竪穴墓域が発見されたことで注目を集めた。

遺跡の分布は、尾白内川中流域と七飯町との境界である宿野辺川流域に数カ所がある他は、森町市

街地から茂無部川にかけての海岸段丘と内浦湾（噴火湾）にそそぐ河川沿いに集中している。この地

域に分布する遺跡の時期は、縄文時代中期から後期のものが大半であるが、河川沿いの遺跡は、内陸

部に向かって縄文時代後期を主体とするものが増加する傾向が見られる。続縄文時代以降の遺跡は、

森町市街地の低位の海岸段丘に多い。縄文時代各期、続縄文時代、擦文時代、アイヌ文化期まで、各

時期の遺跡の所在が知られているが、旧石器時代のものは今のところ見つかっていない。 （影浦）

� 遺跡の位置と環境
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この図は、国土地理院 平成７年修正測量 平成８年７月１日発行 １／２５，０００「渡島森」を複製加筆したものである。

この図は、国土地理院 昭和３２年測量 昭和４０年３月３０日発行 １／２５，０００「渡島森」を複製加筆したものである。

図�－１ 遺跡周辺の地形�１

上台１遺跡
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表�－１ 森町の遺跡一覧�１
登載

番号
名 称 種 別 所 在 地 立 地 標高（ｍ） 時期（型式略名） 備 考

１ 姫川１遺跡 遺物包含地 字駒ヶ岳１３２－１～４ 河岸段丘 １６７ 縄文中期（円筒上層）

２ 姫川２遺跡 遺物包含地 字駒ヶ岳１７－２１６、－２１７、－６ 河岸段丘 １１２ 縄文中期（円筒上層）

３ 白川遺跡 遺物包含地 字白川４９－１４ 河岸段丘 ４８～５０
縄文中・晩期・続縄文（恵

山）・擦文
貝塚あり

４ 森川貝塚遺跡 貝塚 森川町７６～７９ほか
低位海岸

段丘
１３～１５

縄文早・前期・続縄文（恵

山）・擦文・中近世
旧森川 B 遺跡

５ 森川１遺跡 遺物包含地 森川町６９－２ほか
低位海岸

段丘
１５～１８

縄文前（円筒下層 b）・中・

後期、続縄文（恵山）

１９８２「森川 A遺跡」森町教

委 旧森川 A・C・D遺跡

６ 森川２遺跡 遺物包含地 字霞台３４－１、３５－２ 台地 ８０～１００
縄文前・中～晩期（聖山�）・

擦文・近世

２００２ 森町教委発掘調査

２００４「森川２遺跡」森町教

委

７ 本内川右岸遺跡 遺物包含地 字石倉町６１０－７・８ 台地 ４０～６０

縄文中（円筒上層 b・ノダ

ップ�）・後期（天祐寺）

・晩期・擦文

２００３「森町本内川右岸遺

跡」北埋調報１８２

８
茂無部川

右岸遺跡
遺物包含地 字石倉町６１０－２・５ 台地 ４０～６０ 縄文中～後期

９ 尾白内貝塚遺跡 貝塚 字尾白内９２６、９２９－１ほか
低位海岸

段丘
１０～１４

縄文晩期（大洞 A′）・続縄

文（恵山）・擦文

１９８１「尾白内」、１９９３「尾

白内２」森町教委

１０ 鳥崎遺跡 遺物包含地
鳥崎３１－１、字富士見町１～３

ほか
海岸段丘 １５～３０ 縄文前～後期・中近世 １９７５「鳥崎遺跡」森町教委

１１ 蛯谷遺跡 遺物包含地 字蛯谷町１４６－１ほか 河岸段丘 ３０～３２ 縄文中（円筒上層）・後期 １９７１ 森町教委発掘調査

１２ 赤井川１遺跡 遺物包含地 字赤井川２２９ 丘陵 １７５～１９５ 縄文中期（円筒上層） 旧赤井川 A遺跡

１３ 赤井川２遺跡 遺物包含地 字赤井川２２９ 丘陵 ２３０～２３５ 縄文中期 旧赤井川 B 遺跡

１４ 赤井川３遺跡 遺物包含地 字赤井川２２９ 丘陵 ２１０ 縄文中期 旧赤井川 C 遺跡

１５ オニウシ遺跡 集落跡 字上台町３２６－１８ 海岸段丘 ２５～３５
縄文早（東釧路�）～中期

（円筒上層）

１９７７「森町オニウシ遺跡発

掘調査報告書」

１６ 御幸町遺跡 遺物包含地
字御幸町１３２－２、字清澄３－

１ほか

低位海岸

段丘
８～２０

縄文早・中（円筒上層）・後・

晩期・続縄文・擦文

１９８５「御幸町」、１９９４「御

幸町２」森町教委

１７ 清澄遺跡 遺物包含地 字清澄２７、２９－２ 海岸段丘 ３３～３９ 縄文中期（円筒上層）・後期 旧高校台遺跡

１８ 鷲ノ木１遺跡 遺物包含地 字鷲ノ木１４５－１ほか 海岸段丘 １５～２０ 縄文中期（円筒上層）

１９ 鷲ノ木２遺跡 台場跡 字鷲ノ木４５５ほか 海岸段丘 ４０ 近世

２０ 鷲ノ木３遺跡 遺物包含地 字鷲ノ木４９９－２ほか 河岸段丘 ４０～４５
縄文中期（円筒上層）・続縄

文（恵山）

２１ 鷲ノ木４遺跡

集落跡・

配石遺構・

墳墓

字鷲ノ木５０６～５１０ 河岸台地 ４５～５０

縄文早～中（円筒上層）・後・

晩（タンネトウＬ）・続縄文

（恵山）

２００１～０３ 森町教委発掘

調査

２２ 濁川左岸遺跡 集落跡 字石倉町４０１、４４６－１、４４８ 河岸段丘 ４０～５０

縄文前（円筒下層）・中（円

筒上層）・後期前葉（涌元式・

トリサキ式・大津�群）・続

縄文（恵山）

２００１、－０２、道埋文調査

２００３「森町濁川左岸遺跡－

B 地区－」 北埋調報１９０

２００４「森町濁川左岸遺跡－

A地区－」 北埋調報２０８

２００４道埋文調査

２３ 本茅部１遺跡 遺物包含地 字本茅部町２０５、２７２～２７４、２９４ 海岸段丘 ８０～８５

縄文前（円筒下層）・中（円

筒上層・見晴町）・晩期（大

洞 C２）・中近世

２００３「森町本茅部１遺跡」

北埋調報１９１、２００４「森町

本茅部１遺跡�」北埋調報

１９９

２４ 栗ヶ丘１遺跡 遺物包含地 字栗ヶ丘３８～４４ 河岸段丘 ３５～４５ 縄文早～晩期・続縄文

２００１、－０２ 森町教委発掘

調査 ２００４「栗ヶ丘１遺

跡」森町教委

２５ 倉知川右岸遺跡 集落跡 字栗ヶ丘７、１１－１・２ 丘陵 ７５～８０
縄文早・前・中（円筒上層・サ

イベ沢�）・後期（トリサキ）

２００４「森町倉知川右岸遺

跡」北埋調報１９６

２６ 森川３遺跡 集落跡 字森川町３１７－１・７ 丘陵 １００
縄文前・中・後期・続縄文

（恵山）・近世（畑跡）

２００２～０４ 道埋文発掘調

査

２７ 上台１遺跡 遺物包含地 字上台３３－１、４２－１、３６４ 丘陵 ９０

縄文前（円筒下層 d）・中（円

筒上層 b）・後（トリサキ・大

津�群・手稲）・晩期（聖山

�）

２００３ 道埋文発掘調査

２００５「森町上台１遺跡」

北埋調報２１７（本報告）

２８ 鷲ノ木５遺跡
環状列石・

墳墓
字鷲ノ木５０３－１、４９５－４・５ 河岸段丘 ７０ 縄文早～晩期・続縄文 ２００３ 森町教委発掘調査

２９ 石倉１遺跡 遺物包含地
字石倉町３９５～３９７、４０３、４０４、

４３９
丘陵 ３０～４０ 縄文早・中・後期・続縄文

２００２、－０３ 道埋文発掘調

査

� 遺跡の位置と環境
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表�－１ 森町の遺跡一覧�２
登載

番号
名 称 種 別 所 在 地 立 地 標高（ｍ） 時期（型式略名） 備 考

３０ 森川４遺跡 遺物包含地 字森川町３１７－１８
低位河岸

段丘
９０

縄文前（円筒下層）・中（円

筒上層）・後（トリサキ・手

稲）・晩期（聖山�）

２００３ 道埋文発掘調査

２００５「森町森川４遺跡」北

埋調報２１８

３１ 上台２遺跡 集落跡 字上台町３２６－５
河岸段丘

～緩斜面
９０～１００ 縄文早～晩期・近世（畑跡）

２００３、－０４、道埋文発掘調

査

２００５「森町上台２遺跡」北

埋調報２１６

３２ 石倉２遺跡 集落跡
字石倉町１４６、６２３－１・３・４、

６２４－１、３０６

高位河岸

段丘
６０～７５

縄文中（榎林）・晩期（聖山

�）

２００４「森町石倉２遺跡」北

埋調報１９７

３３ 石倉３遺跡 遺物包含地 字石倉町４８２、４８３、４９０ 河岸段丘 ６５～７５
縄文後期（天祐寺・トリサ

キ）

２００４「森町石倉３遺跡・石

倉５遺跡」北埋調報２０５

３４ 石倉４遺跡 遺物包含地 字石倉町５１１、５２０、５２１ 河岸段丘 ６０
縄文前（円筒下層）・中期（円

筒上層・大安在 B）

２００４ 道埋文発掘調査

２００５「森町三次郎川左岸

遺跡・石倉５遺跡�・石倉

４遺跡」北埋調報２１９

３５ 森川５遺跡 遺物包含地 字森川町３１７－７・８、３１８－１ 丘陵 １１０ 縄文早～後期・近世 ２００４ 森町教委発掘調査

３６ 石倉５遺跡 遺物包含地 字石倉町５１２、５１３、５１９ 河岸段丘 ５５～６０
縄文前（円筒下層）・後期（ト

リサキ）・続縄文（恵山）

２００３、－０４、道埋文発掘調

査

２００４「森町石倉３遺跡・石

倉５遺跡」北埋調報２０５

２００５「森町三次郎川左岸

遺跡・石倉５遺跡�・石倉

４遺跡」北埋調報２１９

３７
三次郎川右岸遺

跡
遺物包含地 字石倉町５１３、５１６ 河岸段丘 ４０～４７ 縄文前～後期・続縄文

２００３、－０４、道埋文発掘調

査

３８
三次郎川左岸遺

跡
遺物包含地 字石倉町６１０－２４ 河岸段丘 ３５～５０

縄文前（円筒下層）・後期・続

縄文（恵山・後北）

２００３、－０４、道埋文発掘調

査

２００５「森町三次郎川左岸

遺跡・石倉５遺跡�・石倉

４遺跡」北埋調報２１９

３９ 鷲ノ木７遺跡 遺物包含地 字鷲の木町３９７－１ほか 尾根 ６０ 縄文中～後期 ２００４ 森町教委発掘調査

４０
鷲ノ木川右岸遺

跡
遺物包含地 字鷲の木町３９６ 台地 ６０ 縄文

４１ 蛯谷２遺跡 遺物包含地 字蛯谷町２８１ 台地 ８０ 縄文

４２ 駒ケ岳１遺跡 遺物包含地 字駒ケ岳２２８－１０
小河川

左岸
１８５ 縄文早期 ２００４ 森町教委発掘調査

４３ 駒ケ岳２遺跡 遺物包含地 字駒ケ岳４７０－５
小河川

左岸
１７７ 縄文

上台１遺跡
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� 遺構の調査とその遺物

遺構は住居跡１軒、土坑５９基、Tピット５基、配石２基、集石・礫集中４カ所、石囲い炉１４基、焼

土４カ所、フレイク集中４カ所、立石７基、柱穴状の小ピット７８基が検出された。すべて縄文時代の

ものである。遺構の名称には Tピット・立石を除いて、上台の「U」を冠した。

調査範囲は森川の支流に挟まれた標高７８～９０ｍの台地上であるが、遺構は主に両側の支流に向かっ

た緩斜面および低位段丘部分において集中する。調査区中央の平坦部分についても Tピットやいく

つかの土坑などが検出されたが、数は多くない（図�－１～３）。

検出遺構の構築時期は覆土内の遺物出土状況から大半が縄文時代後期前葉に属すると考えられる。

ほかに縄文時代中期前半に属する遺構も数基検出している。 （影浦）

１．住居跡

１軒検出した。径が４ｍを越え、中央部で石囲い炉を検出したことから、住居跡としたものである。

しかし、単独の検出であることや、周囲に分布する墓と見られる土坑群や立石とほぼ同時期のもので

ある可能性があることから、祭祀的な性格が考えられる。なお、自然地形の扱いとなった欠番遺構（UH

－１～３）があったことから、遺構番号はUH－４となっている。

UH－４（図�－４～８ 図版２・２８・３２・３３）

位置・立地：R－９・１０、S－９・１０ 標高８３．２～８２．７ｍの段丘平坦面。

規模：４．１４ｍ／４．２８ｍ×３．８０ｍ／３．７０ｍ×（０．３４～０．７０）ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：試掘坑の壁面を精査した際に黒色土の落ち込みが確認された。周囲を平面で精査し、ト

レンチを掘削した結果、壁の立ち上がりが確認され、中央部で石囲い炉も検出した。残りの覆土を掘

り下げたところ、掘り込みはおおむね�層下位、一部は�層に達していた。また、浅い周溝が幅６０�
程度で床面を３分の２周ほど巡ることも判明した。床面は東側から西側へ若干傾斜しており、柱穴状

の穴の跡も何カ所かに表れたが、半截したところ、ほとんどが深さ１０�にも満たないものであった。

この状況から本来の床面は少し上にある可能性が考えられたが、ベルトの再精査では周溝付近を除い

て単層（覆土１）としてしか認識することができなかった。しかし、中央で検出された石囲い炉の上

半が、熱を受けて赤化しており、この線が生活面であると判断された。一度できた竪穴の埋没過程に

おいて、くぼみを再利用して住居が構築されたと考えられる。土層観察では確認できなかったが、風

倒木痕など自然のくぼみを利用した可能性もある。

覆土：周溝部分を除いて、ほぼ単層として観察されたが、基本土層における流れ込み土と類似するこ

とから、自然埋没した可能性が考えられる。

床・壁：壁はほぼ垂直に立ち上がるが、部分的にオーバーハングしているところもある。床には周溝

が巡らされていた。周溝は南側が標高８２ｍ４０�前後と深く、北側が標高８２ｍ７０�前後と浅い。

付属遺構：柱穴状ピットは遺構内に１３カ所、遺構外に２カ所、計１５カ所を検出した。本遺構の周辺で

は柱穴状の小ピット（USP）が７５基検出されているため、遺構外の２カ所については、この住居跡

に伴うものではない可能性もある。HP－１は検出面からの掘り込みが浅いが、検出時に床面を見出

� 遺構の調査とその遺物
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図�－４ UH－４�１

� 遺構の調査とその遺物
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図�－５ UH－４�２

上台１遺跡
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図�－６ UH－４の遺物�１

� 遺構の調査とその遺物
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図�－７ UH－４の遺物�２

上台１遺跡
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図�－８ UH－４の遺物�３

� 遺構の調査とその遺物
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だせず実際より相当掘り下げてしまった可能性があるため、主柱穴と判断される。径は４８�。HP－

１０～１３は杭状である。屋根を支える柱とは違う用途が考えられる。他に、�群 a類土器の口縁部を

検出した付属遺構（HP－２）が１基ある。

遺物出土状況：土器（�ａ９点・�ａ１，０５８点・�ｂ３点）１，０７０点、土製品１点、石器（石鏃４点・

スクレイパー３点・Uフレイク４点・石核２点・フレイク８１点・石斧１点・たたき石２点・扁平打

製石器１点・台石４点）１０２点、礫・礫片３９点、計１，２１２点が出土している。この他に付属遺構のHP

－２から�群 a類、大津�群の土器片が１１点出土した。全体としては台石サイズの偏平礫が比較的

多く出土した。本遺構に伴う遺物として、西側の壁際で出土した小型土器（図�－６－６）と、HP

－２から出土した大津�群の口縁から胴部にかけての土器片のまとまり（図�－６－１）がある。覆

土内から相当数出土した細かい土器片やフレイク類は、ほとんど埋没過程における流れ込みと考えら

れる。周溝部の一番低いところでは微細な骨片や炭が出土した。これらについては、雨などで冠水し

たときに、床面や石囲い炉にあったものがフローして溜まった痕跡ではないかと考えられる。

時期：付属遺構（HP－２）から出土した土器から、縄文時代後期前葉後半である。覆土で採取した

炭化物の放射性炭素年代の測定結果は補正年代で３３６０±４０、３５７０±４０の値が得られている。

遺物：土器 いずれも�群 a類。１～７は大津�群に相当する。８は白坂３式相当である。１・２

は櫛歯状沈線文が施されたもの。１は流水文風の文様。北側に隣接する墓坑UP－８出土の土器と接

合した。３は口唇上に粘土紐が蛇行して貼付けられたもの。４は器面調整の粗い無文土器。ヘラ状工

具の痕が器面に残るが、あるいは沈線で一度描いた文様をなで消したものかもしれない。５・６は底

部片。５は中空の工具による刺突文が施されたもの。内面にはカニのハサミ状文が放射状に描かれて

いる。７は円板状土製品。８は口唇断面が角型。口唇上にも縄文が施文されている。 （影浦）

石器 ９～１２は石鏃。９・１０は有茎。１０は凹基で尖頭部の左側縁は急角度。１１は茎部を欠く。１２は茎

部片。赤色頁岩を素材とする。１３～１５は頁岩を素材としたスクレイパー。１３・１４は側縁に、１５は厚め

の剥片の下側縁に刃部がある。１６・１７はUフレイク。１６は側縁に、１７は下側縁に使用痕がある。１８・

１９は石核。残された剥離痕から大きなフレイクは取られていないようである。１９は層理面が多い。２０

・２１はたたき石。２０は両端に２１は一端に敲打痕がみられる。２２は扁平打製石器。半分欠損している。

残存する下側縁にわずかな擦痕がみられ、破損以前の被熱の痕がある。２３・２４は台石。２３は中央がへ

こみ、擦痕がみられる。２４は図の下側縁が被熱している。２０～２４は安山岩製。 （谷島）

上台１遺跡
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２．土坑

５９基検出した。森川の支流に面した調査区両端の緩斜面および低位段丘部分に集中する傾向があ

り、中央の平坦な台地上ではあまり多くない。

南東側支流に面した低位段丘から斜面地形にかけての部分では３１基を検出した。うち時期の特定で

きるものは２８基あり、いずれも縄文時代後期前葉のものであった（UP－５９は後期中葉の可能性もあ

る）。墓の可能性が考えられている土坑は２３基で、他８基は性格不明である。２３基のうち１３基がくび

れの弱いフラスコ状の土坑であった。確認面の長径が１ｍ前後のものが多く、これらは遺構同士が近

接しながらも重複しない。遺物の出土状況であるが、坑口部中央に被熱礫・礫片や台石、土器片等の

遺物がまとまって検出する傾向が一部において窺われた（UP－８・１６・２１・５９）。

調査区中央の台地上では８基を検出した。おおむね縄文時代後期前葉の構築と推測されるが、検出

遺物が少なく、性格不明なものが多い。坑底壁際に杭穴状の小ピットが６カ所巡り、墓の可能性が想

定される土坑（UP－６７）が１基ある。

支流２を挟んで上台２遺跡と隣接する北西側の低位段丘から斜面地形の部分においては２０基を検出

した。縄文時代中期前半と考えられる土坑が５基（UP－２０・２８・２９・４５・４６）、後期前葉と考えら

れる土坑が４基（UP－４・６・１４・２５）。他、縄文時代中期前半から後期前葉の可能性があるもの

が１０基（UP－１～３・１０・１５・２４・２６・２７・４０・４３）、後期前葉から中葉の可能性があるもの１基

（UP－１３）がある。このうち墓の可能性が考えられるのは８基（UP－４・６・１４・２０・２５・２８・４５

・４６）が数えられる。中期ではUP－２０・２８・４５・４６の４基、後期前葉ではUP－４・６・１４・２５の

４基に墓の可能性がある。竪穴状の掘り込みの内部に複数の墓坑が構築された例（UP－６＝後期）

や、竪穴状の例（UP－４５・４６＝中期、UP－４＝後期）などが見られ、南東側の地区とは様相が異

なる。くびれの弱いフラスコ状土坑と見られるものは、性格不明のものを加えて５基（１４・２５・２８・

２９・４３）を数える程度であった。 （影浦）

UP－１（図�－９ 図版３）

位置・立地：J－４１ 標高８６．９ｍ。台地の縁の平坦面。

規模：（１．６８）ｍ／（１．５０）ｍ×１．１０ｍ／１．０２ｍ×（０．４６）ｍ

長軸方向：N－３６°－Ｅ 平面形：長楕円形

確認・調査：調査区の南壁を精査したところ黒色土が落ち込んでいる場所を確認した。壁の奥（南側）

へ調査範囲を２ｍほど拡張し、周囲を面的に掘り下げてみたところ、�ｃ層の中位において、多量の

礫を出土した。礫は大小様々あったが、人頭大の不規則な円礫が比較的多く、焼けているものもいく

つか目についた。礫のまとまりを中心に引き続き周囲を精査したが黒いまとまりはあまり明瞭には現

れなかった。風倒木痕の落ち込みに礫を投げ入れた集石と考えられたが、礫を図化・撮影後、いくつ

かを取り上げ、改めて礫の分布の長軸に沿って半截してみたところ、壁と平坦な坑底面が検出された。

坑口部に集石をともなう性格不明の土坑である。

覆土：人為的な埋め戻しによる。

坑底・壁：坑底は�層上面で、ほぼ平坦である。壁は長軸方向では緩やかに、短軸方向では急に立ち

上がる。

遺物出土状況：礫・礫片が３１点出土している。加工痕が観察されるものは１点も見られなかった。う

ち９点が被熱礫である。坑口部から覆土中位にかけて、密にかたまって出土した。地形的に台地の縁

� 遺構の調査とその遺物
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に位置するが、遺構の範囲外、地形的にやや下がった場所にも同様の礫が何点か広がっているのが確

認された。上面の礫は露出していた可能性がある。自然の営為で、斜面下に落ちた礫もいくつかあっ

たと考えられる。礫は一番重いもので５４�、一番軽いもので１．６５�。総重量は２８７．６４�であった。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉と推測される。 （影浦）

UP－２（図�－９ 図版３）

位置・立地：O－４１・４２ 標高８５．６ｍ付近の平坦面

規模：０．５５ｍ／０．４２ｍ×０．５４ｍ／（０．３６）ｍ×０．１４ｍ

平面形：円形

確認・調査：�層上面で検出した。それ以前にO－４１区�ｃ層から人頭大の礫が出土しており、UP

－２に関連する可能性がある。性格は不明である。

覆土：�ｃ層に類似する。

坑底・壁：坑底は平坦で、�層まで掘り込まれている。立ち上がりは緩やか。

遺物出土状況：覆土から、安山岩のフレイクが２点、礫が１点、計３点出土した。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉と推測される。 （柳瀬）

UP－３（図�－９ 図版３）

位置・立地：O－３９ 標高８５．９ｍの平坦面。

規模：０．８６ｍ／０．７０ｍ×０．６０ｍ／０．５０ｍ×（０．１８）ｍ

長軸方向：N－８９°－Ｅ 平面形：楕円形

確認・調査：�ｃ層下位を掘り下げ中、扁平礫と円礫が並んで出土した。周囲を精査したところ礫を

中心に遺構の平面形を確認したので、半截した。その結果、最初に出土した礫の下にも礫が２つあり、

中央部に４つの礫を配置した土坑であることが判明した。性格は不明。

覆土：覆土は単層であるが、礫の出土状況から人為的な埋め戻しと考えられる。

坑底・壁：皿状の土坑である。坑底は�層内である。坑底面は平坦で、壁は直線的に開く。

遺物出土状況：石器（台石１点・石皿１点）２点、礫片３点、計５点が出土している。５点中４点は

覆土の中央部において検出したもので、台石と石皿は上下に重なりあっていた。

時期：周囲の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉と推測される。 （影浦）

UP－４（図�－１０ 図版３・３３）

位置・立地：M�N－４８ 標高８１．４ｍ付近の平坦面

規模：（１．６４）ｍ／（１．１９）ｍ×（０．９７）ｍ／（０．６１）ｍ×０．５２ｍ

長軸方向：N－６３°－W 平面形：隅丸方形？

確認・調査：M－４８区とN－４８区との境界の壁面で暗オリーブ褐色土主体の落ち込みを検出した。N

－４８区を平面的に掘り下げ、�ｃ層下位～�層上面で平面形を確認した。トレンチ調査で坑底・壁を

検出し、土坑と確認した。性格は、覆土が埋め戻しと推測されることから墓坑の可能性がある。

覆土：Ko－gが非常に多く含まれており、埋め戻しと推測される。

坑底・壁：坑底は平坦で、�層上面付近まで掘り込まれている。立ち上がりは緩やかで、壁は外傾す

る。

上台１遺跡
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図�－９ UP－１・２・３
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遺物出土状況：土器（�ａ）５点、石器（つまみ付ナイフ１点、台石１点）２点、礫・礫片２点、計

９点が出土した。このうち、台石（３）と�群 a類土器の口縁部破片（１）は覆土上面から、つま

み付きナイフ（２）は坑底直上から出土したものである。

時期：出土遺物から、縄文時代後期前葉である。 （柳瀬）

遺物：土器 １は�群 a類。口縁部に２条の貼付文が施されている。貼付文と体部地文で LR原体の

回転方向を変えて羽状縄文にしている。 （影浦）

石器 ２は頁岩を素材としたつまみ付きナイフ。外湾部の刃部は鋭利で内湾部の刃部は直角に近い。

３は安山岩を素材とした台石。両面に擦痕、周縁部に敲打痕がみられる。 （谷島）

UP－６（図�－１１～１４ 図版４・５・２８・３４）

位置・立地：M�N－４５・４６ 標高８３．２ｍ～８３．６ｍ付近の斜面の中間、やや平坦な部分

規模：３．４８ｍ／３．０８ｍ×３．００ｍ／２．３４ｍ×０．６６ｍ

長軸方向：N－５４°－E 平面形：楕円形

確認・調査：２５％調査の際、M－４６区�層上面で部分的に検出した。調査区境界に沿ってトレンチ調

査を行い、坑底・壁を確認した。その後、周辺の土石流堆積物を重機で除去し、M�N－４５・４６区�
ｃ層中位で、楕円形の平面形と、その北～北東端に分布する集石を検出した。この面を掘り込み面と

判断し、トレンチ調査を行ったところ、竪穴状の掘り込みと、掘り込みの中央付近と南西端に位置す

る付属土坑を確認した。規模・形状から竪穴住居跡と想定した。

覆土の中位付近で人頭大の礫・台石が３点出土、坑底では�群 a類土器・台石・フレイクなどが

出土し、PP－１～５が検出された。PP－１・２・４はトレンチ調査の際から確認されたもの、PP－

３は覆土中位で出土した人頭大の礫の下位から検出されたものである。これらの付属土坑について、

土層断面 a－a′�b－b′�c－c′の観察により、坑底から掘り込まれていること、埋め戻しと推測され

ること、平面的には検出できなかったが、断面からはマウンド状の堆積が存在した可能性があること

を確認した。付属土坑のうち、PP－１～３は土層の堆積状況と遺物の出土状況から墓であると推測

された。当初は平面形や規模から竪穴住居跡と想定したが、調査の結果、竪穴状の掘り込みの内部に

複数の墓坑が構築された遺構であると判断した。

覆土：竪穴の覆土は大きく４層に分層した。土層２は�ｃ層に相当し、自然堆積である。この上位に

堆積している土層１は色調や Ko－gの混入が多いことから、他遺構の掘上土などの可能性がある。

土層３・４は、自然堆積と埋め戻しの双方の可能性が想定でき、断定できなかった。検出面において

土層３に作られた集石が検出されていること、覆土の中層にあたる土層３上面から複数の礫が出土し

ていることからは、人為堆積の可能性が考えられる。この場合、集石は竪穴を埋め戻した際の目印な

どと推測される。しかし、堆積形状からは自然堆積の可能性もあり、その場合、検出面の集石はUP

－６には伴わないこととなる。土層断面 b－b′の土層８～１９は、それぞれ付属土坑に関わる土層で

ある。

なお、遺物の取り上げ層位は、取り上げ「覆土１」は断面図土層１に、「覆土２」は土層２に、「覆

土３」は土層３に相当する。

坑底・壁：坑底はほぼ平坦で、斜面上方にあたる南東側では�層上位まで、斜面の下方にあたる北西

側では�層まで掘り込まれている。�層が露出する北西半では脆弱である。立ち上がりは緩やかで、

壁は外傾する。

上台１遺跡
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図�－１０ UP－４
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図�－１１ UP－６�１

上台１遺跡

46



図�－１２ UP－６�２
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遺物出土状況：土器（�ａ）１８３点、石器（石鏃２点・Rフレイク１点・Uフレイク１点・フレイク

２４点・石斧２点・たたき石２点・砥石１点・台石石皿６点）３９点、礫・礫片５２点、計２７点が出土した。

検出面において、竪穴の北東端を中心に１９点の礫からなる集石が検出された。位置関係からUP－

６に伴うものと考えたが、土層３が自然堆積である場合はUP－６に伴うものではない可能性もあ

る。礫の大きさは拳～人頭大ほどで、約半数には被熱によると思われる色調の若干の変化が認められ

た。

坑底直上からは�群 a類土器が２５点、台石が１点、頁岩・安山岩のフレイクが５点出土した。こ

のうち、縄文のみが施された�群 a類土器の胴部破片と、台石（１４）・フレイクは北西側でまとま

って出土し、北東端の壁際からは無文の小形土器が１個体（１）出土した。付属土坑の出土遺物は後

述する。

付属土坑：坑底から５基検出された。

PP－１は竪穴の中央付近に位置する。PP－５と重複しており、これより新しい。平面形は、トレ

ンチにより一部が欠損してしまい不明瞭であるが、卵形に近いものと推測される。北西側に緩やかな

張り出しが認められた。覆土は単層で、埋め戻しと推測される。b－b′土層断面から、土層８～１０が

マウンド状に堆積し、焼土である土層８′がその上面に位置していた可能性を考えたが、平面的には

確認できなかった。坑底～坑底直上から、礫７点と�群 a類土器１個体がまとまって出土した。礫

は長辺が１３～２５�程度で、このうち１点は剥離と敲打が認められるもの、他の６点は被熱したもので

ある。土器（１５）は胴部～口縁部の１／３周程度と、口縁の一部の幅２�ほどが欠損している。意図的

に打ち欠かれた可能性がある。

PP－２は竪穴の南西端に位置し、部分的に竪穴の壁を壊して構築されている。覆土は埋め戻しと

推測される。土層１は土層断面 b－b′の土層１５に対応しており、マウンド状に堆積していた可能性

がある。覆土・坑底から、Uフレイクがそれぞれ１点出土した。

PP－３は竪穴の東寄りに位置する。覆土は埋め戻しと推測される。土層１・２は土層断面 c－c′の

土層２０・２１に相当し、マウンド状に堆積していたものと推測される。この上面から径４０�ほどの扁平

な礫が出土した。覆土から、�群 a類土器１点、スクレイパー１点、安山岩のフレイク１点、軽石

３点が出土した。軽石はNg起源のもので、１点はこぶし大ほどである。�′層中に含まれるものよ

り大きいことから、意図的に納められた可能性がある。

PP－４は竪穴の中央付近に位置する。覆土は埋め戻しである。坑底～覆土中から、被熱した礫が

７点密集して出土した。また、覆土から�群 a類土器が１点出土した。

PP－５は竪穴の北東寄りに位置する。PP－１と重複しており、これより古い。PP－１の壁面で検

出した。PP－１およびトレンチにより欠損してしまったが、平面形は円形あるいは楕円形と推測さ

れる。覆土は埋め戻しと推測される。遺物は出土していない。

時期：坑底直上および付属土坑から出土した土器から、縄文時代後期前葉である。なお、PP－１坑

底、PP－３覆土、PP－４覆土から採取した炭化物の放射性炭素年代の測定結果は、補正年代でそれ

ぞれ４０７０±４０、３９４０±４０、３８２０±４０である。やや幅があるが、出土遺物と大きく矛盾しない。

（柳瀬）

遺物：土器 いずれも�群 a類である。１・１５は復元土器。１は口縁部が緩やかな波状をなし、４

つの波頂部を持つ。内外面から補修孔を穿とうと試みた痕が２カ所見られるが、貫通はしていない。

１５は PP－１から出土した器壁の薄い土器。口縁の一部が欠けているが、意図的になものと考えられ

る。２は広口壷形土器の胴部上半と考えられる。磨消縄文によって、入組波状文を形成している。器

上台１遺跡

48



図�－１３ UP－６の遺物�１
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図�－１４ UP－６の遺物�２

上台１遺跡
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壁が薄く器表面の剥離が著しい。後期前葉のうちでも前半に属すると考えられる。 （影浦）

石器 ３は頁岩を素材とした菱形に近い石鏃。基部にアスファルトと見られる黒色物質が薄く付着し

ている。４は頁岩を素材とした凸基有茎石鏃。基部末端に摩滅がみられ石錐としても使用したと考え

られる。５は Rフレイク。６はUフレイク。７・８は石斧の刃部破片。７は緑色泥岩を素材とし鎬

が明瞭である。８は片岩を素材とした小型の石斧。９はたたき石。３点が接合し下半部が残存する。

下端と一面に敲打痕がみられる。１０は砥石片。浅い擦痕の中央にすり溝が数条観察される。安山岩製。

１１～１４は台石。１１は岩滓（火山礫）を素材とした台石。上面がすられている。１２は使用面に溝が重複

して観察される。１３は上面に敲打痕と擦痕がみられる。１２～１４は安山岩製。１６～１９は付属遺構（PP

－１～３）から出土した石器。１６は PP－１出土の Rフレイク。頁岩を素材とし、下の側縁に調整痕

と使用痕がみられる。腹・背面ともに被熱によると見られる剥離が生じている。１７・１８は PP－２出

土のUフレイク。頁岩を素材とし、側縁に使用痕がみられる。１９は PP－３出土のスクレイパー。頁

岩を素材とし、両側縁に刃部調整が行われている。 （谷島）

UP－７（図�－１５・１６ 図版６・３５）

位置・立地：O�P－１０・１１ 斜面から低地平坦面に移行する傾斜変換部にあたる。

規模：２．２５ｍ／１．４５ｍ×２．４１ｍ／１．２３ｍ×１．２５ｍ

平面形：不整円形

確認・調査：�ｂ層内で火山灰かと思われる暗灰色の�b′層がやや広範囲に広がっていた。遺構を

想定して、トレンチを掘ったところ、墓坑２基が確認されたので、UP－７、UP－９とした。これ

らは重複している。

覆土：坑底近くまで黒色のシルト質壌土を主体に�層の Ko－gが混じった土が入っている。b－b’

の土層断面は壁際に近いところであるが、砂質が多くなる。坑底は粘質の黒色土がみられる。堆積状

況から、自然堆積とみなされる。UP－７とUP－９の東側の斜面下位に掘上げ土と思われる層が、

�ｃ層の上位に最大厚１５�広さ２ｍの範囲で認められた。両者のものか、または、どちらかいずれの

掘上げ土であるかを判別できなかった。ここから礫２点が出土している。

坑底・壁：確認面は南北にやや長く、坑底は東西に長い楕円形を呈する。断面形は坑底がほぼ平坦で

下半は急角度に立ち上がり上半が広がる。�層に掘り込まれている。

遺物出土状況：土器（�ａ５点・�ａ６５点）７０点、石器（たたき石）３点、礫・礫片５点、計７８点が

出土している。覆土下部と坑底から�群 a類土器やたたき石、礫が出土した。覆土から�群 a類土

器が出土したが埋め戻し時に混入したものである。

時期：出土遺物から判断して縄文時代後期前葉である。UP－９が新しく、UP－７が古い。（谷島）

遺物：土器 いずれも�群 a類。１は太い沈線文のもの。ゆるやかな波状口縁で、波頂部の下で沈

線文は渦巻き状を呈する。口唇上は磨きで摩滅しているが、波頂部で中空の工具による刺突文を、他

の部分では無節 Rを口縁部地文と同時施文した痕跡が窺がわれる。隣接したUP－３４出土の土器とも

接合した。２は波頂部に棒状工具で刻みを加えたもの。 （影浦）
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51



図�－１５ UP－７

上台１遺跡
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図�－１６ UP－７の遺物と UP－８

� 遺構の調査とその遺物
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UP－８（図�－１６ 図版７・３５）

位置・立地：T－８ Ko－d降灰（１６４０年）以前の自然堤防の下で、標高８２．５～８２．８ｍの平坦面。

規模：１．６２ｍ／１．３８ｍ×１．５６ｍ／１．２６ｍ×０．６６ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�ｂ層内に堆積が確認された土石流堆積物の下、�層上面を精査中に検出した。掘り込

まれている�層は、地下水分の影響で酸化鉄、マンガン等が浸潤し、ほとんど固結した状態にあった。

土層観察用のトレンチで壁面のオーバーハングを確認したが、坑底付近は特に水気が強く、酸化鉄、

マンガン等が斑状に浸潤している状況であった。覆土も自然層も固結しており、その部分の壁の検出

は難行した。図上で補正を加えたが、部分的に若干掘りすぎたところもある。遺物の出土状況から墓

坑の可能性が考えられる。

覆土：堆積状況や遺物の出土状況などから、人為的に埋め戻したものと理解される。覆土１０は壁の崩

落土。覆土３の中位から下は地下水の影響で鉄分が著しく浸潤し、部分的にすこぶる固結している。

坑底・壁：坑底面は平坦である。壁はややオーバーハングしたのち、緩やかに開くところと垂直に立

ち上がるところとがある。

遺物出土状況：土器（�ａ）１１１点、石器（石鏃１点・石槍またはナイフ１点、フレイク１５点）１７点、

石製品１点、礫・礫片２２点、計１５１点が出土している。覆土中央部に遺物がまとまる傾向が窺われた。

特に礫・礫片等は上部からまとまって出土した。埋め戻しの際に、坑口部付近に入れたと考えられる。

坑口部中央の礫（３．３６�）の下から出土した土器片（１）は、UH－４の付属遺構（HP－２）で出

土した土器片と接合した。胴部上半部分のみの接合であり、他の部分は見つかっていない。礫・礫片

は全て安山岩で計２２点を数えた。最大のものは前述した坑口部中央検出の３．３６�で、他２１点は全て１

�に満たない小型のものであった。他に坑口部からは、厚手の頁岩の剥片を素材とし、粗い打ち欠き

で縁辺を整形した三脚状の石製品（６）も出土した。坑底部の東壁際では小型の土器（２）が出土し

た。また、西側の覆土を掘り下げ中、坑底上２０�の位置から、ほぼ水平な状態で棒状木製品の可能性

が考えられるものを出土した。スポンジ状の触感を呈する点や、色調の違いなど、明らかに周辺覆土

と異なる点がいくつか認められるものであった。しかし、保存処理後、実体顕微鏡による観察を行っ

たが、樹種同定はおろか、細胞壁等も確認することはできなかった。覆土内に多量に混入していた Ko

－gも確認できなかったことから、何らかの木製遺物があった可能性は高いものの、木製遺物そのも

のというよりその痕跡、腐植土のようなものであろうという結論に至っている。他に覆土内からは炭

や焼けた微細骨片等が散点的に採取された。微細骨片は鑑定を受けた結果、ニシンであることが判明

した。椎骨が２６点と比較的多く見られた。他に前耳骨１点と上顎骨２点が得られている。上顎骨はど

ちらも右のものであったため、少なくとも頭部に関しては２匹が数えられる。他にニシンより大きな

魚の椎骨の破片も１点検出されたが、こちらは種を特定できなかった註１。

時期：出土土器片から縄文時代後期前葉後半である。覆土で採取した炭化物の放射性炭素年代の測定

結果は補正年代で３６１０±４０、３４７０±４０の値が得られている。

遺物：土器 いずれも�群 a類。１は坑口部中央において礫の下から出土した。南側に隣接するUH

－４のHP－２出土土器と接合したもの。櫛歯状沈線文によって流水文風の文様が展開する（図�－

６－１・図�－１６－１）。２は Lの縄が全面に横走する。３は胴部片。 （影浦）

石器 ４は石鏃の尖端部破片。５は石槍またはナイフ。４・５は黒曜石を素材とする。５は原材産地

分析の結果は赤井川産の黒曜石が使用され、水和層年代測定の結果は水和層の厚さの平均が３．４１２µ

上台１遺跡
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ｍで経過年代は６，０３１±４８７年である。６は頁岩を素材とした三脚形石製品。側縁を剥離調整した後、

部分的に剥離の稜線をすりつぶし整形している。 （谷島）

註１：東京国立博物館客員研究員金子浩昌氏による。

UP－９（図�－１７ 図版６・３５）

位置・立地：P－１０・１１ 斜面から低地平坦面に移行する傾斜変換部にあたる。

規模：２．０４ｍ／１．３０ｍ×（１．５７）ｍ／１．１３ｍ×１．２１ｍ

平面形：不整円形

確認・調査：UP－７と同時に検出した。

覆土：坑底近くまで黒色の壌土と Ko－gが混じった砂土が入っている。坑底は黒色壌土の上に Ko

－g主体の砂土がみられる。堆積の状態から判断して自然堆積とみなされる。

坑底・壁：確認面、坑底ともに不整円形である。坑底はほぼ平坦で土坑の下半の壁はは垂直に近く上

部の角度は緩く広がる。�層に掘り込まれている。

付属遺構：UP－７とUP－９の東側の斜面下位に掘り上げ土と思われる層が、�ｃ層の上位に最大

厚１５�広さ２ｍの範囲で認められた。

遺物出土状況：土器（�ａ３４点・�b３点）３７点、石器（フレイク）１点、礫・礫片５点、計４３点が

出土している。

時期：出土遺物から判断して縄文時代後期前葉である。UP－９が新しく、UP－７が古い。（谷島）

遺物：土器 １・２は�群 a類。１は地文の縄文が横走する。口縁の波頂部に中空の工具による刺

突が１つ加えられ、その左右に原体による刻みが施されている。裏面は磨かれて平滑。２は無文のも

の。縄文が施された痕跡も一部に残るが、ナデ消されており、不明瞭である。全体に指頭圧痕が顕著。

３は�群 b類。手稲式相当と思われる。 （影浦）

UP－１０（図�－１７・１８ 図版７・３５）

位置・立地：O－４５・４６ 標高８３．２ｍ付近の斜面

規模：１．４４ｍ／１．１０ｍ×０．７０ｍ／０．３８ｍ×０．３６ｍ

長軸方向：N－２３°－W 平面形：楕円形

確認・調査：�ｃ層中位で礫のまとまりを検出した。周辺を掘り下げて平面形を検出し、半截・トレ

ンチ調査により土坑と確認した。性格は不明である。

覆土：Ko－gが多く混入する。

坑底・壁：坑底は皿状にくぼみ、�層まで掘り込まれる。立ち上がりは緩やかで、壁はやや外傾する。

遺物出土状況：土器（�ａ１点・�ａ３点）４点、石器（北海道式石冠１点・石皿１点）２点、礫・

礫片４点、計１０点が出土した。坑口付近の土層１・２から、北海道式石冠未成品・石皿・礫２点がま

とまって出土した。

時期：出土遺物と周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉と推測される。

（柳瀬）

遺物：土器 １は�群 a類。口唇上には縄線文による刻みが深めに加えられている。 （影浦）

石器 ２は側面と上部に打ち剥がしのみられる北海道式石冠の未成品。下面に使用痕はみられない。

３は石皿で両面に浅いすり溝がみられる。いずれも安山岩を素材とする。 （谷島）

� 遺構の調査とその遺物
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図�－１７ UP－９・１０

上台１遺跡

56



UP－１１（図�－１８・１９ 図版７・２９・３５）

位置・立地：Q－９ 標高８３．６ｍの平坦面。

規模：１．３０ｍ／０．９６ｍ×１．０４ｍ／０．６６ｍ×０．６０ｍ

長軸方向：N－１５°－E 平面形：楕円形

確認・調査：トレンチ掘削中に�層で検出した。土層観察用のベルトの壁面に沿って小トレンチを入

れ、壁の立ち上がりと坑底を確認した。遺物の出土状況から、遺構の性格としては墓坑の可能性が高

い。

覆土：土層観察用のベルトから、本来の掘り込みは�ｃ層上位であることが確認された。人為的な埋

め戻しと考えられる。

坑底・壁：坑底面はやや皿状を呈する。土層確認用ベルトにかかっていたため、構築面からの深さが

６０�あることが確認されたが、トレンチによって壁が破壊された部分も多い。残存部分では壁は緩や

かに開く。坑底部付近は�層中の掘り込みで、調査中も壁面の崩落は著しかった。覆土は掘削後、す

みやかに埋め戻したと考えられる。

遺物出土状況：土器（�ａ）１０９点、石器（フレイク１点・台石３点）４点、計１１３点が出土している。

南の壁際において、土器が一個体、横倒しになった状態で検出された。口縁から胴部下半までが確認

され全周したが、底部は見られなかった。坑底部からは他に熱を受けた台石が３点出土した。

時期：出土した土器から縄文時代後期前葉の構築と考えられる。

遺物：土器 １は�群 a類。底部を欠くが、意図的に打ち欠いたものの可能性がある。全面をヘラ

状工具で粗く調整し、沈線文で区画された文様帯には入れ子状に描かれた乱雑な菱形文が巡る。この

文様帯の下に、菱形を描いて、それをヘラ状工具で掻き消した痕跡も見られる。 （影浦）

石器 ２～４は台石。２は両面に使用痕がみられ、被熱によりひび割れが生じている。３は上面に敲打

痕と擦痕がみられる。４は図の上縁辺が被熱で変色している。いずれも安山岩を素材とする。 （谷島）

UP－１２（図�－２０～２４ 図版８・２８・２９・３６）

位置・立地：O�P－９ 斜面から低地平坦面に移行する傾斜変換部にあたる。

規模：３．４４ｍ／２．７１ｍ×３．３３ｍ／１．５４ｍ×０．９８ｍ

平面形：隅丸方形

確認・調査：�ｂ層中に暗灰色の�ｂ’層がやや広範囲に広がって現れていたので、土層観察のため

ベルトを残し、トレンチを掘って確認した。大きさから竪穴住居跡を想定していたが、炉・焼土・柱

穴等の施設は検出されなかった。壁の検出時にベンチ状の段が現れたため、この境目から上下が別な

遺構の可能性も推定したが、堆積状態や出土遺物などから違いを見出すことはできず、単独の遺構と

結論するに至った。

覆土：ベンチ状の構造で斜面上部からの流れ込みによる自然堆積である。ベンチ状の段の高さでは分

層されないことや上部からベンチの下段に掘り込みが見られないことから、単独の遺構であることが

確かめられた。遺物の出土状態から竪穴墓と推定できる。

坑底・壁：隅丸方形を呈するベンチ状の上半と隅丸長方形を呈する下半からなる。ベンチ状の構造は

南側半分で顕著で上段の平坦部を有するが、他は壁の傾斜が途中から変化していて明瞭ではない。坑

底は�層中でほぼ平坦、北側にある上段の面は壁際からやや傾斜しており、部分的に凹凸がある。

付属遺構：ベンチ状の構造を有する。

� 遺構の調査とその遺物
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図�－１８ UP－１０の遺物と UP－１１

上台１遺跡
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図�－１９ UP－１１の遺物

� 遺構の調査とその遺物
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図�－２０ UP－１２�１

上台１遺跡
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図�－２１ UP－１２�２

� 遺構の調査とその遺物
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図�－２２ UP－１２の遺物�１

上台１遺跡
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図�－２３ UP－１２の遺物�２
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遺物出土状況：土器（�ｂ１点、�ａ３５点・�ａ３８４点・�ｂ６点）４２６点、土製品１点、石器（石錐

１点・スクレイパー１点・Uフレイク１点・メノウ原石１点・フレイク１０点・扁平打製石器６点・

北海道式石冠１点、石皿１点）２２点、礫・礫片４２点、計４９１点が出土している。遺物はベンチ状の上

半には少なく、主に覆土の下半部から出土している。また、下半でも東側にまとまった遺物の出土が

見られた。坑底の北側では底からわずかに浮いた状態で�群 a類土器がまとまりをもって検出され

た。底部を東に向け、口縁部から胴部にかけて内面を上に向け重ねられた状態であった。

時期：出土遺物から判断して縄文時代後期前葉である。 （谷島）

遺物：土器 １～５は�群 a類。１は８の字状にひねった粘土紐を口縁部にほぼ等間隔で８カ所貼

付して、それらの下に２本１組の沈線文で渦巻き文を描いたもの。渦巻きと渦巻きの間は蛇行沈線文

で結ばれている。坑底部に近い覆土内においてまとまって出土したもので、ほぼ完形だが、胴の一部

に大きな割れ口が開いている。外側に剥離痕が広がっていることから、意識的に内側から衝撃を加え

て打ち割ったと考えられる。トリサキ式に相当する。２は粘土紐が口唇上に貼付されている。３には

口縁の波頂部に棒状工具で刻みが加えられ、櫛歯状の工具による蛇行沈線文が２本垂下する。４は R

の縄が横走気味に施文されているが、ほとんど磨滅で消失している。５は底部片。粗い沈線文が横走

している。６は�群 a類の土器片を素材にした三角状土製品。７・８は�群 a類である。いずれも

地文は結束第１種羽状縄文。７は撚りの方向の同じ撚糸が２本組で羽状に圧痕され、口縁を巡る。８

は口縁部の剥落が著しい。基本的に粘土紐を三角に貼付し、３本組の撚糸圧痕が縁取りしている。胴

部と文様帯の境には粘土紐を２本巡らせ、その間に馬蹄形圧痕文を加えている。 （影浦）

石器 ９は石錐。下端に刺突部を作り出し、一側縁に両面からの刃部調整を行っている。１０はスクレ

イパー。下側縁に両面からの刃部調整を行っている。両者とも原石面を残している。１１はUフレイ

ク。側縁の一部に使用痕がみられる。１２～１６は扁平打製石器。１２は包含層出土のものと接合している。

下側縁をすって平らにし、すり面を形成している。１３は側縁を打ち剥がし、下面にすり面があるもの。

１４・１５は側縁に打ち剥がしがみられる。１６は両端に打ち欠きがみられ、下側縁にすり面のある破損品

である。１７は北海道式石冠。すり面は片減りしている。１８は石皿。両面に浅くくぼむすり痕がみられ

る。９～１１は頁岩、１２～１８は安山岩を素材とする。 （谷島）

UP－１３（図�－２５・２６ 図版９・２９・３７）

位置・立地：R�S－５０ 標高８０．５ｍ付近の平坦面

規模：１．９８ｍ／１．６６ｍ×１．３６ｍ／１．０８ｍ×０．５４ｍ

長軸方向：N－１２°－W 平面形：楕円形

確認・調査：�ｃ層上位で検出した。ほぼ同一面で、隣接してUS－９が検出されており、関連する

可能性がある。性格は不明である。

覆土：黒褐色土主体。東半部では坑底付近に黒色土（土層８）が堆積する。また土層２と土層７の差

は顕著ではなく、単一層に近い埋め戻しと推測される。なお、遺物の取り上げ層位は、遺物取り上げ

「覆土１」：断面図土層２、「覆土２」：土層４、「覆土３」：土層５、「覆土４」：土層６、「覆土５」：

土層１１である。

坑底・壁：坑底は平坦で、�層まで掘り込まれている。東半部では緩やかに立ち上がり壁は外傾、西

半部では立ち上がりはやや急で壁は垂直に近い。

遺物出土状況：土器（�ａ１点・�ａ４９点・�ｂ１６点）６６点、石器（スクレイパー１点・頁岩のフレ

イク２点・台石石皿３点・加工痕のある礫１点）７点、礫・礫片６点、計７９点が出土した。
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図�－２５ UP－１３

上台１遺跡

66



図�－２６ UP－１３の遺物
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覆土から人頭大の台石１点（４）、礫１点が出土した。また、同じく人頭大の台石（５・６）・礫

が、検出面においてUP－１３に隣接して出土し、伴うものと判断した。

時期：出土遺物および周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉～中葉と推測される。 （柳瀬）

遺物：土器 １は�群 b類。口縁部を３本組の沈線文、頸部を無文帯が巡る。胴部にはクランク状

の磨消文が展開している。２は�群 a類。粗い器面調整をおこなった後、原体の回転方向を変えな

がら施文したもの。口縁を刺突文が巡るが間隔は一定しない。内面は輪積みの接ぎ線が顕著である。

（影浦）

石器 ３は頁岩を素材としたスクレイパー。４～６は安山岩製の台石。 （谷島）

UP－１４（図�－２７・２８ 図版１０・１１・２８・３７）

位置・立地：R�S－５１ 標高８０．０ｍ付近の平坦面から斜面への変換点付近

規模：２．３０ｍ／１．５３ｍ×１．９０ｍ／１．７０ｍ×１．１５ｍ

平面形：円形

確認・調査：�ｃ層下位～�層上面でUP－２４・２５と同時に検出し、UP－２５と並行して調査を行っ

た。トレンチ調査により、覆土と Ko－gとの明瞭な境界を確認し、坑底および壁と想定した。

調査中、覆土から礫が大量に出土したため、概ね２０�以上のものはを図化し、２０�以下のものは出

土地点を記録しながら随時取り上げた。�層まで掘り込まれた遺構と考えていたことから、�層であ

る Ko－gの面を検出して調査を終了した。周辺の包含層の掘り下げを再開したが、坑底と考えてい

た面で黒色土が斑状に認められたため、当初のベルトに沿ってさらにトレンチ調査を行い、�層と想

定していた Ko－gを除去した。その結果、�層中に掘り込まれた坑底・壁が検出され、坑底付近に

�層起源の Ko－gが堆積している土坑であることが判明した。

改めて検出した坑底・壁には多数の礫が露出しており、土坑は礫を多く含む土層を掘り込んで作ら

れていると判断された。また覆土から出土した礫と坑底・壁に露出した礫は類似しており、出土した

礫は土坑掘削時に掘り上げたものと推測された。これらのことから、土坑の埋め戻し過程について、

坑底付近と壁際を Ko－gで埋め戻した後、土坑掘削時に掘り上げた礫を投入しながらさらに埋め戻

したものと推測される。性格は、覆土が埋め戻しであることと礫の出土状況から、墓坑の可能性があ

る。形態・規模・土層堆積状況・遺物出土状況がUP－２５と類似する。

覆土：埋め戻しと推測され、上下２層に大別される。上層は黒色土・黒褐色土が主体の土層１～９、

下層は Ko－g主体の土層１０～１４である。

上層は、黒色土・黒褐色土主体層と Ko－g・ローム主体の土層が互層をなしており、礫を大量に

含む。下層は Ko－g主体で、自然堆積の�層との区別は困難であった。土層１３′の黒色土が層状に認

められる部分があるが、平面的な広がりは明瞭ではない。この黒色土には混入物がみられない。礫は

ほとんど含まない。

なお、遺物の取り上げ層位は、遺物取り上げ「覆土１」：断面図土層１、「覆土２」：土層２・３、

「覆土３」：土層４～９、「坑底」：土層１０上面、「覆土下」：土層１０以下、である。また、上層・下

層の区分および下層の堆積状況はUP－２５と類似する。

坑底・壁：坑底はやや凹凸があり、皿状にくぼむ。�層を掘り抜き、�′′′層まで掘り込まれている（図

�－７参照）。立ち上がりは急で、若干オーバーハングする部分がある。壁は垂直に近い。�′′′層に

は主に人頭大程度の礫が大量に含まれるため、坑底および壁には礫が多数露出している。

遺物出土状況：土器（�ａ３点・�ａ５３点・�ｂ１点）５７点、石器（スクレイパー１点・頁岩と安山
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岩のフレイク１８点・北海道式石冠２点・加工痕のある礫１点）２２点、礫・礫片１８１点、計２６０点が出土

した。

礫のほとんどは覆土の上層から出土した。人頭大程度のものが多く、坑底や壁に露出しているもの

と同様に鉄分が付着したり、黄色味を帯びたりしていることから、土坑構築時に掘上げた礫を納めた

ものと推測される。熱を受けた痕跡を確認できるものはない。

時期：覆土から出土した遺物から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

遺物：土器 いずれも�群 a類。１は口縁がやや内湾する。剥落しているが口縁は折り返しである。

折り返しの下位を縄線文が巡る。縄線文の間は無文である。地文は RL縄文。２は鋸歯状沈線文が施

されたもの。頸部を無文帯が巡る。３は底部片。原体の回転方向を変えて、縦位に羽状縄文を構成し

ている。 （影浦）

石器 ４は頁岩を素材としたスクレイパー。下側縁に刃部調整を行っている。５・６は安山岩を素材

とした北海道式石冠。５は下側縁と一端が欠損している。６は北海道式石冠の破片。 （谷島）

UP－２５（図�－２７～２９ 図版１０・１１・３７）

位置・立地：S－５２ 標高８０．０ｍ付近の平坦面～斜面の変換点付近

規模：１．９８ｍ／１．７６ｍ×１．９３ｍ／１．６４ｍ×０．９４ｍ

長軸方向：N－２０°－E 平面形：円形

確認・調査：�ｃ層下位～�層上面でUP－１４・２４と同時に検出し、UP－１４と並行して調査を行っ

た。トレンチ調査により、覆土と Ko－gとの明瞭な境界を確認し、坑底および壁と想定した。

調査中、覆土から礫が大量に出土したため、概ね２０�以上の礫を図化し、２０�以下のものは出土地

点を記録して随時取り上げた。�層まで掘り込まれた遺構と考えていたことから、�層である Ko－

gの面を検出して調査を終了し、周辺の包含層の掘り下げを再開した。この後の経過はUP－１４と同

様で、UP－２５は�層を掘り込んでおり、坑底付近に�層起源の Ko－gが堆積している土坑であるこ

とが判明した。

改めて検出した坑底・壁の状況と出土した礫の関係、土坑の埋め戻し過程などはUP－１４と共通で

ある。性格は、覆土が埋め戻しであることと礫の出土状況から、墓坑の可能性がある。形態・規模・

土層堆積状況・遺物出土状況がUP－１４と類似する。

覆土：埋め戻しと推測され、上下２層に大別される。上層は黒色土・黒褐色土が主体の土層１～１８、

下層は Ko－g主体の土層１９～２２である。

上層は、黒色土・黒褐色土が主体で、Ko－g・ローム・Ngなどが多く混入し、礫を大量に含む。

下層は Ko－g主体で、自然堆積の�層との区別は困難であった。礫はほとんど含まない。また、土

層断面には現れていないが、UP－１４の土層１３′と同様の黒色土が斑状に認められた。

なお、遺物の取り上げ層位は、遺物取り上げ「覆土１」：断面図土層１、「覆土２」：土層２・３、

「覆土３」：土層４～９、「坑底」：土層２１上面、「覆土下」：土層１９以下、である。また、上層・下

層の区分および下層の堆積状況はUP－１４と類似する。

坑底・壁：坑底は、部分的にやや凹凸があるがほぼ平坦で、�層を掘り抜き、�′′′層まで掘り込まれ

ている（図�－７参照）。立ち上がりは急で、若干オーバーハングする部分がある。壁は垂直に近い。

�′′′層には主に人頭大までの礫が大量に混入しているため、坑底および壁には礫が多数露出している。

遺物出土状況：土器（�ｂ２点・�ａ４７点・�ａ５点）５４点、石器（安山岩のフレイク８点・扁平打

製石器２点・台石１点）１１点、礫・礫片１５０点、計２１５点が出土した。
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図�－２７ UP－１４・２５�１
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図�－２８ UP－１４・２５�２と UP－１４の遺物
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礫のほとんどは覆土の上層から出土した。礫は人頭大～やや小ぶりなものと、こぶし大より小さい

ものが多い。これらは坑底や壁に露出しているものと同様に鉄分が付着したり、黄色味を帯びたりし

ていることから、土坑構築時に掘上げた礫を投入したものと推測される。熱を受けた痕跡を確認でき

るものはない。「坑底」とした土層２１の上面からは、出土した中でも極端に大きい礫が２点出土した。

重さは５３．８�、１０１．３�である。少数の土器・石器も出土しているが混入と推測される。

時期：覆土から出土した遺物から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

遺物：土器 いずれも�群 a類。１は貼付文で文様帯を区画したもの。３本組の撚糸文で縁取られ、

その間は馬蹄形圧痕文が加えられている。２は撚糸文のもの。３は直線的な貼付文と蛇行する貼付文

とが組み合わされている。 （影浦）

石器 ４・５は扁平打製石器。４はほぼ全面を打ち剥がして厚みを取っている。５は上部を打ち剥が

している。両者とも下側縁にすり面がみられる。６は台石。上面に敲打痕と擦痕がみられる。いずれ

も安山岩を素材とする。 （谷島）

UP－１５（図�－２９）

位置・立地：O－４８ 標高８１．７ｍ付近の斜面

規模：０．８８ｍ／０．７８ｍ×０．７９ｍ／０．６５ｍ×０．１８ｍ

長軸方向：N－８３°－E 平面形：卵形

確認・調査：�層～�層上面で検出した。遺物の出土状況から、石皿・台石の素材を埋納した土坑の

可能性がある。

覆土：Ko－gを非常に多く含む黒褐色土の単層。礫の出土状況から、埋め戻しの可能性がある。

坑底・壁：坑底はほぼ平坦で、�層まで掘り込まれている。北東側にやや傾斜する。立ち上がりは緩

やかである。

遺物出土状況：坑底付近から大形の礫が１点出土した。約５０�×４８�×１２�、重さ２８．４�で、大きさ・

形状ともに石皿・台石の素材となり得るものである。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉の可能性が高い。 （柳瀬）

UP－１６（図�－３０ 図版９・２８）

位置・立地：S－１１ 標高８３．０ｍの平坦面。

規模：１．０６ｍ／０．９３ｍ×（０．９６）ｍ／（０．８４）ｍ×０．４８ｍ

平面形：円形

確認・調査：�ｃ層の中位で確認した。覆土は人為的な埋め戻しによるものであり、全体の約６分の

１程度が風倒木によって破壊されていることが判明した。遺物の出土状況から墓坑の可能性が高いと

考えられる。

覆土：確認面中央で礫を検出しているが、覆土１と２は皿状の堆積を示しているため、あるいは埋め

戻し後の窪みに�ｃ層が流れ込んだものかもしれない。覆土３～８はブロック状の堆積で明らかに人

為的な埋め戻しである。

坑底・壁：坑底は�層上面で、皿状にやや浅くくぼむ。壁は垂直に立ち上がる。北側の壁は一部、風

倒木痕によって破壊されている。
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図�－２９ UP－２５の遺物と UP－１５
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遺物出土状況：土器（�ａ）２５点、石器（フレイク）１点、礫・礫片１３点、計３９点が出土している。

遺物は覆土中央にまとまって出土する傾向が窺われた。特に礫・礫片が覆土上部の中央にかたまって

出土した。礫・礫片はすべて安山岩で１３点を数えた。使用痕は１点も確認できなかったが、６点にお

いて被熱の痕跡が観察された。もっとも大きな礫も被熱していた。その重さは４．３�だが、出土した１３

点のうち１１点は１�に満たない小型の礫であった。礫の総重量は８．３２�である。土器はすべて�群 a

類。いずれも破片であり、出土位置に傾向等は窺われなかった。

時期：出土土器片から縄文時代後期前葉後半と考えられる。

遺物：土器 １は�群 a類の脚部片。下が少し広がる形状で、ほとんど剥落しているが３本の粘土

紐が横走し、沈線文が縁取りをしている。 （影浦）

UP－１８（図�－３０ 図版９・３８）

位置・立地：S－８ 自然堤防部下、標高８２．８～８２．９ｍの平坦面。

規模：１．５４ｍ／１．２６ｍ×１．４０ｍ／１．１６ｍ×０．７５ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�ｃ層下位を精査中に検出した。周囲は土石流堆積物の下に�層（黒色土層）が２０�程

度しか堆積していない場所であった。このことから確認面は、ほとんど本来の構築面と差のないこと

が想定される。遺物は少ないが、規模・形状の点から周辺で検出した遺構との類似性を考えると墓坑

の可能性が高い。

覆土：覆土の堆積状況や Ko－gの混入量の差から、人為的な埋め戻しと考えられる。

坑底・壁：坑底は�層上面で、皿状にやや浅くくぼむ。壁はややオーバーハングしたのち緩やかに開

くところと、オーバーハングしないで垂直に開くところとがある。

遺物出土状況：土器（�ａ４点・�ａ１２５点）１２９点、石器（石鏃１点・石核１点・メノウ原石１点、

フレイク５点）８点、礫・礫片１２点、計１４９点が出土している。�群 a類の土器片と礫・礫片が覆土

内から散発的に出土したが、特に傾向は窺われなかった。頁岩の有茎石鏃、石核とメノウの原石片が

各１点出土しているが、これらについては埋め戻しの際、混入した可能性がある。礫・礫片は全て安

山岩で計１３点を数えた。一番大きなものは４．９７�あるが、他１２点は１�に満たない大きさである。被

熱の痕跡が確認されたのは一番大きな礫のみであった。礫・礫片の総重量は７．４�である。

時期：出土した土器片から縄文時代後期前葉と考えられる。

遺物：土器 １は�群 a類。太い沈線文と中空の工具で引いたと見られる細い平行沈線文が組み合

わさったもの。半截した中空の工具の外側と内側を両方使ったものであろう。波頂部の口唇には太い

刻みが加えられている。 （影浦）

石器 ２は頁岩を素材とした平基の有茎石鏃。３は黒曜石のフレイクで、原材産地分析によると赤井

川産との判定である。 （谷島）

UP－１９（図�－３１ 図版９・３８）

位置・立地：R－９ 標高８３．０ｍの平坦面。

規模：（０．４６）ｍ／（０．４２）ｍ×０．３８ｍ／０．３２ｍ×０．３２ｍ

長軸方向：N－８５°－W 平面形：楕円形

確認・調査：�ｃ層最下部を精査中、土器片のまとまりを検出した。周囲を精査したところ、黒色土

の落ち込みを認めたので、半截した。当初、本遺構の一部がUH－４に切られていたものと考えてい
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図�－３０ UP－１６・１８

� 遺構の調査とその遺物

75



たが、重複部分がわずかであり、また双方の覆土が非常に類似していたこともあり、新旧関係は見極

められなかった。

覆土：遺物の出土状況から人為的な埋め戻しと考えられる。

坑底・壁：坑底は平坦で、壁は急に立ち上がる。底の掘り込みは�層までである。

遺物出土状況：土器（�a）５１点、礫片１点、計５２点が出土している。覆土上部において、口縁部か

ら胴部にかけての土器片が出土した。次いでこれと同一個体の同じく口縁部から胴部にかけての土器

片が西側の壁際からも出土した。一個体の土器を打ち割って、１つは壁際に立て掛け、１つは坑口部

に置いたと想定される出土状況である。底部片は未検出で、口縁部も全周していない。おそらく他の

場所で意図的に土器を打ち割り、その一部分を持ってきたと考えられる。また、安山岩の礫片が１点、

直立した状態で出土した。上部先端は剥離痕が見られるが、この剥離が人為的なものかどうかは定か

でない。下端部は割れ口である。

時期：出土した土器片から縄文時代後期前葉と考えられる。

遺物：土器 １a・１bは�群 a類。４つの波頂部を持つ深鉢であると予想されるが、両者は接合し

ない。全体に磨滅が著しいが、太い条と細い条が交互に観察されることから、原体が付加条の可能性

もある。底部を欠くがすぼまる器形である。 （影浦）

UP－２０（図�－３１・３２ 図版１２・３８）

位置・立地：R�S－４６ 標高８２．４ｍ付近の斜面

規模：０．９９ｍ／０．６３ｍ×０．９８ｍ／０．６２ｍ×０．３９ｍ

長軸方向：N－１７°－W 平面形：円形

確認・調査：�層～�層上面で検出した。覆土が埋め戻しと推測されることから墓坑の可能性があ

る。

覆土：黒色土の単層。埋め戻しと推測される。

坑底・壁：坑底は平坦で、�層上面付近まで掘り込まれている。立ち上がりは緩やかで、壁はおおむ

ね丸みがあり、外傾する。

遺物出土状況：覆土下位から、たたき石１点（１）・北海道式石冠２点（２・３）・礫１点が出土した。

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半である。 （柳瀬）

遺物：石器 １はたたき石。帯状に一周する敲打痕がみられる。２・３は北海道式石冠。２は両端を

欠損している。３は一端を欠損し、その欠損部を整形して再使用している。いずれも安山岩を素材と

する。 （谷島）

UP－２１（図�－３２・３３ 図版１２・３９）

位置・立地：S－１２ 標高８３．０ｍの平坦面。

規模：１．４６ｍ／１．４０ｍ×１．２４ｍ／１．３０ｍ×０．６４ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�層を掘り下げ中に礫の集中があったので、周囲を精査した結果、検出した。半截した

ところ、覆土内から礫・礫片、土器片、剥片がまとまって出土した。墓坑の可能性が高いと考えられる。

覆土：遺物の出土状況から人為的な埋め戻しによると考えられる。

坑底・壁：坑底はほぼ平坦である。壁は長軸方向が垂直に立ち上がり、短軸方向がややオーバーハン

グしている。
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図�－３２ UP－２０の遺物と UP－２１
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遺物出土状況：土器（�ａ９１点・�ｂ１点）９２点、石器（フレイク２５点・台石２点・石皿１点・加工

痕のある礫２点）３０点、礫・礫片２８点、計１５０点が出土している。覆土内全体において礫・礫片、土

器片、剥片が出土したが、壁際よりも中心部にまとまる傾向が窺われた。礫石器・礫・礫片の３３点に

ついては覆土上部から坑口部にかけて多く出土する傾向が窺われた。素材は全て安山岩である。１�
以上の重さを有するものは１２点あり、最大のものは９．４５�の礫であった。これら礫類の総重量は５４．７

�である。また、これらのうち、石皿片１点、台石片１点、加工痕のある礫１点、礫・礫片７点が熱

を受けていた。覆土上部の南側では頁岩のフレイクが２０点ほどまとまって出土した。１、２点を除い

ては、同一母岩と考えられる。

時期：出土した土器片から縄文時代後期前葉後半の構築と考えられる。

遺物：土器 いずれも�群 a類。１は波頂部に粘土紐が貼付されている。乙字状の沈線文が施され、

その下に櫛歯状工具による施文も見られる。２は波状に文様が展開している。内面は平滑だが、粘土

を積み上げた跡が顕著に観察される。 （影浦）

石器 ３・４は台石。上面に敲打痕と擦痕がみられる。５は石皿。両面に浅くくぼんだ使用痕がみら

れる。いずれも安山岩を素材とする。 （谷島）

UP－２２（図�－３４ 図版１２）

位置・立地：Q－１１ 標高８３．４～８３．８ｍの緩斜面上。

規模：１．２３ｍ／１．０２ｍ×１．０８ｍ／０．９６ｍ×０．８４ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�ｃ層を掘り下げ中に検出した。半截したところ、�層まで掘り込んだ遺構であること

が判明した。調査中も�層の崩落は著しかったため、覆土は掘削後すみやかに埋め戻したと考えられ

る。出土遺物は少ないが、墓坑の可能性がある。

覆土：大きく�層内を掘り込んでいるが、覆土内に混入した Ko－gの量が少ない。覆土４について

は壁の崩落土の可能性が考えられる。堆積状況から人為的な埋め戻しによると考えられる。

坑底・壁：坑底は皿状にくぼむ形状である。壁は垂直に立ち上がったのち、中位でやや屈曲し、また

坑口部に向けて垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：土器（�ａ）７点、礫・礫片４点、計１１点が出土している。南側の坑口部付近で被熱

した礫が１点出土した。この礫は２，６７�である。その他に覆土内から１００ｇ台の礫・礫片（非被熱）

や�群 a類の土器片が散発的に出土した。

時期：縄文時代後期前葉の構築と考えられる。 （影浦）

UP－２３（図�－３４ 図版１３・３９）

位置・立地：R－１４ 斜面上、標高８５．４～８５．８ｍの地点。

規模：１．３０ｍ／１．０６ｍ×１．２０ｍ／０．９６ｍ×０．７６ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�ｃ層下位を精査中に検出した。斜面地形の上部に立地しているため、斜面下への流れ

込みで周囲は�層・�層の堆積が見られなかった。ほとんど�層を掘り込んでの構築である。出土遺

物は少ないが、墓坑の可能性が考えられる。

覆土：覆土の堆積状況から人為的な埋め戻しによるものと考えられる。

坑底・壁：坑底面は皿状にくぼむ。壁はややオーバーハングしたのち屈曲し、ゆるやかに開く形状で
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あるが、一部、垂直に開くところもある。

遺物出土状況：土器（�ａ）１３点、礫２点、計１５点が出土している。覆土中央の坑口部付近で被熱し

た扁平礫が１点出土した。この礫は３．５８�である。他に覆土内から小型の被熱礫（５６ｇ）が１点と�
群 a類の土器片が散発的に出土した。

時期：出土遺物から縄文時代後期前葉の構築と考えられる。

遺物：土器 １は波頂部に棒状工具による刻みを加えたもの。胴部は繊維質の目立つ沈線文を引いて

いる。�群 a類。 （影浦）

UP－２４（図�－３４ 図版１３）

位置・立地：S－５１・５２ 標高７９．８ｍ付近、平坦面から斜面への変換点。

規模：１．０１ｍ／０．８４ｍ×０．７８ｍ／０．６６ｍ×０．２１ｍ

長軸方向：N－１°－E 平面形：卵形

確認・調査：�層上面でUP－２５とともに検出した。性格は不明である。

覆土：Ko－g主体層と�ｃ類似層からなる。埋め戻しの可能性があるが、坑底付近のみの検出であ

ったため、詳細は不明である。

坑底・壁：坑底は平坦で、�層まで掘り込まれている。立ち上がりは緩やかで壁は外傾するが、東側

ではやや急に立ち上がり、壁はややオーバーハングする部分がある。

遺物出土状況：出土していない。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉と推測される。 （柳瀬）

UP－２６（図�－３５ 図版１３・３９）

位置・立地：P�Q－４６ 標高８２．５ｍ付近の斜面 UP－２７と隣接する

規模：０．８０ｍ／０．５４ｍ×０．８５ｍ／０．４７ｍ×０．３８ｍ

長軸方向：N－１３°－W 平面形：円形

確認・調査：�層上面でUP－２７とともに検出した。性格は不明である。

覆土：黒色土および黒褐色土からなる。

坑底・壁：坑底は平坦で、�層上面付近まで掘り込まれている。立ち上がりは概ね緩やかで壁はやや

外傾するが、東～南側では急に立ち上がり、壁は垂直に近い。

遺物出土状況：土層２上面からたたき石１点（１）、覆土から礫１点が出土した。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉の可能性が高い。 （柳瀬）

遺物：石器 １はたたき石。両端を使用している。片面から側縁にかけて黒色物質が付着している。

安山岩を素材とする。 （谷島）

UP－２７（図�－３５ 図版１３）

位置・立地：P－４６ 標高８２．５ｍ付近の斜面 UP－２６と隣接する

規模：０．７１ｍ／０．５３ｍ×０．６６ｍ／０．５０ｍ×０．２３ｍ

長軸方向：N－６９°－E 平面形：隅丸方形

確認・調査：�層上面でUP－２６とともに検出した。性格は不明である。

覆土：�ｃ層に類似する。

坑底・壁：坑底は皿状にくぼみ、�層が若干掘り込まれている。立ち上がりは緩やか、壁は外傾する。

上台１遺跡
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遺物出土状況：覆土から安山岩のフレイクが１点出土した。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉の可能性が高い。 （柳瀬）

UP－２８（図�－３５ 図版１３・３９）

位置・立地：R�S－４７ 標高８１．９ｍ付近の斜面

規模：（０．７８）ｍ／０．５８ｍ× － ｍ／０．５８ｍ×０．４２ｍ

長軸方向：N－４°－W 平面形：隅丸方形

確認・調査：S－４７区と R－４７区との境界の壁面において、黒色土の落ち込みを検出した。R－４７区

を掘り下げたところ�ｃ層下位で平面形を検出した。覆土が埋め戻しと推測されることから墓坑の可

能性がある。

覆土：黒色土の単層である。埋め戻しと推測される。

坑底・壁：坑底はほぼ平坦だが、南側ではやや傾斜する。�層がわずかに掘り込まれている。南半で

は立ち上がりは急で、壁はオーバーハングする。北半では緩やかに立ち上がり、壁はやや外傾する。

遺物出土状況：坑底直上から北海道式石冠の破片が１点出土した。

時期：出土遺物と周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半である。 （柳瀬）

遺物：石器 １は安山岩を素材とした北海道式石冠の下部破片。 （谷島）

UP－２９（図�－３６ 図版１４）

位置・立地：S－４９ 標高８０．７ｍ付近の平坦面

規模：０．８３ｍ／０．５１ｍ×０．７８ｍ／０．５３ｍ×０．４９ｍ

平面形：円形

確認・調査：�層上面で検出した。坑底から大形の扁平礫が２点出土しており、遺物出土状況から、

石皿・台石の素材を埋納した土坑と推測される。

覆土：�ｃ層に類似する黒色土。埋め戻しと推測される。

坑底・壁：坑底は皿状にくぼみ、�層がわずかに掘り込まれている。立ち上がりは緩やかで、壁は垂

直に近い。南側で壁はややオーバーハングする。

遺物出土状況：�群 a類土器１４点、安山岩のフレイク２点、礫３点、計１９点が出土した。�群 a類

土器は検出面で出土したものである。礫のうち２点は坑底をうめるように出土した。図の左の礫が４５

�×３２�×１４�・２６．８�、右のものが４０�×３３�×１４�・３０．４�で、大きさ・形状ともに石皿・台石

の素材となり得るものである。右の礫は縁辺に敲打痕が認められる。

時期：出土遺物および周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半の可能性が高い。 （柳瀬）

UP－３０（図�－３６ 図版１４・３０）

位置・立地：Q－１２ 標高８３．８～８４．０ｍの緩斜面。

規模：（１．１２）ｍ／（０．８２）ｍ×（０．８６）ｍ／（０．５８）ｍ×（０．３４）ｍ

長軸方向：N－６６°－E 平面形：楕円形

確認・調査：�層上面において確認した。斜面の下で流れ込み土が多いため、遺構の範囲が判然とし

なかったが、黒色土のまとまりの中から土器を検出したため、半截した。遺構の性格は不明。

覆土：単層であるが、遺物の出土状況から人為的な埋め戻しの可能性が考えられる。

坑底・壁：坑底面はやや皿状にくぼむと予想される。坑底面が�層（Ko－g）上位であったことから、
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覆土と一緒に掘り過ぎた可能性がある。

遺物出土状況：土器（�ａ）１１点が出土している。�群 a類土器が一個体分出土した。

時期：出土した土器片から縄文時代後期前葉の構築と考えられる。

遺物：土器 １は無文土器の下半部。縦方向の擦痕が顕著に残る。 （影浦）

UP－３１（図�－３６）

位置・立地：N－１１ 河岸段丘の斜面に位置する。

規模：０．８５ｍ／０．８７ｍ×０．７２ｍ／０．７０ｍ×０．３２ｍ

長軸方向：N－５９°－E 平面形：傾斜に直交する東西にやや長い楕円形

確認・調査：�層上面で黒色のまとまりを検出したので、土層観察のため斜面の傾斜に沿って半截し

た。掘り込み面は�b層と考えられる。

覆土：覆土は Ko－gを含む砂壌土が主体で、自然堆積である。

坑底・壁：断面形は坑底がほぼ平坦で、西側の坑底が確認面より広がり同方向の壁はオーバーハング

する。他は坑底から若干丸みを持ちほぼ垂直に立ち上がる。坑底は�層に掘り込まれている。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周囲の包含層で出土した遺物から判断して、縄文時代後期前葉の可能性がある。 （谷島）

UP－３２（図�－３７ 図版１４）

位置・立地：S－１５ 斜面上、標高８５．４～８５．６ｍの地点。

規模：１．１０ｍ／１．０６ｍ×１．０６ｍ／０．９４ｍ×０．５２ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�層上面を精査中、確認した。ほぼ同一の標高にUP－２３、UP－３５と並んでおり、い

ずれとも規模・平面形が似ていたため、早い段階から遺構を想定することができた。出土遺物が非常

に少なく、覆土も自然堆積と人為堆積の別を明らかにし得なかったが、UP－２３などと一連のものと

捉えるならば、墓坑の可能性も考えられる。

覆土：堆積状況から人為的な埋め戻しによると考えられる。確認面が�層中、掘り込みは�層上面ま

でであるが、覆土は�層を主体としたものである。おそらく�層中から掘り込んだのであろう。また、埋

め戻しの際に、掘り上げ土のうちから�層に相当する Ko－gを意図的によけた可能性も考えられる。

坑底・壁：坑底は�層上面で、皿状にくぼむ。壁はややオーバーハングしたのち屈曲し、ゆるやかに

開くが、一部、垂直に立ち上がるところもある。

遺物出土状況：土器（�a）５点が出土している。覆土内から散発的に出土した。

時期：出土した土器片から縄文時代後期前葉の構築と考えられる。 （影浦）

UP－３３（図�－３７ 図版１４）

位置・立地：R－１１ 標高８３．０ｍ付近の平坦面。

規模：０．９８ｍ／０．８４ｍ×０．８４ｍ／０．７２ｍ×０．３６ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�層上面で検出した。�層中の掘り込みであるため、調査中に壁の小崩落が見られた。

構築後、覆土はすみやかに埋め戻したと考えられる。立ち枯れた木根痕の空洞に�層（黒色土）が流

れ込んだ跡など自然撹乱の疑いもある。

上台１遺跡
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覆土：上下２層に分けられる。一応、人為的な埋め戻しと考えられるが、覆土１が自然撹乱である場

合は、木根痕の可能性もありうる。

坑底・壁：坑底は�層中である。浅く皿状にくぼむ。壁は急に立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：不明であるが、周辺の遺構および出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

UP－３４（図�－３７・３８ 図版１５・３９）

位置・立地：P�Q－１１ 斜面下、標高８４．０～８４．２ｍの地点の構築と推定される。

規模：１．１４ｍ／１．１８ｍ×１．０６ｍ／１．１４ｍ×０．８２ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：トレンチ調査中に断面で検出した。検出部分で深さ８２�を測ったが、斜面の下で流入土

の堆積が厚い地区であったため、坑底部は�層内にとどまっている。遺構の性格は不明。

覆土：堆積状況から人為的な埋め戻しによると考えられる。掘り込みが�層まで達していないにもか

かわらず、覆土５においては著しい Ko－gの混入（４０％）が認められた。隣接する大型土坑UP－

９の掘り上げ土が混入したものであろう。

坑底・壁：坑底面は皿状を呈する。壁はオーバーハングしたのち屈曲し、坑口部に向けて大きく開く。

いわゆるフラスコ状の土坑である。

遺物出土状況：土器（�ａ）２９点、石器（Uフレイク１点・たたき石５点・台石１点）７点、礫・

礫片６点、計４２点が出土している。覆土中位において台石（非被熱）を検出した。重さ６．５�。他に

覆土内から�群 a類の土器片、たたき石片、礫・礫片などが散発的に出土した。たたき石片はすべ

てが接合し１個体となった。礫・礫片はいずれも１�に満たない小礫である。

時期：覆土内の出土土器片と周辺の遺構から縄文時代後期前葉の可能性が高い。また覆土の観察結果

から、隣接するUP－９より後の構築と考えられる。 （影浦）

遺物：石器：１は頁岩を素材としたUフレイク。下側縁に使用痕がみられる。２はたたき石。片面

を使用している。被熱によりひび割れが生じている。３は台石。両面に敲打痕と擦痕がみられる。２・

３は安山岩を素材とする。 （谷島）

UP－３５（図�－３８ 図版１５）

位置・立地：S－１４ 斜面上、８５．６～８５．８ｍの地点。

規模：１．１０ｍ／１．２２ｍ×０．９８ｍ／１．１０ｍ×０．８０ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�層精査中に検出した。UP－２３、UP－３２の間に位置し、ほぼ一列に並ぶ。出土遺物

は少ないが、坑口部付近で検出した礫に注目し、さらにUP－２３、UP－３２と一連のものと捉えるな

らば、墓坑の可能性も考えられる。

覆土：ほとんど黒色の砂壌土であるが、下へいくほど粘性が増しオリーブ色を帯びてくる傾向があ

る。その堆積状況から人為的な埋め戻しと考えられる。

坑底・壁：坑底は周縁の一部が中央部よりわずかに下がっているところがある。壁はややオーバーハ

ングしたのち屈曲し、坑口部に向けて大きく開く。くびれの弱いフラスコ状の土坑である。

遺物出土状況：土器（�ａ）２点、礫・礫片２点、計４点が出土している。坑口部付近において礫を

１点出土した。重さ１．８７５�である。他に覆土内から�群 a類の土器片と被熱した小礫片が出土した。
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図�－３７ UP－３２・３３・３４
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図�－３８ UP－３４の遺物と UP－３５・３６
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時期：UP－２３、UP－３２とほぼ同時期の構築と考えられること、遺構の規模・形状、坑口部の礫の

あり方などから縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

UP－３６（図�－３８）

位置・立地：R－７ 自然堤防部の下で、標高８３．０ｍの平坦面。河岸段丘の肩部分。

規模：（０．９０）ｍ／（０．８４）ｍ×（０．６０）ｍ／（０．５４）ｍ×０．３０ｍ

平面形：円形（推定）

確認・調査：�層を精査中に検出した。東側の半分は段丘部にかかっていた土石流を除去した際に削

平した可能性が高い。段丘縁での検出であることから、遺構構築後、土石流堆積以前の河川の浸食作

用によって、最初から失われていた可能性も考えられる。南側は基本土層観察用に掘削したトレンチ

によって欠失した。遺構の性格は不明。

覆土：セクションベルトが薄かったため、半截作業中に一部が崩落、欠失した。このため、自然作用

による埋没か人為的な埋め戻しによるか、覆土の成因は明らかにし得なかった。立ち枯れた木根痕の

空洞に�層（黒色土）が流れ込んだ跡など自然撹乱の疑いもある。

坑底・壁：掘り込みは�層上面に及ぶ。坑底は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：不明である。 （影浦）

UP－３７（図�－３９ 図版１５・４０）

位置・立地：T－１３ 標高８２．６～８２．８ｍの斜面上。

規模：１．１８ｍ／１．２０ｍ×１．００ｍ／１．１６ｍ×０．４５ｍ

平面形：不整円形

確認・調査：斜面部分を精査中、礫のまとまりを検出した。最初は斜面の上から流れ落ちた礫のたま

りと考えられたが、遺物を残して半截したところ、人為的な埋め戻しが確認された。遺構の性格は不

明である。

覆土：ほとんど黒色の壌土を基調としたものであるが、その堆積状況から人為的な埋め戻しである。

�層内の掘り込みであることから、すみやかに埋め戻したものと考えられる。

坑底・壁：坑底はほぼ平坦である。壁はややオーバーハングしたのち屈曲し、ゆるやかに開くが、一

部、垂直に開くところもある。

遺物出土状況：土器（�ａ４６点・�b２点）４８点、石器（石槍またはナイフ１点・フレイク１点）２

点、礫・礫片１５点、計６５点が出土している。坑口部中央において礫・礫片のまとまる傾向が窺われた。

重量１�を越える礫・礫片は５点を数える。最大のものは６．９５�、次いで５．８�、１�台の礫が３点

と続く。土器は�群 a類１３点、�群 b類２点が覆土内から散発的に出土、他に頁岩製のナイフ片と

メノウのフレイクが各１点出土した。

時期：縄文時代後期前葉と考えられる。 （影浦）

遺物：石器 １はスクレイパーの破片。右側縁は両面調整である。左側縁は被熱による破損面。頁岩

を素材とする。 （谷島）
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図�－３９ UP－３７・３８
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UP－３８（図�－３９ 図版４０）

位置・立地：P－９ 斜面から低地平坦面に移行する傾斜変換部にあたる。

規模：０．８７ｍ／０．４４ｍ×０．６７ｍ／０．３３ｍ×０．４４ｍ

長軸方向：N－３６°－W 平面形：傾斜に併行する北西－南東方向の長楕円形

確認・調査：UP－７とUP－１２の間の�c層で黒色土のまとまりを確認したので、土層観察のため

斜面の傾斜に沿って半截した。掘り込み面は�b層と思われる。

覆土：覆土は Ko－gを含む砂壌土が主体で、埋め戻したと思われる。木根による撹乱とみなされる

部分もある。

坑底・壁：坑底から壁の立ち上がりは丸みを持つ。坑底は�層に掘り込まれている。

遺物出土状況：土器（�ａ１点・�ａ５点）６点、礫・礫片２点、計８点が出土している。斜面上部

に該当する南半部にまとまって出土した。

時期：出土遺物から判断して、縄文時代後期前葉である。 （谷島）

遺物：土器 １は�群 a類。粘土を輪積みした痕が明瞭である。 （影浦）

UP－３９（図�－４０ 図版１６・４０）

位置・立地：P�Q－９・１０ 低位河岸段丘面に位置する。

規模：２．７９ｍ／２．５６ｍ×１．９２ｍ／１．９３ｍ×０．５５ｍ

長軸方向：N－３０°－W 平面形：南北方向の長楕円形

確認・調査：層位確認のため河岸段丘斜面から低位段丘面までトレンチを入れたが、そのトレンチの

壁で黒色土の落ち込みを確認した。円形に近い平面形になると考え、土層断面位置を設定したが西側

は緩い湾曲になる。覆土の上部から石囲い炉とそれに伴う焼土を検出している。

覆土：覆土１層は自然堆積層で�b層に相当する。覆土３層の上面から石囲い炉と焼土が検出されて

いる。これより下部は埋め戻しと思われる。

坑底・壁：坑底は西側がえぐり込み円形に近い。坑底は中央部がやや盛り上がり、壁は西側がオーバ

ーハングし、南側で直立、東側は開き気味に立ち上がる。北側の壁はトレンチにより失われているが、

残存する立ち上がり部分は坑底部分から上がり始め丸みを持つ。坑底は�層上面である。

付属遺構：中央部西側の覆土３層の上面から石囲い炉と焼土を検出した。石囲い炉の西側の炉石は動

き、元の推定される位置より高いところから出土している。覆土１層は自然堆積層であることから墓

坑上部のくぼみを利用した炉の可能性もあるが、炉石の状態から墓坑に伴う石囲い炉と思われる。こ

の墓坑を埋め戻した上に炉を作り火が焚かれていた可能性が強い。焼土の上部から骨片が出土してい

る。中央部西側の坑底に先のすぼまる小ピットが検出されている。

遺物出土状況：土器（�ａ１点・�ａ５１点）５２点、石器（スクレイパー１点・Uフレイク１点・フ

レイク４点・たたき石１点・扁平打製石器１点）８点、礫・礫片２６点、計８６点が出土している。覆土

上部からすべての土器片とUフレイク、扁平打製石器、それからフレイク３点と礫・礫片２２点出土

している。覆土の中位からスクレイパー、たたき石、フレイクが各１点と礫２点が出土し、坑底から

スクレイパー１点が出土している。東側に多く検出している。

時期：出土遺物から判断して、縄文時代後期前葉である。 （谷島）

遺物：土器 １は�群 a類。口縁の波頂部は肥厚し、刻みが深く加えられている。 （影浦）

石器 ２はスクレイパー。一側縁と他の側縁下部に刃部調整がみられる。３はUフレイク。両側縁
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図�－４０ UP－３９
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に使用痕がみられる。４はたたき石。両面と側縁部を使用している。５は扁平打製石器。両端と下側

縁に打ち欠きがみられ、下面を擦っている。２・３は頁岩、４・５は安山岩を素材とする。（谷島）

UP－４０（図�－４１）

位置・立地：R－５０ 標高８０．３ｍ付近の平坦面 UF－２と隣接する

規模：０．５８ｍ／０．３０ｍ×０．５０ｍ／０．２５ｍ×０．１８ｍ

長軸方向：N－６４°－W 平面形：楕円形

確認・調査：�層中位で検出した。UF－２と隣接する。性格は不明である。

覆土：黒褐色土の単層。

坑底・壁：坑底は皿状にくぼみ、�層まで掘り込まれている。立ち上がりは緩やかで、壁は外傾する。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉と推測される。 （柳瀬）

UP－４１（図�－４１）

位置・立地：P－２２ 台地上に位置する。

規模：１．０７ｍ／０．８９ｍ×０．８１ｍ／０．７１ｍ×０．２０ｍ

長軸方向：N－８°－W 平面形：南北方向の楕円形

確認・調査：�層上面で黒色土のまとまりを確認し、土層観察のため南北の長軸方向で半截した。

覆土：覆土は黒色壌土の単一層で、掘り込み面は�層中と考えられる。

坑底・壁：坑底は若干丸みを帯び、緩やかに壁が立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周囲の包含層で縄文時代後期前葉が出土していることから、同時期と推定される。 （谷島）

UP－４２（図�－４１）

位置・立地：P－１２ 河岸段丘の斜面に位置する。

規模：（０．７０）ｍ／（０．７５）ｍ×０．９５ｍ／０．７５ｍ×０．５７ｍ

長軸方向：N－０° 平面形：南北方向の楕円形と推定される。

確認・調査：層位確認のために掘った河岸段丘斜面から低位段丘面までのトレンチの壁で黒色土の落

ち込みを確認した。トレンチで失われて、北半分の形態は不明だが、残存部分から南北方向に長軸を

持つ楕円形と推定される。

覆土：覆土下層に�層と�層を含む砂壌土が堆積し、上部は�層を含む黒から黒褐色の砂壌土が自然

堆積している。坑底は�層に掘り込まれ、掘り込み面は�b層である。

坑底・壁：坑底は丸みがあり南側がくぼむ。西側の壁は中程が突き出してくびれ、南側はオーバーハ

ングし、東側は斜めに開いて立ち上がる。断面形態から判断して木根の可能性を考えたが、覆土下部

の�層と�層を含む砂壌土があることや坑底に木根の痕跡がみあたらないことから墓坑とした。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：�ｂ層から掘り込まれていることや、周囲の包含層で�群 a類の土器片が出土していること

から、同時期と推定される。 （谷島）
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図�－４１ UP－４０・４１・４２・４３
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UP－４３（図�－４１ 図版１６・４１）

位置・立地：Q�R－４９・５０

規模：１．５４ｍ／１．３４ｍ×（０．７７）ｍ／０．７０ｍ×０．２８ｍ

長軸方向：N－５７°－W 平面形：楕円形

確認・調査：R－５０区�層で検出した。R－４９区へ続くことを想定して半截したところ、坑底と壁が

検出されたため土坑と判断した。性格は不明である。

覆土：黒色土および黒褐色土である。堆積の形状から、埋め戻しの可能性がある。

坑底・壁：坑底は平坦で、�層まで掘り込まれる。立ち上がりは、南・北側では急、東・西側では緩

やか。壁は垂直に近く、南・北側ではややオーバーハングする部分もある。

遺物出土状況：土器（�ａ１点・�ａ３点）４点、台石片１点、礫３点、計８点が出土した。覆土か

ら、２０�ほどの礫が３点出土した。

時期：出土遺物および周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉と推測される。

（柳瀬）

遺物：石器 １は安山岩を素材とした台石。図の下側縁は被熱している。 （谷島）

UP－４４（図�－４２ 図版１６）

位置・立地：P－１６ 標高８７．５５～８７．６５ｍ 台地上の平坦面。

規模：１．８０ｍ／１．０２ｍ×１．３８ｍ／０．６２ｍ×１．０２ｍ

長軸方向：N－８６°－W 平面形：楕円形

図�－４２ UP－４４
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確認・調査：�層を精査中に検出した。長軸で半截したところ、中心部が深く、�層中にある坑底面

までは深さ１ｍあることが判明した。規模や形状から Tピットの可能性があるが、本遺構の調査後

に台地上で数基検出された Tピットとは特徴が異なり、一基のみ単独の印象があった。また、覆土

もローム質が強く、人為的な埋め戻しが想定されるものであった。TPを冠せず、土坑と判断した。

覆土：黒褐色土とオリーブ系の土壌の互層である。人為的に埋め戻した可能性が強い。

坑底・壁：坑底はほぼ平坦である。壁は垂直に急角度で立ち上がり、途中で屈曲し、緩やかな角度で

大きく開く。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：不明である。 （影浦）

UP－４５（図�－４３～４６ 図版１７・３２・４０）

位置・立地：R－４８ 標高８１．３ｍ付近の平坦面 UP－４６と隣接する

規模：（１．９９）ｍ／（１．７０）ｍ×（１．６０）ｍ／（１．４８）ｍ×０．４０ｍ

長軸方向：N－１１°－E 平面形：隅丸長方形？

確認・調査：R�S－４８区�ｃ層上位で、長径５ｍ程度の黒色土の楕円形の広がりと、その中央付近に

位置する石囲い炉US－１１を検出した。黒色土の規模と平面形から、竪穴住居跡の存在を想定し、US

－１１は竪穴住居跡廃棄後のくぼみに構築されたものと判断した。トレンチ調査を行ったところ、トレ

ンチの全面にわたって床面と想定される�層との境界が検出され、また、明瞭な立ち上がりが部分的

に検出されたため竪穴住居跡と判断して、検出した黒色土の範囲にしたがって掘り下げを行った。

当初想定した床面近くまで調査を進めた段階で、床面と想定した面に、東西で高低差があることが

わかった。再度精査したところ、当初検出した楕円形の中央付近は木根などによると思われる攪乱で

あり、楕円形の西端と東端はそれぞれ１基の土坑であることを確認した。西端の土坑をUP－４５、東

端の墓坑をUP－４６とし、改めて調査を行った。このような調査経過のため、UP－４５西半部では壁

の大部分が確認できなかった。UP－４５とUP－４６の間の攪乱は、UP－４５・４６構築後に起こり、その

後US－１１が構築されたと判断した。覆土が埋め戻しと推測されることと遺物の出土状況から、墓坑

と推測される。

覆土：黒色土および黒褐色土で、�ｃ層に Ko－gが混入した土層である。埋め戻しと推測される。

坑底・壁：坑底は平坦で�層上面付近まで掘り込まれている。立ち上がりは緩やかで、壁は外傾する。

遺物出土状況：土器（�ａ３１４点・�ａ３点）３１７点、焼成粘土塊１点、石器（安山岩のフレイク３点・

北海道式石冠３点、石皿２点）８点、礫・礫片８点、計３３４点が出土した。

坑底直上から�群 a類土器と石器がまとまって出土した。�群 a類土器は２個体出土し、一方は

北側の壁際でつぶれた状態で（１）、もう一方は西側の壁際で１／２個体分ほどがまとまって（２）出土

した。未焼成の底部片が１点出土している。石器は石皿２点（５・６）、北海道式石冠２点（３・４）、

安山岩のフレイク１点、礫３点が出土した。石皿２点は南側の壁際で部分的に重なって、北海道式石

冠は北側の土器の近くで出土した。

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半である。 （柳瀬）

遺物：土器 いずれも�群 a類。１は復元個体。文様帯は２本組の撚糸圧痕と馬蹄形圧痕文からな

る。縦の２本の貼付文に区画されたところが４カ所で見られるが、文様の施文パターンはどれも異な

る。地文の結束第１種羽状縄文は一部が重複して、斜行縄文に見えるところもある。２は波頂部から

粘土紐が縦に垂下し、横の貼付文と結びついたもの。地文は結束第１種斜行縄文が上位を２段巡り、
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図�－４３ UP－４５・４６
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図�－４４ UP－４５の遺物�１
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図�－４７ UP－４６の遺物と UP－４７・５０
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その下位に結束第２種斜行縄文が施されている。 （影浦）

石器 ３・４は北海道式石冠。３の一端は鋭角で他の一端は直角を呈し、正面観は台形状を呈してい

る。４は一端を破損しているが、３とほぼ同形態のものである。５・６は石皿。５は上面の両端に使

用痕があり、下面は端部に敲打を含む使用痕がみられる。６は両面に楕円形にくぼむ使用痕がみられ

る。いずれも安山岩を素材とする。 （谷島）

UP－４６（図�－４３・４４・４７ 図版１７・１８・３０・４１）

位置・立地：S－４８ 標高８１．３ｍ付近の平坦面 UP－４５と隣接する

規模：２．２４ｍ／２．１０ｍ×１．９０ｍ／１．７０ｍ×０．４３ｍ

長軸方向：N－９０° 平面形：隅丸長方形

確認・調査：調査経緯はUP－４５と同様で、当初楕円形の竪穴住居跡と想定したが、調査の過程で、

２基の土坑であることを確認した。S－４８区を１０�ほど掘り下げ平面形を確認した後、改めて調査を

行った。このような調査経過のため、北西側の壁の一部は確認できなかった。覆土が埋め戻しと推測

されること、隣接するUP－４５と規模・形態・堆積状況などが共通することから、墓坑と推測される。

覆土：主に黒褐色土からなる。�ｃ層に Ko－gが多量に混入する。埋め戻しと推測される。

坑底・壁：坑底は平坦で�層上面付近まで掘り込まれる。立ち上がりは丸みがあり、壁はおおむね外

傾する。

遺物出土状況：土器（�ａ６点・�ｂ６点・�ａ２３点）３５点、石器（スクレイパー３点、頁岩・黒曜

石のフレイク２点）５点、礫・礫片２点、計４２点が出土した。坑底直上から小形の�群ａ類土器が１

個体（１）出土した。�群 b類・�群 a類土器は、覆土の最上部から出土したもので、UP－４６に伴

うものではない。

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半である。 （柳瀬）

遺物：土器 １は�群 a類。口唇上は撚糸圧痕が加えられている。また、３本組の撚糸圧痕文が口

縁部を横に蛇行しながら巡る。地文は縦位の結束第１種斜行縄文。２ａ・２ｂは�群 b類。いずれ

も撚糸文の胴部片。２bには一部沈線文が観察される。榎林式相当。３は�群 a類。口縁は折り返し。

折り返し部と胴部とで原体の施文方向を変えている。 （影浦）

石器 ４は頁岩を素材としたスクレイパー。破片となった２点が接合している。割れ方から被熱によ

る折損と判断される。 （谷島）

UP－４７（図�－４７）

位置・立地：R－１１ ８３．０ｍの平坦面。

規模：０．６４ｍ／０．４８ｍ×０．６０ｍ／０．４６ｍ×０．３０ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：トレンチ調査で検出した。木根痕など自然撹乱の疑いもある。性格は不明。

覆土：自然埋没である。

坑底・壁：坑底面は平坦である。壁は直線的に開く。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：不明である。 （影浦）
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UP－５０（図�－４７）

位置・立地：N－１７ 台地上に位置する。UP－５１と重複する。

規模：１．０４ｍ／０．９１ｍ×０．９０ｍ／０．６２ｍ×０．３２ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：UP－５１のプラン確認のため周囲を掘り下げた際に検出した。南側を半截して墓坑であ

ることを確認した。

覆土：覆土は黒色砂壌土の単一層で、�層まで掘り込まれている。

坑底・壁：坑底は丸みを持ち中央部が丸く窪んでいる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：UP－５１より新しいと判断されるため掘り込み面は�ｂ層中の可能性が推定される。周囲の包

含層で�群 a類が多く出土していることから、同時期と推定される。 （谷島）

UP－５１（図�－４８ 図版１８）

位置・立地：M�N－１７・１８ 台地上に位置する。UP－５０と重複する。

規模：３．３１ｍ／２．６７ｍ×３．１３ｍ／２．４９ｍ×０．５８ｍ

平面形：円形

確認・調査：�ｃ層上面で検出した。十字形のベルトを設定し、プラン確認のため周囲を掘り下げる

と東側にUP－５１を切るUP－５０が検出された。新しいUP－５０の調査を先行した。

覆土：黒から黒褐色の砂壌土を主体とし、間に Ko－gを多く含む層を挟む。坑底にはその Ko－gを

多く含む暗褐色の砂壌土が４�程の厚さでほぼ全面に見られる。自然堆積で埋没したものであろう。

坑底・壁：平面形は円形を呈し、坑底はほぼ水平で平坦である。坑底から丸みを持ち、開き気味に壁

が立ち上がる。炉・柱穴などが検出されないことから墓坑としている。

付属遺構：竪穴住居跡の可能性も考え柱穴等を探したが付属施設は検出されていない。

遺物出土状況：遺物は出土していない。北側の覆土中位で炭化物が検出されている。位置や堆積状態

から判断してこの遺構に伴うものではない。

時期：掘り込み面が�ｃ層であることや、周囲の包含層で縄文時代後期前葉が多く出土していること

から、同時期と推定される。しかし、M－１７区とN－１８区で�群 b類が各１点出土しているので縄

文時代前期後半の可能性もある。UP－５０より古い。 （谷島）

UP－５３（図�－４９ 図版１８）

位置・立地：M－１０ 台地の縁辺部に位置する。

規模：０．９６ｍ／０．６３ｍ×０．７８ｍ／０．５１ｍ×０．４０ｍ

長軸方向：N－６５°－E 平面形：楕円形

確認・調査：�層の上面で検出したので、土層観察のために地形の傾斜に沿って南側を半截した。形

態や覆土から礫が出土したことから墓坑と推定される。

覆土：主に黒色の砂壌土と黒褐色の壌土からなり、坑底には�層の火山灰に黒色土がわずかにまじる

砂土が堆積していた。

坑底・壁：坑底は�層を掘り込んでおり、やや丸みを帯び、壁は緩やかに開いて立ち上がる。

遺物出土状況：土器（�ａ）４点、安山岩のフレイク１点、礫・礫片４点、計９点が出土している。

上台１遺跡
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図�－４８ UP－５１
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大きな礫２点が坑底の砂土の上から検出され、土器片はこの礫の間から出土している。

時期：出土遺物から判断して縄文時代後期前葉である。 （谷島）

UP－５４（図�－４９）

位置・立地：L－９ 台地の縁辺部に位置する。上層の�ｂ層にUF－４があるが重複はしない。

規模：０．７８ｍ／０．６０ｍ×０．７４ｍ／０．４３ｍ×０．３１ｍ

平面形：円形

確認・調査：�層の上面で検出した。土層観察のために地形の傾斜に沿って北側を半截した。

覆土：覆土は黒色壌土の単層である。坑底は�層に掘り込まれている。

坑底・壁：確認面は円形であるが、坑底は南北に長軸を持つ楕円形を呈する。坑底は丸く、壁は緩や

かに開いて立ち上がる。

遺物出土状況：覆土上部から礫２点が出土している。

時期：周辺包含層で�群 a類の土器片が多く出土していることから、同時期と推定される。（谷島）

UP－５５（図�－４９・５０ 図版４１）

位置・立地：L－１１ 台地上に位置する。

規模：（１．３８）ｍ／（１．２７）ｍ×１．３６ｍ／１．１７ｍ×０．２５ｍ

平面形：不明

確認・調査：�ｃ層の上面で確認した。東端はすでに�層まで掘り下げていたためこの部分のプラン

の確認はできていない。東端のプランは不明だが、ほぼ西側の広い卵形を呈すると思われる。南側の

US－１９との関連が推定される。

覆土：黒色壌土の単層で、やや堅くしまっている。

坑底・壁：坑底はほぼ平坦だが壁近くから丸く立ち上がり始める。

遺物出土状況：石器（台石２点・石皿１点）３点が出土している。いずれも西半部で出土した。

時期：検出層位や周辺包含層で縄文時代後期前葉の�群 a類土器が多く出土していることから、同

時期と推定される。

遺物：石器 １・２は安山岩製の台石。１はほぼ平坦な、２は浅くくぼんだ使用痕がみられる。３は

安山岩製の石皿。やはり使用面は浅いくぼみを呈している。 （谷島）

UP－５７（図�－５０ 図版１９）

位置・立地：T－１２ 斜面下 標高８２．８～８２．９ｍの地点。

規模：０．９８ｍ／１．１２ｍ×０．９４ｍ／０．９８ｍ×０．４４ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�ｃ層最下部を掘り下げ中に�群 a類の土器片が小さくまとまって出土した。これを

残しながら周囲を掘り下げ、�層上面で検出した。遺物は少ないが、規模・形状の点から周辺遺構と

の類似性を考えると墓坑の可能性がある。

覆土：ほとんどが黒色の壌土を基調とする。覆土４は壁の崩落土。遺物の検出状況から人為的な埋め

戻しによると考えられる。

坑底・壁：坑底は皿状である。壁はややオーバーハングし、フラスコ状を呈する。

遺物出土状況：土器（�ａ４６点・�ｂ１８点）６４点、石器（フレイク）３点、礫片１点、計６８点が出土

上台１遺跡

106



図�－４９ UP－５３・５４・５５
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図�－５０ UP－５５の遺物と UP－５７
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している。遺物は少ないものの、坑口部中央付近にまとまって検出する傾向が窺われた。

時期：出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （影浦）

UP－５８（図�－５１ 図版１９・４１）

位置・立地：T－１２ 斜面下、標高８２．４～８２．５ｍの平坦面。

規模：１．０４ｍ／０．８８ｍ×０．９２ｍ／０．８４ｍ×０．４６ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�層上面を精査中に確認した。出土遺物は少ないが、規模・形状の点から周辺遺構との

類似性を考えると墓坑の可能性がある。

覆土：人為的な埋め戻しによると考えられる。

坑底・壁：坑底は皿状に浅くくぼむ。壁はややオーバーハングしたのち屈曲し、ゆるやかに開くが、

一部、垂直に開くところもある。

遺物出土状況：土器（�ａ）３６点、石器（フレイク２点・台石１点）３点、礫片１点、計４０点が出土

している。北側の壁際から重量８．２�の台石を検出した。他の遺物は覆土内から散発的に出土した。

時期：縄文時代後期前葉と考えられる。 （影浦）

遺物：石器 １は安山岩製の台石。上面に使用痕がみられる。 （谷島）

UP－５９（図�－５１～５２ 図版１８・３０・４２）

位置・立地：U－１１・１２ 標高８２．４ｍの平坦面。

規模：２．４２ｍ／２．１０ｍ×１．６８ｍ／１．３２ｍ×０．７４ｍ

長軸方向：N－８８°－E 平面形：楕円形

確認・調査：上台地区は Ko－dが平均２ｍ近く堆積していたため崩落防止用に法面を設けて調査を

行っていたが、調査区境界付近の�層を精査中、法面の下において一部を検出した。Ko－dを除去し

て平面形を出してみたところ長軸短軸ともに２ｍを超える楕円形の土坑で、覆土内から土器片や礫・

礫片がまとまって出土した。遺構の性格としては墓坑の可能性が考えられる。

覆土：覆土の堆積と遺物の出土状況から人為的な埋め戻しによるものと考えられる。覆土６は崩落土

である。

坑底・壁：坑底面は平坦である。壁はややオーバーハングし、坑口部付近で開く。一部、直線的に立

ち上がるところもある。

遺物出土状況：土器（�ａ１点・�ａ３２１点・�ｂ５６点）３７８点、石器（つまみ付ナイフ１点・頁岩原

石１点・メノウ原石１点、フレイク４５点・台石１点・加工痕のある礫１点）５０点、礫・礫片３９点、計

４６７点が出土している。遺物は覆土の上位においては全体的に出土したが、覆土中位では２つのまと

まりになり、覆土下から坑底面にかけてはほとんど出土しなかった。この状況から当初は２つの遺構

の重複も考えられたが、坑底面が平坦であることと、周辺で検出した同規模の遺構において、重複例

がないことから、一つの遺構と認識した。壁際付近も遺物が少ない。大型礫は覆土上位から中位にか

けてまとまっていた。坑口部の北東において黒曜石のフレイクが２７点かたまって出土した。やや内側

に入った覆土内からも黒曜石のフレイクが５点かたまって出土した。これらは同一母岩の可能性があ

る。礫・礫片の総重量は約５８�。最大の礫の重量は１４．６�であった。また、３９点中２４点は熱を受けて

いた。

時期：出土遺物から縄文時代後期前葉から後期中葉の可能性がある。覆土で採取した炭化物の放射性
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図�－５１ UP－５８・５９
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図�－５２ UP－５９の遺物�１
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炭素年代の測定結果は補正年代で３４６０±４０、３６１０±４０の値が得られている。

遺物：土器 １・２は�群 a類。１は器形や文様から当初�群 b類を考えたが、三角形のモチーフ

に渦文を組み合わせる類例として、矢不来２遺跡の資料があり、�群 a類とした。文様帯の部分に

２カ所補修孔が穿たれている。２は無文の底部。粘土を輪積みした継ぎ目で破損していた。３は�群

ｂ類。クランク状の沈線文が繋がって横位に巡る。頚部は幅の狭い無文帯。最初、�群 a類末の白

坂３式かと考えたが、口唇直下を巡る沈線文から�群ｂ類と判断した。４は�群 a類である。磨滅

が著しいが、平行沈線文を３本ほど巡らせた痕跡が認められる。 （影浦）

石器 ５は頁岩を素材としたつまみ付きナイフ。 （谷島）

UP－６０（図�－５３ 図版１９・４２）

位置・立地：T－１２ 標高８２．８～８３．０ｍの平坦面。

規模：０．９４ｍ／０．７６ｍ×０．８８ｍ／０．６８ｍ×０．３８ｍ

平面形：ほぼ円形

確認・調査：�ｃ層下位で礫が２点重なって出土したため、配石を想定して半截した。しかし、覆土

１が�ｃ層に非常に類似していたため、礫の直下については、壁の立ち上がり等を見極めることはで

きなかった。礫以外の遺物の出方も周辺包含層の出土状況と変わらない散発的なもので、風倒木痕な

ど自然のくぼみに礫を２点配したものの可能性もある。

覆土：�層内の掘り込みであるが、覆土中に Ko－gがそれほど混入していないことから、すみやか

に埋め戻した可能性が高い。風倒木痕の一部の可能性もある。

坑底・壁：坑底面はやや傾斜している。壁は直線的に開く形状である。

遺物出土状況：土器（�ａ）１９点、礫・礫片８点、計２７点が出土している。坑口部において１０．８�の礫

と１．４�の被熱礫片が重なり合って出土した。他に�群 a類の土器片や小礫が散発的に出土している。

時期：出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性がある。

遺物：土器 １は�群 a類。鋸歯状沈線文が見られる。 （影浦）

UP－６２（図�－５３ 図版２０・４２）

位置・立地：S－１０ 標高８２．５ｍの平坦面。

規模：０．４８ｍ／０．３４ｍ×０．４６ｍ／０．３０ｍ×０．３８ｍ

平面形：円形

確認・調査：�層上面において検出した。

覆土：黒色の壌土を基調とする。遺物の検出状況から人為的な埋め戻しによると考えられる。壁が�
層であることからすると、すみやかに埋め戻した可能性が高い。

坑底・壁：坑底面は�層上面で平坦である。壁は急角度で立ち上がる。

遺物出土状況：土器（�ａ）９点、石器（スクレイパー１点・台石２点）３点、計１２点が出土してい

る。確認面中央に�群 a類の小型土器片（同一個体）が９点まとまって出土した。他に覆土の中位

から扁平な台石片（接合したため一個体）、頁岩のスクレイパーが出土している。

時期：出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。

遺物：土器 １は�群 a類。クランク状の文様を描いたもの。 （影浦）

石器 ２は頁岩を素材とした Rフレイク。両端に調整がみられ、下側縁は破損している。スクレイ

パーの破片とも考えられる。３は安山岩製の台石。上面に使用痕がみられる。 （谷島）
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図�－５３ UP－６０・６２
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UP－６３（図�－５４ 図版２０・４２）

位置・立地：U－９ 自然堤防部下、標高８２．２～８２．３ｍの平坦面。

規模：１．１２ｍ／１．００ｍ×０．９８ｍ／０．７４ｍ×０．４２ｍ

平面形：不整円形

確認・調査：調査区境界付近で検出した。上台地区は Ko－dが平均２ｍ近く堆積していたため崩落

防止用に法面を設けて調査を行っていたが、調査区境界付近の�層を精査中、法面の下において一部

を検出した。法面部分の Ko－dを１�ほど除去して、全体を検出した。出土遺物が少ないものの、

規模と形状から墓坑の可能性が考えられる。

覆土：いずれも黒色の壌土を基調とする。人為的な埋め戻しによると考えられる。

坑底・壁：坑底は�層中で、ややくぼむ。壁は一部にオーバーハングが見られるが、基本的には緩や

かに開く。

遺物出土状況：土器（�ａ）８点、石器（Uフレイク）１点、礫・礫片１５点、計２４点が出土してい

る。礫・礫片１５点のうち最大のものは３．４�の礫片である。他１４点についてはいずれも１�に満たな

い小型のものであった。

時期：出土した土器片から縄文時代後期前葉と考えられる。

遺物：土器 １a・１bは沈線文による幾何的な文様や連弧文が特徴的に見られる。１aにはカニの

ハサミ状文もある。 （影浦）

石器 ２は頁岩を素材としたUフレイク。側縁に使用痕がみられる。 （谷島）

UP－６４（図�－５４・５５ 図版２０・４２）

位置・立地：T－１１ 標高８２．４ｍの平坦面。

規模：０．４６ｍ／０．４４ｍ×０．２６ｍ／０．１６ｍ×０．１８ｍ

長軸方向：N－２６°－E 平面形：楕円形

確認・調査：�層上面を精査中に検出した。完掘したところ礫が１つ収まっているのが明らかになっ

た。礫の重量は１０．８�、大きさは４２�×２５�×９�である。礫を埋納するために礫のサイズに合う穴

を掘ったものと考えられる。性格は不明。周辺で立石が７基検出されているため、あるいは、それに

類するものかもしれない。

覆土：黒色壌土による単層である。ほとんどが礫の体積であるため覆土そのものは少なかったが、遺

物の出土状況から人為的な埋め戻しによると考えられる。

坑底・壁：坑底は平坦である。壁は垂直に立ち上がる。

遺物出土状況：台石が１点出土した。

時期：縄文時代後期前葉の可能性が考えられる。 （影浦）

遺物：石器 １は台石。上面に使用痕がみられる。安山岩製。 （谷島）

UP－６６（図�－５５ 図版２０・４２）

位置・立地：L－１０ 台地上に位置する。上部にUS－１９がある。

規模：１．３０ｍ／０．９７ｍ×０．８５ｍ／０．５８ｍ×０．４１ｍ

長軸方向：N－１２°－W 平面形：南北方向に長軸を持つ楕円形

確認・調査：�ｂ層のUS－１９の調査で礫などの遺物を取り上げた後、�ｃ層の上面で確認した。台
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図�－５４ UP－６３・６４
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図�－５５ UP－６４の遺物と UP－６６
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石・礫などが重なり合うように墓坑内に広がっている。覆土や礫などの状態からUS－１９と供伴した

墓坑とみなされる。

覆土：上半は黒色の砂壌土を主体とし、下半は暗褐色のシルト質壌土で遺物の間を埋め戻したと推定

される。

坑底・壁：坑底は丸みを持ち、壁は外側に開く。

遺物出土状況：石器（台石）１点、礫・礫片９点、計１０点が出土している。台石１点と礫９点が墓坑

内で重なり合うように検出された。US－１９として取り上げた遺物との間に南側の礫は上下に接して

いるが、北半部の遺物は１０～１５�の間隔がある。

時期：掘り込み面と考えられるUS－１９と同じ縄文時代後期前葉と推定される。

遺物：石器 １は安山岩製の台石。上面に使用痕がみられる。 （谷島）

UP－６７（図�－５６ 図版２１・４２）

位置・立地：O－１７・１８ 台地上に位置する。

規模：２．４６ｍ／１．２９ｍ×１．９３ｍ／１．４６ｍ×０．８０ｍ

平面形：不整円形

確認・調査：�層上面で黒色土のまとまりを検出したので、土層観察用のトレンチを入れて確認して

いる。上半部は木根痕などの撹乱に似ていたが下半を占める�層の堆積土の下から坑底上に黒褐色と

褐色の砂壌土が堆積していた。確認面は不整円形を呈するが、流れ込みにより削られた部分と推定さ

れる。このことを考慮すると、確認面、坑底ともにほぼ円形を呈すると思われる。坑底まで掘り下げ

後、精査した結果、坑底際から６カ所の小ピットを検出した。小ピットは、それぞれ間隔を開けて壁

際から検出されている。北側３本の間隔は狭く南側３本の間隔が広くなり、配置は六角形の各頂点に

配されている。西側の１本がやや内傾するが他はほぼ直立する。これらの覆土は�層と�（ローム）

層が混合している。

覆土：覆土の上半は黒～黒褐色の壌土や植壌土が堆積している。覆土の下半は大部分を�層が占め坑

底部は黒褐色と褐色の砂壌土が堆積している。覆土の下半は埋め戻しと推定され、６層上面から上位

は落ち窪んだ後に自然堆積したものである。遺構の北と南側の緩い傾斜は上半の自然堆積時に削られ

たようである。

坑底・壁：断面形は坑底がほぼ平坦で、壁の上半は外側に開き、下半は一部がオーバーハングするが

ほぼ垂直に立ち上がる。

付属遺構：６カ所の小ピットが壁際から検出され掘立柱の柱穴と思われる。崩落を抑える板を留めて

いた柱穴や、墓坑の上部に構造物を作るための柱穴などが推定される。

遺物出土状況：土器（�ｂ）１点、石器（北海道式石冠）１点、計２点が出土している。覆土上部か

ら北海道式石冠の上部破片、覆土中位から�群 b類土器が出土している。

時期：出土遺物から縄文時代前期後半と推定される。

遺物：石器 １は北海道式石冠の上部破片。安山岩を素材とする。 （谷島）
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図�－５６ UP－６７
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土坑出土の復元土器（図�－５７～５９ 図版３１・３２）

土坑出土の土器片を含むが、土坑分の破片が少ないものや、複数の土坑で出土した破片が接合した

ものをここにまとめた。土坑にともなうとは考えられないもの、あるいは土坑の特定ができないもの

である。

１～３は�群 a類。いずれも地文は結束第１種羽状縄文である。１・２は３本組の撚糸と馬蹄形

圧痕文が交互に施されている。撚糸は矢羽状に付されている。３は下半部の復元。１は１１９点接合中

１点がUP－１２の出土。２は４４点接合中２点がUP－１２、１点がUP－１８の出土。３は４４点接合中４

点がUP－７、１点はUP－１２の出土である。UP－１２は調査者によって�群 a類の時期の竪穴墓と

判断された遺構であるが、調査段階では重複の可能性が想定されていた。あるいはUP－１２構築以前

に�群 a類の遺構が存在したものかもしれない。いずれも円筒上層 b式。

４～７は�群 a類。４～６は磨消縄文が施されたもの。４・５は太い沈線文と櫛歯状工具によっ

て文様が構成されている。５はその後の器面調整で磨滅が著しい。６は帯縄文が多用されたもの。対

になって向き合う波頂部が４つある。上面観は隅丸方形を呈している。７は無文土器。４は１２２点接

合中２点がUH－４、３点がUP－１２、２５点がUP－３９からの出土である。UP－３９の２５点は比較的多

いが全点覆土上の出土である。それぞれの遺構の埋没過程において流れ込んだと推定される。５は１３

点接合中３点がUP－３０の出土。他１０点は周辺の５グリッドで出土したものが接合しており、流れ込

みの遺物が覆土に混入したと判断された。６は４８点接合中７点がUP－７、３点がUP－１２、２点が

UP－３８の出土である。他３６点は周辺の５グリッドで出土したものの接合。７は５４点接合中１点がUP

－６０で出土した。 （影浦）
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図�－５７ 土坑出土の土器�１
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図�－５８ 土坑出土の土器�２
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図�－５９ 土坑出土の土器�３
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３．T ピット

台地上の平坦面（標高８７～９０ｍ）で５基検出した。いずれも長楕円形で、壁は垂直に立ち上がり、

坑口部付近で開く。TP－１・２・３と TP－４・５で、それぞれ列をなしているように見える。各 T

ピット間の直線距離はほぼ１３．５ｍで、調査範囲外にも続いていることが予想される。形状や規模、T

ピット間の距離から、すべて同時期に構築された可能性が高い。 （影浦）

TP－１（図�－６０）

位置・立地：L－１４ 台地上に位置する。

規模：（１．３０）ｍ／（１．４６）ｍ×０．５７ｍ／０．１３ｍ×１．１５ｍ

長軸方向：N－６４°－W 平面形：長楕円形

確認・調査：�層上面で検出した。調査区域の縁にかかるため、これを観察用土層断面として東側半

分の調査を行った。その結果、掘り込み面は�ｃ層中と確認できた。東西方向に長軸を持つ溝状と思

われるが、西側半分は調査区域外のため不明である。TP－１・２・３で等高線を斜めに横切る様に

列を成す。

覆土：上半は黒～黒褐色の壌土で下半は�層主体の砂土が堆積し、坑底は暗褐色の砂壌土がみられる。

坑底・壁：坑底は長軸方向にやや高低差があり、西端はオーバーハングする。横断面の上部観はラッ

パ状に広がりを呈している。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （谷島）

TP－２（図�－６０ 図版２１）

位置・立地：N�O－１６ 台地上に位置する。

規模：２．２１ｍ／２．３０ｍ×０．５１ｍ／０．１２ｍ×１．０７ｍ

長軸方向：N－５５°－W 平面形：長楕円形

確認・調査：�層上面で黒色土のまとまりを確認した。長軸中央にベルトを設定し、両側を掘り下げ

た。長軸は北西から南東方向で、溝状を呈する。

覆土：坑底に黒褐色の砂壌土が堆積し、その上は崩落や流れ込みの自然堆積である。

坑底・壁：坑底は中央部がくぼみ、壁の南東端は抉れてオーバーハングし北西端は垂直に立ち上が

る。横断面の壁の上部はラッパ状に広がる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺包含層の出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （谷島）

TP－３（図�－６１）

位置・立地：Q－１８ 標高８７．５ｍ付近の緩斜面

規模：２．３２ｍ／２．０８ｍ×０．６８ｍ／０．１７ｍ×１．１２ｍ

長軸方向：N－６８°－W 平面形：楕円形

確認・調査：�層上面で、黒色土のまとまりとして確認した。半截したところ、坑底・壁を確認した

ことから、Tピットと判断した。TP－１・２とともに列をなす。

覆土：色調の差はあるが、いずれも主に�ｃ層と�層が混合した土層である。

� 遺構の調査とその遺物
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図�－６０ TP－１・２

上台１遺跡
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図�－６１ TP－３・４
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坑底・壁：坑底は�層中に構築されている。長軸方向の両端で高く、中央はくぼんでいる。立ち上が

りは急。壁はおおむね垂直で、東端では坑底から大きくオーバーハングする。�層と�層の境界より

上方は大きく外傾する。当初�層中に垂直に構築された壁が崩落したものと推測される。

遺物出土状況：礫・礫片が２点出土した。

時期：縄文時代である。 （柳瀬）

TP－４（図�－６１ 図版２１）

位置・立地：N－２１ 台地上に位置する。

規模：２．３１ｍ／２．４０ｍ×０．７５ｍ／０．１９ｍ×１．２７ｍ

長軸方向：N－４９°－W 平面形：長楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。溝状の Tピットである。TP－４・５で等高線と直交して列を成

す。

覆土：坑底に黒褐色の砂壌土が堆積し、その上は崩落や流れ込みの�・�・�層が混合して自然堆積

している。

坑底・壁：坑底は中央部がややくぼみ、壁の北西から南東端は抉れてオーバーハングし北西端は垂直

に立ち上がる。横断面の壁の上部はラッパ状に広がる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：TP－５と一連に作られたものと考えられ、周囲の包含層出土の遺物から判断して縄文時代後

期前葉と推定される。 （谷島）

図�－６２ TP－５

上台１遺跡
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TP－５（図�－６２ 図版２１）

位置・立地：Q－２１・２２ 台地上に位置する。

規模：２．３７ｍ／２．３８ｍ×０．６９ｍ／０．１６ｍ×１．３６ｍ

長軸方向：N－５９°－W 平面形：長楕円形

確認・調査：�層上面で確認した。TP－４・５で等高線と直交して列を成す。

覆土：坑底に黒褐色の砂壌土が堆積し、その上は崩落や流れ込みの自然堆積である。

坑底・壁：坑底は北西側が高く緩やかに傾斜し、壁の南東端はくびれてオーバーハングし北西端は垂

直に立ち上がる。横断面の壁の上部はラッパ状に広がる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：TP－５と一連に作られたものと考えられ、周囲の包含層出土の遺物から判断して縄文時代後

期前葉と推定される。 （谷島）

４．配石遺構

２基検出した。一つはUH－４が埋没している過程で、大きな礫を配したもの（US－１３）。UH－

４の覆土内からもいくつかの礫を検出していたため、礫１１点を配石として取り上げたものの、両者の

線引きは不明瞭である。３０�を超える大きな礫が２つ直線的に並んで検出され、それらについては掘

り込みが確認されたことから配石遺構と認定した。

もう一つは範囲が８．５ｍ×７．０ｍと広く、６つのグリッドにまたがるもの（US－１９）であるが、こ

の中心は L－１０区のUP－６６直上の礫のまとまりと考えられる。くくられた範囲全体に礫が分布して

いるが、斜面地形等の流れ込み作用の影響を受けている可能性も高い。遺物は配石の構築面とほぼ同

レベルで出土したものである。 （影浦）

US－１３（図�－６３ 図版２３）

位置・立地：S－９ UH－４の覆土上 標高８３．０ｍの平坦面。

規模：不明

確認・調査：UH－４の範囲を確認中、大きな礫のまとまりを検出した。礫の並びの長軸に沿う形で

十字にベルトを設定し、周囲を掘り下げた。その結果、、礫１と２についてはUH－４覆土および�
ｃ層への掘り込みが確認されたが、他の礫（３～１１）については掘り込みの有無を確認することがで

きなかった。礫３と４については礫の大きさから、礫１・２と一連のものである可能性が高い。

礫５～１１については調査時の判断で一つの配石遺構としてくくれる可能性のある礫につき最大限取り

込んだものである。したがってUH－４の埋没過程において、流れ込んだ可能性も考えられる。もっ

とも大きな礫は１で重量３５�、次いで２が３２．２�、４の２８．４�、３の２７．２�がそれに続く。礫（１～

１１）の総重量は１５６�である。

遺物出土状況：石器（加工痕のある礫）１点、礫１０点、計１１点を取り上げた。

時期：UH－４埋没後のものであるが、斜面地形による流れ込み土の堆積が厚い地域であるため、UH

－４との時間的な差はそれほど大きくはないと判断される。周辺の遺構や包含層出土遺物のあり方か

ら、縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

� 遺構の調査とその遺物
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US－１９（図�－６４～６８ 図版２３・４２～４４）

位置・立地：L�M－９・１０・１１ 台地上に位置する。

規模：８．５ｍ×７．０ｍ

確認・調査：L－１０区�ｂ層の調査で礫を多量に検出した。そのため範囲を広げ礫の検出に努めた。

配石遺構と考えられるが、緩斜面に位置するため礫は下方に移動しているように思われる。全体に三

角形を呈するように広がるが、範囲の南側で大きな礫が重なるように出土している。

覆土：�ｂ層中から大半の遺物は出土しているが、同層位の中で上下がある。

付属遺構：L－１０区で礫を取り上げた後で、UP－６６の落ち込みを確認している。覆土に、その上位

から出土した礫とほぼ同じ大きさの礫が詰まった状態で検出されていることからUS－１９から掘り込

まれた可能性が高く、これに付随する墓坑と考えられる。

遺物出土状況：土器（�ａ１４点・�ｂ３点、�ａ１１３点、�ｂ２点）１３２点、土製品１点、石器（石鏃

２点、つまみ付ナイフ１点、スクレイパー５点・フレイク１６点・たたき石３点・すり石１点、扁平打

製石器２点、北海道式石冠７点、台石１６点、石皿２点、加工痕のある礫１点）５６点、礫・礫片１２５点、

計３１４点が出土している。大きめの礫は立った状態で検出されたものは無く、緩斜面を下方に動いて

いるものと推定される。北側は小さな礫が多く土器・石器と共に出土している。南側は大きめの礫が

出土し、礫の間から土器・石器が少量出土している。

時期：出土した遺物から判断して縄文時代後期前葉の時期と推定される。 （谷島）

遺物：土器 １は�群 a類。波頂部に刻みが加えられている。地文は横走気味の縄文。施文後、ヘ

ラ状工具による器面調整が内外面に施されており、縄目は一部潰れている。 （影浦）

図�－６３ US－１３

上台１遺跡
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図�－６７ US－１９の遺物�３
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図�－６８ US－１９の遺物�４
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石器 ２・３は石鏃。２は三角形凹基、３は有茎凸基。４はつまみ付きナイフ。両側縁部に刃部調整

がみられ、つまみ部のえぐりが２段あることから下段は再加工された可能性がある。５～８はスクレ

イパー。いずれも一側縁に刃部調整がみられる。５～７は刃部が鋭利。８はやや急角度な刃部で、両

面から調整を加えている。９は扁平打製石器。１０～１２は北海道式石冠。１２は２点が接合したもので、

上部まで残った側は破損後さらに使用している。すり面は若干片減りしている。１４・１５は台石。１４は

上面に使用痕がみられる。１６・１７は石皿。上面に浅い使用痕がみられる。２～８は頁岩、９～１７は安

山岩を素材とする。 （谷島）

５．集石・礫集中

台地の縁辺部において小礫が楕円形に集中しているところが３カ所、比較的隣接して確認された

（US－１４～１６）。風倒木痕のくぼみを利用したもの（US－１５）などもあるが、規模や内容から、これ

らについてはいずれも同時期に構築された可能性が高い。他に木根痕と見られる自然のくぼみに扁平

な礫が３点重なって出土したもの（US－２０）もある。 （影浦）

US－１４（図�－６９ 図版２２）

位置・立地：M－９ 台地の縁辺部に位置する。

規模：０．７５ｍ×０．４５ｍ

平面形：楕円形

確認・調査：US－１９の東側で、�ｃ層上面に小礫がまとまった状態で確認された。６０×５０�の楕円

状を呈し、西端には径５～１０�のパミスが多量に混入した層が２５×１０�の範囲で認められている。両

者は一体のものと思われ、分け置かれた様である。US－１６でも同じく小礫がまとまっている。小礫

の集石遺構と考えられる。

覆土：西端には２５×１０�の範囲で黒褐色壌土にパミスを多量に混入した層が同じく�c層上にある。

遺物出土状況：礫・礫片１４７点を取り上げた。小砂利状のパミスについて数量は数えていない。

時期：検出層位や周辺包含層の出土遺物から判断して縄文時代後期前葉と推定される。 （谷島）

US－１５（図�－６９）

位置・立地：L－８ 台地の縁辺部に位置する。

規模：１．２ｍ×０．６ｍ

確認・調査：�層で検出した。東西方向にベルトを残して調査を行った結果、焼土を挟んで、上下に

小礫を含む層を確認した。小礫の集石遺構と考えられる。

覆土：覆土の上部は黒色壌土で、その下に土器や多量の礫・礫片を挟み２層の焼土層がある。さらに

下には３層に挟まれ小礫を多量に含む�層がある。これより下位は風倒木痕のくぼみである。尚、基

本層序には Ko－gの様に砂状の層もあるが、礫・砂利等を多量に含む層は無い。

遺物出土状況：土器（�ａ３点・�ａ１８点）２１点、石器（フレイク１点・たたき石１点）２点、礫・

礫片７４１点、計７６４点が出土している。上部の小礫層はやや散漫な出土状況であるが、下位の小礫層は

５５×３５�の楕円形の範囲である。�群 a類土器は上部の小礫層から出土している。

時期：出土した遺物から判断して縄文時代後期前葉と推定される。 （谷島）

上台１遺跡
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図�－６９ US－１４・１５
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US－１６（図�－７０ 図版４４）

位置・立地：L－８ 台地上に位置する。

規模：１．２ｍ×０．６ｍ

平面形：楕円形

確認・調査：�ｂ層下部を調査中、１×０．７ｍ範囲で小礫が楕円形にまとまっているのを検出した。

厚さは２０�程度である。小礫の集石遺構と考えられる。遺物を残して掘り下げたが人為的な掘り込み

は認められなかった。

遺物出土状況：土器（�ａ）３点、石器（フレイク１点・たたき石１点）２点、礫・礫片７１５点、計７２０

点が出土している。西側は特に小さな礫が多い。

時期：出土した遺物から判断して縄文時代後期前葉と推定される。

遺物：石器 １はたたたき石。側縁に使用痕がみられる。安山岩を素材とする。 （谷島）

US－２０（図�－７０）

位置・立地：T－９ 標高８２．４ｍの平坦面。

確認・調査：�層上面を精査していたところ、扁平礫が３点重なりあった状態で出土した。周囲に黒

色土の落ち込みを確認したため半截したところ、木根痕のくぼみに礫を置いたものと判断された。周

辺に立石や配石等が多く検出していることから、集石ないし配石の範疇に入るものとした。被熱した

礫片が１．６７５�で最も重い。他は１．２８５�と０．６４８�の礫である。いずれも安山岩である。

遺物出土状況：礫・礫片３点を取り上げた。

時期：縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

図�－７０ US－１６・２０
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６．石囲い炉

１４カ所検出した。礫が被熱しているものの、焼土、掘り方の確認されなかった例が多い。

１４カ所中５カ所は支流１に面した南東側の低位段丘部分で検出した。円形のもの（US－４）、馬蹄

形のもの（US－７）、コの字形のもの（US－１８）、正方形のもの（US－１７）がある。礫の形状や組

み方からUS－１７と１８は同時期に作られた可能性が高い。またUS－７は立石状の礫をともなってい

る。

１４カ所中９カ所は支流２に面した北西側の緩斜面および低位段丘部分において検出した。楕円形の

もの（US－１・１２）、半円形のもの（US－２・５・１０）、L字形のもの（US－３）があり、形状不

明のものが３基（US－８・９・１１）数えられる。構築場所はグリッド４５・４６ライン付近の緩斜面に

３基（US－２・３・５）、支流２に近い低地部分に６基（US－１・８～１２）と、それぞれ分かれて

いる。

形状については検出段階の現況で記載してあるが、半円形のもの、馬蹄形のもの、コの字形のもの、

L字形のものなどは、本来、円形であったり、楕円形であったり、四角形を呈していた可能性もある。

（影浦）

US－１（図�－７１）

位置・立地：O－５１ 河岸段丘縁 標高７９．３～７９．４ｍの地点。

規模：０．６４ｍ×０．４４ｍ

平面形：楕円形

確認・調査：支流２に面した低位段丘部分の�ｃ２層を調査中、楕円形に組まれた礫を検出した。周

囲は�ｃ２砂層まで掘り下がっていたが、検出状況から標高７９ｍ４０�付近の�ｃ２層が構築面と考え

られる。焼土はまったく残っていなかった。しかしながら、組まれた礫の上部が被熱で赤化しており、

礫の掘り込み面（標高７９ｍ４０�）と、被熱した礫の上端との差が５～８�であることから、焼土の堆

積は５�内外と考えられる。

遺物出土状況：土器（�ａ）１点、礫１１点、計１２点を取り上げた。

時期：不明である。平面図に示した土器片（略称 Pで引いたもの）はほぼ同レベルのもので、�群 a

類。直接伴うものではないが、縄文時代中期前半の可能性はある。 （影浦）

US－２（図�－７１ 図版２２・４４）

位置・立地：P－４６ 標高８３．０ｍ付近の緩斜面

規模：０．５１ｍ×（０．３８）ｍ

平面形：半円形

確認・調査：�ｃ層中位で、US－３とともに検出した。焼土・掘り方は確認されなかった。礫は赤

化している。

遺物出土状況：土器（�ａ）６点、礫・礫片５点、計１１点。礫のうち４点は石組を構成するものであ

る。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

遺物：土器 １は�群 a類。炭化物の付着が顕著。縄文は貼付文上も同時施文している。 （影浦）
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US－３（図�－７１）

位置・立地：Q－４５ 標高８３．０ｍ付近の緩斜面

規模：（０．４０）ｍ×（０．３４）ｍ

平面形：L字形

確認・調査：�ｃ層中位で、US－２とともに検出した。焼土・掘り方は確認されなかった。礫は若

干赤化している。

遺物出土状況：礫片３点。すべて石組を構成するものである。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

US－４（図�－７１）

位置・立地：P－８ 低地平坦面に位置する。

規模：０．４５ｍ×０．３５ｍ

平面形：円形

確認・調査：�ｃ層上面で確認した。礫５点が円形に配され、中に焼土が検出された石囲い炉である。

礫は間隔を空けて配されている。

覆土：�ｃ層に礫が埋め込まれ、焼土が２層で最大厚８�のレンズ状になっている。

遺物出土状況：礫５点を取り上げた。礫は円形に配されていた。

時期：周囲の包含層出土の遺物から判断して縄文時代後期前葉と推定される。 （谷島）

US－５（図�－７１）

位置・立地：O－４５ 標高８３．４ｍ付近の緩斜面

規模：０．３８ｍ×（０．２８）ｍ

平面形：半円形

確認・調査：�ｃ層下位で検出した。焼土・掘り方は確認されなかった。周辺には炭化物が少量認め

られた。礫は若干赤化している。

遺物出土状況：礫片３点。すべて石組を構成するものである。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

US－６（図�－７１ 図版２２・４４）

位置・立地：Q－９ 標高８３．４ｍの平坦面。

規模：（０．９５）ｍ×（０．５０）ｍ

平面形：不明

確認・調査：�ｃ層下位において被熱した礫のまとまりを検出した。周囲を掘り下げたところ、�層

において周囲の土壌がかすかに赤く変色しているのを確認、石囲い炉と判断した。礫の配置は不規則

であるが、被熱した土壌の範囲から本来は楕円形を呈していた可能性が高い。

遺物出土状況：石器（たたき石１点・台石１点）２点、礫・礫片８点、計１０点を取り上げた。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （影浦）

遺物：石器 １は安山岩を素材とした台石。上面に使用痕がみられる。 （谷島）
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US－７（図�－７２ 図版２２・４４）

位置・立地：S－１２ 標高８３．３ｍの平坦面。

規模：（１．２６）ｍ×（０．７０）ｍ

平面形：楕円形（推定）

確認・調査：�ｃ層を掘り下げ中、被熱礫がまとまって出土した。周囲を掘り下げたところ、コの字

状の配置が認められたため、石囲い炉と判断し、調査を進めた。台形様の礫（１）が立石風に検出し

たため、何らかの祭祀的な意味を持つ炉かもしれない。石で囲まれた内側の土は暗オリーブ色を呈し、

周囲の自然堆積層（�ｃ層）と若干色調を異にしていた。

遺物出土状況：石器（台石）１点、礫・礫片１３点、計１４点を取り上げた。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （影浦）

遺物：石器 １は安山岩製の台石。上面に使用痕がみられる。 （谷島）

US－８（図�－７２）

位置・立地：S－５０ 標高８０．４ｍ付近の平坦面

規模：（０．５０）ｍ×０．５２ｍ

平面形：不明

確認・調査：�ｃ層下位で検出した。焼土・掘り方は確認されなかった。礫は赤化しているものがあ

る。

遺物出土状況：礫・礫片４点。すべて石組を構成するものである。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

US－９（図�－７２ 図版４４）

位置・立地：R－５０ 標高８０．５ｍ付近の平坦面 UP－１３と隣接する。

規模： － ｍ× － ｍ

平面形：不明

確認・調査：�ｃ層中位で検出した。焼土・掘り方は確認されなかった。１点は扁平打製石器である。

礫は赤化しており、扁平打製石器は赤化し焼けはじけがみられる。

遺物出土状況：扁平打製石器１点、礫・礫片２点。すべて石組を構成するものである。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

遺物：石器 １は扁平打製石器。両端と下縁部に打ち欠き、片面に厚みを取る打ち剥がしがみられる。

下面を擦っている。両端は被熱で変色している。安山岩を素材とする。 （谷島）

US－１０（図�－７３）

位置・立地：R－４８ 標高８１．３ｍ付近の平坦面

規模：（０．４０）ｍ×（０．２６）ｍ

平面形：半円形

確認・調査：�ｃ層下位で検出した。焼土・掘り方は確認されなかった。周辺には炭化物が少量確認

された。礫は赤化している。

遺物出土状況：礫・礫片６点。すべて石組を構成するものである。

上台１遺跡
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時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

US－１１（図�－７３）

位置・立地：S－４８ 標高８１．３ｍ付近の平坦面

規模：（０．７３）ｍ×（０．４２）ｍ

平面形：不明

確認・調査：�ｃ層上位で、UP－４５・４６と同時に検出した。UP－４５・４６埋没後にUS－１１が構築さ

れている。焼土・掘り方は確認されなかった。検出した礫の配置は不規則であるが、離れて接合する

ものがあり、使用後に移動したものと推測される。礫は赤化しているものが多い。

遺物出土状況：礫片１６点。すべて、本来は石組を構成していたと推測されるものである。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代後期前葉と推測される。 （柳瀬）

US－１２（図�－７３ 図版２２・４５）

位置・立地：T－５１ 標高８０．２ｍ付近の緩斜面

規模：０．５８ｍ×０．３６ｍ

平面形：楕円形

確認・調査：�ｃ層下位で検出した。焼土・掘り方は確認されなかった。周辺は７０�ほどの範囲で周

辺よりわずかにくぼんでおり、やや掘り込んで構築された可能性がある。北東側に隣接して土器の集

中がみられ、US－１２に伴うものと判断した。礫はほとんどが赤化している。

遺物出土状況：土器（�ａ）１７６点、たたき石１点、礫・礫片１６点。計１９３点が出土した。土器は石組

みの北東側でまとまって出土した。２～３�ほどの細片が多く、同一個体ではあるがほとんど接合し

なかった。礫・礫片のうち９点は１個体の礫が被熱による劣化により割れたもので、たたき石を含め

９個の礫で石組みが構成されている。

時期：出土遺物から、縄文時代後期前葉である。 （柳瀬）

遺物：土器 １は�群 a類の底部片。上げ底気味の底面は平滑だが、内外面に指頭圧が顕著に残る。

（影浦）

石器 ２はたたき石。安山岩を素材とする。 （谷島）

US－１７（図�－７４ 図版２２）

位置・立地：T－１０ 標高８２．５ｍの平坦面。

規模：０．８６ｍ×０．７８ｍ

平面形：ほぼ正方形

確認・調査：�層掘り下げ中にUS－１８と相次いで検出した。ほぼ正方形に扁平礫が組まれていた

が、東側の角に隙間が開いていた。礫を掘り抜いた跡が認められなかったことから、この部分は最初

から開いていたと考えられる。灰の掻き出し口であったかもしれない。内側には焼土の堆積が認めら

れたが、骨片等の混入は確認されなかった。

遺物出土状況：たたき石３点、礫・礫片１４点、計１７点を取り上げた。たたき石３点は１個体に接合し

た。礫のうちの２点も１個体に接合する。石囲い炉自体は１４個の扁平礫によって構成されたものであ

る。

時期：縄文時代後期前葉の可能性が考えられる。 （影浦）

上台１遺跡

142
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US－１８（図�－７４）

位置・立地：T－１１ 標高８２．５ｍの平坦面

規模：０．８８ｍ×０．８０ｍ

平面形：コの字形

確認・調査：�層掘り下げ中にUS－１７と相次いで検出した。礫は扁平な礫と丸みのある礫が併用さ

れ、礫同士の間隔は一定していない。しかしながら規模は隣接するUS－１７とほとんど同じである。

遺物出土状況：礫９点を取り上げた。

時期：縄文時代後期前葉の可能性が考えられる。 （影浦）

図�－７４ US－１７・１８
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７．焼土

４カ所で検出した。それぞれ離れているが、UF－２以外は台地の縁辺部での検出である。

UF－１（図�－７５ 図版２４）

位置・立地：N－４３ 標高８５．４ｍの平坦面。

規模：０．８６ｍ×０．６４ｍ×０．２０ｍ

平面形：不整形

確認・調査：�ｂ層中に検出した。比較的厚い焼土で、その場で焚かれたと考えられる。トレンチを

入れたところ、後世の木根痕が入り込んでいて、下のほうまで粒状に焼土の分布が確認された。根の

生育によって押されたものと、根痕の空洞を伝って落ちたものであろう。

遺物出土状況：確認面において被熱した礫が１点出土した。重さは０．７８�である。

時期：周辺の出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （影浦）

UF－２（図�－７５）

位置・立地：R－５０ 標高８０．８ｍ付近の平坦面 UP－４０と隣接する

規模：０．７６ｍ×０．６７×０．１２ｍ

平面形：不整形

確認・調査：�ｃ層中位で検出した。周辺では、R�S－５０区、S－５１区で赤化した礫が、Q－５０区で

焼けはじけた礫片が出土しており、UF－２と関係がある可能性がある。UP－４０と隣接する。

遺物出土状況：検出面直上で、�群ｂ類の土器片が出土している。

時期：周辺の遺物出土状況から、縄文時代中期前半あるいは後期前葉と推測される。 （柳瀬）

UF－４（図�－７５）

位置・立地：K�L－９ 台地の縁辺部に位置する。下層の�ｃ層にUP－５４があるが直接重複はしな

い。

規模：２．９０ｍ×１．４０ｍ×０．１２ｍ

平面形：不整形

確認・調査：�ｂ層中で検出した。緩斜面に位置し、北側が高い。北西から南東方向に長軸を持ち、

北西側には細長く炭化物も出土している。土色や厚み、分布から、半分から使用法に違いが推定され、

炭・灰と焼土を北西側に移動した可能性もある。

覆土：３層に分かれ、一部を除き平面上でも分割されている。１は薄く広がるが、３は厚みがある。

遺物出土状況：北側の４カ所から炭化物が焼土上と縁辺に検出されている。

時期：焼土内から採取した炭化物の放射性炭素年代の測定結果は補正年代で２２１０±４０の値が得られて

いる。支流１に面した地区では�群 c類の聖山�式が出土しているので、縄文時代晩期後葉の可能

性が高い。 （谷島）

UF－５（図�－７５）

位置・立地：N－１３ 台地の縁辺部に位置する。

規模：０．６０ｍ×０．４４ｍ×０．０６ｍ
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図�－７５ UF－１・２・４・５
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平面形：不整形

確認・調査：�ｂ層中で検出した。５�程の最大厚があり断面観はレンズ状を呈する

覆土：�ｂ層が焼けたもので堅くなっている。

遺物出土状況：出土していない。

時期：周囲の包含層出土の遺物から判断して縄文時代後期前葉と推定される。 （谷島）

８．フレイク集中

４カ所検出した。支流１に面した南東の低位段丘部分に２カ所（UP－２・３）、支流２に面した

斜面から平坦面への変換点付近に２カ所（UP－１・４）ある。UFC－１・３は黒曜石、UFC－２・

４は頁岩のフレイク集中である。UFC－３は黒曜石の石器素材様のフレイク類が２０点まとまって検

出したもので、微細片を伴っていない。 （影浦）

UFC－１（図�－７６ 図版４５）

位置・立地：S－５３ 標高７８．６ｍ付近の、斜面から平坦面への変換点付近

規模：０．１９ｍ×０．１７ｍ

確認・調査：�ｃ２層中位で検出した。細片が多くみられたため、土壌ごと取り上げ、水洗選別によ

り遺物を回収した。

遺物出土状況：�群 a類土器３点、石器（石鏃１点・黒曜石のフレイク４３点）４４点、またUFC－１

に隣接して礫が４点出土した。

時期：出土遺物と、これより南東側の斜面で�群 a類土器など縄文時代中期前半の遺物が大量に出

土していることから、縄文時代中期前半と推測される。 （柳瀬）

遺物：石器 １は黒曜石を素材とした石鏃未成品。左端は厚みがある。 （谷島）

UFC－４（図�－７６ 図版２５・４５）

位置・立地：T－５２ 標高７９．０ｍ付近の、平坦面から斜面への変換点付近

規模：０．３７ｍ×０．２０ｍ

確認・調査：�ｃ層下位で検出した。細片が多くみられたため、土壌ごと取り上げ、水洗選別により

遺物を回収した。

遺物出土状況：石核２点、フレイク７７点が出土しており、いずれも頁岩の同一石材を素材とする。

時期：これより南東側の斜面で�群 a類土器など縄文時代中期前半の遺物が大量に出土しているこ

とから、縄文時代中期前半と推測される。 （柳瀬）

遺物：石器 １～３は接合資料。原石表皮のついた頁岩の同一母岩を使用したと見られ、包含層出土

のフレイクとも接合している。打点の転移がみられ規則的な剥離は行われていない。また、接合した

ものからは、目的剥片の持ち出しは確認できない。 （谷島）

UFC－２（図�－７７～７９ 図版２５・４５）

位置・立地：T－９ 標高８２．９ｍの平坦面。

規模：２．００ｍ×１．６０ｍ×０．２０ｍ

確認・調査：�ｃ層下位を掘り下げ中、赤色頁岩のフレイク集中を検出した。土坑の存在を想定した
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が、掘り込み等は検出されなかった。

遺物出土状況：土器（�ａ）３０点、石器（石鏃１点・Rフレイク２点・フレイク５４１点・台石１点）５４５

点、礫・礫片６点、計５８１点を取り上げた。フレイク以外の遺物は、直接フレイク集中に関係しない

可能性があるが、同一レベルの同範囲資料として一緒に取り上げた。フレイクは約１ｍ四方に分布し、

うち６０�四方の範囲で特に密であった。図化と計測は全部で５回に分けて行なった。レベル的には標

高８２．７５～８２．９５ｍまでほぼ２０�の厚さにわたって出土した。フレイクは全部で５４１点。頁岩が５４０点、

泥岩が１点である。５４０点を数えた頁岩フレイクのうち赤色のものは５０３点。９３％を占めた。なお、肉

眼判定で２ｍ四方以下のものはカウントしなかったので、実数は数千ないしは数万点に及ぶ。

図�－７６ UFC－１・４
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図�－７７ UFC－２�１
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時期：同時に計測して取り上げした土器片から縄文時代後期前葉の可能性がある。

遺物：土器 １は�群 a類。クランク状の沈線文が連続する。大津�群。 （影浦）

石器 ２は頁岩を素材とした石鏃で、有茎凹基。３は赤色の頁岩を素材とした Rフレイクで、側縁

に調整剥離がみられる。接合資料は４～７まで図示した。この他各２点が接合したものは４点ある。

これらは赤色の頁岩で原石表皮のついた同一母岩を使用したと思われ、包含層出土のフレイクとも接

合している。打点の転移がみられ規則的な剥離は行われていない。接合したものからは、目的剥片の

持ち出しは確認できない。８は安山岩製の小型台石。上面に使用痕がみられる。 （谷島）

UFC－３（図�－８０・８１ 図版２５・４６）

位置・立地：T－８ 標高８２．７５ｍの平坦面。

確認・調査：�ｃ層を掘り下げ中に黒曜石のフレイク集中を検出した。周囲を精査したが、掘り込み

等は検出されなかった。出土した１０点の黒曜石を図化、地点計測し、取り上げたところ、直下から同

様のフレイクを８点検出した。黒曜石のまとまりに土をかぶせたものか、�ｃ層中にごく浅い土坑を

掘り込みフレイクを埋納したものの可能性があるが、平面の検出にとらわれ、土層観察用のベルトを

設定していなかったため、判別できなかった。検出状況からこれらの黒曜石が袋状のものに入ってい

た可能性もある。

遺物出土状況：石器（石槍またはナイフ１点・スクレイパー５点・Rフレイク７点・原石２点、フレ

イク５点）２０点を取り上げた。全点黒曜石である。�ｃ層下位、標高８２．７１～８２．７９ｍの間で、上から

図�－７８ UFC－２�２
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図�－８０ UFC－３�１
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１０点、下から８点を検出した。他に計測点をおさえられなかったものが２点（４・１３）ある。

時期：周辺の出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

遺物：石器 １～２０は黒曜石を素材としたもの。原材産地分析の結果１３を除き赤井川産の判定であ

る。１３は豊泉産の判定である。同一母岩から剥離したと思われるものもあるが、直接接合していない。

１は石槍またはナイフ。２～６はスクレイパー。７～１２は Rフレイク。１３～１８はフレイク。１９・２０

は板状の原石。２０はいくつか小さな剥離がみられる。黒曜石の産地推定分析と水和層年代測定を行っ

ている。産地推定分析は全点、水和層年代測定はこの中から４点行っている。同一地点、同一層位、

同一産地にもかかわらず水和層の厚さにバラツキがみられ、更に厚いことから予想した年代より古い

結果になっている。地下水など地温が影響したものと考えられているが、データを蓄積し検証する必

要がある。 （谷島）

図�－８１ UFC－３�２
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９．立石

垂直に立った状態で検出した礫を特に立石としたが、周囲では柱穴状の小ピット（USP）が７５カ

所検出されており、中には覆土内に礫が埋納されているもの（USP－７４）も見られた。これらは一

連のものとしてとらえられる可能性がある。 （影浦）

立石１（図�－８２・８３ 図版２４）

位置・立地：Q－８ 自然堤防部下、標高８３．３ｍの平坦面。

確認・調査：�ｃ層の下位で礫を検出した。半截したところ、掘り込みは�層まで続いていた。確認

面の径は２３�、深さ１８�である。礫の大きさは長さ２８�、重さ４．０３�。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物のあり方から、縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

立石２（図�－８２・８３ 図版２４）

位置・立地：R－８ 自然堤防部下、標高８３．０ｍの平坦面。

確認・調査：�ｃ層の下位で礫を検出した。半截したところ、掘り込みは�層上面まで続いていた。

確認面の径は１９�、深さ３４�である。礫の大きさは長さ２２�、重さ２．３５�。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物のあり方から、縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

立石３（図�－８２・８３ 図版２４）

位置・立地：R－９ 標高８２．９ｍの平坦面。

確認・調査：�層上面で礫を検出した。半截したところ、掘り込み穴は�層内で終っていた。確認面

の径は２０�、深さ２４�である。礫は被熱が認められるもので、長さ１６�、重さ１．２５�。覆土内から�
群 a類の土器片が１点出土した。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物のあり方から、縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

立石４（図�－８２・８３）

位置・立地：S－９ 標高８２．５ｍの平坦面。

確認・調査：�層上面で礫を検出した。半截したところ、掘り込み穴は�層内で終っていた。確認面

の径は２９�、深さ４２�である。礫の大きさは、長さ２５�、重さ７．７４�。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物のあり方から、縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

立石５（図�－８２・８３ 図版２４）

位置・立地：S－１０ 標高８２．８ｍの平坦面

確認・調査：�ｃ層下位で礫を検出した。半截したところ、掘り込みは�層内で終っていた。確認面

の径は２０�、深さ１９�である。礫の大きさは、長さ２４�、重さ２．８４�。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物のあり方から、縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

立石６（図�－８２・８３ 図版２４）

位置・立地：T－９ 標高８２．４ｍの平坦面

確認・調査：�ｃ層下位で礫を検出した。半截したところ、掘り込みは�層内で終っていた。確認面
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の径は２６�、深さ１２�である。礫の大きさは、長さ３６．５�、重さ８．６８�。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物のあり方から、縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

立石７（図�－８２・８３ 図版４６）

位置・立地：T－１０ 標高８２．５ｍの平坦面

確認・調査：�ｃ層下位で礫を検出した。半截したところ、掘り込み穴は�層内で終っており、古い

木根跡の上の重複が確認された。確認面の径は１６�、深さ２６�である。礫の大きさは、長さ２０�、重

さ１．３４�。

時期：周辺の遺構や包含層出土遺物のあり方から、縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （影浦）

遺物：石器 １は台石。側縁の一部に打ち欠き状の剥離が観察され、両面に使用痕がみられる。安山

岩製。 （谷島）

１０．柱穴状の小ピット

７８基検出した。うち７５基は支流１に面した南東の低位段丘部分での検出である。他３基（USP－４９

～５１）は台地上の平坦部分で検出された。周辺で検出された土坑の時期が縄文時代後期前葉であるこ

とから、これらの構築も同時期である可能性が強い。台地上の３基は�ｃ層中での検出であるが、低

位段丘部分の７５基はすべて�層上面まで掘り下げた段階で検出したものである。実際の掘り込みは�
層中と考えられる。覆土は基本的に�ｃ層の流入と思われる単層で、まれに壁面の崩落土が入り込ん

でいるものも見られた。おおよそ隣接するものでまとめて掲載したが、積極的に掘立柱建物跡と判断

できるものはほとんど見出せなかった。USP群（１）としてくくったものに、その可能性がある。

覆土内から遺物が出土したものとして８基が数えられる。うち５基（USP－２８・４５・７０・７４・８３）

は�群 a類の土器片である。いずれも１、２点であり、これらについては埋没過程で混入した可能

性が高い。石斧および石斧片を出土したものが２基（USP－２６・４６）ある。これらは意図的に埋納

したものと考えられる。縦位に礫を検出したものが１基（USP－７４）ある。立石の項でも述べたが、

立石として取り扱った７基も、同じ性格の遺構であった可能性がある。 （影浦）

USP 群１（図�－８３・８４ 図版２４・４６）

位置：S－１０区を中心とする。USP－１３～１５・２６・７３～７６・８２～８４・８８・９２・９６～９９・１０５・１０６・１２９・１３０

漠然とではあるが円環するような配列を持っている。その場合、USP－９６から９２、９９と結んで円

形に閉じるのか、それとも９６から１０５、１０６とつながって長楕円を呈するのかはわからない。USP－９２・

９７～９９・１３０あたりで何か小屋状の組み合わせが可能のようにも見える。円形に閉じる場合は２．８×２．２

ｍの規模、長楕円に伸びる場合は４．１×２．２ｍの規模である。配列の並びに立石５があるが、縦位に礫

を検出したUSP－７４と対角をなすようにも見える。東側に少し離れたUSP－２６からは石斧が１点出

土した。 （影浦）

遺物：石器 １はUSP－２６で出土した石斧。両面の上半は柄との着装部に打ち剥がしの再加工が行

われている。砂岩製。 （谷島）

USP 群２（図�－８３・８５）

位置：R－９・１０、S－９区を中心とする。USP－１～１０・１６・１９～２２・３４～３６・３８～４０・４４・５６・５８・
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図�－８８ USP 群５
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７０・７１

UH－４・US－１３の北側から西側にかけて近接するものをまとめた。USP－８・９、２０・２１など

漠然としているが２つで１組に見えるものがいくつかある。USP－３５・３６と１６・４４は径の小さいも

ので、２つで１組のもの同士が、また組をなしているように見える。 （影浦）

USP 群３（図�－８３・８６）

位置：R－８・９区を中心とする。USP－１７・１８・２３～２５・２８・３０・３１・４１・４２

UH－４の南側に近接するものをまとめた。USP－１７・１８、２８・３０、２４・２３、４１・４２など漠然とし

ているが２つ１組に見えるものが、ここでも散見される。USP－４１・４２は径の小さいもので、UH－

４のHP－１０・１１および１２・１３、あるいはUH－４の北側で検出したUSP－３５・３６および１６・４４に

似るが、性格は不明である。 （影浦）

USP 群４（図�－８３・８７）

位置：P�Q－９区を中心とする。USP－４８・１００～１０４・１０８・１１０

掘り込みのしっかりしたものが多いが、散発的な検出で、性格は不明である。単独の杭等の可能性

がある。 （影浦）

USP 群５（図�－８３・８８ 図版４６）

位置：南東の低位段丘部分。USP－２９・３２・３３・３７・４５・４６・１０７・１０９・１１４・１３１

散発的に検出されたものをまとめた。性格不明であるが単独の杭等の可能性がある。USP－４６か

ら破損した石斧片を検出した。 （影浦）

遺物：石器 １はUSP－４６で出土した磨製石斧の胴部破片。緑色泥岩を素材とする。側縁部と一方

の破損面が被熱で変色している。 （谷島）
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USP 群６（図�－８９）

位置：南東の台地上。M－１０～１２区。USP－４９～５１

３基を検出した。いずれも、台地上の�ｃ層下位において確認したもので、低位段丘部において検

出された他の柱穴状の小ピットとは完全に別のものと判断される。時期は縄文時代後期前葉。（影浦）

USP－４９

規模：０．３１ｍ×―／０．１２ｍ

確認・調査：M－１０区で検出した。傾斜に沿って北側半分をトレンチ状掘り下げて半截している。上

面はほぼ円形を呈し、断面は底が丸く若干開き気味に立ち上がる。柱穴跡と考えられる。

覆土：３層に分割されるが、黒から黒褐色の砂壌土で Ko－gの混合比率に違いがみられる。

USP－５０

規模：０．４８ｍ×０．３３ｍ／０．３５ｍ

確認・調査：M－１１区で検出した。傾斜に沿って南側を半截した。上面は楕円形を呈し、坑底は円形

である。坑底が２段になっていることから柱を引き抜いた跡の可能性がある。

覆土：黒色砂壌土の単層である。

USP－５１

規模：０．３４ｍ×―／０．２３ｍ

確認・調査：M－１２区で検出した。上面は楕円形を呈し、坑底は円形と思われる。坑底が２段になっ

ていることから柱を引き抜いた跡の可能性がある。

覆土：黒色砂壌土の単層である。 （谷島）

図�－８９ USP 群６
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� 包含層出土の遺物

１ 土器等

包含層からは土器３３，６７８点、土製品３９点、焼成粘土塊１点、粘土塊２点、計３３，７２０点が出土した。

いずれも縄文時代のものである。土器の内訳は後期前葉（�群 a類）が２６，８１１点ともっとも多く、

全体の８割を占めている。�群 a類は大津�群前後のものが主体である。中期前半（�群 a類）が４，５４４

点で、それに次いで多く出土した。�群 a類は円筒上層 b式が主体である。他に前期後葉（�群 b

類）、中期後葉（�群 b類）、後期中葉（�群 b類）、晩期後葉（�群 c類）の土器が出土している。

�群 b類は円筒下層 d式である。�群 b類は榎林式、ノダップ�式に相当するもの。�群 b類はウ

サクマイ c式と手稲式に相当するもの。�群 c類は聖山�式に相当するものである。�群 b類と�
群 c類は支流１に面した調査区南東側でほとんどが出土した。

�群 b類～�群 b類にかけてのものは、一個体がまとまっている出土状況がほとんど見られなか

った。おそらく斜面地形や河川等による流れ込みの作用を受けたためと考えられる。とりわけ�群 b

類は器表面の磨滅が顕著であった。これとは対照的にもっとも新しい時期の�群 c類の土器は３３３点

の出土であったが、一個体の土器が潰れた状態で出土する例がいくつか見られた。時期が新しいとい

うだけではなく、縄文時代晩期後葉以降は、自然の営為による土砂の移動も少なかったと考えられる。

�群 b 類（図�－３・４－１・２ 図版５４）

７２３点出土した。すべて円筒下層 d式である。M－１３区、O－１５区、S－５３区においてまとまって

出土したが、復元できたものはない。器表面の磨滅が顕著で、同一個体と考えられる破片がまとまっ

ていながら、接合できないものがあった。

１は縄線文で文様帯を構成するもの。胴部との境には綾繰文が巡る。２は上げ底気味の底部。

�群 a 類（図�－５～９－３～２５ 図版２５・２６・４７・４８・５５）

４，５４４点出土した。数点を除いてすべて円筒上層 b式に相当する。

３～２１は円筒上層 b式に相当するもの。３～１１は復元個体。１２～２１は破片資料。

３～９・１２～１７は馬蹄形圧痕文ないし、それに類する刺突文が加えられたもの。３・４には半截竹

管様の工具による刺突文が見られる。３は刺突に用いた工具の中央をスリット状にえぐっていると考

えられる。地文は結束第２種斜行縄文。二重に施文しているところもある。５には自縄自巻の原体に

よる馬蹄形圧痕文が施されている。口縁部と胴部の境に粘土紐が２本横環しているが、掲載図の裏側

で、この粘土紐の間に馬蹄形圧痕文が部分的に加えられたところもある。６には馬蹄形圧痕文が縄文

原体によるものと縄線文を３本束ねて付したものと２種認められる。また馬蹄形圧痕文が２段のとこ

ろと１段のところとがある。７は結束第１種羽状縄文を地文とする。一部、施文方向を変えて菱形を

構成している。８と９の地文は結束第１種斜行縄文。８は突起下の文様構成がそれぞれ異なる。９は

半截竹管様の工具による刺突文が施されたもの。１４は馬蹄形圧痕文の中にヘラ状工具による刻みが加

えられている。一部に押し引き文風の痕跡も見られる。１６は２本組の縄線文が２段巡り、その間に、

原体をヘアピン状に折り曲げて押捺している。１７は突起部分に馬蹄形圧痕文が観察される。

１０・１８は粘土紐による区画の中に縄線文が付されたもの。１０は粘土紐によって網目状に区画されて

� 包含層出土の遺物

165



図�－１ 出土状況�１
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図�－２ 出土状況�２
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図�－３ �群 b 類�１
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いる。区画内を縁取るように３本組の縄線文が巡る。弁状突起には１つずつ孔が穿たれている。

１９～２１は口唇に撚糸圧痕が加えられたもの。

２２は見晴町式相当。口唇上に縄文が施文されている。波頂部には縦に縄線文が加えられている。突

起の下にレンズ状に描かれた文様があり、その下に２本の沈線文が垂下しているが、もとは波頂部か

ら２本の沈線文を垂下させたものである。レンズ状に区画した中に沈線文を消した痕が残っている。

２３～２５は底部。２５は短い縦の沈線文が底部を巡る。胎土に繊維を含む。

�群 b 類（図�－１０－２６～３０ 図版２６・４９・５５）

２４０点出土した。ほとんどが榎林式である。N－９区、T－１０区、S－４８区で比較的まとまって出土

した。台地上(R－２１・２２・２４・２８区）でノダップ�式の破片が１３点出土したが、これらは同一個体

と考えられる。

２６～２９は榎林式に相当するもの。２６は緩やかな波状口縁。地文は横走気味に施文された LR縄文。

２７は波頂部に円形刺突文が加えられたもの。２８・２９には口唇上に沈線文が引かれている。２９は内外面

とも磨き上げた後、文様を施文している。RL縄文を地文とし、弧線文が施されている。

３０はノダップ�式。地文は RL縄文。原体の施文方向は不規則である。口縁から薄い貼付文を縦に

垂下させ、そこに中空の工具による粗い押し引き文が施されている。

�群 a 類（図�－１０～２２－３１～１４９ 図版２６・４９～５３・５６～６１）

２６，８１１点出土した。土器全体の約８割を占める。縄文のみのものや無文のものなどが相当数あった。

３１・３２・５６～６７は貼付文ないし折り返し口縁のもの。貼付文と折り返しを明確に区分できない資料

図�－４ �群 b 類�２
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図�－５ �群 a 類�１
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図�－６ �群 a 類�２
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図�－７ �群 a 類�３
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図�－８ �群 a 類�４
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図�－９ �群 a 類�５
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図�－１０ �群 b 類・�群 a 類�１
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図�－１１ �群 a 類�２
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図�－１２ �群 a 類�３
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図�－１３ �群 a 類�４
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図�－１４ �群 a 類�５
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図�－１５ �群 a 類�６
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図�－１６ �群 a 類�７
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図�－１７ �群 a 類�８

上台１遺跡

182



もあるため、まとめた。文様等の構成でこれに類すると思われるもの（５９）もここに含めた。

３１・５８・６０～６２は貼付文ないし折り返しが１条横環するもの。縄文原体の施文方向は貼付文では横

位、胴部では縦位である。３１は復元個体。５５は薄い貼付文のもの。縄文は貼付部分を先に施文してい

る。横位の貼付文が直角に曲がって縦に垂下しており、その L字部に円形刺突文が加えられている。

刺突後に縄文を施文しているため、刺突孔の潰れた部分や、中に縄文が観察できる部分もあった。拓

本にはよく現れていないが、刺突は痕跡も含め１１を数える。

３２・５６・５７は貼付文が２条横環するもの。３２は復元個体。貼付文上に縄線文が付され、貼付文間は

無文である。５６・５７は２条の貼付文に縦の貼付文を組み合わせたもの。

５８・５９は四角く磨消した無文部を持つもの。５８は無文部分との境界を原体の圧痕で強調していると

ころがある。５９は無文部分を境に原体の施文方向を変え、羽状縄文としている。

６０は粗雑な貼付文。貼付上から口唇上にかけて縄文を施文している。

６１・６２は口縁部の折り返しと胴部とで原体の施文方向を変えて羽状縄文にしたもの。

６３～６５は貼付文ないし折り返しが薄い。６３は網目状の撚糸文が施されたもの。文様をつける際、部

分的に原体の回転を往復させ、二重三重に施文している。６４・６５は折り返し口縁のもの。６４は撚りの

細い LR縄文を横位に施文している。

６６・６７は底部。いずれも LR原体の施文方向を変えて羽状縄文にしているが、６７は整然としない。

４１・４２・６８～７８は縄線文が施されたもの。４１・４２は復元個体。４１は縄線文を境に原体の施文方向を

変えて、羽状縄文にしている。４２は口縁部が無文であり、胴部には RL縄文が施されている。

６８と６９は別個体であるが同一グリッド（P－４６区）で出土したもので、文様が酷似している。縄線文

を境に LR原体の施文方向を変えて、羽状縄文にしている。６８は小突起が見られ、縄線文の下から縄

文を施文している。７０には縄線文が３条、７１には縄線文が２条施されている。こちらも原体の回転方

向を変えて羽状縄文にしているが、６８・６９と異なり、縄線文の位置と関係なく羽状縄文にしている。

７３・７４は口縁を狭い間隔で縄線文が巡る。７３はややすぼまった口縁。縄文施文後、器表面をナデ調整

している。７４は小型土器。撚りの細い LR縄文が地文である。７５は胴部片。結束第１種斜行縄文が縦

方向に施文されている。上の割れ口に縄線文の一部が観察されるため、少なくとも縄線文は３条が認

められる。また、横位の縄線文の間を縦の短い縄線文が２本結んでいる。

７７・７８は底部片。いずれも地文は RL斜行縄文。７８は底部周縁を縄線文が巡る。

３３・７９～９３は沈線文が施されたもの。３３は復元個体。沈線文による波頭文、J字文が連続的に施さ

れている。�群 a類の中でも前半に属する可能性が高い。

７９～８１は磨消縄文により幾何的な文様を構成するもの。７９は山形の波頂部の下に渦巻き模様を持

つ。８０は小型土器。LR縄文を横位に施文したのち、全面ナデ消ししたと見られ、ところどころに縄

文の痕跡が見える。８１は胴部片。磨消による波頭文が横位に展開している。地文は RL縄文。

８２～８６は沈線文が細いもの。８４は口唇の一部が肥厚し、刺突文が加えられている。

８７～９３は沈線文が太いもの。８７には把手の剥落した痕がある。壷形土器の可能性がある。８８は無文

部に爪の痕があるもの。８９・９０は胴部を弧線文が展開している。９１～９３は沈線文が斜めに施されたも

の。９３は菱形の格子状をなす。

４３～４８・９４～１０３は縄文のみのもの。４３～４８は復元個体。４３・４４は文様や胎土、出土位置などから

同一個体とみられる口縁部と底部を組み合わせて図化したもの。大きさが異なるものの、胴部が膨ら

み、口縁に向けてすぼまる器形が似ており、出土地点も近接している。いずれも胴部中央を欠き、上

下が接合しなかったが、意図的に打ち欠いて上下を分けた可能性が高い。４４は同じ高さと推定される
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場所を横方向の矢印で図示した。４３には粗い撚りの LR縄文が横走気味に施文されている。４５・４６は

ほとんど地文が消失している。指頭圧痕が顕著。４５は口縁が一部内側に傾斜する。４６は口縁が水平で

はない。器壁は厚く、底部は上げ底気味。４７・４８は底部片。４７は底部周辺がヘラ状工具で削られてい

る。４８には RL縄文が施されている。

９４～９６は緩やかな山形口縁のもの。９４には突起部分の口唇に棒状工具で溝が入れられている。口唇

上に一部、盛った粘土の継ぎ目が溝状に観察される。地文は LR縄文であるが、施文後に器面全体を

ナデ調整しており、ほとんど消失している。９５は縄文が縦位に施文されている。９６は撚りの細い LR

縄文。上部は斜行であるが、胴部下になるにつれ横方向に流れている。

９７～１０３は斜行縄文が施されたもの。９８・１０１・１０２のように口縁から下がるにつれ、縄文が横位に

なっていくものもある。１０３は原体の施文方向を変えて羽状縄文にしている。

１０４は撚糸文が施されたもの。口縁は横方向に、胴部は縦に施文している。

４９～５４・１０５～１０７は無文のもの。４９～５４は復元個体。４９・５０は無文地の土器に粘土紐を貼付したも

の。４９には貼付文上に中空の工具による刺突が加えられている。粘土紐の貼付は粗雑で、刺突文も数

や間隔に規則性が見られない。底面は正円に近いが、口縁の上面観は楕円である。５０は短い縦の貼付

文が観察されるもの。現存は１本であるが、２本剥落した痕跡があり、全部で３本あったと認められ

る。５１・５２は小型土器。５１は河川堆積層の中から出土した完形品。口縁の一部を意図的に打ち欠いて

いる。全体的に磨滅が顕著で、胎土中の砂粒が浮き出ているが、内外面に炭化物の付着が観察される。

底は厚い。５２は底径に比べ口径が大きい。５３・５４は底部片。５３は器表面に植物質のものと見られる圧

痕がある。５４は上げ底気味の底部。１０６は波状口縁の間隔が緩やかである。

１０８～１１２は底部片。１０８は底面をナデ調整しているが、原体の痕が一部に観察できる。１１０は底面中

央をナデ調整しており、やや上げ底である。１１１・１１２は無文のもの。１１１は底面に網代痕が残る。１１２

は小型土器の底部。底の中央がへこんでいるが、土器の焼成後に、何らかの工具で削り込んだと見ら

れるものである。上部は意図的に打ち欠いた可能性がある。１１３は小型土器。縄線文が縦に加えられ

ている。底面中央が１１２同様のへこみを呈している。

３４～４０・１１４～１４５は磨消縄文が多用され、�群 a類の中でも、後半に属する土器と考えられる。

３４・３５・１３２～１４５は太い沈線文が施されたもの。３４・３５は復元個体。３５は壷形土器と考えられる。

口縁を一部欠くが、意図的に打ち欠いた可能性がある。

１３２～１３７は口縁の波頂部に粘土を貼付したもの。１３３には貼付した部分にのみ縄文が施文されてい

る。１３２にもその可能性があるが、磨滅で判然としない。

１３８～１４４は平縁のもの。１４５は環状の貼付文が２個ついたアクセントがある。１３３同様に貼付部分に

細い撚りの縄文が観察される。中空の工具による刺突が上下交互の２段で加えられている。

３６・３７は細い沈線文が施された小型の土器。いずれも胴部上半を欠いているが、意図的に打ち欠い

た可能性が高い。３６は３本組の細い沈線文のもの。一部、２本組の沈線文で S字を描いている。底

面には浅い刺突文が２０個ほど数えられる。これらの刺突文は沈線文を引いたものと同じ工具によって

加えられたと考えられる。赤彩土器で、沈線文や底面の一部に赤色顔料が残っている。３７は文様帯と

無文部分の境に太い沈線文を巡らせている。文様帯は細い沈線文でやや乱雑に構成されている。

１１４～１３１は大津�群に相当する。１１４～１２０は乙字文が施されているもの。１１４は復元個体。沈線文

間に中空の工具による乙字文が巡る。１１７は口縁部の内外に連弧文が施されたもの。１１９・１２０は口縁

部に粘土紐が貼付されている。１２０の貼付文は浮き彫り風で唐草状を呈している。貼付文部分と文様

帯に縄文を施文しており、胴部下半にはカニのハサミ状文が施されている。１２３～１２７はクランク状の
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図�－１８ �群 a 類�９
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図�－１９ �群 a 類�１０
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図�－２０ �群 a 類�１１
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文様が施されたもの。１２３はナデ調整によってほとんど消失しているが、細かい縄文を施した痕跡が

全体的に観察される。１２６・１２７は波状口縁のもの。１２６は波頂部の口唇にヘラ状工具で刻みが加えら

れている。１２７は磨消部分がクランク状を呈する。１２８～１３０は鋸歯状沈線文が施されたもの。１２９・１３０

は口唇上に縄文が施文されている。

１４６は小型土器。細い沈線文で渦文を描き、沈線文間を刺突文で充填したもの。縄文時代後期前葉

は土製品に刺突文を加えるものの多いことから、鐸形土製品の可能性も考えられる。仮に鐸形土製品

とすると、推定径は６．５�程度でかなり開いた形が予想される。

１４７～１４９は底部。１４７は太い沈線文による紡錘形の文様が、放射状に５カ所数えられる。１４８・１４９

は刺突文が認められるもの。１４８は孔が２カ所斜めに穿たれている。紐を通すと考えた場合、蓋の可

能性もあるが、他に破片が出土しなかったため、ここでは底部の扱いとした。

�群 b 類（図�－２３－１５０～１６２ 図版５３・６２）

１，０２７点出土した。主体は手稲式に相当するものである。他にウサクマイ C式、�澗式相当のもの

が出土した。北西側の T－５４区で２１９点がまとまって出土したが、そのうち２１３点は同一個体（１５０）

でウサクマイ C式相当の土器である。南東側では R～T－９・１０区に比較的多く出土しているが、２

個体が復元しており（１５３・１５４）、こちらはいずれも手稲式相当の土器である。

１５０～１５２はウサクマイ C式相当のもの。口唇上にも縄文を施文している。１５０・１５１は口縁部に細

い平行沈線文が巡り、弧線によって文様帯が構成されている。１５０は復元個体。

１５３～１５７は手稲式相当。太い平行沈線文を施し、短い沈線文や S字状の蛇行沈線文が縦位に施さ

れている。いずれも口唇上は無文である。１５３・１５４は復元個体。１５３は緩やかな波状口縁。波頂部と

波頂部のほぼ中間に、縦の蛇行沈線文がある。１５５は口唇内側がやや肥厚する。１５６は口縁に向けてす

ぼまる器形。１５８は小型で薄い。口唇断面が丸みを帯びる。

１５９は�澗式。口縁に沈線文が２条巡り、縦に刻み列が施されている。胴部は沈線文で区画した中

に撚りの方向が異なる原体を２本用いて羽状縄文を施文している。

１６０・１６１は表面が黒光りする精製土器。いずれも注口土器と考えられるもので、調査区北西端で出

土した。１６２は注口部分である。付け根付近の下部に細い沈線文が引かれている。

�群 c 類（図�－２４・２５－１６３～１７４ 図版２６・５３・５４・６２）

３３３点出土した。すべて聖山�式に相当するものと考えられる。３３０点は南西側の地区での出土であ

る。上台１遺跡の南西端は森川支流１を境に森川２遺跡と隣接しているが、森川２遺跡においても同

時期の土器が出土している。

１６３は深鉢。１個体がまとまった状態で出土した、ほぼ完形の個体土器である。頸部の無文帯を挟

んで、沈線文が上下に巡る。頸部の下には横方向に刺突文が加えられている。地文は LR縄文。

１６４・１６５は鉢。いずれも LR縄文を地文とし、縄文施文後に器面を磨いている。１６４は蝶ネジ状の

突起を持つ。１６５は２個対の小突起が付されている。

１６６～１６８は工字文が巡るもの。１６６は蝶ネジ状の突起がついている。１６７は頸部が屈曲し、内面も肩

になって張り出す。１７０は突起片。内面は縄線文を４本弧状に付し、中空の工具で浅い刺突を５カ所

加えている。表面は深めの沈線文で円を描いている。

１７１～１７４は底部片。１７４は浅鉢の底面。一部で縁辺を擦って整形したところも見られ、意図的に底

面を打ち欠いた可能性がある。
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図�－２１ �群 a 類�１２
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図�－２２ �群 a 類�１３
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図�－２３ �群 b 類
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図�－２４ �群 c 類�１
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図�－２５ �群 c 類�２・土製品�１
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土製品（図�－２５・２６－１７５～１９５ 図版６９）

土玉２点、三角状土製品８点、三角板状土製品１９点、円板状土製品８点、その他の土製品２点、計

３９点が出土した。いずれも縄文時代後期前葉の可能性が高い。このうち２２点を掲載した。

１７５・１７６は土製玉。１７５は完形品。１７６は割れ口に貫通した孔の断面が観察される。１７７～１８０は三角

状土製品。粘土成形の段階で三角形に造形したと見られるもの。１７７～１７９は沈線文と刺突文によって

文様が構成されている。１７７・１７８はヘラ状の工具による刺突文。１７７は３カ所に割れ口を持つが、意

図的に折損した可能性がある。１７９は縦位の３つの刺突文と V字を構成している他の刺突文とで、種

類が異なる。一端を鋭利に加工した工具で沈線文と縦位の刺突文、もう一端で他を刺突したものであ

ろう。１８０は粘土の余りを三角状にして焼いたもの。焼成粘土塊の可能性もある。

１８１と１８２はその他の土製品とした２点。１８１は円筒状。一端を欠く。耳栓の可能性も考えられるが、

粘土を円筒状に捏ねて焼いた焼成粘土塊の可能性もある。１８２は方形板状土製品。

１８３～１９４は三角板状土製品。土器片の縁辺を全周ないし一部研磨成形して、三角形にしたと見られ

る。１９５は円板状土製品。 （影浦）

図�－２６ 土製品�２
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２ 石器等

包含層からは石鏃１４２点、石槍またはナイフ１０点、石錐１２点、つまみ付きナイフ１５点、スクレイパ

ー１３８点、石核６１点、原石１９点、Uフレイク５１点、Rフレイク１５点、フレイク２，２２２点、石斧４３点、

たたき石１４５点、すり石１２点、扁平打製石器５７点、北海道式石冠４４点、砥石６点、台石・石皿１７６点、

加工痕のある礫３５点、礫・礫片１，６９２点、石製品４点、計４，８９９点が出土した。

石鏃（図�－２７－１～４４ 図版６３）

１～８は三角形凹基のもの。５はメノウ質頁岩で、他は頁岩を素材とする。１は逆刺しの先端が突

き出し、２は逆刺しがＵ字状に大きくえぐれている。３・５の逆刺はやや内側に入っている。６～８

は長さに比べ幅が狭い。９～１７は頁岩を素材とした木葉形や菱形のもの。１０・１１・１４・１７は厚みがあ

る。１４は稜線を持つ縦長剥片を素材とし、背面の調整で形を整えている。１８～２１は頁岩を素材とした

有茎凹基。１９は茎の付け根両面に黒色物質が付着している。２２～３３は有茎平基。２５・３１はメノウ質頁

岩、他は頁岩を素材とする。２５・２７は厚みがあり長さに比べ幅が広いことから破損した石鏃を再生し

たものと思われる。２２・２３・３０は茎にアスファルトと見られる黒色物質が付着している。３４～４４は有

茎凸基。３５・４２は黒曜石、３８はメノウ質頁岩、他は頁岩を素材とする。４１は茎の付け根に薄く黒色物

質が付着している。アスファルトの付着痕であろう。

石槍またはナイフ（図�－２８－４５～５０ 図版６３）

４５～５０は石槍またはナイフ。４８は黒曜石で、５０は流紋岩。他は頁岩を素材とする。４７ハ２点が接合

したもので上部の一側縁に厚みが残ることと下部の調整が上方に入っていることから下端部を刃部に

していた可能性もある。また、破損面に再加工が施されている。４９・５０は基部破片。

石錐（図�－２８－５１～５７ 図版６４）

すべて頁岩を素材とする。５１～５４は素材の一部に刺突部を作り出したもの。５４は上下２カ所に刺突

部が作り出されている。他は不定形な剥片の一部に刺突部を作り出している。５５・５６は棒状のもの。

両端に刺突部がある。５７は棒状のものにつまみ部を有する。縄文時代晩期の所産と考えられる。

つまみ付きナイフ（図�－２８・２９－５８～６４ 図版６４）

すべて頁岩を素材とする。５８～６１は周縁加工のもの。５８は片面をほぼ全面加工のうえ背面の下端部

に厚みを減じる調整がみられる。６０・６１は縦長剥片に刃部がみられる。６２・６３は素材の形状を大きく

変えていない。６４は両面に刃部加工を施し、上部の側縁をえぐってつまみを作出している。

スクレイパー（図�－２９・３０－６５～７８ 図版６４・６５）

すべて頁岩を素材とする。６５は石箆と称される形態をなすが横長剥片を素材とし、背面に調整を行

い整形している。６６～７６は縦長剥片を素材としたもの。６６～６９は下端部と側縁に刃部を、７０～７６は側

縁にのみ刃部をもつ。７５は側縁にえぐりこみがある。内湾部は刃部が急角度。つまみ付きナイフに類

似するが、つまみ部を作出していない。７７は横長剥片の側縁に刃部をもつもので、背面に被熱による

剥落がみられる。７８は両面調整がなされている。

石核（図�－３０－７９ 図版６５）

７９は黒曜石の石核だが、大きさや原石面の残っていることから大きな剥片は取られていない。打面

転移が頻繁になされている。

石斧（図�－３０・３１－８０～９０ 図版６５）

８０～８２・８４・８７・８９は緑色泥岩、８３・８６・８８・９０は片岩、８５は砂岩を素材とした石斧である。８０は

側面に敲打痕が残り、たたきで整形された後、研磨されているもの。８２は打ち欠きにより整形された
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図�－２７ 包含層の石器等�１
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図�－２８ 包含層の石器等�２
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図�－２９ 包含層の石器等�３
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図�－３０ 包含層の石器等�４
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図�－３１ 包含層の石器等�５
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図�－３２ 包含層の石器等�６
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図�－３５ 包含層の石器等�９
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図�－３６ 包含層の石器等�１０

� 包含層出土の遺物

205



図�－３７ 包含層の石器等�１１
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図�－３８ 包含層の石器等�１２
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図�－３９ 包含層の石器等�１３
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後、研磨されている。刃先に潰れがみられ刃部が細かく粒状に剥れている。８２～８６・８８～９０は打ち欠

きにより整形された後、研磨されている。８２は上部３分の１のところで折れたものが接合している。

８３は刃先が大きくかけている。８６～９０は刃部が残存する。８６は薄い礫を素材とするため主に片面を研

磨している。８７は全面磨製である。８８は接合している。９０は先の丸い片刃の刃部が残存している。

たたき石（図�－３２－９１～９６ 図版６６）

すべて安山岩を素材とする。９１・９２は棒状礫を素材としたもの。９１は両端に、９２は下端に使用痕が

みられる。９３は扁平礫を素材としたもの。両端に使用痕がみられる。９４・９５は円礫を素材としたもの。

９４は上下両端に、９５は帯状に使用痕がみられる。９６は両面にくぼみ状の使用痕がみられるほか、下端

部にも使用痕がみられる。下部は破損したものが接合している。

すり石（図�－３２～３８－９７～１２８ 図版６６・６７）

すべて安山岩を素材とする。９７は円礫の両面に使用痕がみられる。９８～１１８は扁平打製石器。９８は

打ち欠きが上部に見られる。被熱した扁平礫を素材とし、下側縁を使用している。９９は左右両端に打

ち欠きの見られるもの。１００・１０１は下側縁に打ち欠きが加えられている。１００は２点が接合。１０１は一

端を欠損している。１０２～１０４は打ち欠きが両端および下側縁に及ぶもの。１０５～１１６は打ち欠きが全周

するもの。厚さを減じるために面全体を大きく打ち剥がしているのが特徴的である。１１７は２点が接

合したもの。図の左側の幅がやや広く、破損後に右側はすり面の狭いものに再加工されている。１１８

は扁平打製石器の破片。

１１９～１２８は北海道式石冠。１１９は上部の横の張り出しが著しい。１２０～１２４は敲打で握部を帯状に作

出したもの。１２２はすり面が斜めに損耗している。１２３はすり幅が広い。１２４は一端を欠く。１２５～１２７

は握部の敲打が下側縁まで及ぶ。１２６・１２７はすり幅が広い。１２８は素材の形状を生かしたもの。

砥石（図�－３８－１２９・１３０ 図版６７）

１２９は砂岩を素材とした両面にすり痕の残る砥石破片。１３０は泥岩を素材とした砥石で下部は石斧刃

部の形態をなし擦痕がみられる。

台石・石皿（図�－３９～４１－１３１～１３６ 図版６８）

すべて安山岩を素材とする。１３１～１３３は台石。１３１は両面に使用痕がみられる。１３３は９点が接合し

た。１３４～１３６は石皿。１３５は両面に使用痕がある。

石製品（図�－４２－１３７～１４０ 図版６９）

１３７は滑石を素材とした磨製の玉で２カ所に穴が開けられている。２点が接合している。１３８・１３９

は頁岩を素材とした三脚状石製品で剥離による周縁加工が加えられている。１４０は安山岩を素材とし

た三角柱状石製品。打ち欠きで大まかに形を整えたのち全面を敲打整形し、最後に研磨で平滑に仕上

げたものと考えられる。縁辺に敲打や打ち欠きの後が残っているが、一側縁だけ入念に研磨が施され、

稜線が鋭くなっている。 （谷島）
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図�－４２ 包含層の石器等�１６
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図�－４３ 包含層の遺物出土分布図�１
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図�－４４ 包含層の遺物出土分布図�２
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図�－４５ 包含層の遺物出土分布図�３
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図�－４６ 包含層の遺物出土分布図�４
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図�－４７ 包含層の遺物出土分布図�５
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図�－４８ 包含層の遺物出土分布図�６
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図�－１－１ １４C 年代の暦年代較正�１220



図�－１－２ １４C 年代の暦年代較正�２
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有限会社 遺物分析研究所

藁科 哲男

２．上台１遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の原材産地分析・水和層測定

（１）はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光 X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の

石材産地推定を行なっている１）２）３）。石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要があ

る。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の

組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、他

の露頭から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ一カ所の一致する露頭産

地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『遺物とある産地の原石組成が一

致する必要はあるが、他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、そこの産地のものと言

い切れない。従って、他の産地に一致しない証明も同時に必要である。一致しなかった産地との交流

がなかったと証明され、考古学資料として非常に有用と思われる』。考古学では、人工品の様式が一

致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として

土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致すると言うことは古代人が意識して

一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関

係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した

石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上

に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は

中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させ

た石器の元素組成と A産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間

に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その

石器原材が A産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したこと

が、直ちに考古学の資料とならない、確かに A産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなっ

たが、B、C、Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産地と一致しな

かった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはＢ産地と交流がな

かったと言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（A、B、C、

D…）の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石

器が A産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混

乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、そ

れぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産

地分析の結果の信頼性は何カ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産

地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大

きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微

量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を

遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元

素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）

を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異な
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る地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平

均値と分散を推測して判定を行うホテリングの T２乗検定を行う。この検定を全ての産地について行

い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石は A産地では１０個中に１個みられ、B産地では１万個

中に１個、C産地では１００万個中に１個、D産地では…１個と各産地毎に求められるような、客観的

な検定結果から A産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、

各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は森町に位置する上台１遺跡出土の黒曜石製剥片２２個で、産地分析および黒曜石

製剥片６個について非破壊分析による水和層厚さの結果が得られたので報告する。

（２）黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光Ｘ分析

装置によって元素分析を行なう。分析元素は Al、Si、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の１２元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca／K、Ti／K、Mn／Zr、Fe／Zr、Rb／Zr、

Sr／Zr、Y／Zr、Nb／Zrの比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海

道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原

産地は分布している。調査を終えた原産地を図１に示す。この図１の黒曜石原産地のほとんどすべて

を分析している。元素組成によってこれら原石を分類し表１に示す。この原石群に原石産地は不明の

遺物で作った遺物群を加えると２３３個の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の

産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方２�の採石

場の赤石山の露頭、鹿砦東方約２�の幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が

採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第１群）にまとまる。また、

あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った

（旧白滝第２群）、また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群

に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で７０％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成

から両群を区別できず、残りの３０％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町

の清水の沢林道より採取された原石の元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林道で採

取される原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマッ

プ第１および第２群に分類される。また、白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川およ

び常呂川に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した

黒曜石円礫２４７個の組成分類結果を表�－２－２に示し、中ノ島、北見大橋間の常呂川から採取した３７

個の円礫の中には、独特の組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表３に示した。十

勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取さ

れ、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに

十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成

と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三

股産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材

の産地分析でたとえ、この遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股、音

更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければならない。しかし、この複数の産地をま

とめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、
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清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から２個の美蔓原石群が作られ

た。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池

から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これらを組成で分類すると８８％は名寄第１群に、ま

た１２％は名寄第２群にそれぞれなる。旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部などか

ら採集される黒曜石の円礫は、２０%が近文台第１群、６９％が近文台第２群、１１％が近文台第３群それ

ぞれ分類され、台場の砂礫採取場からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒、灰色系円礫も見られ、

台場第１、２群を作った。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類する

と約７９％が滝川群にまとまり、２１％が近文台第２、３群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の

原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵

中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩

父別第１群は滝川第１群に組成が一致し、第２群も滝川第３群に一致しさらに近文台第２群にも一致

する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。

ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第１

群を、また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第２群を作った。これら第

１、２群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊

泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第１、２群の２群に区別され、豊泉第２群の原石は

斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播し

ている。また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出

来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出

来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で１点採

取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽

郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をま

た、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区よ

り産出する黒曜石で作られた戸門第２群である。戸門第１群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出

の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第１、２群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似て

いる。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であ

るが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には５�大のものもみられる。また、考古学者

の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。産地分析は、日本、近隣国を含めた産地の

合計２３３個の原石群と比較し、必要条件と十分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

（３）結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影

響を受けやすいと考えられる。Ca／K、Ti／Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、ま

た除かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量に

ついても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを

伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製の遺物は、白っぽく表面が

風化しているために、アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。今回分析し

た上台１遺跡出土黒曜石製遺物の分析結果を表�－２－４に示した。石器の分析結果から石材産地を
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同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため Rb／Zrの

一変量だけを考えると、表�－２－４の試料番号９２３７７番の遺物では Rb／Zrの値は１．００４で、赤井川

第１群の［平均値］±［標準偏差値］は、０．９６９±０．０６０である。遺物と原石群の差を標準偏差値（σ）

を基準にして考えると遺物は原石群から０．５８σ 離れている。ところで赤井川第１群原産地から１００個

の原石を採ってきて分析すると、平均値から±０．５８σ のずれより大きいものが５６個ある。すなわち、

この遺物が、赤井川第１群の原石から作られていたと仮定しても、０．５８σ 以上離れる確率は５６％であ

ると言える。だから、赤井川第１群の平均値から０．５８σ しか離れていないときには、この遺物が赤井

川第１群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を赤石山に比較

すると、赤石山の平均値からの隔たりは、約５．７σ である。これを確率の言葉で表現すると、赤石山

の原石を採ってきて分析したとき、平均値から５．７σ 以上離れている確率は、１億分の１であると言

える。このように、１億個に１個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは

考えられないから、この遺物は、赤石山の原石から作られたものではないと断定できる。これらのこ

とを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤井川第１群に５６％の確率で帰属され、信頼限界の０．１％を

満たしていることから赤井川第１群産原石が使用されていると同定され、さらに赤石山に１００万分の

１％の低い確率で帰属され、信頼限界の０．１％に満たないことから赤石山の原石でないと同定され

る」。遺物が一カ所の産地（赤井川第１群産地）と一致したからと言って、例え赤井川第１群と赤石

山の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きく

なる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での

分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川第１群産地）に

一致し必要条件を満足したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断

を表�－２－１の２３３個すべての原石群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石

群の原石は使用していないとして消していくことにより、はじめて赤井川第１群産地の石材のみが使

用されていると判定される。実際は Rb／Zrといったただ１つの変量だけでなく、前述した８つの変

量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならない。例えば、A原産地の A群で Ca元素と

Rb元素との間に相関があり Caの量を計れば Rbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群

の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然 Rb量も一致するは

ずである。したがって、もし Rb量だけが少しずれている場合には、この試料は A群に属していな

いと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統

計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングの T２乗検定である。これによって、

それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する４）５）。産地の同定結果は１個の遺物に対して、

黒曜石製では２３３個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果につ

いては低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこ

れら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち赤井

川第１群産原石と判定された遺物に対して、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用さ

れている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がないという結果であり、ここでは高

い確率で同定された産地のみの結果を表�－２－５に記入した。原石群を作った原石試料は直径３�
以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事

情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含ま

れ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。したがって、小さな遺物の産

地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている０．１％に達しない確率を示す場合が比較的多く
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みられる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離 D２乗の値

を記した。この遺物については、記入された D２乗の値が原石群の中で最も小さな D２乗値で、この

値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そ

この原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。今回分析した上台１遺跡出土の黒曜

石製剥片２２個の中で、信頼限界の０．１％に達した遺物は２２個すべてだった。今回分析した剥片２２個に

ついて各原産地別原石使用頻度を求めると、最も多く使用された原石は、赤井川産で９５％（２１個）、

次いで豊泉産で５％（１個）であった。遺跡で使用頻度高い原石産地と交流・交易がより活発であっ

たと推測すると、今回の分析で、赤井川地域、豊泉地域との交流が活発で、十勝地域、白滝地域との

交流がないと確認されたと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。

（４）非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

今回分析した遺物６個について非破壊分析による水和層厚さの結果が得られたので報告する。分析

は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層で反射

する光りで生じる干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法。光りの反射を利用するため、遺物の

表面にできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できない場合が

多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に発達した

部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行うため、

試料によっては１個に３時間以上かかることもある。石器について３カ所を分析し、代表的な水和層

の干渉波スペクトルを図�－２－２に示した。また分析値の最大、中間、最小値を選んで表�－２－

６に記した。水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素－１４

法、フィッショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。この水和速度は黒曜石

の埋土中に受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正

確な年代の換算はできない。従って、遺物が経過した年代の間に受けた温度を旧石器時代では約７．５℃

を平均効果温度として水和速度６）を推定したとき、赤井川産原石は１．７（µ２／１０００年）として、また、

縄文時代（約８．５℃）では、赤井川産原石１．９１６７（µ２／１０００年）を用いて下記の式により水和層厚

さを経過年代に換算した。

推定換算年代（千年）＝
測定水和層厚（µｍ）Ｘ測定水和層厚（µｍ）

水和速度（µ２／１０００年）

今回分析非破壊で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表�－２－６に示した。 水和層厚

さを経過年代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成

と温度であるため、自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石

に関して研究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の

協力なしでは決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡

になる。今回の年代が炭素－１４年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋

土中の遺物温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くな

る。これは遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできない。炭素

－１４年代などで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が重

要な鍵を握ることは言うまでもない。石器の組成（原産地）さえわかれば、考古学者が炭素－１４年代

と水和層のデータを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。これら考古学

上台１遺跡
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的作業により求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学試料として実

用するには問題ないと推測できる。したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的な年

代が得られるため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測でき

る。
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表�－２－１ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値�１
原 産 地

原石群名
分析
個数

元 素 比
Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K

北 海 道 名 寄 第 一 群 １１４ ０．４７８±０．０１１ ０．１２１±０．００５ ０．０３５±０．００７ ２．０１１±０．０６３ ０．６１４±０．０３２ ０．５７４±０．０２２ ０．１２０±０．０１７ ０．０２４±０．０１６ ０．０３３±０．００２ ０．４５１±０．０１０
名 寄 第 二 群 ３５ ０．３０９±０．０１５ ０．１０３±０．００５ ０．０２１±０．００６ １．７７４±０．０５５ ０．６９６±０．０４４ ０．２６５±０．０１１ ０．３０１±０．０２２ ０．０２６±０．０２０ ０．０２８±０．００７ ０．３９４±０．０１０

白
滝
地
区

赤 石 山 １３０ ０．１７３±０．０１４ ０．０６１±０．００３ ０．０７９±０．０１３ ２．７１４±０．１４２ １．３４０±０．０５９ ０．２８３±０．０１９ ０．３４１±０．０３０ ０．０７３±０．０２６ ０．０２８±０．００２ ０．３７４±０．０１０
白 土 沢 ２７ ０．１３８±０．００４ ０．０２１±０．００２ ０．１０２±０．０１５ ３．０４９±０．１８１ １．８５５±０．０８８ ０．０９７±０．０１６ ０．４９２±０．０３９ ０．１０７±０．０１９ ０．０２７±０．００２ ０．３６８±０．００６
八 号 沢 ３０ ０．１３８±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．１０５±０．０１７ ３．１２３±０．１２７ １．８４６±０．０６５ ０．１０５±０．０１９ ０．４７５±０．０４５ ０．０７６±０．０４６ ０．０２７±０．００８ ０．３５９±０．０４２
幌 加 沢 ５０ ０．１４０±０．００３ ０．０２４±０．００７ ０．１０１±０．００９ ３．０２１±０．１８３ １．８３５±０．１５２ ０．１０９±０．０４７ ０．４８０±０．０４２ ０．１０４±０．０４４ ０．０２７±０．００１ ０．３６４±０．００９
あ じ さ い 滝 ３４ ０．１３９±０．００３ ０．０２３±０．００３ ０．０９９±０．００７ ２．９７０±０．１７９ １．７９２±０．１０３ ０．１０２±０．０３６ ０．４７２±０．０２８ ０．０９８±０．０４６ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００８
近文台第一群 ３０ ０．８１９±０．０１３ ０．１６５±０．００６ ０．０８１±０．０１０ ３．２６６±０．１１７ ０．６０４±０．０３１ ０．９４１±０．０３０ ０．１６５±０．０２０ ０．０３９±０．０１６ ０．０３９±０．００２ ０．４５７±０．００８
近文台第二群 １０７ ０．５１７±０．０１１ ０．０９９±０．００５ ０．０６７±０．０９０ ２．７７３±０．０９７ ０．８１２±０．０３７ ０．８１８±０．０３４ ０．１９７±０．０２４ ０．０４１±０．０１９ ０．０３５±０．００２ ０．４４２±０．００９
近文台第三群 ４７ ０．５２９±０．０１４ ０．０９６±０．００８ ０．０６８±０．０１８ ２．７４６±０．２６２ ０．８３８±０．１００ ０．７９６±０．０８１ ０．２２０±０．０４３ ０．０３５±０．０２１ ０．０３６±０．００４ ０．４１３±０．０１４
台 場 第 一 群 ５０ １．０７６±０．０５２ ０．１４２±０．００５ ０．０７２±０．０１１ ２．９１２±０．１１７ ０．２９１±０．０２０ ０．６７８±０．０３５ ０．１２６±０．０２２ ０．０２２±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．５１７±０．０１４
台 場 第 二 群 ４２ ０．６７０±０．０３０ ０．１２６±０．００６ ０．０７４±０．０１７ ３．０４６±０．１６３ ０．７５９±０．０４４ ０．８４９±０．０４５ ０．２０４±０．０３２ ０．０３５±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４１４±０．０１９
秩父別第一群 ５１ ０．２４９±０．０１７ ０．１２２±０．００６ ０．０７８±０．０１１ １．６１４±０．０６８ ０．９９５±０．０３７ ０．４５８±０．０２３ ０．２３５±０．０２４ ０．０２３±０．０２１ ０．０２２±０．００４ ０．３３４±０．０１３
秩父別第二群 ４８ ０．５１９±０．０１６ ０．０９７±０．００５ ０．０６５±０．０１６ ２．７０５±０．１２５ ０．８１４±０．０３４ ０．７８９±０．０４３ ０．２０４±０．０２５ ０．０３２±０．０１６ ０．０３７±０．００３ ０．４１７±０．０１６
滝 川 第 一 群 ３１ ０．２５３±０．０１８ ０．１２２±０．００６ ０．０７７±０．００９ １．６１３±０．０９０ １．０１７±０．０４５ ０．４５９±０．０２５ ０．２３３±０．０２９ ０．０３８±０．０１８ ０．０２５±０．００３ ０．３７０±０．０２３
滝 川 第 二 群 ４０ ０．５２２±０．０１６ ０．１０１±０．０１０ ０．０６８±０．０１９ ２．７５１±０．１４０ ０．８０９±０．０５５ ０．７８３±０．０４４ ０．２０１±０．０３０ ０．０４０±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．０１４
置 戸・所 山 ６５ ０．３２６±０．００８ ０．１２８±０．００５ ０．０４５±０．００８ １．８１３±０．０６２ ０．８２４±０．０３４ ０．４５４±０．０２０ ０．１７９±０．０２３ ０．０４４±０．０２０ ０．０３０±０．００２ ０．４１２±０．０１０
置 戸・置 戸 山 ５８ ０．４６４±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０４９±０．００８ １．７２６±０．０７２ ０．４４９±０．０２４ ０．４０７±０．０２３ ０．１３３±０．０１９ ０．０２６±０．０１４ ０．０３２±０．００３ ０．４５６±０．０１０

北見・常呂川第２群 ４８ ０．５４８±０．０２５ ０．１４５±０．００７ ０．０３７±０．００７ １．６９１±０．１３４ ０．３８０±０．０２４ ０．４０９±０．０２０ ０．１２０±０．０１５ ０．０３１±０．０１２ ０．０３９±０．００４ ０．４７７±０．０１９
北見・常呂川第３群 ４８ ０．３９０±０．０１１ ０．１３７±０．００６ ０．０３０±０．００６ １．５１０±０．０５９ ０．３７２±０．０１８ ０．２３８±０．０１４ ０．１７９±０．０１９ ０．０２９±０．０１５ ０．０３３±０．００４ ０．４１４±０．０１１
北見・常呂川第４群 ５０ ０．２９１±０．０１７ ０．１０９±０．００８ ０．０４６±０．０１２ １．８１２±０．０９８ ０．８０７±０．０４１ ０．４４５±０．０２９ ０．１９２±０．０３３ ０．０３４±０．０１５ ０．０３１±０．００３ ０．３６２±０．０２３
ケショマップ第一群 ６８ ０．５７５±０．０５６ ０．１１０±０．０１１ ０．０５１±０．０１１ ２．５５５±０．０８６ ０．５９５±０．０５８ ０．６３６±０．０２７ ０．１６７±０．０２７ ０．０３７±０．０２０ ０．０３０±０．００３ ０．３９７±０．０１３
ケショマップ第二群 ６５ ０．６７６±０．０１１ ０．１４５±０．００５ ０．０５６±０．０１４ ２．６３１±０．１２６ ０．６０６±０．０３０ ０．７１２±０．０３２ ０．１７０±０．０２８ ０．０３０±０．０１３ ０．０３０±０．００３ ０．３９２±０．０１０

十

勝

十 勝 三 股 ６０ ０．２５６±０．０１８ ０．０７４±０．００５ ０．０６８±０．０１０ ２．２８１±０．０８７ １．０９７±０．０５５ ０．４３４±０．０２３ ０．３３４±０．０２９ ０．０６４±０．０２５ ０．０２９±０．００２ ０．３９６±０．０１３
美 蔓 第 一 群 ４１ ０．４９９±０．０２０ ０．１２４±０．００７ ０．０５２±０．０１０ ２．６３５±０．１８１ ０．８０２±０．０６１ ０．７０７±０．０４４ ０．１９９±０．０２９ ０．０３９±０．０２３ ０．０３３±０．００２ ０．４４２±０．０１５
美 蔓 第 二 群 ２８ ０．５９３±０．０３６ ０．１４４±０．０１２ ０．０５６±０．０１０ ３．０２８±０．２５１ ０．７６２±０．０４０ ０．７６４±０．０５１ ０．１９７±０．０２６ ０．０３８±０．０２２ ０．０３４±０．００２ ０．４４９±０．００９
赤井川第一群 ５０ ０．２５４±０．０２９ ０．０７０±０．００４ ０．０８６±０．０１０ ２．２１３±０．１０４ ０．９６９±０．０６０ ０．４２８±０．０２１ ０．２４９±０．０２４ ０．０５８±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．３７１±０．００９
赤井川第二群 ３０ ０．２５８±０．０６５ ０．０７２±０．００２ ０．０８０±０．０１０ ２．２０７±０．０８３ ０．９７０±０．０４５ ０．４３６±０．０２６ ０．２４５±０．０２１ ０．０２１±０．０２９ ０．０２５±０．００７ ０．３７１±０．００７
豊 泉 第 一 群 ７５ ０．４７３±０．０１９ ０．１４８±０．００７ ０．０６０±０．０１５ １．７６４±０．０７２ ０．４３８±０．０２７ ０．６０７±０．０２８ ０．１５７±０．０２０ ０．０２５±０．０１７ ０．０３２±０．００２ ０．４６９±０．０１３
豊 泉 第 二 群 ４０ ０．３７７±０．００９ ０．１３３±０．００６ ０．０５５±０．００８ １．７２３±０．０６６ ０．５１６±０．０１９ ０．５１３±０．０１８ ０．１７７±０．０１６ ０．００７±０．０１５ ０．０３０±０．００５ ０．４３１±０．０１０
奥尻島・幌内川 ５８ ０．２８５±０．０２６ ０．０８７±０．００５ ０．１９３±０．０３２ １．８３４±０．１８２ ２．０４３±０．２２４ １．４７５±０．２０７ ０．２６９±０．０６８ ０．０８５±０．０３１ ０．０３１±０．００４ ０．３４７±０．０１１

青 森 県 折 腰 内 ３５ ０．１９０±０．０１５ ０．０７５±０．００３ ０．０４０±０．００８ １．５７５±０．０６６ １．２４１±０．０４６ ０．３１８±０．０１４ ０．１４１±０．０３３ ０．０７６±０．０２１ ０．０２４±０．００２ ０．３４８±０．０１０
出 来 島 ２７ ０．３４６±０．０２２ ０．１３２±０．００７ ０．２３１±０．０１９ ２．２６８±０．０８５ ０．８６５±０．０４４ １．１０６±０．０５６ ０．３９９±０．０３８ ０．１７９±０．０３１ ０．０３８±０．００３ ０．４９９±０．０１３

深
浦

六 角 沢 ３６ ０．０８０±０．００８ ０．０９７±０．０１１ ０．０１３±０．００２ ０．６９７±０．０２１ ０．１２８±０．００８ ０．００２±０．００２ ０．０６４±０．００７ ０．０３５±０．００４ ０．０２６±０．００２ ０．３７９±０．０１０
八 森 山 ４１ ０．０７７±０．００５ ０．０９８±０．００３ ０．０１３±０．００２ ０．７０１±０．０１８ ０．１３４±０．００５ ０．００２±０．００２ ０．０７０±０．００５ ０．０３４±０．００６ ０．０２７±０．００５ ０．３８４±０．００９

青

森

市

戸 門 第 一 群 ２８ ０．２５０±０．０２４ ０．０６９±０．００３ ０．０６８±０．０１２ ２．３５８±０．２５７ １．１６８±０．０６２ ０．５２１±０．０６３ ０．２７７±０．０６５ ０．０７６±０．０２５ ０．０２６±０．００２ ０．３６２±０．０１５
戸 門 第 二 群 ２８ ０．０８４±０．００６ ０．１０４±０．００４ ０．０１３±０．００２ ０．６９１±０．０２１ ０．１２３±０．００６ ０．００２±０．００２ ０．０６９±０．０１０ ０．０３３±０．００５ ０．０２５±０．００２ ０．３６９±０．００７
鶴 ケ 坂 ３３ ０．３４４±０．０１７ ０．１３２±０．００７ ０．２３２±０．０２３ ２．２６１±０．１４３ ０．８６１±０．０５２ １．０８１±０．０６０ ０．３９０±０．０３９ ０．１８６±０．０３７ ０．０３７±０．００２ ０．４９６±０．０１８
鷹 森 山 ４５ ０．２５０±０．００９ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．００９ ２．５４７±０．１３１ １．１５３±０．０６６ ０．５５１±０．０３１ ０．２８４±０．０３１ ０．０４９±０．０３７ ０．０２８±０．００５ ０．３８１±０．０１０
下 湯 川 ３６ ９．６７３±０．４７９ ２．７０３±０．１４９ ３．２６７±０．２１７ ２１．６４８±１．５００ ０．０９０±０．０２１ １．７０８±０．１０２ ０．１５５±０．０１５ ０．１６９±０．０３１ ０．０５３±０．０４２ ０．８５８±０．０８８
大 釈 迦 ６４ ０．２５２±０．０１２ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．０１２ ２．５１６±０．１４８ １．１４９±０．０６３ ０．５４８±０．０３５ ０．２８４±０．０３２ ０．０４４±０．０３５ ０．０２８±０．００２ ０．３８３±０．０１０
黒 石 ４１ ８．９０５±０．２４３ ２．４８４±０．０５５ ０．１６１±０．０１８ ７．５７０±０．３３６ ０．０６８±０．０１４ １．６２１±０．０６３ ０．２４４±０．０２２ ０．０２７±０．０１４ ０．１２４±０．０１４ １．４０９±０．０４４

秋 田 県 男
鹿

金 ケ 崎 ４３ ０．２９４±０．００９ ０．０８７±０．００４ ０．２２０±０．０１８ １．６４４±０．０８１ １．４９３±０．０８１ ０．９３０±０．０４３ ０．２８７±０．０３９ ０．０９８±０．０４０ ０．０２９±０．００２ ０．３６８±０．００８
脇 本 ４５ ０．２９５±０．００８ ０．０８７±０．００４ ０．２１９±０．０１７ １．６７１±０．０７７ １．５０３±０．０７２ ０．９３９±０．０５４ ０．２８６±０．０４５ ０．１０８±０．０３４ ０．０２８±０．００６ ０．３６７±０．００９

山 形 県 月 山 ４４ ０．２８５±０．０２１ ０．１２３±０．００７ ０．１８２±０．０１６ １．９０６±０．０９６ ０．９６６±０．０６９ １．０２２±０．０７１ ０．２７６±０．０３６ ０．１１９±０．０３３ ０．０３３±０．００２ ０．４４３±０．０１４
寒 河 江 ４８ ０．３８５±０．００８ ０．１１６±０．００５ ０．０４９±０．０１７ １．８０６±０．０５４ ０．５８０±０．０２５ ０．４４１±０．０２３ ０．２１２±０．０２０ ０．０５６±０．０１５ ０．０３３±０．００３ ０．４６０±０．０１０

岩 手 県 雫 石 ２５ ０．６３６±０．０３３ ０．１８７±０．０１２ ０．０５２±０．００７ １．７６４±０．０６１ ０．３０５±０．０１６ ０．４３１±０．０２１ ０．２０９±０．０１６ ０．０４５±０．０１４ ０．０４１±０．００３ ０．５９４±０．０１４
折 居 第 １ 群 ３７ ０．６３２±０．０３３ ０．１８５±０．０１３ ０．０５２±０．００２ １．７６６±０．０４８ ０．３０７±０．０１７ ０．４２０±０．０２６ ０．２０５±０．０１５ ０．０３９±０．０１６ ０．０４０±０．００１ ０．５７９±０．０１９
折 居 第 ２ 群 ５４ ０．７０８±０．０３３ ０．１４３±０．００８ ０．０６１±０．００２ １．８２６±０．０４８ ０．１７９±０．０１０ ０．２４６±０．０２２ ０．４１６±０．０１２ ０．１１２±０．０１４ ０．０５７±０．００１ ０．８０５±０．０１２
花 泉 ２９ ０．６０２±０．０４４ ０．１７５±０．０１５ ０．０５３±０．００３ １．７８１±０．０６８ ０．３１３±０．０２０ ０．４１６±０．０２７ ０．２１４±０．０１３ ０．０３６±０．０１６ ０．０４０±０．００２ ０．５７６±０．０３７

宮 城 県 湯 倉 ２１ ２．１７４±０．０６８ ０．３４９±０．０１７ ０．０５７±０．００５ ２．５４４±０．１４９ ０．１１６±０．００９ ０．６５８±０．０２４ ０．１３８±０．０１５ ０．０２０±０．０１３ ０．０７３±０．００３ ０．９５６±０．０４０
塩 釜 ３７ ４．８２８±０．３９５ １．６３０±０．１０４ ０．１７８±０．０１７ １１．３６２±１．１５０ ０．１６８±０．０１８ １．２９８±０．０６３ ０．１５５±０．０１６ ０．０３７±０．０１８ ０．０７７±０．００２ ０．７２０±０．０３２

栃 木 県 高 原 山 ４０ ０．７３８±０．０６７ ０．２００±０．０１０ ０．０４４±０．００７ ２．０１６±０．１１０ ０．３８１±０．０２５ ０．５０２±０．０２８ ０．１９０±０．０１７ ０．０２３±０．０１４ ０．０３６±０．００２ ０．５１６±０．０１２
東 京 都 神津島第一群 ５６ ０．３８１±０．０１４ ０．１３６±０．００５ ０．１０２±０．０１１ １．７２９±０．０７９ ０．４７１±０．０２７ ０．６８９±０．０３７ ０．２４７±０．０２１ ０．０９０±０．０２６ ０．０３６±０．００３ ０．５０４±０．０１２

神津島第二群 ４６ ０．３１７±０．０２１ ０．１２０±０．００７ ０．１１４±０．００５ １．８３３±０．０８９ ０．６１５±０．０４４ ０．６５６±０．０６４ ０．３０３±０．０２９ ０．１０７±０．０５７ ０．０３３±０．００１ ０．４７１±０．０２２
長 根 ４０ ０．３１８±０．０２０ ０．１２０±０．００５ ０．１１８±０．０１４ １．８０５±０．０９６ ０．６１４±０．０３６ ０．６６４±０．０４５ ０．２９１±０．０２９ ０．０９３±０．０３９ ０．０３４±０．００６ ０．４７６±０．０１２

神奈川県 箱 根・笛 塚 ３０ ６．７６５±０．２５４ ２．２１９±０．０５７ ０．２２８±０．０１９ ９．２８２±０．６２２ ０．０４８±０．０１７ １．７５７±０．０６１ ０．２５２±０．０１７ ０．０２５±０．０１９ ０．１４０±０．００８ １．５２８±０．０４６
箱 根・畑 宿 ４１ ２．０５６±０．０６４ ０．６６９±０．０１９ ０．０７６±０．００７ ２．９１２±０．１０４ ０．０６２±０．００７ ０．６８０±０．０２９ ０．２０２±０．０１１ ０．０１１±０．０１０ ０．０８０±０．００５ １．１２６±０．０３１
鍛 冶 屋 ３１ １．６６３±０．０７１ ０．３８１±０．０１９ ０．０５６±０．００７ ２．１３９±０．０９７ ０．０７３±０．００８ ０．６２９±０．０２５ ０．１５４±０．００９ ０．０１１±０．００９ ０．０６７±０．００５ ０．９０４±０．０２０
熱 海 峠 ５２ ２．２２５±０．１４９ ０．５０６±０．０１５ ０．０４２±０．００９ ２．２２８±０．１６４ ０．０８５±０．００８ ０．７３７±０．０３９ ０．１３５±０．０１３ ０．００７±０．００７ ０．０７１±０．００６ ０．８８０±０．０３３

静 岡 県 上 多 賀 ３１ １．３２９±０．０７８ ０．２９４±０．０１８ ０．０４１±０．００６ １．６９７±０．０６８ ０．０８７±０．００９ ０．５５１±０．０２３ ０．１３８±０．０１１ ０．０１０±０．００９ ０．０５９±０．００４ ０．８５６±０．０１８
柏 峠 西 ３５ １．２１３±０．１６４ ０．３１４±０．０２８ ０．０３１±０．００４ １．６９９±０．１６７ ０．１１３±０．００７ ０．３９１±０．０２２ ０．１４３±０．００７ ０．００９±０．００９ ０．０４７±０．００４ ０．６６３±０．０２０
小 豆 峠 ４０ ０．１１０±０．００８ ０．０５２±０．００４ ０．２９７±０．０３８ ３．２１１±０．３１９ ０．８２９±０．０８９ ０．１５４±０．０３０ ０．５４７±０．０５４ ０．０８７±０．０５７ ０．０２５±０．０１４ ０．４２９±０．０１６

富 山 県 魚 津 ４２ ０．２７８±０．０１２ ０．０６５±０．００３ ０．０６４±０．０１３ ２．０１３±０．１１９ ０．８７８±０．０５２ ０．５９９±０．０３９ ０．１９０±０．０２９ ０．０７７±０．０３３ ０．０３１±０．００４ ０．３５３±０．０１２

高
岡
市

二上山第一群 ３６ ０．３１９±０．０１７ ０．１１３±０．００６ ０．０４０±０．００８ １．７２０±０．０８０ ０．７４０±０．０５２ ０．６６５±０．０２９ ０．１２１±０．０２６ ０．０４７±０．０３１ ０．０１５±０．０１４ ０．３９２±０．０１８
二上山第二群 ４０ ０．７１０±０．０１７ ０．２０２±０．００８ ０．０５４±０．０１１ １．９９４±０．１５２ ０．４１３±０．０２８ ０．８４０±０．０５０ ０．１１８±０．０２５ ０．０５１±０．０３１ ０．０２０±０．０２０ ０．５９９±０．０２４
二上山第三群 ４５ ０．４４１±０．０５２ ０．１０８±０．０１４ ０．０７９±０．０２１ ２．２５１±０．１３８ ０．７９４±０．１５５ １．２２２±０．０８８ ０．１２７±０．０４１ ０．０６７±０．０５３ ０．０１５±０．０１４ ０．４１２±０．０２５

長 野 県 霧 ケ 峰 １６８ ０．１５６±０．０１０ ０．０６８±０．００３ ０．１０１±０．０１８ １．３３１±０．０７０ １．０５２±０．０５１ ０．３６０±０．０３０ ０．２７５±０．０３９ ０．０９０±０．０３５ ０．０２９±０．００３ ０．３４６±０．０１１
観 音 沢 ７２ ０．１５９±０．０１０ ０．０６９±０．００２ ０．１００±０．０１９ １．３２４±０．０８４ １．０５５±０．０５７ ０．３６８±０．０３３ ０．２７９±０．０３２ ０．０８６±０．０３３ ０．０３０±０．００３ ０．３４５±０．０１０
和田峠第一群 １４３ ０．１６７±０．０２８ ０．０４９±０．００８ ０．１１７±０．０１１ １．３４６±０．０８５ １．８５３±０．１２４ ０．１１２±０．０５６ ０．４０９±０．０４８ ０．１３９±０．０２６ ０．０２５±０．００２ ０．３５５±０．０１６
和田峠第二群 ３２ ０．１４７±０．００４ ０．０３２±０．００３ ０．１５３±０．０１１ １．４８１±０．０８４ ２．４８７±０．１６９ ０．０２７±０．０２４ ０．５２７±０．０４０ ０．１８５±０．０２３ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．０１０
和田峠第三群 ５７ ０．２４７±０．０４３ ０．０６４±０．０１２ ０．１１４±０．０１１ １．５０９±０．１７３ １．６６７±０．１３５ ０．２７５±０．０９７ ０．３７２±０．０４６ ０．１２２±０．０２４ ０．０２５±０．００３ ０．３４７±０．０１７
和田峠第四群 ３７ ０．１４４±０．０１７ ０．０６３±０．００４ ０．０９４±０．００９ １．３７３±０．０８５ １．３１１±０．０３７ ０．２０６±０．０３０ ０．２６３±０．０３８ ０．０９０±０．０２２ ０．０２３±０．００２ ０．３３１±０．０１９
和田峠第五群 ４７ ０．１７６±０．０１９ ０．０７５±０．０１０ ０．０７３±０．０１１ １．２８２±０．０８６ １．０５３±０．１９６ ０．２７５±０．０５８ ０．１８４±０．０４２ ０．０６６±０．０２３ ０．０２１±０．００２ ０．３０６±０．０１３
和田峠第六群 ５３ ０．１５６±０．０１１ ０．０５５±０．００５ ０．０９５±０．０１２ １．３３３±０．０６４ １．５２３±０．０９３ ０．１３４±０．０３１ ０．２７９±０．０３９ ０．０１０±０．０１７ ０．０２１±０．００２ ０．３１３±０．０１２
鷹 山・和 田 ５３ ０．１３８±０．００４ ０．０４２±０．００２ ０．１２３±０．０１０ １．２５９±０．０４１ １．９７８±０．０６７ ０．０４５±０．０１０ ０．４４２±０．０３９ ０．１４２±０．０２２ ０．０２６±０．００２ ０．３６０±０．０１０
男 女 倉 １０１ ０．２２３±０．０２４ ０．１０３±０．００９ ０．０５８±０．００８ １．１６４±０．０７８ ０．６９３±０．１０１ ０．４０９±０．０４６ ０．１２６±０．０２２ ０．０５２±０．０１７ ０．０２６±０．００２ ０．３５４±０．００８
高 松 沢 ５３ ０．２０６±０．０１７ ０．０９０±０．００５ ０．０６４±０．００８ １．２５７±０．０６９ ０．８５０±０．０７７ ０．３５７±０．０３４ ０．１４９±０．０２６ ０．０５６±０．０１７ ０．０２２±０．００２ ０．３１８±０．００８
う つ ぎ 沢 ８１ ０．２２２±０．０１４ ０．０９９±０．００６ ０．０５８±０．００８ １．１８９±０．０６０ ０．７４８±０．０７５ ０．３９２±０．０３１ ０．１４０±０．０２２ ０．０４６±０．０２１ ０．０２５±０．００５ ０．３４０±０．００９
立 科 ４９ ０．１５５±０．００７ ０．０６８±０．００３ ０．１０２±０．０１８ １．３２０±０．０７７ １．０３３±０．０６３ ０．３６２±０．０３０ ０．２８５±０．０３５ ０．１０４±０．０４０ ０．０３０±０．００３ ０．３５６±０．０１１
麦 草 峠 ９７ ０．２７４±０．０１７ ０．１３６±０．０１０ ０．０５１±０．０１２ １．３９７±０．０９９ ０．５４２±０．０５８ ０．７３６±０．０４４ ０．１１０±０．０２４ ０．０４３±０．０１７ ０．０３１±０．００３ ０．３８３±０．０１３
双 子 池 ８３ ０．２５２±０．０２７ ０．１２９±０．００７ ０．０５９±０．０１０ １．６３０±０．１７９ ０．６６９±０．０５２ ０．８０２±０．０５８ ０．１１１±０．０２４ ０．０３７±０．０３２ ０．０２７±０．００７ ０．４０１±０．０１１
冷 山 ８７ ０．２６７±０．０１１ ０．１３４±０．００６ ０．０４８±０．０１３ １．３８２±０．０６６ ０．５４６±０．０３４ ０．７２７±０．０３６ ０．１０９±０．０３１ ０．０４５±０．０２２ ０．０３１±０．００４ ０．３８１±０．０１１
大 窪 沢 ４２ １．４８１±０．１１７ ０．４６６±０．０２１ ０．０４２±０．００６ ２．００５±０．１３５ ０．１８２±０．０１１ ０．８４１±０．０４４ ０．１０５±０．０１０ ０．００９±０．００８ ０．０３３±０．００５ ０．４５９±０．０１２
横 川 ４１ ３．０４７±０．０６６ １．０７１±０．０２６ ０．１１５±０．０１５ ７．３８０±０．３６６ ０．１５８±０．０１６ ０．８３３±０．０４０ ０．１８６±０．０１５ ０．０２３±０．０１２ ０．０４５±０．００５ ０．５１３±０．０２１

新 潟 県 佐 渡 第 一 群 ３４ ０．２２８±０．０１３ ０．０７８±０．００６ ０．０２０±０．００５ １．４９２±０．０７９ ０．８２１±０．０４７ ０．２８８±０．０１８ ０．１４２±０．０１８ ０．０４９±０．０１７ ０．０２４±０．００４ ０．３３８±０．０１３
佐 渡 第 二 群 １２ ０．２６３±０．０３２ ０．０９７±０．０１８ ０．０２０±０．００６ １．５０１±０．０５３ ０．７１７±０．１０６ ０．３２６±０．０２９ ０．０９１±０．０２２ ０．０４６±０．０１５ ０．０２６±０．００２ ０．３３８±０．００９
上 石 川 ４５ ０．３２１±０．００７ ０．０７０±０．００３ ０．０６９±０．０１１ ２．０５１±０．０７０ ０．９８１±０．０４２ ０．７７３±０．０３４ ０．１８２±０．０２３ ０．０３８±０．０２７ ０．０２６±０．００７ ０．３５９±０．００９
板 山 ４４ ０．２３２±０．０１１ ０．０６８±０．００３ ０．１６９±０．０１７ ２．１７８±０．１１０ １．７７２±０．０９８ ０．７７２±０．０４６ ０．３７４±０．０４７ ０．１５４±０．０３４ ０．０２７±０．００２ ０．３５９±０．００９
大 白 川 ４７ ０．５６９±０．００６ ０．１４２±０．００５ ０．０３３±０．００１ １．６０８±０．０３４ ０．２６１±０．００９ ０．３３２±０．００９ ０．１５０±０．００８ ０．０３３±０．００９ ０．０３６±０．００１ ０．４９１±０．０１４
金 津 ４６ ０．３３１±０．０１１ ０．０９７±０．０３７ ０．０３０±０．００７ １．７１１±０．０６６ ０．６１８±０．０２７ ０．２８３±０．０１２ ０．１８１±０．０１６ ０．０３５±０．０１８ ０．０２７±０．００９ ０．４０２±０．０１２
羽 根 川 ５５ ０．１６３±０．０１９ ０．０５３±０．００５ ０．０９９±０．０１１ １．３５４±０．０５８ １．６１５±０．０６３ ０．０８４±０．０１２ ０．３０９±０．０３６ ０．１００±０．０２８ ０．０２３±０．００７ ０．３４０±０．０３０

石 川 県 比 那 ４８ ０．３７０±０．００９ ０．０８７±０．００５ ０．０６０±０．００３ ２．６９９±０．０８８ ０．６３９±０．０２１ ０．５３４±０．０２６ ０．１７２±０．０１１ ０．０５２±０．０２５ ０．０３２±０．００２ ０．３９６±０．０１６
福 井 県 安 島 ４２ ０．４０７±０．００６ ０．１２３±０．００６ ０．０３８±０．００２ １．６２８±０．０４８ ０．６４３±０．０２６ ０．６７５±０．０２３ ０．１１３±０．００８ ０．０６１±０．０２２ ０．０３２±０．００１ ０．４５０±０．０１０

三 里 山 ３７ ０．２９５±０．０２０ ０．１２７±０．００８ ０．０３５±０．００３ １．４１１±０．０９５ ０．５９７±０．０２１ ０．７４０±０．０５３ ０．１１４±０．０１０ ０．０２７±０．０１２ ０．０２２±０．００１ ０．３２４±０．００７
兵 庫 県 香 住 第 一 群 ３０ ０．２１６±０．００５ ０．０６２±０．００２ ０．０４５±０．００７ １．８２８±０．０５６ ０．８８３±０．０３４ ０．２６５±０．０１２ ０．０９７±０．０２１ ０．１３９±０．０１８ ０．０２４±０．００７ ０．３６５±０．００８

香 住 第 二 群 ４０ ０．２７８±０．０１２ ０．１００±０．００４ ０．０４８±０．００９ １．７６４±０．０６６ ０．８１３±０．０４５ ０．３９７±０．０２０ ０．１１２±０．０２６ ０．１３８±０．０２４ ０．０２６±０．０１２ ０．４４６±０．０１２
雨 滝（微粒集） ４８ ０．１２３±０．００４ ０．０５６±０．００２ ０．０８３±０．０１２ １．９６７±０．０６１ １．１７１±０．０４０ ０．１５７±０．０１３ ０．１８３±０．０４４ ０．２２１±０．０２１ ０．０２６±０．０２５ ０．３１６±０．００６

島 根 県 加 茂 ２０ ０．１６６±０．００６ ０．０９３±０．００８ ０．０１４±０．００３ ０．８９９±０．０３１ ０．２７８±０．０１７ ０．００９±０．００３ ０．０６１±０．０１５ ０．１５４±０．０１８ ０．０２０±０．００１ ０．２４９±０．０１６
津 井 ３０ ０．１６１±０．００８ ０．１３２±０．１８２ ０．０１５±０．００３ ０．９４０±０．０４１ ０．３０１±０．０１４ ０．０１５±０．００５ ０．０６０±０．０１３ ０．１４４±０．００８ ０．０２０±０．００２ ０．２４４±０．００８
久 見 ３１ ０．１４５±０．００６ ０．０６１±０．００３ ０．０２１±０．００４ ０．９８０±０．０２３ ０．３８６±０．０１１ ０．００７±０．００３ ０．１０９±０．０１３ ０．２３８±０．０１１ ０．０２３±０．００２ ０．３１５±０．００６

岡 山 県 津 ４８ ０．２６８±０．００９ ０．０７８±０．００３ ０．０７７±０．０１８ １．９２７±０．１５０ １．７２１±０．１１３ ０．８０８±０．０６０ ０．２４４±０．０５１ ０．０８３±０．０３６ ０．０３１±０．００４ ０．３６７±０．００９
香 川 県 奥 池 第 一 群 ５１ １．２０２±０．０７７ ０．１４１±０．０１０ ０．０３２±０．００８ ３．１２６±０．１７０ ０．６８６±０．０６５ １．３５０±０．０８２ ０．０２６±０．０２６ ０．０６５±０．０１９ ０．０４１±０．００４ ０．５０７±０．０１１

奥 池 第 二 群 ５０ １．５８５±０．１２６ ０．１９４±０．０１８ ０．０３５±０．００７ ２．８６０±０．１６０ ０．４２３±０．０５８ １．０４４±０．０７７ ０．０２４±０．０１９ ０．０４２±０．０１３ ０．０４５±０．００４ ０．５０７±０．０１３
雄 山 ５０ １．２２４±０．０８１ ０．１４４±０．０１１ ０．０３５±０．０１２ ３．１３８±０．１６３ ０．６６９±０．０７８ １．３３５±０．０９１ ０．０２３±０．０２７ ０．０６１±０．０２０ ０．０４１±０．００３ ０．５００±０．０１２
神 谷・南 山 ５１ １．１８６±０．０５７ ０．１４３±０．００８ ０．０３８±０．０１２ ３．２０２±０．１６３ ０．７０７±０．０６１ １．３８６±０．０８８ ０．０２９±０．０２５ ０．０７３±０．０２１ ０．０４１±０．００５ ０．５００±０．０１４
大麻山南第一群 ３９ １．４６７±０．１２０ ０．２０３±０．０２３ ０．０４２±０．００９ ３．１２５±０．１７９ ０．４９４±０．０８０ １．０１０±０．０７３ ０．０３８±０．０２３ ０．０４７±０．０１３ ０．０４１±０．００３ ０．４８７±０．０１６
大麻山南第二群 ３４ １．０１８±０．０４３ ０．１１６±０．０１２ ０．０４３±０．０１４ ３．３０５±０．１９９ ０．８９５±０．０４８ １．２５６±０．０５０ ０．０２９±０．０３０ ０．０７２±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４７６±０．０１２

福 岡 県 八女昭和溜池 ６８ ０．２６１±０．０１０ ０．２１１±０．００７ ０．０３３±０．００３ ０．７９８±０．０２７ ０．３２６±０．０１３ ０．２８３±０．０１５ ０．０７１±０．００９ ０．０３４±０．００８ ０．０２４±０．００６ ０．２７９±０．００９
佐 賀 県 中 野 第 一 群 ３９ ０．２６７±０．００７ ０．０８７±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．６１９±０．０８３ ０．６２８±０．０２８ ０．３４８±０．０１５ ０．１０３±０．０１８ ０．０７５±０．０１８ ０．０２３±０．００７ ０．３２１±０．０１１

中 野 第 二 群 ４０ ０．３４５±０．００７ ０．１０４±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．５３５±０．０３９ ０．４５５±０．０１７ ０．３９７±０．０１４ ０．０６９±０．０１６ ０．０５９±０．０１４ ０．０２６±０．００８ ０．３２８±０．００８
梅 野 ３９ ０．６５７±０．０１４ ０．２０２±０．００６ ０．０７１±０．０１３ ４．２３９±０．２０５ １．０４６±０．０６５ １．２６９±０．０５８ ０．１０４±０．０３２ ０．３８０±０．０４７ ０．０２８±０．００５ ０．３４５±０．００９
腰 岳 ４４ ０．２１１±０．００９ ０．０３１±０．００５ ０．０７５±０．０１９ ２．５７２±０．２１２ １．６００±０．０８６ ０．４１４±０．０４２ ０．３１１±０．０４６ ０．２５６±０．０４３ ０．０２５±０．００２ ０．３３５±０．００８
椎 葉 川 ５９ ０．４１４±０．００９ ０．０７１±０．００３ ０．１０１±０．０１７ ２．９４７±０．１４２ １．２５３±０．０８１ ２．０１５±０．０９９ ０．１４７±０．０３５ ０．２５５±０．０４０ ０．０３０±０．００７ ０．３８８±０．００９
松 尾 第 一 群 ４０ ０．６００±０．０６７ ０．１５３±０．０２９ ０．１２５±０．０１８ ４．６９２±０．３６９ １．１７０±０．１１４ ２．０２３±０．１２２ ０．１７１±０．０３２ ０．２５５±０．０３７ ０．０３２±０．００３ ０．３７６±０．００８
松 尾 第 二 群 ４０ ０．９５３±０．０２７ ０．３０７±０．０１０ ０．１２６±０．０１３ ６．６６６±０．３４２ ０．８５６±０．０７０ １．９０７±０．１１９ ０．１４７±０．０２９ ０．１９４±０．０２８ ０．０３３±０．００８ ０．３８３±０．０１０

大 分 県 姫

島

地

域

観 音 崎 ４２ ０．２２３±０．０１０ ０．０４６±０．００５ ０．４０９±０．０８６ ６．６９１±０．８７８ １．８０５±０．２５７ １．５６２±０．２３１ ０．３４４±０．０８７ ０．５７９±０．１２６ ０．０３９±０．００３ ０．４００±０．０１１
両 瀬 第 一 群 ５１ ０．２２６±０．０１１ ０．０４５±０．００３ ０．４１１±０．０６６ ６．７４３±０．９００ １．８４５±０．２８６ １．５５３±０．２３０ ０．３１８±０．０８７ ０．５６０±０．１４４ ０．０３８±０．００４ ０．４０１±０．０１２
＊両瀬 第 二 群 ５０ ０．６４９±０．０４４ ０．１４１±０．０１０ ０．１８６±０．０４６ ４．３５５±０．６８３ ０．６１０±０．０９５ ３．０１７±０．４５９ ０．１４２±０．０５０ ０．１８８±０．０５６ ０．０４１±０．００４ ０．４２７±０．０１４
＊両瀬 第 三 群 ４６ １．０３８±０．１３１ ０．２１１±０．０２４ ０．１１０±０．０２７ ３．３６７±０．６１７ ０．３１１±０．０５８ ３．７５６±０．６６８ ０．１０５±０．０３０ ０．０９４±０．０３７ ０．０４２±０．００７ ０．４４２±０．０２１
＊オ イ 崎 ５０ １．０５９±０．１４３ ０．２１４±０．０３０ ０．１２０±０．０４３ ３．５９８±１．０３５ ０．３３５±０．１０６ ４．０００±１．１６２ ０．１１８±０．０４８ ０．０９２±０．０３６ ０．０４４±０．００４ ０．４４９±０．０１８
＊稲 積 ４５ ０．６８０±０．０６１ ０．１４５±０．０１３ ０．１６８±０．０３７ ４．３９７±０．７７６ ０．６１２±０．０９５ ３．０８０±０．４７６ ０．１４７±０．０４６ ０．１９４±０．０６０ ０．０４１±０．００５ ０．４３１±０．０１５
塚 瀬 ３０ ０．３１３±０．０２３ ０．１２７±０．００９ ０．０６５±０．０１０ １．４８９±０．１２４ ０．６００±０．０５１ ０．６８６±０．０８２ ０．１７５±０．０１８ ０．１０２±０．０２０ ０．０２８±０．００２ ０．３７１±０．００９
荻 台 地 ５０ １．６１５±０．０４２ ０．６７０±０．０１３ ０．０９６±０．００８ ５．５０９±０．２６９ ０．２８４±０．０３１ １．５２６±０．０５３ ０．０９７±０．０１６ ０．０３２±０．０１８ ０．０３２±０．００５ ０．３１０±０．０１１
緒 方 下 尾 平 ６４ ０．４８２±０．０３６ ０．２８６±０．０１５ ０．０５１±０．００８ １．３６１±０．０９５ ０．３０３±０．０１９ ０．７１２±０．０４３ ０．０８９±０．０１８ ０．０５５±０．０２１ ０．０１２±０．０１０ ０．２８８±０．０１６

上台１遺跡
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表�－２－１ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値�２
原 産 地

原石群名
分析
個数

元 素 比
Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K

長 崎 県 壱
岐
島

久 喜 ノ 辻 ３７ ０．１７２±０．００９ ０．０６６±０．００２ ０．０３０±０．００５ １．１７６±０．０４３ ０．３８５±０．０１２ ０．０１１±０．００４ ０．１３５±０．０１８ ０．３５４±０．０１４ ０．０２３±０．００２ ０．２７６±０．００７
君 ケ 浦 ２８ ０．１７４±０．００７ ０．０６５±０．００２ ０．０３３±０．００６ １．１７４±０．０３５ ０．３８９±０．０１２ ０．０１３±０．００５ ０．１２９±０．０１４ ０．３５６±０．０１２ ０．０２３±０．００３ ０．２７５±０．００８
角 川 ２８ ０．１４６±０．００９ ０．０３８±０．００２ ０．０５９±０．００９ １．６９１±０．１００ １．７２６±０．０８５ ０．０３５±０．００８ ０．３４４±０．０４０ ０．７１７±０．０４７ ０．０２３±０．００２ ０．３３８±０．０１０
貝 畑 ４９ ０．１３５±０．０１０ ０．０３７±０．００２ ０．０５６±０．００９ １．７４６±０．０７３ １．８３４±０．０６４ ０．０２２±０．０１３ ０．３３４±０．０４６ ０．７１４±０．０４０ ０．０２１±０．００９ ０．３３９±０．０１５
松 浦 第 一 群 ４２ ０．２１３±０．００５ ０．０３１±０．００４ ０．０７３±０．００６ ２．５４５±０．１３４ １．５７９±０．０７９ ０．４２０±０．０３４ ０．２９２±０．０１９ ０．２５８±０．０３７ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１１
松 浦 第 二 群 ４２ ０．１９０±０．０１２ ０．０３２±０．００６ ０．０６８±０．０１１ ２．３７１±０．３２３ １．５８２±０．１９９ ０．３１５±０．０６９ ０．２７６±０．０５５ ０．２１０±０．０５６ ０．０２６±０．００３ ０．３３６±０．０１０
松 浦 第 三 群 ４２ ０．２４４±０．０１６ ０．０６３±０．０１０ ０．０４６±０．００７ １．８８０±０．２００ ０．８３６±０．１２１ ０．３６８±０．０９８ ０．１４５±０．０１９ ０．１２７±０．０３０ ０．０２６±０．００３ ０．３２９±０．０２０
松 浦 第 四 群 ４１ ０．２８８±０．０１４ ０．０７０±０．００６ ０．０４２±０．００３ １．８３３±０．０８６ ０．７１７±０．１７９ ０．４５１±０．０４０ ０．１１１±０．０１０ ０．１２３±０．０２２ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１２
淀 姫 ４４ ０．３３４±０．０１４ ０．０８０±０．００４ ０．０４４±０．００９ １．７４４±０．０６９ ０．５３３±０．０３０ ０．４８５±０．０３９ ０．０９４±０．０２２ ０．１１９±０．０１７ ０．０２７±０．００２ ０．３５３±０．０１１
中 町 第 一 群 ４２ ０．２４４±０．０１１ ０．０６０±０．０１０ ０．０５７±０．００４ １．８６６±０．０８９ ０．８１０±０．０８７ ０．３９８±０．０３９ ０．１３５±０．０１７ ０．１４６±０．０２６ ０．０２５±０．００１ ０．３４２±０．００７
中 町 第 二 群 ４２ ０．３１９±０．０４２ ０．０７９±０．０２３ ０．０４６±０．００３ １．７９３±０．０８９ ０．６６６±０．０９１ ０．４８２±０．０４４ ０．１１８±０．０１８ ０．１０１±０．０２４ ０．０２５±０．００１ ０．３３３±０．０１５
古 里 第 一 群 ５０ ０．２０２±０．０１２ ０．０２９±０．００４ ０．０７６±０．０１８ ２．６２８±０．２１４ １．６９５±０．１４６ ０．４０３±０．０６０ ０．３１９±０．０７３ ０．２３３±０．０７４ ０．０３０±０．００３ ０．３４２±０．０１１
古 里 第 二 群 ４０ ０．４２３±０．０１６ ０．０７５±０．００７ ０．０８９±０．０１７ ２．７９７±０．２７４ １．１４８±０．１３３ １．８１４±０．１９２ ０．１０３±０．０６０ ０．２０８±０．０５３ ０．０３４±０．００３ ０．３６７±０．００９
古 里 第 三 群 ４１ ０．２６５±０．０３２ ０．０６４±０．００９ ０．０４６±０．０１０ １．９３１±０．１４３ ０．７９９±０．１１０ ０．４３３±０．０４９ ０．１２２±０．０４１ ０．１１９±０．０４４ ０．０３１±０．００３ ０．３４７±０．０１０
松 岳 ４３ ０．１９４±０．００９ ０．０５４±０．００５ ０．０４０±０．００８ １．６８６±０．１１４ ０．８３３±０．０５８ ０．２５１±０．０２５ ０．１９２±０．０３２ ０．１２４±０．０３９ ０．０１８±０．０１１ ０．３３１±０．０１７
大 崎 ７４ ０．１７６±０．０１２ ０．０５３±０．００２ ０．０４１±０．０１２ １．７１０±０．０８１ ０．９１２±０．０３６ ０．１８１±０．０２２ ０．２０２±０．０２９ ０．１３３±０．０２４ ０．０２３±０．００２ ０．３１９±０．０１０

熊 本 県 小 国 ３０ ０．３１７±０．０２３ ０．１２７±０．００５ ０．０６３±０．００７ １．４４１±０．０７０ ０．６１１±０．０３２ ０．７０３±０．０４４ ０．１７５±０．２３３ ０．０９７±０．０１７ ０．０２３±０．００２ ０．３２０±０．００７
南 関 ３０ ０．２６１±０．０１６ ０．２１４±０．００７ ０．０３４±０．００３ ０．７８８±０．０３３ ０．３２６±０．０１２ ０．２７８±０．０１５ ０．０６９±０．０１２ ０．０３１±０．００９ ０．０２１±０．００２ ０．２４３±０．００８

轟 ４４ ０．２５８±０．００９ ０．２１４±０．００６ ０．０３３±０．００５ ０．７９４±０．０７８ ０．３２９±０．０１７ ０．２７５±０．０１０ ０．０６６±０．０１１ ０．０３３±０．００９ ０．０２０±０．００３ ０．２４３±０．００８
大 柿 ５３ １．５３４±０．１３９ ０．６６５±０．０３５ ０．０７５±０．００８ ４．４９４±０．４６０ ０．２４７±０．０１４ １．２３６±０．０９２ ０．０９０±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０３０±０．００３ ０．２９２±０．０１０
冠 ケ 岳 ２１ ０．２６１±０．０１２ ０．２１１±０．００８ ０．０３２±０．００３ ０．７８０±０．０３８ ０．３２４±０．０１１ ０．２７９±０．０１７ ０．０６４±０．０１１ ０．０３７±０．００６ ０．０２５±０．００２ ０．２７７±０．００９
滝 室 坂 ５７ １．５９９±０．１０７ ０．７２２±０．０４６ ０．０８５±０．０１１ ６．２０５±０．３０５ ０．２５６±０．０１８ １．１５４±０．０５５ ０．１０３±０．０１４ ０．０４７±０．０１３ ０．０２７±０．００４ ０．２４７±０．０１６
箱 石 峠 ８４ ０．７９１±０．０８２ ０．２７９±０．００９ ０．０４５±０．００５ １．２０８±０．０２３ ０．２７９±０．０１８ ０．８１１±０．０４６ ０．０４６±０．０１２ ０．０２９±０．０１４ ０．０３１±０．００９ ０．３６６±０．０３３
長 谷 峠 ５３ １．６６８±０．１６５ ０．６９４±０．０３６ ０．０８０±０．０１０ ４．９７７±０．５８７ ０．２５３±０．０１５ １．３３５±０．１０４ ０．０９８±０．０１６ ０．０４０±０．００８ ０．０３１±０．００３ ０．２９５±０．０１２
五 ヶ 瀬 川 ４８ １．４７１±０．１３６ ０．６０２±０．０４１ ０．０７８±０．０１１ ４．８３８±０．６３４ ０．２５２±０．０１６ １．２８８±０．１２４ ０．１０１±０．０１４ ０．０４３±０．０１３ ０．０２７±０．００３ ０．２６５±０．０２０
御 船 ４９ １．５５８±０．１４６ ０．６５１±０．０３０ ０．０７５±０．０１１ ４．５７１±０．５７２ ０．２５７±０．０１６ １．２５２±０．１１２ ０．０９１±０．０１６ ０．０４０±０．００９ ０．０３０±０．００４ ０．２９１±０．０１０
白 浜 ７８ ０．２０８±０．０２１ ０．１０１±０．００９ ０．０２４±０．００６ １．３８２±０．０８６ １．０２１±０．０９９ ０．３５１±０．０３７ ０．１６２±０．０２７ ０．０２７±０．０２２ ０．０２２±０．００７ ０．３１７±０．００９

宮 崎 県 桑ノ木津留第一群 ４７ ０．２０７±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０７０±０．００９ １．５２１±０．０７５ １．０８０±０．０４８ ０．４１８±０．０２０ ０．２６６±０．０３４ ０．０６３±０．０２４ ０．０２０±０．００３ ０．３１４±０．０１１
桑ノ木津留第二群 ３３ ０．２６１±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０６６±０．０１０ １．７４３±０．０９５ １．２４２±０．０６０ ０．７５３±０．０３９ ０．２０５±０．０２９ ０．０４７±０．０３６ ０．０２２±０．００２ ０．３２３±０．０１９

霧 島 ３６ ３５．１５８±１．１１８ ５．００１±０．１７５ ０．０４１±０．００２ ０．０３８±０．００２ ０．００９±０．００４ ０．１５５±０．００５ ０．０３５±０．０１９ ０．０００±０．０００ ０．０３５±０．０１９ ０．４４６±０．０２２
鹿児島県 間根ヶ平第一群 ４５ ０．１８６±０．０１０ ０．０８３±０．００５ ０．０４７±０．００８ １．６１１±０．０７９ ０．９４８±０．０５５ ０．３４０±０．０３２ ０．２８１±０．０３１ ０．０４１±０．０３２ ０．０２２±０．００８ ０．３５８±０．０１４

間根ヶ平第二群 ４５ ０．２４７±０．０１８ ０．１０６±０．００６ ０．０４７±０．００８ １．４８８±０．０７４ ０．７６８±０．０３４ ０．４２８±０．０４９ ０．２３５±０．０２０ ０．０３９±０．０２７ ０．０２４±０．００８ ０．３７８±０．０１３
間根ヶ平第三群 ４２ ０．５８４±０．０１２ ０．１７６±０．００５ ０．０３７±０．００７ １．４８４±０．０９７ ０．４４９±０．０３１ ０．６７５±０．０４９ ０．１４３±０．０２３ ０．０３６±０．０２２ ０．０２３±０．０１４ ０．３９０±０．０１９
日 東 ４２ ０．２６２±０．０１８ ０．１４３±０．００６ ０．０２２±０．００４ １．１７８±０．０４０ ０．７１２±０．０２８ ０．４０８±０．０２５ ０．１００±０．０１８ ０．０２９±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６
五 女 木 ３７ ０．２６６±０．０２１ ０．１４０±０．００６ ０．０１９±０．００３ １．１７０±０．０６４ ０．７０５±０．０２７ ０．４０５±０．０２１ ０．１０８±０．０１５ ０．０２８±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６
上 牛 鼻 ４１ １．６２９±０．０９８ ０．８０４±０．０３７ ０．０５３±０．００６ ３．３４２±０．２１５ ０．１８８±０．０１３ １．１０５±０．０５６ ０．０８７±０．００９ ０．０２２±０．００９ ０．０３６±０．００２ ０．３９１±０．０１１
平 木 場 ３４ １．９４４±０．０５４ ０．９１２±０．０２８ ０．０６２±０．００５ ３．９７５±０．１８２ ０．１８４±０．０１１ １．２６６±０．０４９ ０．０９３±０．０１０ ０．０２１±０．０１０ ０．０３８±０．００３ ０．４０８±０．０１０
竜 ケ 水 ４８ ０．５３３±０．０２９ ０．１６７±０．００６ ０．０６１±０．０１３ １．４９４±０．０９３ ０．６１１±０．０３９ ０．６８８±０．０５２ ０．１２７±０．０２３ ０．０６９±０．０２２ ０．０３３±０．００３ ０．４９４±０．０１１
長 谷 ３０ ０．５５３±０．０３２ ０．１３７±０．００６ ０．０６５±０．０１０ １．８１５±０．０６２ ０．６４４±０．０２８ ０．５５３±０．０２９ ０．１４６±０．０２１ ０．０６６±０．０２０ ０．０３７±０．００３ ０．５２４±０．０１２

台 湾 台 東 山 脈 ３７ ０．５１０±０．０１０ ０．１９８±０．００７ ０．０３８±０．００７ １．８６２±０．０７９ ０．３５３±０．０１９ ０．５１９±０．０１７ ０．１２３±０．０１２ ０．０２４±０．０１７ ０．０２９±０．００７ ０．４０７±０．０１０
ロ シ ア カムチャッカ ７２ ０．４７３±０．０１２ ０．１６６±０．００７ ０．０４６±０．００７ １．５７２±０．０５９ ０．１９９±０．０１１ ０．４９７±０．０１６ ０．１２６±０．０１１ ０．００９±０．０１４ ０．０３９±０．０１０ ０．４６０±０．０３０
北 朝 鮮 白 頭 山 灰 皿 ５０ ０．１５４±０．００９ ０．０６７±０．００３ ０．０１８±０．００５ １．０８１±０．０２８ ０．５３０±０．０１３ ０．０８１±０．００８ ０．１５１±０．０１５ ０．３３８±０．０１２ ０．０２７±０．００３ ０．３０６±０．００８

表�－２－２ 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

原 産 地
原石群名

分析
個数

元 素 比
Ca／K Ti／K Mｎ／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Aｌ／K Si／K

北 海 道 Ｈ Ｓ １ 遺 物 群 ６７ ０．２４１±０．０２１ ０．１０７±０．００５ ０．０１８±０．００６ １．２９６±０．０７７ ０．４３０±０．０１６ ０．１５３±０．００９ ０．１４０±０．０１５ ０．００８±０．０１３ ０．０１８±０．０１２ ０．３２５±０．０４２
Ｈ Ｓ ２ 遺 物 群 ６０ ０．４５３±０．０１１ ０．１３５±０．００８ ０．０４１±０．００８ １．７６５±０．０７５ ０．４４８±０．０２１ ０．４１９±０．０１９ ０．１３０±０．０１５ ０．０１５±０．０１９ ０．０３４±０．０１０ ０．５００±０．０１５
Ｆ Ｒ １ 遺 物 群 ５１ ０．６４３±０．０１２ ０．１２４±０．００８ ０．０５２±０．００７ ２．５４７±０．１４３ ０．５３０±０．０３２ ０．６８９±０．０３２ ０．１５６±０．０１５ ０．００４±０．００８ ０．０２９±０．０１１ ０．４０７±０．０４７
Ｆ Ｒ ２ 遺 物 群 ５９ ０．５３５±０．０６１ ０．１０６±０．０１２ ０．０５３±０．００９ ２．５４５±０．１３８ ０．５５７±０．０５１ ０．６８５±０．０２９ ０．１６５±０．０２１ ０．０１６±０．０２２ ０．０２７±０．００９ ０．３７３±０．０４３
Ｆ Ｒ ３ 遺 物 群 ３７ ０．３８０±０．０３７ ０．０８４±０．００７ ０．０５２±０．００９ ２．５４８±０．１４５ ０．５８６±０．０５６ ０．６８１±０．０３３ ０．１６４±０．０２１ ０．０１７±０．０２３ ０．０２３±０．００６ ０．２９２±０．０３７
Ｆ Ｒ ４ 遺 物 群 ４４ ０．２６１±０．０４３ ０．０７４±０．０１０ ０．０５１±０．００８ ２．５００±０．１１７ ０．６３９±０．０５７ ０．６７９±０．０３２ ０．１５５±０．０２１ ０．００９±０．０１７ ０．０１８±０．００８ ０．２５８±０．０３６
Ｆ Ｈ １ 遺 物 群 ３２ ０．８９８±０．０３２ ０．２２１±０．００７ ０．０５４±０．００６ ２．５４０±０．１０１ ０．４２６±０．０１８ ０．８０２±０．０２３ ０．１０９±０．０１３ ０．０１７±０．０２１ ０．０３７±０．００３ ０．４４７±０．０１１
Ｋ Ｔ １ 遺 物 群 ５６ １．１０３±０．０５０ ０．１４６±０．００７ ０．０８１±０．００８ ２．９４２±０．１３３ ０．３１４±０．０５３ ０．７７５±０．０８２ ０．１３３±０．０１６ ０．０１９±０．０２１ ０．０４３±０．００７ ０．５１６±０．０１５
Ｋ Ｔ ２ 遺 物 群 ３８ ０．９５９±０．０２７ ０．１５４±０．００５ ０．０８５±０．０１０ ２．８８２±０．０９２ ０．５４２±０．０２８ １．１１１±０．０４０ ０．１０７±０．０１５ ０．０１２±０．０１６ ０．０４２±０．００８ ０．５１９±０．０１０
Ｋ Ｓ １ 遺 物 群 ３２ ０．２７５±０．００７ ０．１０７±０．００５ ０．０４７±０．０１０ １．７５１±０．０５１ ０．８３６±０．０３８ ０．４６８±０．０２１ ０．１８０±０．０１９ ０．０２３±０．０２８ ０．０２５±０．００７ ０．３４５±０．０１０
Ｋ Ｓ ２ 遺 物 群 ６２ ０．２４４±０．０１１ ０．０７０±０．００４ ０．０５６±０．０１３ １．７４９±０．１６８ １．０８０±０．１０８ ０．４２４±０．０３６ ０．３２７±０．０４２ ０．０３７±０．０３１ ０．０２３±０．０１１ ０．３７９±０．０１１
Ｋ Ｓ ３ 遺 物 群 ４８ ０．１６４±０．００８ ０．０４１±０．００２ ０．０８０±０．０１３ ２．５６５±０．１２６ １．４６０±０．０５７ ０．１６２±０．０１９ ０．３８９±０．０４２ ０．０６９±０．０２８ ０．０２４±０．００２ ０．３３７±０．０１５
Ｋ １９ 遺 物 群 ４８ ０．１８５±０．００７ ０．０４９±０．００３ ０．０８１±０．０１３ ２．１６２±０．１２２ １．０３１±０．０４１ ０．４３５±０．０２５ ０．２６３±０．０２８ ０．０５０±０．０１９ ０．０２３±０．００２ ０．２６０±０．００９
Ｎ Ｉ ２９ 遺 物 群 ５１ ５．４４５±０．１２２ ２．３０１±０．０７４ ０．２０７±０．０２４ １３．４２２±１．１１３ ０．１５１±０．０１８ １．８３９±０．１３４ ０．２０７±０．０２２ ０．００７±０．０１１ ０．０６９±０．００６ ０．６２２±０．０２１

青 森 県 Ｈ Ｙ 遺 物 群 ３１ ０．２３８±０．０１１ ０．１３１±０．００６ ０．０４８±０．００８ １．６３６±０．０６６ ０．４１８±０．０２８ １．４４１±０．０１５ ０．４８２±０．０２４ ０．０２９±０．０２８ ０．０２０±０．０１５ ０．４８１±０．０６８
Ｓ Ｎ １ 遺 物 群 ３３ ０．２８７±０．００６ ０．０８７±０．００４ ０．０３３±０．００５ １．５９７±０．０３７ ０．２４４±０．０１１ ０．２５８±０．０１１ ０．２８１±０．０１２ ０．００９±０．０１２ ０．０２１±０．００６ ０．３２９±０．００６
Ｓ Ｎ ２ 遺 物 群 ２９ ０．２０９±０．００６ ０．１１６±０．００６ ０．０７６±０．００８ １．５７１±０．０８２ ０．７１６±０．０３５ ０．２９２±０．０１７ ０．２６４±０．０２９ ０．０２８±０．０３０ ０．０２３±０．００９ ０．３８３±０．０１５

秋 田 県 Ｋ Ｎ 遺 物 群 １０７ ０．３５１±０．０１１ ０．１２１±０．００６ ０．０５３±０．００７ １．５８１±０．０７１ ０．３４７±０．０２０ ０．２１９±０．０１４ ０．２１６±０．０１５ ０．０５４±０．０１７ ０．０２９±０．０１１ ０．４７５±０．０４０
Ｔ Ｂ 遺 物 群 ６０ ０．２５２±０．０１４ ０．１１３±０．００７ ０．１２４±０．０１５ １．８０５±０．０８８ ０．８７５±０．０５６ ０．６６３±０．０３８ ０．２７２±０．０２９ ０．０８３±０．０３７ ０．０２６±０．００８ ０．３７８±０．０２１
Ｈ Ｒ 遺 物 群 ４８ ０．２５９±０．００８ ０．０９３±０．００３ ０．０６７±０．０１１ ２．０５５±０．０６７ ０．７４１±０．０２８ ０．２９３±０．０１６ ０．３３１±０．０２１ ０．０６４±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４４４±０．０１０

岩 手 県 Ａ Ｉ １ 遺 物 群 ４１ １．５１９±０．０２６ ０．２７７±０．０１０ ０．０７８±０．００６ ２．８４９±０．０７３ ０．１６７±０．０１０ ０．５２６±０．０１７ ０．２５１±０．０１３ ０．００９±０．０１２ ０．０５８±０．０１７ ０．９２９±０．０２４
Ａ Ｉ ２ 遺 物 群 ６１ ３．１４１±０．０７４ ０．５５２±０．０２１ ０．０８０±０．００８ ２．７５２±０．０６２ ０．０９４±０．００９ ０．７１６±０．０１９ ０．２４２±０．０１１ ０．００８±０．０１４ ０．０８３±０．０２９ １．３５３±０．０４９
Ａ Ｉ ３ 遺 物 群 ６１ ０．９５０±０．０１３ ０．２１５±０．００４ ０．１１７±０．００９ ４．３０６±０．１００ ０．１１４±０．００８ ０．９０９±０．０２８ ０．２４８±０．０１２ ０．０１４±０．０１６ ０．０２８±０．００６ ０．３６０±０．００９
Ａ Ｉ ４ 遺 物 群 １２２ １．８５０±０．０５９ ０．４７４±０．０２５ ０．０６７±０．００７ ２．０５５±０．０７７ ０．０８３±０．００６ ０．５３１±０．０３０ ０．１７７±０．０１０ ０．０１１±０．０１３ ０．０６４±０．０２５ １．０６１±０．１０５
Ａ Ｉ ５ 遺 物 群 １２２ ３．１６７±０．０９２ ０．６９６±０．０２７ ０．１０１±０．００９ ３．７８７±０．１０８ ０．１１４±０．０１０ ０．８９２±０．０２６ ０．２４１±０．０１２ ０．００６±０．０１２ ０．０９１±０．０２０ １．２３４±０．０５２
Ｆ Ｓ 遺 物 群 ４５ ０．２７２±０．０９０ ０．０９７±０．０２９ ０．０５３±０．００７ １．７９１±０．０８３ ０．３２７±０．０１９ ０．４５３±０．０２４ ０．２０７±０．０１８ ０．０２９±０．０２７ ０．０１７±０．０１１ ０．３３９±０．０１１
Ｓ Ｄ 遺 物 群 ４８ ２．９００±０．０５０ ０．７４１±０．０１６ ０．１１８±０．０１０ ３．９２２±０．０７７ ０．１１７±０．０１２ ０．９０６±０．０２６ ０．２４６±０．０１３ ０．００８±０．０１７ ０．０８３±０．０１３ １．１９５±０．０２９

新 潟 県 Ａ Ｃ １ 遺 物 群 ６３ ０．４７９±０．０１４ ０．１９２±０．００６ ０．０５４±０．００８ １．５６１±０．０７５ ０．４００±０．０１７ ０．４４０±０．０１９ ０．１６９±０．０１９ ０．０６１±０．０１５ ０．０３３±０．００５ ０．４２７±０．０１６
Ａ Ｃ ２ 遺 物 群 ４８ ０．２５１±０．００７ ０．０８１±０．００３ ０．１１２±０．０１３ ２．０８１±０．０７６ ０．９０４±０．０３５ ０．４０６±０．０２０ ０．４０９±０．０２４ ０．１０８±０．０２３ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．００７
Ａ Ｃ ３ 遺 物 群 ３６ ０．６５７±０．０１６ ０．１４４±０．００５ ０．０８３±０．０１０ １．８９１±０．０５１ ０．２０２±０．０１０ ０．３８１±０．０１７ ０．２８６±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．６１６±０．０１３
Ｉ Ｎ １ 遺 物 群 ４８ ０．３２６±０．０１２ ０．０７８±０．００４ ０．０６６±０．０１０ ２．０５６±０．１７７ ０．９０１±０．０４８ ０．７５１±０．０４５ ０．１７２±０．０３０ ０．０６８±０．０１６ ０．０２８±０．０３０ ０．３３８±０．００７
Ｉ Ｎ ２ 遺 物 群 ４８ ０．７４５±０．０１３ ０．１１０±０．００４ ０．１４０±０．０１５ ３．１７６±０．２１２ ０．７２８±０．０３９ １．５８２±０．０８０ ０．１０４±０．０３０ ０．０３８±０．０１３ ０．０３６±０．００３ ０．３９６±０．０１０

長 野 県 Ｎ Ｋ 遺 物 群 ５７ ０．５６６±０．０１９ ０．１６３±０．００７ ０．０８６±０．０１１ １．８２２±０．０８４ ０．４６７±０．０３１ １．６９１±０．０６４ ０．１０２±０．０２１ ０．０４１±０．０２８ ０．０３８±０．００３ ０．５００±０．０１４
Ｕ Ｈ ６３ 遺 物 群 ４８ ０．３０８±０．０１８ ０．１１８±０．００５ ０．０４０±０．０１０ １．６４６±０．１００ ０．８１１±０．０３９ ０．５６２±０．０３０ ０．１３８±０．０３１ ０．０５７±０．０２０ ０．０３６±０．００５ ０．４２６±０．０２２
Ｕ Ｈ ６６ 遺 物 群 ４８ ０．３１０±０．０１９ ０．０７５±０．００５ ０．０６４±０．０１４ １．９８０±０．０８２ ０．９０１±０．０５１ ０．８４１±０．０４０ ０．１５９±０．０３８ ０．０５４±０．０２０ ０．０４１±０．０１８ ０．３７８±０．０２５

山 口 県 Ｙ Ｍ 遺 物 群 ５６ ０．３８１±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０３８±０．０１２ １．６１１±０．１０２ ０．７２１±０．０３９ ０．４９７±０．０２６ ０．１２８±０．０２２ ０．０４７±０．０１６ ０．０２３±０．００３ ０．３３１±０．０１３
Ｎ Ｍ 遺 物 群 ４０ ０．３３０±０．０１０ ０．１０３±０．００３ ０．０４２±０．０１２ １．７５１±０．０８３ １．０４８±０．０５７ ０．５１８±０．０３４ ０．１９６±０．０３７ ０．０５８±０．０１８ ０．０２２±０．００３ ０．３２６±０．０１１
ＭＫ－１ 遺 物 群 ４８ ０．０８７±０．００８ ０．０５９±０．００２ ０．０１０±０．００３ ０．６７７±０．０２３ ０．３７０±０．０９７ ０．００６±０．００２ ０．１２５±０．０１２ ０．２９２±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．３３７±０．０１０
ＭＫ－２ 遺 物 群 ４８ ０．２５８±０．０１０ ０．０２６±０．００２ ０．０５５±０．０１３ １．７４５±０．１２１ １．１４９±０．０９２ ０．２９７±０．０２９ ０．２０２±０．０３７ ０．１７７±０．０２２ ０．０２１±０．００２ ０．２６８±０．００７

大 分 県 Ｉ 遺 物 群 ５４ ０．７９４±０．０７０ ０．２０２±０．００９ ０．０６１±０．０１３ １．７７４±０．１３２ ０．３８０±０．０３０ １．３５０±０．０９６ ０．０７６±０．０３２ ０．０７９±０．０２２ ０．０４０±０．００４ ０．４３４±０．０１５
宮 崎 県 Ｈ Ｂ １ 遺 物 群 ４８ ０．１９７±０．０３５ ０．７５４±０．０５５ ０．０９８±０．０４２ ７．０９９±０．８４４ ０．４３４±０．０６２ ０．９７５±０．１３０ ０．３６８±０．０７９ ０．１２６±０．０７９ ０．０９３±０．０２２ ６．３１２±０．５２５

Ｈ Ｂ ２ 遺 物 群 ４８ ０．４１４±０．１００ １．５５７±０．６７４ ０．１１０±０．０４４ ９．９００±１．５９５ ０．１７６±０．０８８ １．２０９±０．４５９ ０．３２７±０．０５２ ０．１７８±０．０６９ ０．１７８±０．０４４ ９．９３８±１．５３２
Ｕ Ｔ １ 遺 物 群 ４６ ０．２９７±０．０１３ ０．１０７±０．００５ ０．０５３±０．０１０ １．６３８±０．１０４ １．０１２±０．０５６ ０．７３６±０．０３９ ０．１６８±０．０２７ ０．０３４±０．０２８ ０．０２４±０．０１１ ０．３９０±０．０１４
Ｋ Ｕ ４ 遺 物 群 ４８ １．８７１±０．３６５ １．０１８±０．０９４ ３．７９０±０．７０５ １４．９９０±４．００８ ０．６７３±０．０８１ ２．０４３±０．２３３ ０．７５２±０．０７９ ０．０５６±０．０４５ ０．０９０±０．０１７ ４．３０２±０．２４６

鹿児島県 Ｋ Ｉ １ 遺 物 群 ４５ ０．３８３±０．０１２ ０．１０１±０．００５ ０．０６１±０．０２４ １．９１３±０．１５８ ０．９８５±０．０５７ ０．５２７±０．０３８ ０．１９７±０．０３０ ０．０７９±０．０２８ ０．０２８±０．００２ ０．４０９±０．００９
Ｋ Ｉ ２ 遺 物 群 ４６ ０．４０２±０．０１５ ０．１４６±０．００８ ０．０６０±０．０１７ １．５２９±０．１４８ ０．７２９±０．０５２ ０．５６５±０．０３８ ０．１３７±０．０２４ ０．０８３±０．０２６ ０．０２９±０．００３ ０．４４３±０．０２２
Ｋ Ｉ ３ 遺 物 群 ４８ １．５４５±０．１５４ ０．５５７±０．０４５ ０．０７４±０．０１１ ３．７４６±０．４５５ ０．２８４±０．０１８ ０．７８３±０．０４４ ０．１０６±０．０２１ ０．０２５±０．０１１ ０．０４７±０．００６ ０．４９９±０．０２１
Ｋ Ｉ ４ 遺 物 群 ５６ ２．６２５±０．１０９ ０．８７１±０．１３６ ０．０９３±０．００７ ５．６２３±０．６０２ ０．２５５±０．０１５ ０．９０６±０．０７４ ０．１０７±０．００９ ０．０３１±０．０１５ ０．０６２±０．００７ ０．５８７±０．０３８
Ｋ Ｉ １８ 遺 物 群 ４６ ０．４４７±０．０１１ ０．１２２±０．００５ ０．０４５±０．０２０ １．７３７±０．０４６ ０．６８７±０．０２３ ０．４８１±０．０２０ ０．１４０±０．００９ ０．０５０±０．０２４ ０．０３０±０．００１ ０．４２８±０．００８
Ｋ Ｉ ８４ 遺 物 群 ４８ ０．６５５±０．００９ ０．１５１±０．００９ ０．０２６±０．００１ １．５１５±０．０２０ ０．３３２±０．０１１ ０．３４０±０．０１１ ０．１０２±０．００５ ０．０５１±０．０１１ ０．０３２±０．００１ ０．４３１±０．００７
Ｓ Ｇ 遺 物 群 ４８ １．６６８±０．０３４ ０．７７８±０．０３８ ０．０８２±０．０１０ ４．１０６±０．２２２ ０．２０２±０．０１４ ０．６９９±０．０２５ ０．１３３±０．０１３ ０．０１５±０．０１９ ０．０２７±０．０２１ ０．５５３±０．０３３
Ｏ Ｋ 遺 物 群 ３２ １．３７１±０．０７４ ０．６８７±０．０２５ ０．０６１±０．００８ ３．１０９±０．１６１ ０．２０２±０．０１２ ０．５７９±０．０２７ ０．１２２±０．０１４ ０．００９±０．０１４ ０．０２７±０．０１８ ０．５１８±０．０２１
Ｋ Ｋ １ 遺 物 群 ４８ ０．３４７±０．０１０ ０．０８０±０．００３ ０．０８１±０．０１２ ３．０８５±０．１５５ ０．８８７±０．０３６ １．４８７±０．０６５ ０．１１９±０．０３６ ０．１８４±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．２６５±０．００９
Ｋ Ｋ ２ 遺 物 群 ４６ ０．５２１±０．０１２ ０．１２２±０．００４ ０．０７６±０．０１３ ３．１２５±０．２２２ ０．８７７±０．０４８ １．５００±０．０７４ ０．１０９±０．０３４ ０．１８７±０．０２３ ０．０３５±０．００４ ０．３５９±０．０１０
Ｈ Ｍ １ 遺 物 群 ４４ ０．６８３±０．０２４ ０．８６１±０．０２１ ０．０６３±０．０１３ ８．６７８±０．６６３ ０．６４２±０．０３９ ０．７３９±０．０５４ ０．１２７±０．０３４ ０．０６５±０．０１８ ０．０３７±０．００５ ０．２８２±０．００８
Ｈ Ｍ ２ 遺 物 群 ５０ ０．４８３±０．０２２ ０．１２１±０．００６ ０．０５４±０．０１４ １．９７５±０．１２２ ０．６９５±０．０４０ ０．４５４±０．０３４ ０．１９１±０．０２８ ０．０５８±０．０２８ ０．０３４±０．００６ ０．４７４±０．０１６
Ｏ Ｎ １ 遺 物 群 ５４ ０．３０３±０．０１２ ０．１６７±０．００６ ０．０３８±０．００７ １．１５７±０．０４４ ０．４４７±０．０２０ ０．４３５±０．０１６ ０．１２６±０．０２５ ０．０３９±０．０１６ ０．０３２±０．００４ ０．３７６±０．０１２
Ｏ Ｎ ２ 遺 物 群 ５６ ０．２７６±０．０１９ ０．０５３±０．００４ ０．０８４±０．０１７ ２．４９１±０．１２８ １．４９２±０．０８８ ０．６６７±０．０４６ ０．２１１±０．０３２ ０．１０８±０．０２８ ０．０３０±０．００４ ０．３４５±０．０１１

北 朝 鮮 会寧城外遺跡遺物群 ７０ ０．１３５±０．０１２ ０．０６２±０．００６ ０．０１７±０．００３ １．１１８±０．０５１ ０．５８５±０．０３６ ０．０６８±０．０１９ ０．１５０±０．０２２ ０．３７２±０．０３５ ０．０２５±０．００４ ０．３１９±０．０１２
ロ シ ア イ リ ス タ ヤ ２６ １８．８８８±２．１００ ６．０８８±０．８６８ ０．２９３±０．０３２ ２７．９６３±２．６０８ ０．０５５±０．０１７ ２．７１６±０．１６２ ０．１６３±０．０１９ ０．０３６±０．０３０ ０．１７３±０．０２９ １．６７４±０．２４０

パラトウンカ－１ ５６ ０．７０６±０．０４８ ０．２２５±０．０１１ ０．０４８±０．０１０ １．８５１±０．１８０ ０．２４６±０．０１４ ０．７５２±０．０７０ ０．０７５±０．０１６ ０．０１５±０．００８ ０．０４１±０．００４ ０．４８２±０．０２２
パラトウンカ－２ ４０ ０．７１７±０．０１８ ０．２６９±０．００６ ０．０３１±０．００６ １．６０４±０．０４３ ０．１１９±０．００７ ０．３９８±０．０１６ ０．０９５±０．００８ ０．０１６±０．００６ ０．０３１±０．００３ ０．４０２±０．０１０
パラトウンカ－３ ４８ ０．３８４±０．００８ ０．０９７±０．００４ ０．０４３±０．００７ １．６４２±０．０５３ ０．２６２±０．０１１ ０．７５３±０．０２６ ０．０６６±０．０２６ ０．０１３±０．０６２ ０．０１７±０．００３ ０．１７６±０．００９
パラトウンカ－４ ４８ ０．１４１±０．００７ ０．０７４±０．００３ ０．０２９±０．００４ １．０６９±０．０２５ ０．２０３±０．００７ ０．１５０±０．００６ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００６ ０．０１６±０．００２ ０．１４６±０．００４
ナ チ キ ４８ ０．２２０±０．００８ ０．１０４±０．００４ ０．０９９±０．０１６ １．２６１±０．０６２ ０．６０８±０．０２８ ０．５００±０．０２６ ０．１２２±０．０３０ ０．０６４±０．０２３ ０．０２４±０．００３ ０．３４０±０．００６
ア バ チ ャ ４０ ０．２５５±０．００７ ０．１６０±０．００５ ０．０２９±０．００４ １．１２１±０．０３４ ０．１９２±０．００７ ０．１５１±０．００８ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００７ ０．０２６±０．００３ ０．３０３±０．００７

標準試料 Ｊ Ｇ － １a） １２７ ０．７５５±０．０１０ ０．２０２±０．００５ ０．０７６±０．０１１ ３．７５９±０．１１１ ０．９９３±０．０３６ １．３３１±０．０４６ ０．２５１±０．０２７ ０．１０５±０．０１７ ０．０２８±０．００２ ０．３４２±０．００４

M群＝桑ノ木津留第１群、F群＝UT遺物群、HS２群＝置戸・置戸山群、FR２群＝ケショマップ第１群にそれぞれ一致 平均値±標準偏差値、＊：ガラス質安山岩、NK遺物群：中ッ原遺跡、HY
遺物群：日和山遺跡、SN遺物群：三内丸山遺跡出土、KN遺物群：此掛沢遺跡、HS遺物群：北進遺跡、KI遺物群：桐木遺跡、UT遺物群：内屋敷遺跡、AI遺物群：相ノ沢遺跡、FS遺物群：房
ノ沢遺跡、SD遺物群：下舘銅屋遺跡、FR遺物群：東麓郷１、２遺跡、FH遺物群：東９線８遺跡、KT遺物群：北区１遺跡、KS遺物群：キウス４遺跡 A－R地区、SG遺物群：志風頭遺跡、OK
遺物群：奥名野遺跡、TB遺物群：戸平川遺跡、NM遺物群：長桝遺跡、MK遺物群：南方遺跡、YM遺物群：南方、藤尾、岩上遺跡、AC１、２、３遺物群：アチャ平遺跡、IN１、２遺物群：岩
野原遺跡、K１９遺物群：K３９遺跡、KK１、２遺物群：計志加里遺跡、HB１、２（フリント様）：八久保第２遺跡、HR遺物群：堀量遺跡、HM遺物群：春ノ山遺跡、KU４（硬質頁岩様）：久木野遺
跡、ON１、２：大原野遺跡、NI２９：穂香遺跡、UH６３・UH６６：上ノ原遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近：イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、
アバチャ遺跡。
a）：Ando, A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E.（１９７４）. １９７４ compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG－１ granodiorite and JB－１ basalt.

Geochemical Journal Vol. ８, １７５－１９２.

� 自然科学的手法による分析結果
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表�－２－３ 湧別川河口域の河床から採取した２４７個の黒曜石円礫の分類結果

原 石 群 名 個 数 百 分 率 備 考

赤石山群 ９０個 ３６％ 白滝産赤石山群に一致

八号沢・白土沢群 １２０個 ４９％ 割れ面が梨肌の黒曜石

あじさい滝群、幌加沢 ３１個 １３％ 割れ面が梨肌でないもの

ケショマップ第２群 ５個 ２％

KS３遺物群 １個 ０．０４％

注：８号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨肌か否かで区別した。

表�－２－４ 常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した３７個の黒曜石円礫の分類結果

原 石 群 名 個 数 百 分 率 備 考

所山群 ２１個 ５７％

置戸山群 ８個 ２２％ HS２遺物群に似る

ケショマップ第２群 １個 ３％ FR１、FR２遺物群に似る

八号沢群 １個 ３％ 割れ面梨肌

常呂川第１群 １個 ３％

常呂川第２群 ２個 ５％

常呂川第３群 １個 ３％

常呂川第４群 ２個 ５％ KS１遺物群、所山群に似る

注：常呂川第１～２群は分析場所を変えて複数回測定して作る。

図�－２－１ 黒曜石原産地

上台１遺跡
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表�－２－５ 上台１遺跡出土黒曜石製剥片の元素比分析結果

遺 物

番 号

元 素 比

Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K
９２３７５ ０．２５０ ０．０６９ ０．０８４ ２．０９３ ０．９２５ ０．４３３ ０．２３６ ０．０６９ ０．０２７ ０．３７４

９２３７６ ０．２５１ ０．０６９ ０．０８９ ２．３４３ １．０７１ ０．４６７ ０．２４０ ０．０６９ ０．０２５ ０．３４８

９２３７７ ０．２５１ ０．０６８ ０．０８１ ２．２８５ １．００４ ０．４１８ ０．２６７ ０．０３５ ０．０２６ ０．３６１

９２３７８ ０．２５６ ０．０７４ ０．０９２ ２．３７０ １．０６９ ０．４６１ ０．２５４ ０．０７８ ０．０２６ ０．３６２

９２３７９ ０．２５５ ０．０６９ ０．０８３ ２．１７４ ０．９６４ ０．４１３ ０．２５０ ０．０５４ ０．０２７ ０．３８１

９２３８０ ０．２５５ ０．０７２ ０．０９１ ２．３００ １．０６８ ０．３９４ ０．２５６ ０．０５９ ０．０２６ ０．３５４

９２３８１ ０．２５６ ０．０７２ ０．０８４ ２．２２９ ０．９６１ ０．３８０ ０．２６０ ０．００１ ０．０２５ ０．３４５

９２３８２ ０．２５６ ０．０７１ ０．０８３ ２．２２３ ０．９８４ ０．４０２ ０．２５２ ０．１０９ ０．０２６ ０．３７０

９２３８３ ０．２５７ ０．０７２ ０．０８６ ２．２０６ ０．９７３ ０．３９８ ０．２４８ ０．０４２ ０．０２６ ０．３６０

９２３８４ ０．２５５ ０．０６９ ０．０８５ ２．１９２ ０．９６５ ０．４０１ ０．２３６ ０．１１８ ０．０２６ ０．３６２

９２３８５ ０．２４６ ０．０６７ ０．０８６ ２．１７３ ０．９５６ ０．３８６ ０．２４３ ０．０９０ ０．０２０ ０．２５９

９２３８６ ０．２５６ ０．０６３ ０．０７３ １．９１５ ０．８２８ ０．３５０ ０．２０９ ０．０９４ ０．０２６ ０．３５９

９２３８７ ０．２５８ ０．０７２ ０．０７７ ２．２２１ ０．９９４ ０．４６１ ０．２５４ ０．０１８ ０．０２４ ０．３５９

９２３８８ ０．２５４ ０．０７１ ０．０９０ ２．３７２ １．０９５ ０．４７０ ０．２３８ ０．０４７ ０．０２６ ０．３５０

９２３８９ ０．４７４ ０．１５８ ０．０５６ １．６８６ ０．３９９ ０．５７０ ０．１５６ ０．００４ ０．０３２ ０．４６８

９２３９０ ０．２５９ ０．０７３ ０．０８５ ２．１６２ ０．９７８ ０．３９９ ０．２３６ ０．１１１ ０．０２６ ０．３６２

９２３９１ ０．２５４ ０．０７３ ０．０８７ ２．２１２ ０．９８０ ０．４００ ０．２５３ ０．０５６ ０．０２６ ０．３６１

９２３９２ ０．２５５ ０．０７７ ０．０８４ ２．２１５ １．０３７ ０．４５５ ０．２３６ ０．０８０ ０．０２６ ０．３６３

９２３９３ ０．２５４ ０．０７０ ０．０８２ ２．１４９ １．００１ ０．４４３ ０．２５４ ０．０５３ ０．０２６ ０．３５８

９２３９４ ０．２５４ ０．０７６ ０．０８２ ２．１７０ ０．９７７ ０．４０７ ０．２４３ ０．０６５ ０．０２６ ０．３６２

９２３９５ ０．２４８ ０．０６３ ０．０８２ ２．１６１ １．０１５ ０．４０６ ０．２２３ ０．０１７ ０．０２５ ０．３５１

９２３９６ ０．２６５ ０．０７０ ０．０８９ ２．１５７ ０．９８４ ０．５０４ ０．２６８ ０．００１ ０．０２７ ０．３７５

JG－１ ０．７８８ ０．２１５ ０．０６５ ３．４３５ ０．８５５ １．１５２ ０．２５０ ０．０８５ ０．０２８ ０．３１９

JG－１：標準試料－Ando, A., Kurasawa, H.,Ohmori, T. & Takeda, E. １９７４ compilation of data
on the GJS geochemical reference samples JG－１ granodiorite and JB－１ basalt.
Geochemical Journal , Vol. ８１７５－１９２（１９７４）

表�－２－６ 上台１遺跡出土黒曜石製遺物の原材産地分析結果

分析

番号
番号

遺物

番号
出土位置 層 位 原 石 産 地 （確率）

判定

結果
遺 物 名 時 期 重さ 備考

９２３７５ ６３ １ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（９８％）、赤井川第２群（１０％） 赤井川 フ レ イ ク 縄文時代後期前葉 １１．９ｇ

９２３７６ ６４ ２ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（３９％）、赤井川第２群（２１％） 赤井川 フ レ イ ク 縄文時代後期前葉 ２９．９ｇ

９２３７７ ６５ ３ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（３１％）、赤井川第２群（２８％）、

十勝三股（１％）、戸門第１群（４％）

赤井川 スクレイパ

ー

縄文時代後

期 前 葉

３５．８ｇ

９２３７８ ６６ ４ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（８９％）、赤井川第２群（６８％） 赤井川 Rフレイク 縄文時代後期前葉 １３．８ｇ

９２３７９ ６７ ７ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（９９．８％）、赤井川第２群（９６％） 赤井川 スクレイパー 縄文時代後期前葉 １５．３ｇ

９２３８０ ６８ ８ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（４０％）、赤井川第２群（２２％） 赤井川 スクレイパー 縄文時代後期前葉 ２１．１ｇ

９２３８１ ６９ ９ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（５６％）、赤井川第２群（７％） 赤井川 スクレイパー 縄文時代後期前葉 １４．２ｇ

９２３８２ ７０ １０ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（８５％）、赤井川第２群（８４％） 赤井川 Rフレイク 縄文時代後期前葉 ２５．３ｇ

９２３８３ ７１ １１ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（９９％）、赤井川第２群（７５％） 赤井川 スクレイパー 縄文時代後期前葉 ３４．５ｇ

９２３８４ ７２ １２ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（８７％）、赤井川第２群（７１％） 赤井川 原 石 縄文時代後期前葉 ２８．７ｇ

９２３８５ ７３ １３ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（７８％）、赤井川第２群（６５％） 赤井川 原 石 縄文時代後期前葉 １６．９ｇ

９２３８６ ７４ １５ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（２４％）、赤井川第２群（０．２％） 赤井川 石槍またはナイフ 縄文時代後期前葉 １６．４ｇ

９２３８７ ７５ １６ UFC３ �ｃ下層 赤井川第２群（９１％）、赤井川第１群（８５％）、

戸門第１群（１％）

赤井川 Rフレイク 縄文時代後

期 前 葉

２０．２ｇ

９２３８８ ７６ １７ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（２６％）、赤井川第２群（１２％） 赤井川 Rフレイク 縄文時代後期前葉 ９．２ｇ

９２３８９ ７７ １９－１ UFC３ �ｃ下層 豊泉第１群（７２％） 豊 泉 フ レ イ ク 縄文時代後期前葉 １０．８ｇ

９２３９０ ７８ １９－２ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（７２％）、赤井川第２群（４４％） 赤井川 Rフレイク 縄文時代後期前葉 ９．８ｇ

９２３９１ １０４ ５ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（９６％）、赤井川第２群（９７％） 赤井川 フ レ イ ク 旧石器時代 １４．８ｇ 水和層

９２３９２ １０５ ６ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（２８％）、赤井川第２群（３％） 赤井川 Rフレイク 縄文時代後期前葉 １２．６ｇ 水和層

９２３９３ １０６ １４ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（７１％）、赤井川第２群（３９％） 赤井川 フ レ イ ク 縄文時代後期前葉 １７．１ｇ 水和層

９２３９４ １０７ １８ UFC３ �ｃ下層 赤井川第１群（７５％）、赤井川第２群（７３％） 赤井川 フ レ イ ク 縄文時代後期前葉 １６．０ｇ 水和層

９２３９５ １０８ ６１ UP８ 覆土２ 赤井川第１群（３％）、赤井川第２群（７％） 赤井川 石槍またはナイフ 縄文時代後期前葉 ２１．３ｇ 水和層

９２３９６ １０９ ５９ UP１８ 覆土５ 赤井川第１群（５％）、赤井川第２群（０．６％） 赤井川 フ レ イ ク 縄文時代後期前葉 ８．５ｇ 水和層

注意：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では日本に

おける各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法（土器様式の基準も研究

方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係（相互チェックなし）ありません。

本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定され

ている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。
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図�－２－２ 水和層干渉スペクトル

表�－２－７ 上台１遺跡出土黒曜石製遺物の水和層年代測定結果

分析

番号
試料名 遺跡名

出土

位置

遺物

番号
層 位 判定

水

和

速

度

（
μ
�
／
１
０
０
０
年
）

水 和 層 の 厚 さ

３ ヶ 所 測 定（μｍ）

１、２、３それぞれの

経 過 年 代（B.P.）（年）

経
過
年
代（
Ｂ
�Ｐ
�）

１
、２
、３
の
平
均
値
（
年
）

経
過
年
代（
Ｂ
�Ｐ
�）

１
、２
、３
の
±
標
準
偏
差
（
年
）

遺物名 時 期 備考

１ ２ ３ １ ２ ３

９２３９１ 上１－５ 上台１遺跡 UFC３ ５ �ｃ下層 赤井川 １．７
測定

不能

測定

不能

測定

不能
フ レ イ ク 旧石器時代 １４．８ｇ

９２３９２ 上１－６ 上台１遺跡 UFC３ ６ �ｃ下層 赤井川 １．９１６７ ５．３２６２ ４．２５８６ ４．９３０４ １４，７４７ ９，４０８ １２，６２９ １２，２６１ ２，１９５ Rフレイク
縄 文 時 代

後 期 前 葉
１２．６ｇ

９２３９３ 上１－１４ 上台１遺跡 UFC３ １４ �ｃ下層 赤井川 １．９１６７ ３．４７０８ ３．５２５８ ３．３８４４ ６，２３１ ６，４３２ ５，９２２ ６，１９５ ２１０ フ レ イ ク
縄 文 時 代

後 期 前 葉
１７．１ｇ

９２３９４ 上１－１８ 上台１遺跡 UFC３ １８ �ｃ下層 赤井川 １．９１６７ ４．２１３２ ４．２５２７ ４．２７７６ ９，２０７ ９，３８２ ９，４９３ ９，３６１ １１７ フ レ イ ク
縄 文 時 代

後 期 前 葉
１６．０ｇ

９２３９５ 上１－２１ 上台１遺跡 UP８ ６１ 覆土２ 赤井川 １．９１６７ ３．３２７８ ３．６０３ ３．３０６７ ５，７２４ ６，７１９ ５，６５１ ６，０３１ ４８７
石槍または

ナ イ フ

縄 文 時 代

後 期 前 葉
２１．３ｇ

９２３９６ 上１－２２ 上台１遺跡 UP１８ ５９ 覆土５ 赤井川 １．９１６７
測定

不能

測定

不能

測定

不能
フ レ イ ク

縄 文 時 代

後 期 前 葉
８．５ｇ
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３．森町上台１遺跡から出土した炭化植物種子

＊椿坂 恭代

（１）遺跡と調査の概要

遺跡の名称：森町上台１遺跡（B－１５－２７）

遺跡の所在：北海道茅部郡森町字上台３３－１、４２－１、３６４ほか

調 査 機 関：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

調 査 期 間：平成１５年５月６日～１０月２４日

遺跡の立地：遺跡は森町中心部から南へ約２�挟まれた段丘上に位置し、標高は７８～９０ｍである。

遺跡の年代：縄文時代前期後葉～後期中葉、晩期後葉（主体は後期前葉である）

検 出 遺 構：竪穴住居跡（UH）１軒、土坑（UP）５９基、Tピット（TP）５基、配石遺構（US）２

基、集石・礫集中（US）４カ所、石囲い炉（US）１４基、焼土（UF）４カ所、フレイ

ク集中（UFC）４カ所、立石７基、柱穴状の小ピット（USP）７７基が検出された。

詳細については本文を参照していただきたい。

（２）扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、縄文時代後期前葉の土坑から土壌を採取しフローテーション法

で処理後、種子の第一次選別を経て送付されてきた。これらの資料について実体顕微鏡で観察ならび

に撮影を行った。検出された植物種子の出土表は表�－３－２に示しておいた。

（３）検出された種子

キハダ属 Phellodendron Rupr．（図版１－１：UP－９から出土）

UP－９の覆土からキハダ属の破片が４片検出されている。種子は半横広卵形で表皮に浅い凹みに

よる網目模様がある。これらの特徴からキハダ Phellodendron amurense Rupr．と判断される。

図示したように、種子は破片のため計測はできなかった。

クルミ属 Juglans L．（図版１－２a、２b：UP－９から出土）

UP－９の覆土からとUP－３９の覆土内焼土から内果皮が０．０９ｇ検出されている。内果皮はすべて砕

片である。核表面には縦に浅い溝状の模様がある。これらの特徴からオニグルミ Juglans sieboldiana

Maxim．と判断される。

不明（図版１－３：UP－９から出土）

UP－９の覆土からとUP－３９の覆土内焼土から写真３に図示した種子が８粒検出されている。手元

に比較資料がないので、分類することが出来なかった。計測値は長さ２．５、幅０．７。

（４）若干のコメント

検出された炭化植物はキハダ属とクルミ属であった。いずれも、集落の周囲に認められる木本のも

ので、可食性の高い植物である。

後世の撹乱を受けていない層準の土壌を採取することを目的として、各時代の遺構のサンプリング

を実施してきた。その結果、擦文文化、中・近世の遺構からは必ず栽培種子、野生種子が検出できる

ことがわかってきた。しかし、縄文時代の各時期から検出された資料を検討すると、遺跡によりかな
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り種子の出土量に隔たりがあり、その原因は不明である。

今回、土壌の採集を試みた遺構は土坑の覆土と覆土内の焼土からで、炭化植物の出土量はきわめて

少なかった。これまでのサンプリングの例を見ると、焼土遺構の場合、被熱により植物種子が燃え尽

きてしまうようで、炭化種子の検出量は少ないという傾向にある。今後も、縄文時代の土壌サンプリ

ングについて、いろいろな立場から検討していくことが必要である。

＊札幌国際大学博物館／客員研究員

図版�－３－１ 種実遺体

表�－３－２ 上台１遺跡炭化種子一覧

試料番号 遺跡名 遺構名
採取地点・

層 位
推定時期

キハダ属

（片）

ク ル ミ 属

（ｇ）
不明（片）

上１－１ 上台１遺跡 UP－９ 覆土下 縄文時代後期前葉 ４ ０．０８ ３

上１－２ 上台１遺跡 UP－３９ 覆土内焼土 縄文時代後期前葉 ０．０１ ８

表�－３－１ フローテーション試料一覧

試料

番号
遺構 層位

採取

範囲

乾燥重量

（ｇ）

体積

（ｌ）

残渣重量

（ｇ）

浮遊物

（ｇ）

土器

（ｇ）

フレイク

（ｇ）

礫

（ｇ）

骨片

（ｇ）

炭化物

（ｇ）

種子

（ｇ）
備考

上１－１ UP－９ 覆土下 － １９，９００ ２５．８ １，３１２ ５１．５ １５．４ ４．３ ０．９７ ０．０８

上１－２ UP－３９ 焼土 － ２８．３ ６．７ １２９．１ ９．８ ０．１ ０．１ ０．１ ０．０２ ０．３７ ０．０１

合 計 １９，９２８ ３２．５ １，４４１ ６１．３ １５．５ ０．１ ４．４ ０．０２ １．３４ ０．０９

１
２a ２b ３

キハダ属 クルミ属内果皮表面 不明内面
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� まとめ

１．遺構

検出された遺構は住居跡（UH）１軒、土坑（UP）５９基、Tピット（TP）５基、配石遺構（US）

２基、集石・礫集中（US）４カ所、石囲い炉（US）１４基、焼土（UF）４カ所、フレイク集中（UFC）

４カ所、立石７基、柱穴状の小ピット（USP）７８基である。すべて縄文時代のものである。

支流１に面した河岸段丘上では、住居跡１軒、土坑２９基、配石遺構１基、集石１カ所、石囲い炉５

基、フレイク集中２カ所、立石７基、柱穴状の小ピット７５基が検出された。

住居跡（UH－４）は１軒のみの検出であった。径４ｍほどの円形プランで、床面中央に石組み炉

が検出されたことから住居跡としたものである。周囲の墓と関連すると考えた場合、通常の住居では

なく、祭祀的な施設としての可能性もある。

土坑は周辺の出土遺物や規模・形状などから、多くは縄文時代後期前葉後半と考えられる。墓の可

能性があるものは２３基（UP－７・８・１１・１２・１６・１８・１９・２１～２３・３０・３２・３５・３７～３９・４２・５７

～６０・６２・６３）あり、このうち、坑口部の径が１ｍほどの、くびれが弱いフラスコ状の土坑（UP－

８・１６・１８・２１～２３・３２・３５・３７・４２・５７～５９・６３）が１４基ある。フラスコ状の土坑には礫を伴うも

のがあり、坑口部から覆土内にかけて礫その他の遺物がまとまって出土するもの（UP－８・１６・２１

・５９）、１～数点の礫が覆土内からまばらに出土するもの（UP－１８・２２・２３・３５・３７・６０）がある。

他に、坑底から台石２、３点が出土したもの（UP－１１）、ほぼ完形の土器を伴ったもの（UP－１１・

１２・３０）、土器片と礫が出土した小型土坑（UP－１９・６２）などがある。

UP－１２では�群 a類のトリサキ式相当の土器が、坑底に薄く埋め戻した黒色土の上からまとまっ

て出土した。一個の土器を２つに割り、内面を上向きにして、意図的に２枚重ねたと見られる状態で

あった。ほぼ完形に復元されたが、胴の一部に大きな割れ口が開いていた。外側に剥離痕が広がって

いたことから、内側から衝撃を加えて打ち割ったと見られる。

UP－１９・６２は確認面の長軸が５０�に満たない小型の土坑である。UP－１９は２つに割れた土器片

の１つが壁際に立った状態で、もう１つは坑口部から出土した。UP－６２は覆土下位から台石が１点、

坑口部付近から土器片がまとまって出土した。これらを墓とした場合、その大きさから、乳幼児の墓

である可能性もある。

河岸段丘面には、この他に柱穴状の小ピットや立石と呼称した遺構なども分布している。

柱穴状のピットは周辺の低位段丘部分で７５基が検出された。径や深さ、断面形状などからグループ

分けをし、建物の存在を検討したが、判然としない。USP群�としてくくったものにその可能性が

ある程度である（図�－８４）。石斧および石斧片を出土したものが２基（USP－２６・４６）あった。柱

穴状の小ピットから石斧が出土した例は八雲町栄浜１遺跡（北埋調報１７５）の SP－８、森町濁川左岸

遺跡（北埋調報２０８）の SP－２、森町倉知川右岸遺跡（北埋調報１９６）の SP－６０などがある。

他に、覆土内から楕円形の扁平礫が立った状態で出土した例が１基（USP－７４）あった。�章に

おいても述べたとおり立石として取り扱った７基についても、同様のものであったと考えられる。ま

たUP－６４（図�－５４）のような礫が納まる大きさに掘り込んだ土坑も、礫が立っているか横になっ

ているかの違いだけで、立石やUSP－７４と同様の遺構と考えてよいのかもしれない。

支流２に面した地区では、土坑２０基、石囲い炉９基、焼土２カ所、フレイク集中２カ所の遺構が検
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出された。支流１に面した南東側の地区に比べると、土坑のあり方がバラエティに富んでいるように

見える。UP－４・６・４５・４６は大型の土坑であった。UP－６は坑底面で付属遺構が５基（PP－１

～５）検出された。そのうち PP－１～３は墓の可能性が高いものである。UP－４５・４６は隣接して

検出されたもので、いずれも墓の可能性がある。UP－４・６は縄文時代後期前葉、UP－４５・４６は

縄文時代中期前半のものである。

UP－１４・２５も墓と考えられるものである。これらは径２ｍ内外の円形プランの土坑であり、とも

に礫層を掘り抜いている。坑底付近と壁際を Ko－gで埋め戻した後、土坑掘り上げ時に出た礫を投

入しながら、さらに埋め戻していた。出土した礫は人頭大より小さいものが大半であったが、UP－

２５の坑底部からは５３．８�と１０１．３�の極端に大きな礫が２個出土している。

UP－１５・２９は坑底から台石・石皿の素材と考えられる大型の扁平礫が出土した土坑である。礫の

重量はいずれも３０�前後であるが、こうした土坑は南東側の地区では検出されていない。

支流１に面した遺構が、ほとんど縄文時代後期前葉後半、ほぼ同時期のものであるのに対して、支

流２に面した遺構は縄文時代中期前半から後期前葉にかけてのものである。

２．遺物

出土した遺物の主体は縄文時代後期前葉のものである。なかでも大津�群相当の土器が多い。大津

�群に先行するトリサキ式は少なく、復元したものではUP－１２の副葬された土器があげられる程度

である。

大津�群相当の土器には口縁部を欠いた壺型と思われるものがある（図�－１２－３５）。この土器は

甕棺として使用されたと報告されている八雲町浜松５遺跡の２号埋設土器（１９９５ 八雲町教委『浜松

５遺跡』）に類似するが、T－１２区周辺の包含層中で出土した破片が接合したものである。森町倉知

川右岸遺跡UP－３４からも、頸部より上を欠く壺型土器が出土している（２００４ 道埋文『森町倉知川

右岸遺跡』北埋調報１９６）。

出土した石器は、台石・石皿がもっとも多く、２３９点（２２％）出土した。この他にたたき石１７１点

（１６％）、すり石類（すり石・扁平打製石器・北海道式石冠）１４６点（１３％）、加工痕のある礫３６点（３％）、

砥石７点（０．６％）を加えると、出土石器全体の５０％以上を礫石器が占める。扁平打製石器は、包含

層から５７点出土しており、N－９区とその周辺（１６点）、T－５２区とその周辺（１４点）、２カ所の集中

があった。

剥片石器類では石鏃１５４点（１４％）、スクレイパー１６０点（１５％）が多い。石鏃では有茎が１０６点とも

っとも多く、凸基５３点、平基４８点、凹基５点からなる。凸基５３点のうち４４点が支流２に面した地区で

の出土であった。 （影浦）
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表１ 遺構規模一覧（１）

住居跡

遺構名 グリッド 確認面層位

規模

形状 備考長軸（ｍ） 短軸（ｍ）
深さ（ｍ）

確認面／底面 確認面／底面

UH－４ R�S－９ �ｃ層中位 ４．１４／４．２８ ３．８０／３．７０ ０．３ ほぼ円形 周溝を持つ。

土坑

遺構名 グリッド 確認面層位

規模

形状 長軸方位 備考長軸（ｍ） 短軸（ｍ）
深さ（ｍ）

確認面／底面 確認面／底面

UP－１ J－４１ �ｃ層中位 （１．６８）／（１．５０） １．１０／１．０２ （０．４６） 長楕円形 N－３６゚－E 礫３１点覆土１において検出

UP－２ O－４１・４２ �層上面 ０．５５／０．４２ ０．５４／（０．３６） （０．１４） 円形 －

UP－３ O－３９ �ｃ層下位 ０．８６／０．７０ ０．６０／０．５０ （０．１８） 楕円形 N－８９゚－E 扁平礫３点と小礫１点を中央部において検出

UP－４ N－４８
�ｃ層下位～
�層上面

（１．６４）／（１．１９） （０．９７）／（０．６１） ０．５２ 隅丸方形 N－６３゚－W

UP－６ M�N－４５・４６ �層上面 ３．４８／３．０８ ３．００／２．３４ ０．６６ 楕円形 N－５４゚－E

UP－７ O�P－１０・１１ �ｂ層 ２．２５／１．４５ ２．４１／１．２３ １．２５ 不整円形 －

UP－８ T－８ �層 １．６２／１．３８ １．５６／１．２６ ０．６６ ほぼ円形 － 小フラスコ状・被熱礫・炭・骨片

UP－９ P－１１ �ｂ層 ２．０４／１．３０ （１．５７）／１．１３ １．２１ 不整円形 －

UP－１０ O－４５・４６ �ｃ層中位 １．４４／１．１０ （０．７０）／０．３８ ０．３６ 楕円形 N－２３゚－W

UP－１１ Q－９ �ｃ層下位 （１．３０）／０．９６ （１．０４）／０．６６ ０．６０ 楕円形 不明 台石・人頭大礫が各１安置・土器１個体横倒し

UP－１２ O－９・P－９ �ｂ層 ３．４４／２．７１ ３．３３／１．５４ ０．９８ 隅丸方形 －

UP－１３ R�S－５０ �ｃ層上面 １．９８／１．６６ １．３６／１．０８ ０．５４ 楕円形 N－１２゚－W

UP－１４ R�S－５１
�ｃ層下位～
�層上面

２．３０／１．５３ １．９０／１．７０ １．１５ 円形 －

UP－１５ O－４８
�層下位～
�層上面

０．８８／０．７８ ０．７９／０．６５ ０．１８ 卵形 N－８３゚－E

UP－１６ S－１１ �ｃ層中位 １．０６／０．９３ （０．９６）／（０．８４） ０．４８ 円形 － 被熱礫・礫

UP－１８ S－８ �ｃ層下位 １．５４／１．２６ １．４０／１．１６ ０．７５ ほぼ円形 － 小フラスコ状

UP－１９ R－９ �ｃ層下位 （０．４６）／（０．４２） ０．３８／０．３２ ０．３２ 楕円形 不明

UP－２０ R�S－４６
�層下位～
�層上面

０．９９／０．６３ ０．９８／０．６２ ０．３９ ほぼ円形 N－１７゚－W

UP－２１ S－１２ �層 １．４６／１．４０ １．２４／１．３０ ０．６４ ほぼ円形 － 小フラスコ状・被熱礫・土器多数

UP－２２ Q－１１ �ｃ層 １．２３／１．０２ １．０８／０．９６ ０．８４ ほぼ円形 － 小フラスコ状・坑口部に礫１点

UP－２３ R－１４ �ｃ層 １．３０／１．０６ １．２０／０．９６ ０．７６ ほぼ円形 － 小フラスコ状・覆土中位に礫１点

UP－２４ S－５１・５２ �層 １．０１／０．８４ ０．７８／０．６６ ０．２１ 卵形 N－１ －゚E

UP－２５ S－５２
�ｃ層下位～
�層上面

１．９８／１．７６ １．９３／１．６４ ０．９４ 円形 N－２０゚－E

UP－２６ Q－４６ �層上面 ０．８０／０．５４ ０．８５／０．４７ ０．３８ 円形 N－１３゚－W

UP－２７ P－４６ �層上面 ０．７１／０．５３ ０．６６／０．５０ ０．２３ 隅丸方形 N－６９゚－E

UP－２８ R－４７ �ｃ層下位 （０．７８）／１．５８ －／０．５８ ０．４２ 隅丸方形 N－４ －゚W

UP－２９ R�S－４９ �層上面 ０．８３／０．５１ ０．７８／０．５３ ０．４９ 円形 －

UP－３０ Q－１２ �層 （１．１２）／（０．８２） （０．８６）／（０．５８） （０．３４） 楕円形 N－６６゚－E 坑底付近の確認・口縁の一部を欠く小型無文土器１点

UP－３１ O－１２ �層上面 ０．８５／０．８７ ０．７２／０．７０ ０．３２ 長楕円形 N－５９゚－E

UP－３２ S－１５ �層上面 １．１０／１．０６ １．０６／０．９４ ０．５２ ほぼ円形 － 小フラスコ状

UP－３３ R－１１ �層上面 ０．９８／０．８４ ０．８４／０．７２ ０．３６ ほぼ円形 －

UP－３４ P�Q－１１ �ｂ層 １．１４／１．１８ １．０６／１．１４ ０．３２ ほぼ円形 －

UP－３５ S－１４ �層 １．１０／１．２２ ０．９８／１．１０ ０．８０ ほぼ円形 －

UP－３６ R－７ �層 （０．９０）／（０．８４） （０．６０）／（０．５４） ０．３０ 円形 －

UP－３７ T－１３ �ｃ層 １．１８／１．２０ １．００／１．１６ ０．４５ 不整円形 －

UP－３８ P－１０ �ｃ層 ０．８７／０．４４ ０．６７／０．３３ ０．４４ 長楕円形 N－３６゚－W

UP－３９ Q－９・１０ �ｂ層 ２．７９／２．５６ １．９２／１．９３ ０．５５ 長楕円形 N－３０゚－W

UP－４０ R－５０ �層中位 ０．５８／０．３０ ０．５０／０．２５ ０．１８ 楕円形 N－６４゚－W

UP－４１ P－２２ �層上面 １．０７／０．８９ ０．８１／０．７１ １．２０ 楕円形 N－８ －゚W

UP－４２ P－１２ �ｂ層 （０．７０）／（０．７５） ０．９５／０．７５ ０．５７ 楕円形 N－０°

UP－４３ Q�R－４９・５０ �層 １．５４／１．３４ （０．７７）／０．７０ ０．２８ 楕円形 N－５７゚－W

UP－４４ P－１６ �層 １．８０／１．０２ １．３８／０．６２ １．０２ 楕円形 N－８６゚－W

UP－４５ R－４８ �ｃ層上面 （１．９９）／（１．７０） （１．６０）／（１．４８） ０．４０ 隅丸長方形 N－１１゚－E

UP－４６ S－４８ �ｃ層上面 ２．２４／２．１０ １．９０／１．７０ ０．４３ 隅丸長方形 N－９０゚

UP－４７ R－１１ �ｃ層上面 ０．６４／０．４８ ０．６０／０．４６ ０．３０ ほぼ円形 －

UP－５０ N－１７ �ｃ層上面 １．０４／０．９１ ０．９０／０．６２ ０．３２ ほぼ円形 －

UP－５１ N－１７ �ｃ層上面 ３．３１／２．６７ ３．１３／２．４９ ０．５８ 円形 －

UP－５３ N－１０ �層上面 ０．９６／０．６３ ０．７８／０．５１ ０．４０ 楕円形 N－６５゚－E

UP－５４ L－９ �層上面 ０．７８／０．６０ ０．７４／０．４３ ０．３１ 円形 －

UP－５５ L－１１ �ｃ層～�層 （１．３８）／（１．２７） １．３６／１．１７ ０．２５ 不明 －

UP－５７ T－１２ �層上面 ０．９８／１．１２ ０．９４／０．９８ ０．４４ ほぼ円形 －

UP－５８ T－１２ �層上面 １．０４／０．８８ ０．９２／０．８４ ０．４６ ほぼ円形 －

UP－５９ U－１１ �層上面 ２．４２／２．１０ １．６８／１．３２ ０．７４ 楕円形 N－８８゚－E

UP－６０ T－１２ �層上面 ０．９４／０．７６ ０．８８／０．６８ ０．３８ ほぼ円形 －

UP－６２ S－１０ �層上面 ０．４８／０．３４ ０．４６／０．３０ ０．３８ 円形 － 坑口部に口縁部片・覆土下位に小扁平礫

UP－６３ U－９ �層中位 １．１２／１．００ ０．９８／０．７４ ０．４２ 不整円形 －

UP－６４ T－１１ �層上面 ０．４６／０．４４ ０．２６／０．１６ ０．１８ 楕円形 N－２６゚－E

UP－６６ K�L－１０ �ｃ層上面 １．３０／０．９７ ０．８５／０．５８ ０．４１ 楕円形 N－１２゚－W

UP－６７ O－１７ �層上面 ２．４６／１．２９ １．９３／１．４６ ０．８０ 不整円形 －

一覧表
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配石遺構
遺構名 グリッド 確認面層位 規模（ｍ） 形状 備考

US－１３ S－９ �ｃ層下位 不明 不明 巨礫・被熱

US－１９
K－１１・L－９

～１１・M－９
�ｂ層 ８．５×７．０ 不明

集石
遺構名 グリッド 確認面層位 規模（ｍ） 形状 備考

US－１４ N－９ �ｃ層上位 ０．７５×０．４５ 楕円形

US－１５ L－８ �層 １．２×０．６ 楕円形

US－１６ K－１０ �ｂ層下位 １．２×０．６ 楕円形

US－２０ T－９ �層上位 不明 三つ重ね 扁平礫３枚重ね。

石囲い炉
遺構名 グリッド 確認面層位 規模（ｍ） 形状 備考

US－１ O－５１ �ｃ２層 ０．６４ × ０．４４ 楕円形

US－２ P－４６ �ｃ層中位 ０．５１ ×（０．３８） 半円形

US－３ Q－４５ �ｃ層中位 （０．４０）×（０．３４） L字形

US－４ P�Q－８ �ｃ層上位 ０．４５ × ０．３５ 円形

US－５ O－４５ �ｃ層下位 ０．３８×（０．２８） 半円形

US－６ Q－９ �ｃ層下位 （０．９５）×（０．５０） 不明 形をとどめていない・半破損

US－７ S－１２ �ｃ層下位 （１．２６）×（０．７０） 馬蹄形

US－８ S－５０ �ｃ層下位 （０．５０）× ０．５２ 不明

US－９ R－５０ �ｃ層中位 不明 不明

US－１０ R－４８ �ｃ層下位 （０．４０）×（０．２６） 半円形

US－１１ R�S－４８ �ｃ層上位 （０．７３）×（０．４２） 不明

US－１２ T－５１ �ｃ層下位 ０．５８ × ０．３６ 楕円形

US－１７ T－１０ �層 ０．８６ × ０．７８ 正方形 一部が開く。

US－１８ T－１１ �層 ０．８８ × ０．８０ コの字形

焼土
遺構名 グリッド 確認面層位 規模（ｍ） 備考

UF－１ N－４３ �ｂ層 ０．８６×０．６４×０．２０

UF－２ R－５０ �ｃ層中位 ０．７６×０．６７×０．１２

UF－４ L－９ �ｂ層 ２．９０×１．４０×０．１２

UF－５ N－１３ �ｂ層 ０．６０×０．４４×０．０６

フレイク集中
遺構名 グリッド 確認面層位 規模（ｍ） 備考

UFC－１ T－５４ �ｃ２層中位 ０．１９×０．１７ 黒曜石の集中

UFC－２ T－９ �ｃ層下位 ２．０×１．６×０．２ 赤色頁岩の集中

UFC－３ T－８ �ｃ層下位 － 黒曜石の埋納遺構

UFC－４ T－５２ �ｃ層下位 ０．３７×０．２０ メノウフレイク集中

立石
遺構名 グリッド 確認面層位 礫重量（ｇ） 素材 掘り込み規模（ｍ） 備考

立石１ Q－８ �層中位 ４，０３０ 安山岩 ０．２２×０．１６／０．１８

立石２ R－８ �層中位 ２，３５０ 安山岩 ０．１８×０．１７／０．３２

立石３ R－９ �層中位 １，２５０ 安山岩 ０．２６×０．２０／０．２２

立石４ S－９ �層中位 ７，７４０ 安山岩 ０．２８×０．２２／０．４２

立石５ S－１０ �層中位 ２，８４０ 安山岩 ０．１９×０．１４／０．２０

立石６ T－９ �層中位 ８，６８０ 安山岩 ０．２６×０．１７／０．１０

立石７ T－１０ �層中位 １，３３５ 安山岩 ０．１６×０．１６／０．２６

表１ 遺構規模一覧（２）

Tピット

遺構名 グリッド 確認面層位

規模

形状 長軸方位 備考長軸（ｍ） 短軸（ｍ）
深さ（ｍ）

確認面／底面 確認面／底面

TP－１ L－１４ �層 （１．３０）／（１．４６） ０．５７／０．１３ １．１５ 長楕円形 N－６４゚－W

TP－２ O－１６ �層 ２．２１／２．３０ ０．５１／０．１２ １．０７ 長楕円形 N－５５゚－W

TP－３ Q－１８ �層 ２．３２／２．０８ ０．６８／０．１７ １．１２ 楕円形 N－６８゚－W

TP－４ N－２１ �層 ２．３１／２．４０ ０．７５／０．１９ １．２７ 長楕円形 N－４９゚－W

TP－５ Q－２１ �層 ２．３７／２．３８ ０．６９／０．１６ １．３６ 長楕円形 N－５９゚－W

上台１遺跡
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表１ 遺構規模一覧（３）

柱穴状の小ビット
遺構名 グリッド 確認面層位 規模（ｍ） 備考

USP－１ R－１０ � （０．２０／０．２０）×０．２４

USP－２ R－１０ � （０．１６／０．１５）×０．２１

USP－３ R－１０ � （０．２４／０．２０）×０．３１

USP－４ R－１０ � （０．１８／０．１６）×０．２４

USP－５ R－１０ � （０．２０／０．１７）×０．２６

USP－６ R－１０ � （０．２２／０．１８）×０．２４

USP－７ R－１０ � （０．１６／０．１６）×０．１８

USP－８ S－１０ � （０．２０／０．１８）×０．１８

USP－９ S－１０ � （０．１７／０．１６）×０．２２

USP－１０ S－１０ � （０．２１／０．２１）×０．３１

USP－１３ S－１０ � （０．１４／０．１２）×０．２０

USP－１４ S－１０ � （０．２０／０．１８）×０．３２

USP－１５ S－１０ � （０．２４／０．２０）×０．３８

USP－１６ S－９ � （０．１４／０．１１）×０．０５

USP－１７ R－９ � （０．１８／０．１６）×０．１８

USP－１８ R－９ � （０．２４／０．１８）×０．１４

USP－１９ R－９ � （０．２８／０．２６）×０．２１

USP－２０ R－９ � （０．２５／０．１９）×０．２０

USP－２１ R－９ � （０．１４／０．１３）×０．０９

USP－２２ R－９ � （０．２０／０．１９）×０．１８

USP－２３ R－８ � （０．２２／０．２０）×０．０６

USP－２４ R－８ � （０．１９／０．１８）×０．１４

USP－２５ R－８ � （０．２６／０．１９）×０．０９

USP－２６ S－９ � （０．２２／０．１８）×０．３４ 覆土内で石斧出土。

USP－２８ Q－８ � （０．３０／０．２２）×０．３０

USP－２９ T－１０ � （０．２４／０．１７）×０．３８

USP－３０ Q－８ � （０．２６／０．２５）×０．２３

USP－３１ R－８ � （０．１８／０．１６）×０．２０

USP－３２ S－８ � （０．１８／０．１７）×０．１２

USP－３３ S－８ � （０．３１／０．２７）×０．１６

USP－３４ S－９ � （０．２６／０．２６）×０．１４

USP－３５ S－９ � （０．１２／０．０９）×０．１５

USP－３６ S－９ � （０．１１／０．０８）×０．０９

USP－３７ T－１３ � （０．２２／０．１７）×０．２７

USP－３８ S－９ � （０．０９／０．０９）×０．１０

USP－３９ S－９ � （０．１８／０．１７）×０．１３

USP－４０ S－９ � （０．２３／０．１９）×０．３４

USP－４１ R－９ � （０．１３／０．１０）×０．１２

USP－４２ R－９ � （０．１２／０．１２）×０．０９

USP－４４ S－９ � （０．１４／０．１２）×０．０６

USP－４５ U－１０ � （０．２１／０．１７）×０．２６

USP－４６ U－１０ � （０．２５／０．２２）×０．３１ 石斧片出土。

USP－４８ Q－１０ � （０．２４／０．１８）×０．１６

USP－４９ M－１０ �ｃ （０．３１／－）×０．４０

USP－５０ M－１１ �ｃ （０．４９／０．３４）×０．３０

USP－５１ M－１３ �ｃ （０．３２／－）×０．２４

USP－５６ R－１０ � （０．３６／０．２５）×０．１２

USP－５８ S－９ � （０．２５／０．２１）×０．１６

USP－７０ S－９ � （０．２５／０．２２）×０．３２

USP－７１ S－９ � （０．２４／０．１８）×０．２０

USP－７３ S－１０ � （０．１８／０．１６）×０．１６

USP－７４ S－１０ � （０．２０／０．１７）×０．３２ 覆土内で礫出土。立石と関連？

USP－７５ S－１０ � （０．１８／０．１４）×０．２９

USP－７６ S－１０ � （０．２１／０．１６）×０．１１

USP－８２ S－１０ � （０．１８／０．１５）×０．２８

USP－８３ S－１０ � （０．２０／０．１４）×０．２３

USP－８４ S－１０ � （０．２２／０．１５）×０．１８

USP－８８ S－１０ � （０．３６／０．２３）×０．３６

USP－９２ S－１０ � （０．２４／０．１８）×０．２９

USP－９６ S－１０ � （０．３２／０．２２）×０．２３

USP－９７ S－１０ � （０．１６／０．１４）×０．２７

USP－９８ S－１０・１１ � （０．１６／０．１２）×０．１４

USP－９９ S－１０ � （０．１８／０．１６）×０．２９

USP－１００ P－９ � （０．２３／０．２１）×０．２６

USP－１０１ P－９ � （０．２６／０．１８）×０．２４

USP－１０２ Q－９ � （０．２３／０．２３）×０．２５

USP－１０３ Q－９ � （０．１６／０．１０）×０．２６

USP－１０４ Q－９ � （０．１８／０．１６）×０．２２

USP－１０５ T－１０ � （０．２８／０．２４）×０．３４

USP－１０６ S－１０・１１ � （０．２１／０．２０）×０．２７

USP－１０７ Q－１１ � （０．２２／０．１８）×０．１９

USP－１０８ Q－８ � （０．２６／０．２３）×０．３０

USP－１０９ Q－１１ � （０．２３／０．２１）×０．１８

USP－１１０ Q－９ � （０．２４／０．１８）×０．２８

USP－１１４ R－１１ � （０．２３／０．２１）×０．１８

USP－１２９ S－１１ � （０．２５／０．２１）×０．２２ 覆土内から頁岩の微細フレイク４９点出土。

USP－１３０ S－１１ � （０．１６／０．１２）×０．２９

USP－１３１ S－１１ � （０．３０／０．２６）×０．２６

一覧表
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１５
３

２
１

２２
１５

９
２２

２６
０

U
P
－

１５
０

０
１

１

U
P
－

１６
２５

２５
１

１
７

６
３９

U
P
－

１８
４

１２
５

１２
９

１
１

１
１

４
８

１０
２

１４
９

U
P
－

１９
５１

５１
０

１
５２

U
P
－

２０
０

１
２

３
１

４

U
P
－

２１
９１

１
９２

２５
３

２
３０

１８
１０

１５
０

U
P
－

２２
７

７
０

２
２

１１

U
P
－

２３
１３

１３
０

２
１５

U
P
－

２５
２

４７
５

５４
８

２
１

１１
１２

３
２７

２１
５

U
P
－

２６
０

１
１

１
２

U
P
－

２７
０

１
１

１

U
P
－

２８
０

１
１

１

U
P
－

２９
１４

１４
２

２
３

１９

U
P
－

３０
１１

１１
０

１１

U
P
－

３２
５

５
０

５

U
P
－

３４
２９

２９
１

５
１

７
５

１
４２

U
P
－

３５
２

２
０

１
１

４

U
P
－

３７
４６

２
４８

１
１

２
９

６
６５
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石
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槍
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フ

石
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ま
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ナ
イ フ

ス
ク

レ
イ
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ー

R
フ

レ
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フ

レ
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石
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（
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）
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（
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石
斧
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き
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す
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U
P
－

３８
１

５
６

０
２

８

U
P
－

３９
１

５１
５２

１
１

１
３

１
１

８
２１

５
８６

U
P
－

４３
１

３
４

１
１

３
８

U
P
－

４５
３１

４
３

１
３１

８
３

３
２

８
７

１
３３

４

U
P
－

４６
６

６
２３

３５
３

１
１

５
１

１
４２

U
P
－

５３
４

４
１

１
３

１
９

U
P
－

５４
０

０
２

２

U
P
－

５５
０

３
３

３

U
P
－

５７
４６

１８
６４

１
１

１
３

１
６８

U
P
－

５８
３６

３６
１

１
１

３
１

４０

U
P
－

５９
１

３２
１

５６
３７

８
１

２
４

３７
４

１
１

５０
１９

２０
４６

７

U
P
－

６０
１９

１９
０

６
２

２７

U
P
－

６２
９

９
１

２
３

１２

U
P
－

６３
８

８
１

１
１１

４
２４

U
P
－

６４
０

１
１

１

U
P
－

６６
０

１
１

８
１

１０

U
P
－

６７
１

１
１

１
２

配
石

遺
構

U
S
－

１３
０

１
１

１０
１１

U
S
－

１９
１４

３
１１

３
２

１
１３

３
２

１
５

５
１１

３
１

２
７

１８
１

５６
６５

６０
３１

４

集
石

・
礫

集
中

U
S
－

１４
０

０
１４

１
６

１４
７

U
S
－

１５
３

１８
２１

１
１

２
６０

２
１３

９
７６

４

U
S
－

１６
３

３
１

１
２

５９
４

１２
１

７２
０

U
S
－

２０
０

０
２

１
３

石
囲

い
炉

U
S
－

１
１

１
０

１１
１２

U
S
－

２
６

６
０

３
２

１１

U
S
－

３
０

０
３

３

U
S
－

４
０

０
５

５

U
S
－

５
０

０
３

３

U
S
－

６
０

１
１

２
５

３
１０

U
S
－

７
０

１
１

１２
１

１４

U
S
－

８
０

０
３

１
４

U
S
－

９
０

１
１

１
１

３

U
S
－

１０
０

０
３

３
６

U
S
－

１１
０

０
２

１４
１６
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ｂ
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フ
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つ
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ク
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イ
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フ

レ
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U
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レ
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フ
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（
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フ
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き
石
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り 石
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U
S
－

１２
１７

６
１７

６
１

１
５

１１
１９

３

U
S
－

１７
０

３
３

８
６

１７

U
S
－

１８
０

０
９

９

焼
土

U
F
－

１
０

０
１

１

フ
レ

イ
ク

集
中

U
F
C
－

１
３

３
１

４３
４４

４
５１

U
F
C
－

２
３０

３０
１

２
５４

０
１

１
５４

５
３

３
５８

１

U
F
C
－

３
０

１
５

７
２

５
２０

２０

U
F
C
－

４
０

２
７７

７９
７９

T
ピ

ッ
ト

T
P
－

３
０

０
１

１
２

立
石

立
石

１
０

０
１

１

立
石

２
０

０
１

１

立
石

３
０

０
１

１

立
石

４
０

０
１

１

立
石

５
１

１
０

１
２

立
石

６
０

０
１

１

立
石

７
０

１
１

１

柱
穴

状
ピ

ッ
ト

U
S
P
－

２６
０

１
１

１

U
S
P
－

２８
１

１
０

１

U
S
P
－

４５
２

２
０

２

U
S
P
－

４６
０

１
１

１

U
S
P
－

７０
２

２
０

２

U
S
P
－

７４
１

１
０

１
２

U
S
P
－

８３
１

１
０

１

U
S
P
－

１２
９

０
４９

４９
４９

総
計

４
４６

４
９

３
，３

６４
１０

８
０

３
１

３
，９

５３
１２

３
１

３
２２

１１
１１

５
６

７８
９

９１
１１

１
５

２５
１

１３
１８

１
６０

８
１

１
，１

９７
２
，１

１５
５３

４
７
，７

９９
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ｂ
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ａ

�
ｂ
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石
槍

ま
た
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ナ
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フ
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つ
ま

み
付

ナ
イ フ

ス
ク

レ
イ

パ
ー

R
フ

レ
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U
フ

レ
イ ク

石
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石

フ
レ
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ク
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）

フ
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フ
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表３ 遺構出土掲載土器一覧（復元土器）（１）

掲載番号 挿図番号 写真図版 接合 口径（cm） 底径（cm） 器高（cm） 同一個体未接合 分類 備考

UH４－１
図�－６－１
図�－１６－１

図版２・２８

UH－４－３３覆 土２×１１、UH－４－HP２
－１覆土１×１１、UP－８－２覆土１×２、
UP－８－３覆土１×１、UP－８－２７覆土
３×５

２７．０ － （２８．３）

UH－４－９覆土２×１、UH－４－３３覆
土２×１、UH－４－５５覆 土 中×１、UH
－４－１１５覆土上×１、UH－４－１１７覆土
上×１、UH－４－１５６覆土上×１、UH－
４－２５２覆土中×１、UH－４－３３８覆土１
×１、UH－４－３４１覆土１×１

�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。精製された感が強く、焼成
も良好な土器である。

計３０ 計９

UP６－１ 図�－１３－１ 図版２８
UP－６－１５５覆土３×２、UP－６－１６９床
直×８、UP－６－１７０床直×１０ １４．１ ６．５ １４．３ �ａ

ほぼ完形・無文・胎土に砂粒・
微細岩片を多く含む。

計２０

UP６－１５ 図�－１４－１５ 図版２８
UP－６－PP１－９坑底直上９×２

１０．７ ６．１ １２．２ �ａ 無文・口縁部を一部打ち欠き。
計２

UP１１－１ 図�－１８－１ 図版７・２９
UP－１１－９覆土中×２５、UP－１１－１１覆土
中×３３ １９．０ － （２８．６）

UP－９－１６覆土下×１、UP－１１－４覆土
上×１、UP－１１－５覆土中×３、UP－１１
－９覆土中×４、UP－１１－１０覆土中×１、
UP－１２－３覆土３×１

�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針もわずかに観察
される。全体的にヘラ状工具に
よる削り目と、調整時の砂粒の
移動痕が顕著。沈線での文様は
粗雑。一度描いて消した痕も見
える。計５８ 計１１

UP１２－１ 図�－２２－１ 図版８・２９
UP－１２－５８覆土６×７６、UP－１２－６２覆土
６×３、UP－１２－８５覆土６×２ ２９．０ １２．３ ３７．３

UP－１２－５８覆土６×２２
�ａ－２

（トリサキ式
相当）

�ａ－２（トリサキ式）・ほぼ
完形・胴部の一部に打ち欠きあ
り・無文地に沈線で縦位の渦文
と蛇行文。胎土に微細岩片と砂
粒を多量に含む。海綿骨針もわ
ずかに観察される。計８１ 計２２

UP１２－７ 図�－２３－７ 図版２８

UP－１２－７５覆土４×２、UP－１２－８４覆土
３×１、N－９－８５�ｂ×１、N－９－９３
�ｃ×１、N－１０－４１�ｂ×１、O－９－
１８�ｂ×２、O－９－３９�ｃ×１、O－９
－６２�ｃ×１、O－９－７７�ｃ×３、O－
１０－３�ａ×１、O－１０－１２�ｂ×２、O
－１０－１７�ｂ×１、O－１０－３３�ｃ×１、
Q－１１－５９�ｃ×１

１３．０ ７．０ １２．８
�ａ

（円筒上層ｂ
式相当）

埋め戻しの際の混入と考えられ
るが、あるいは土坑掘削時に出
てきたこれら�群ａ類の土器を
北海道式石冠などと共にトリサ
キ式の土器とセットにして埋納
した可能性も考えられる。胎土
に繊維と海綿骨針を多量に含
む。微細岩片も混入している。
焼成良好。計１９

UP１３－１ 図�－２５－１ 図版２９

UP－１３－１０覆土１×１、UP－１３－１５覆土
４×３、UP－１３－２１覆土４×２、UP－１３
－２７覆 土×２、UP－１３－２８覆 土×１、R
－４９－５０�ｃ×２、R－５０－６�ｂ×１、
R－５０－７�ｂ×１、R－５０－９�ｂ×５、
R－５０－１０�ｂ×１、R－５０－１４�ｂ×１、
R－５０－１７�ｂ×１、R－５０－１９�ｂ×５、
R－５０－２２�ｂ×２、R－５０－２５�ｃ×１、
R－５０－２７�ｃ×５、R－５０－３０�ｃ×３、
R－５０－３１�ｃ×２、R－５０－３２�ｃ×１、
R－５０－３３�ｃ×１、R－５０－４１�ｃ×１１、
R－５０－４２�ｃ×３、R－５０－４４�ｃ×１、
R－５０－４５�ｃ×１、R－５０－４９�ｃ×２、
R－５０－５３�ｃ×１、R－５０－５６�ｃ×１

（２４．９） － （２０．８）

UP－１３－２４覆土１×１、R－５０－２２�ｂ
×３、R－５０－２７�ｃ×１、R－５０－５４�
ｃ×１

�ｂ－１
（ウサクマイ
C式相当）

胎土に微細岩片と砂粒、海綿骨
針を多量に含む。繊維もわずか
に混入している。焼成は良好。

計６１ 計６

UP１４－１ 図�－２８－１ 図版２８

UP－１４－７０覆土１×１、UP－１４－７４覆土
１×１、UP－１４－７５覆土１×１、UP－１４
－７６覆土１×１、UP－１４－８１覆土１×１、
UP－１４－８３覆土１×１、UP－１４－９８覆土
１×１、UP－１４－１６５覆土１×１、UP－１４
－１７７覆土１×１、S－５１－１３�ｂ×１、S
－５１－２７�ｃ×１、S－５１－３４�ｂ×４、
S－５１－５１�ｃ×２、S－５１－５５�ｃ×３、
S－５２－４８�ｃ２×１

－ － （２０．３）

UP－１４－９覆土上面×１、UP－１４－２４０
覆土３×２、UP－２５－１８６覆土１×１、S
－５１－１３�ｂ×３、S－５２－２�ｃ×１、
S－５２－３４�ｂ×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。RL斜行縄文。

計２１ 計９

UP１６－１ 図�－３０－１ 図版２８
UP－１６－２５覆 土 上×１、S－１１－３９�ａ
×２ － ５．４ （４．８） �ａ

小型土器脚部。胎土に微細岩片
と砂粒を多量に含む。

計３

UP３０－１ 図�－３６－１ 図版３０
UP－３０－１覆土１×３

－ （１５．４） ６．５ �ａ
無文。胎土に微細岩片と砂粒を
多量に含む。計３

UP４５－１ 図�－４４－１ 図版１７・３２

UP－４５－１覆 土×１８４、UP－４５－３覆 土
×４、UP－４５－２３覆土１×１、UP－４５－
２４覆 土１×１、UP－４５－２５覆 土１×５、
R－４８－２１�ｃ×１、R－４８－２６�ｃ×１

２４．３ （８．５） ３５．８

UP－４５－１覆土×８、UP－４５－３覆土×
３、UP－４５－２５覆土１×３、R－４８－２１
�ｃ×１、R－４８－２３�ｃ×１

�ａ
（円筒上層ｂ

式相当）

胎土に微細岩片と海綿骨針、繊
維を多量に含む。焼成は良好。
地文は結束第１種羽状縄文であ
るが、一部複節の結束第２種斜
行縄文を施文しているところも
ある。計１９７ 計１６

UP４６－１ 図�－４７－１ 図版１８・３０

UP－４６－１坑底直上×１、UP－４６－２坑
底直上×３、UP－４６－７覆土×１、UP－
４６－２６坑底直上×１、R－４９－４０�ｃ×１ （１０．５） （４．８） （１０．９）

�ａ
（円筒上層 b

式相当）

胎土に微細岩片と砂粒、繊維を
含む。精製された感のある胎土
で、焼成は良好。縦位に結束第
１種斜行縄文を施文。計７

UP５９－１ 図�－５２－１ 図版３０

UP－５９－４０覆土１×７、UP－５９－４５覆土
４×２、UP－５９－８０覆土４×３１、UP－５９
－８１覆土１×６、UP－５９－８９覆土１×１、
Ｕ－１１－３４�ｃ×１

－ － （２６．１）

UP－５９－３９覆土１×１、UP－５９－４３覆土
１×１、UP－５９－８０覆土４×２７、UP－５９
－９２覆土１×１、UP－５９－９３覆土１×１、
Ｕ－１１－３４�ｃ×１

�ａ－１

胴上半部の復元。胎土に海綿骨
針を多量に混入する。焼成良
好。矢不来２遺跡に類似の資料
が見える。

計４８ 計３２

UP５９－２ 図�－５２－２ 図版３０
UP－５９－４覆土４×２、UP－５９－１２８覆
土２×６ － ５．４ （９．７） �ａ

下半部のみ復元・胎土に繊維、
砂粒、海綿骨針を多量に混入し
ている。計８

UP５９－３ 図�－５２－３ 図版３０

UP－５９－６６覆土４×２、UP－５９－６７覆土
４×１、UP－５９－７４覆土４×２、UP－５９
－７７覆土１×７、UP－５９－８２覆土４×１、
UP－５９－９３覆土１×１、UP－５９－９８覆土
５×４、UP－５９－９９覆土５×４、UP－５９
－１００覆 土５×３、UP－５９－１０１覆 土５×
１、UP－５９－１０２覆土５×１、UP－５９－１０３
覆土５×６、UP－５９－１０５覆土４×２、UP
－５９－１０７覆 土４×１、UP－５９－１０８覆 土
４×２、UP－５９－１０９覆土４×１、UP－５９
－１１０覆 土４×２、UP－５９－１１１覆 土４×
１、UP－５９－１１２覆土４×１、UP－５９－１１５
覆土４×１、UP－５９－１１６覆土４×２、UP
－５９－１１７覆 土４×１、UP－５９－１２０覆 土
４×２、UP－５９－１２３覆土４×１、UP－５９
－１２４覆土４×２

２０．８ （８．４） ２７．０
UP－５９－８７覆土１×１、UP－５９－１５２覆
土４×１、UP－５９－１５３覆土４×１

�ｂ
（ウサクマイ
C式相当）

口唇断面角形。胎土に微細岩片
と砂粒を含む。精製された感の
強い胎土で、焼成は良好。文様
帯および口唇上に LR斜行縄文
が施文されている。

計５２ 計３

一覧表
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表３ 遺構出土掲載土器一覧（復元土器）（２）

掲載番号 挿図番号 写真図版 接合 口径（cm） 底径（cm） 器高（cm） 同一個体未接合 分類 備考

１ 図�－５７－１ 図版３２

UP－１２－１５１�ｃ×１、N－９－１３�ｃ×
１、N－９－１６�ｃ×１５、N－９－１８�ｃ
×１、N－９－１９�ｃ×１、N－９－３５�
ｃ×１、N－９－４１�ｃ×２１、N－９－４２
�ｃ×１５、N－９－４３�ｃ×２３、N－９－５０
�ｃ×１、N－９－５６�ｃ×１、N－９－
５９�ｃ×４、N－９－６０�ｃ×１１、N－９
－７３�ｃ×７、O－８－３７�ｃ×１、O－
８－３８�ｂ×１、O－９－１�ｂ×３、O
－９－１６�ｃ×３、O－９－１８�ｂ×１、
O－９－２５�ｃ×１、O－９－３９�ｃ×
１、O－９－４８�ｃ×１、O－９－７７�ｃ
×４

２６．４ １０．９ ４４．９
N－９－４２�ｃ×２、N－１０－４１�ｂ×１、
O－９－７７�ｃ×２

�ａ
（円筒上層 b

式相当）

胎土に海綿骨針、繊維を多量に
含む。微細岩片と砂粒もわずか
に観察される。精製された感の
強い胎土で、焼成は良好であ
る。

計１１９ 計５

２ 図�－５７－２ 図版３１

UP－１２－５０覆 土５×１、UP－１２－１３０覆
土３×１、UP－３８－５覆土上×１、M－１０
－１�ｃ×５、M－１０－１７�ｂ×１、N－
９－６０�ｃ×２、N－１０－１３�ｂ×４、N
－１０－２２�ｂ×２、N－１０－２９�ｃ×４、
N－１０－４１�ｂ×１、N－１０－４４�ｃ×１、
O－９－１�ｂ×１、O－１０－３�ａ×
１、O－１０－５�ｃ×１、O－１０－１７�ｂ
×２、O－１０－４０�ｃ×１、O－１０－５１風
倒 木 痕×１、P－９－２�ｂ×１、P－１０
－６�ｃ×１、Q－９－１０４�ｃ×２、Q
－１０－１�ｃ×２、Q－１０－６３�ｃ×１、
Q－１０－６９�ｃ×１、Q－１０－７３�ｃ×
１、Q－１０－８２�ｃ×１、Q－１０－１１６�
ｃ×１、Q－１１－５９�ｃ×１、R－７－２５
�ｂ×２

（２３．５） （８．７） （２８．３）

N－９－８�ｂ×１、N－９－１６�ｂ×
１、O－９－３９�ｃ×２、O－９－４８�ｃ
×１

�ａ
（円筒上層 b

式相当）

胎土に海綿骨針、繊維を多量に
含む。微細岩片と砂粒もわずか
に観察される。精製された感の
強い胎土で、焼成は良好であ
る。

計４４ 計５

３ 図�－５７－３ 図版３１

UP－７－１５覆土上×２、UP－７－２６覆土
下×１、UP－７－３０覆土上×１、UP－１２
－４３覆 土５×１、M－１０－１�ｃ×１、N
－１０－１３�ｂ×５、N－１０－２９�ｃ×２、
N－１０－３４�ｃ×２、N－１０－４１�ｂ×７、
O－９－１�ｂ×１、O－１０－１９�ｃ×
１、O－１０－２１�ｃ×６、O－１０－４０�ｃ
×１、O－１１－３�ｃ×６、O－１１－５�
ｃ×１、O－１１－５８�ｃ×１、P－８－１
�ｂ×１、P－１０－６�ｃ×２、Q－１０－
１�ｃ×１、Q－１２－４５�ｃ×１

－ １０．３ （２７．２）

UP－１２－７覆 土３×１、M－１０－１８�ｃ
×２、N－９－１９�ｃ×１、N－１０－４１�
ｂ×１

�ａ
（円筒上層ｂ

式相当）

胎土に海綿骨針、繊維を多量に
含む。微細岩片と砂粒もわずか
に観察される。精製された感の
強い胎土で、焼成は良好であ
る。

計４４ 計５

４ 図�－５８－４ 図版３１

UP－３９－５覆土上×１、UP－３９－７覆土
上×１、UP－３９－８覆土上×２、UP－３９
－１０覆土上×１、UP－３９－１２覆土上×１、
UP－３９－１３覆土上×１、UP－３９－１４覆土
上×１、UP－３９－１５覆土上×１、UP－３９
－１６覆土上×１、UP－３９－１７覆土上×２、
UP－３９－１９覆土上×１、UP－３９－２０覆土
上×１、UP－３９－２２覆土上×２、UP－３９
－２５覆土上×１、UP－３９－２６覆土上×１、
UP－３９－２８覆土上×１、UP－３９－４２覆土
上×１、UP－３９－４３覆土上×１、UP－３９
－４４覆土上×１、UP－３９－４５覆土上×１、
UP－３９－５１覆土上×１、UP－３９－６３覆土
上×１、UH－４－１０８覆土上×１、UH－
４－３１２覆土１×１、UP－１２－１０２覆土上
×１、UP－１２－１０５覆土４×１、UP－１２
－１７１覆 土４×１、Q－９－３２�ｃ×１、
Q－９－３５�ｃ×１、Q－９－４２�ｃ×
１、Q－９－４７�ｂ×１、Q－９－５３�ｃ
×１、Q－９－６５�ｃ×７、Q－９－６９�
ｃ×１、Q－９－７０�ｃ×７、Q－９－７８
�ｃ×１、Q－９－８３�ｃ×１、Q－９－
８８�ｃ×８、Q－９－９５�ｃ×１、Q－９
－１２２�ｃ×１、Q－９－１２５�ｃ×３、Q
－９－１３２�ｃ×１７、Q－９－１４９�ｃ×
３３、Q－１０－１０１�ｃ×１、Q－１０－１０７�
ｃ×２、Q－１０－１０９�ｃ×１、P－１０－１９
�ｃ×１、P－１１－１�ａ×１、R－１１－８０
�ｃ×１

２８．１ － （３３．７）
S－６－５４�ｃ２×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
精製された感の強い胎土で、焼
成は良好である。

計１２２ 計１

５ 図�－５８－５ 図版３１

UP－３０－２覆土１×３、Q－１２－３１�ｃ
×２、Q－１２－３２�ｃ×１、R－１２－１３１�
ｃ×１、R－１２－１３９�ｃ×１、S－１１－１６６
�ｃ×１、S－１２－８４�ｃ×１、S－１２－１２１
�ｃ×１、S－１２－１２２�ｃ×１、T－１２－
１０９�ｃ×１

－ － （１１．２）

Q－１２－１６�ｃ×１、Q－１２－４６�ｃ×
１、Q－１２－６０�ｃ×１、R－１２－８１�ｃ
×１、R－１４－１９�ｃ×１、R－１４－２３�
ｃ×１、S－１２－２７�ｃ×１、T－１２－１０９
�ｃ×１

�ａ

UP－３０構築以前に破砕した土
器が埋め戻しの際に混入したと
考えられる。胎土に微細岩片と
砂粒を含む。炭化物の付着が顕
著。口唇の上面観は、４つの緩
やかな波頂部を角とする隅丸方
形である。文様帯の地文に LR
縄文を不規則に施文している。計１３ 計８

６ 図�－５８－６ 図版３１

UP－７－９覆土中×３、UP－７－１０覆土
下×４、UP－１２－９６覆土３×２、UP－１２
－１０５覆 土４×１、UP－３８－１覆 土 上×
１、UP－３８－２覆 土 上×１、N－１２－７
�ｂ×１、O－１０－３５�ｃ×１、O－１０－
３８�ｃ×４、O－１０－６２�ｃ×１、O－１０
－６７�ｃ×４、O－１０－６８�ｃ×３、O－
１０－６９�ｃ×２、O－１０－７０�ｃ×１、O
－１０－７１�ｃ×１、P－９－６６�ｃ×１、
P－１０－７�ｃ×７、P－１０－１３�ｃ×６、
P－１０－３９�ｃ×１、P－１０－４０�ｃ×１、
P－１０－５２�ｃ×１、P－１１－２８�ｃ×１

－ １１．２ （１８．５）
�ａ

（大津�群相
当）

下半部のみ復元。

計４８

７ 図�－５９－７ 図版３１

UP－６０－１６覆土１×１、R－１０－５６�ｃ
×１、R－１１－９９�ｃ×１、R－１２－２７�
ｃ×１、R－１２－３０�ｃ×２、R－１２－６０
�ｃ×３、R－１２－７７�ｃ×１０、R－１２－７８
�ｃ×９、R－１２－８８�ｃ×１、R－１２－８９
�ｃ×１、R－１２－１１７�ｃ×１０、R－１２－
１１８�ｃ×１、R－１２－１２７�ｃ×３、R－１２
－１３６�ｃ×２、R－１２－１３８�ｃ×４、S
－１２－２５�ｃ×１、S－１２－３０�ｃ×１、
S－１２－６０�ｃ×１、S－１２－１１３�ｃ×１

２６．０ １１．２ ３４．７

Q－１１－９９�ｃ×１、Q－１２－１�ｂ×
１、R－１０－４５�ｂ×１、R－１２－１１７�ｃ
×１、R－１２－１１８�ｃ×１、S－１２－２４�
ｃ×１、S－１２－６０�ｃ×１、S－１２－７７
�ｃ×１、S－１２－１３０�ｃ×２、T－８－
１�ｃ×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。焼成は良好。

計５４ 計１１

上台１遺跡
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表４ 遺構出土掲載土器一覧（拓影図）（１）

掲載番号 挿図番号 写真図版 接合 同一個体未接合 分類 備考

UH４－２ 図�－６－２ 図版３２
UH－４－１７１覆土中×１、UH－４－３４０覆土×１

UH－４－１２２覆土上×１、UH－４－１８６覆土下×１、UH
－４－２００覆土中×１、UH－４－２１２覆土下×１、UH－
４－２９１覆土中×２ �ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。補修孔がある。

計２ 計６

UH４－３ 図�－６－３ 図版３２
UH－４－１２０覆土上×１、S－８－２１�ｂ×３

UH－４－２４８覆土中×１、UH－４－２５１覆土上×１、UH
－４－２５２覆土下×１、UH－４－３０１覆土中×１、Q－１２
－２２�ｃ×１、S－８－２１�ｂ×１０、S－８－２２�ｂ×１、
S－８－５７�ｃ×１、S－８－９１�ｃ×１、S－８－１１４�
c×２、S－８－１１８�ｃ×１０、S－８－１１９�ｃ×２、S－
８－１３３�ｃ×１、S－８－１３８�ｂ×１、S－８－１４１�ｂ
×１、S－８－１５６�ｃ×２、S－９－１２２�ｃ×１、S－１０
－５８�ｃ×１、S－１０－６７�ｃ×１、T－９－１４６木根痕×
１、T－１０－７４�ｃ×１、U－１０－２８�ｃ×１

�ａ
UP－８－３と同一個体。胎土
に微細岩片と砂粒を多量に含
む。焼成は良好。

計４ 計４３

UH４－４ 図�－６－４ 図版３２

UH－４－８３覆土中×１、UH－４－２７０覆土中×１、Q－１２
－２９�ｃ×１、Q－１２－３９�ｃ×１、R－１２－９０�ｃ×１、
S－５１－４６�ｃ×２、T－９－１０６�ｃ×１０、T－９－１３３�
ａ×１

UH－４－２１７覆土中×１、UP－１６－１０覆土中×１、UP－
１８－９覆土上×１、UP－１８－４４覆土下×１、UP－３７－３６
覆土２×１、UP－３９－１１覆 土 上×１、O－１３－９�ｃ×
１、P－９－４６�ｃ×１、Q－９－３９�ｃ×１、Q－１２－２６
�ｃ×１、Q－１２－２９�ｃ×１、Q－１２－４８�ｃ×２、Q
－１２－５２�ｃ×２、Q－１２－５４�ｃ×１、Q－１３－１９�ｂ
×１、R－１０－４８�ｂ×１、R－１０－１７７�ｃ×１、R－１１
－８２�ｃ×１、R－１１－２２３�ｃ×１、R－１１－２５４�ｃ×
１、R－１２－１１３�ｃ×１、S－８－２１�ｂ×１、S－８－
２２�ｂ×１、S－８－６０�ｃ×１、S－８－７８�ｃ×３、S
－８－９２�ｃ×１、S－８－１００�c×５、S－８－１４４�ｂ
×１、S－１１－１６７�ｃ×１、S－１１－１６８�ｃ×１、S－１２
－６０�ｃ×１、S－１２－１０７�ｃ×１、S－１２－１３１�ｃ×
１、S－１３－１９�ｃ×１、S－１３－４２�ｃ×１、T－８－３７
�ｃ×１、T－９－１４５木根痕×２、T－９－１７２�ｃ×１、
T－１２－３０�ｃ×１、T－１２－４５�ｃ×１、T－１２－８６�ｃ
×１

�ａ

１５０ｍ以上離れたもの同士が接
合した。胎土に微細岩片と砂粒
を多量に含む。ヘラ削りの粗い
調整痕が顕著。焼成は良好。

計１８ 計５０

UH４－５ 図�－６－５ 図版３２
UH－４－４５覆土中×１

UH－４－９９覆土中×１、UH－４－１４３覆土中×３、R－
９－１７�ｃ×１ �ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。

計１ 計５

UH４－６ 図�－６－６ 図版３２
UH－４－３２覆土１×１

�ａ 胎土に微細岩片と砂粒を含む。
計１

UH４－８ 図�－７－８ 図版３２

UH－４－５２覆土中×５、UH－４－５３覆土中×６、UH－
４－８１覆土中×１、UH－４－１２３覆土中×７、UH－４－
１２５覆土上×１、UH－４－１９２覆土上×１６、UH－４－２１５
覆土上×１

UH－４－４４覆土上×２、UH－４－５１覆土上×１UH－４
－１２４覆土上×１、UH－４－１２６覆土上×９、UH－４－２１４
覆土上×３、UH－４－２１８覆土上×１、R－９－６４�ｃ×
１

�ａ（白坂３
式相当）

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。口縁部の鋸
歯状沈線で構成された文様帯と
口唇上に LR斜行縄文。

計３７ 計１８

UP４－１ 図�－１０－１ 図版３３
UP－４－２覆土上×１、N－４９－３�ｂ×１、N－４９－８
�ｂ×１

UP－４－２覆 土 上×３、M－４９－８�ｃ×１、M－５０－
３�ｃ２×１、N－４７－１４�ｃ×１、N－４７－４０�ｂ×１、
N－４７－４７�ｃ×１、N－４７－４９�ｃ×１、N－４８－２４�
ｂ×３、N－４８－５３�ｃ×４、N－４８－５５�ｃ×１、N－４８
－６２�ｃ×１、N－４９－１６�ｂ×１、N－４９－３３�ｂ×２、
N－４９－４１�ｃ×３、N－４９－４６�ｃ×２、N－４９－４７�
ｃ×１、N－５０－１０�ｃ×１、P－４７－１７�ｂ×１、P－４７
－３３�ｃ×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。LR斜行縄文。

計３ 計３０

UP６－２ 図�－１３－２ 図版３４
UP－６－７２覆土２×４、UP－６－１５９覆土３×３、UP－
６－１６４覆土３×１０

UP－６－１６５覆土×４
�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。LR斜行縄文。器表面の
剥離が顕著。口縁に向けて窄ま
る器形？計１７ 計４

UP７－１a 図�－１６－１a 図版３５

UP－７－２９覆土上×１、UP－７－３１覆土中×１、UP－３４
－７覆 土６×１、P－１０－４２�ｃ×１、Q－１１－６６�ｃ×
１

P－１０－１０�ｃ×１、P－１１－１�ａ×１、P－１１－８�ｂ
×１、Q－１０－９９�ｃ×１ �ａ

胎土に微細岩片と砂粒を含む。
精製された感の強い胎土。炭化
物の付着が顕著。磨消技法の多
用や渦巻き文から涌元�式・弥
栄平（２）式に相当すると考えら
れる。計５ 計４

UP７－１b 図�－１６－１b 図版３５

UP－７－２３覆土上×１、UP－３４－６覆土４×１、UP－３４
－２０覆 土５×１、P－１０－１１�ｃ×１、P－１０－１２�ｃ×
１、P－１０－４１�ｃ×１、Q－１１－１７�ｃ上面×１

同上
�ａ 同上

計７

UP７－２ 図�－１６－２ 図版３５
UP－７－１６覆土中１６×１、UP－７－覆土中３２×１、P－１１
－２１�ｃ×１

P－９－６０�ｃ×１、P－１０－４３�ｃ×２
�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成良好。炭化物の付着
が顕著。計３ 計３

UP８－２ 図�－１６－２ 図版３５
UP－８－１５覆土５×２

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。繊維も微量が混入してい
る模様。計２

UP８－３ 図�－１６－３ 図版３５
UP－８－７６覆土下×１、S－８－２１�ｃ×１、S－８－１１８
�ｃ×１、S－８－１４１�ｂ×１ �ａ

UH－４－３と同一個体。胎土
に微細岩片と砂粒を多量に含
む。焼成は良好。計４

UP９－１ 図�－１７－１ 図版３５
UP－９－１１覆土下×１

�ａ
胎土に砂粒を含む。精製された
感の強い胎土で焼成は良好。計１

UP９－２ 図�－１７－２ 図版３５
UP－９－１覆土×２ UP－９－９覆土上×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。焼成は良好。計２ 計１

UP９－３ 図�－１７－３ 図版３５
UP－９－６覆土中×１

�ｂ
胎土に砂粒を含む。海綿骨針も
わずかに観察される。焼成は良
好。計１

UP１０－１ 図�－１７－１ 図版３５
UP－１０－８覆土２×１

�ａ
胎土に海綿骨針をわずかに含
む。非常に精製された感の強い
胎土。計１

UP１２－２ 図�－２３－２ 図版３６
UP－１２－７９覆土３×１

�ａ

UP－３９の拓影資料（図�－４０
－１）と同一個体。胎土に微細
岩片と砂粒を多量に含む。焼成
は良好。計１

UP１２－３ 図�－２３－３ 図版３６
UP－１２－６覆土３×１

P－１１－２３�ｂ×１、Q－９－１４２�ｃ×４、Q－１０－１６�
ｃ×３、Q－１０－９８�ｃ×１、Q－１２－４４�ｃ×１、S－
９－１２８�ｂ×１ �ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。

計１ 計１１

UP１２－４ 図�－２３－４ 図版３６
UP－１２－８２覆土３×１、P－９－３９�ｃ×１ P－９－６０�ｃ×１、P－１０－７�ｃ×１

�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針も観察される。
器表面に胎土中の砂粒の取れた
穴が顕著に見える。計２ 計２

UP１２－５ 図�－２３－５ 図版３６
UP－１２－１４１覆土３×２

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。計２

UP１２－８ 図�－２３－８ 図版３６

UP－１２－１７６覆土４×１、N－９－４１�ｃ×２、O－８－３７
�ｃ×１、O－８－３８�ｂ×１、O－９－３８�ｃ×１、O
－９－４７�ｃ×１

UP－１２－１７６覆土４×１、N－８－２１�ｃ×１、N－９－１６
�ｃ×２、N－９－１９�ｃ×２、N－９－４１�ｃ×３、N
－９－４３�ｃ×２、N－１０－５�ｃ×１、O－９－３６�ｃ
×８、O－９－３８�ｃ×８、O－９－３９�ｃ×２、O－９
－４７�ｃ×１、O－９－６２�ｃ×２、O－９－６８�c×１、
O－９－７７�ｃ×２

�ａ
胎土に微細岩片と海綿骨針、繊
維を含む。

計７ 計３６

UP１３－２ 図�－２５－２ 図版３７
UP－１３－４覆土×１、R－５１－２２�ｃ×１

UP－１３－１０覆土３×１、R－５０－２３�ｂ×２、R－５０－５２
�ｃ×１、S－５０－７０�ｂ×１、S－５０－１５７�ｃ×３ �ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針もわずかに観察
される。RL斜行縄文。計２ 計８

一覧表
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表４ 遺構出土掲載土器一覧（拓影図）（２）

掲載番号 挿図番号 写真図版 接合 同一個体未接合 分類 備考

UP１４－２ 図�－２８－２ 図版３７
UP－１４－４覆土上面×１、R－５１－２８�ｃ×１ Q－５１－２�ｃ×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針もわずかに観察
される。LR斜行縄文。計２ 計１

UP１４－３ 図�－２８－３ 図版３７
UP－１４－５６覆土３×１

�ａ
胎土に繊維と微細岩片を含む。
精製された感の強い胎土。計１

UP２５－１ 図�－２９－１ 図版３７
UP－２５－１３６覆土１×２

UP－２５－６９覆土１×１、UP－２５－７５覆土１×１、UP－２５
－８０覆土１×２、UP－２５－８２覆土１×１、UP－２５－８３覆
土１×３、UP－２５－８４覆土１×１、UP－２５－８７覆土１×
１、UP－２５－８８覆 土２×１、UP－２５－１３５覆 土１×１、
UP－２５－１３６覆 土１×３、UP－２５－１４０覆 土１×２、UP
－２５－１５５覆 土３×３、UP－２５－１６６覆 土 下×１、S－５２
－２８�ｂ×１、S－５２－４７�ｃ２×１、S－５２－６３�ｃ×
１

�ａ 胎土に繊維と海綿骨針を含む。

計２ 計２４

UP２５－２ 図�－２９－２ 図版３７
UP－２５－７６覆土１×１、UP－２５－７７覆土１×１

�ａ 胎土に繊維と海綿骨針を含む。
計２

UP２５－３ 図�－２９－３ 図版３７
UP－２５－９５覆土１×１

�ａ 胎土に繊維と海綿骨針を含む。
計１

UP１８－１ 図�－３０－１ 図版３８
UP－１８－８覆土上×１、UP－１８－１７覆土中×１、UP－１８
－２１覆土上×１、UP－１８－２６覆土下×１

UP－１８－２２覆土下×２
�ａ

胎土に砂粒を含む。焼成は良
好。

計４ 計２

UP１９－１a 図�－３１－１a 図版３８

UH－４－１０７覆土上×３、UH－４－１４２覆土中×１、UH
－４－２０３覆土中×１、UP－１９－５覆土上×１０、UP－１９
－８覆土上×１１

UP－１９－３覆土上×２、UP－１９－５覆土上×１
�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。LR斜行縄文。

計２６ 計３

UP１９－１b 図�－３１－１b 図版３８

UP－１９－２覆土上×５、UP－１９－４覆土上×９、UP－１９
－５覆土上×１、UP－１９－６覆土上×１、UP－１９－７覆
土上×２、UP－１９－８覆土上×４

同上
�ａ 同上

計２２

UP２１－１ 図�－３３－１ 図版３９
UP－２１－８覆土１×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。炭化物の付
着が顕著。計１

UP２１－２ 図�－３３－２ 図版３９
UP－２１－８５覆土中×５、R－１１－６�ｂ×１、R－１１－１６５
�ｃ×１

UP－２１－４４覆土３×１、UP－２１－８５覆土中×２、UP－２１
－８７覆 土 下×１、R－１１－１７１�ｃ×１、R－１１－３０１�ｃ
×１、S－１１－３０�ａ×１ �ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。

計７ 計７

UP２３－１ 図�－３４－１ 図版３９
UP－２３－３覆土×１

�ａ
胎土に砂粒を含む。精製された
感の強い胎土。計１

UP３８－１ 図�－３８－１ 図版４０
UP－３８－４覆土上×１

�ａ
UP－１２の拓影資料（図�－２３
－３）と同一個体。胎土に砂粒
を多量に含む。焼成は良好。計１

UP３９－１ 図�－４０－１ 図版４０
UP－３９－３１覆土上×１、Q－９－３３�ｃ×１、Q９－４３－
�ｂ×１、O－１１－２�ｃ×１、O－１１－７�ｃ×１

UP－１２の拓影資料（図�－－）と同一残
�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。

計５

UP４５－２ 図�－４４－２ 図版４０
UP－４５－２覆土×２０ UP－４５－２覆土×４３、P－５１－４０�ｃ２×５

�ａ

胎土に海綿骨針、繊維を多量に
含む。微細岩片と砂粒もわずか
に観察される。精製された感の
強い胎土で、焼成は良好であ
る。計２０ 計４８

UP４６－２a 図�－４７－２a 図版４１
UP－４６－８覆土×４、UP－４６－１６覆土１×１、S－４８－１１
�ｃ×１、S－４８－３９�ｃ×１、S－４８－４１�ｃ×１

UP－４６－９覆 土×１、S－４８－１１�ｃ×１７、S－４８－１３�
ｃ×１、S－４８－４１�ｃ×１ �ｂ

（榎林式相当）
胎土に微細岩片と砂粒、海綿骨
針を含む。焼成は良好。

計８ 計２０

UP４６－２b 図�－４７－２b 図版４１
S－４８－１１�ｃ×４、S－４８－３１�ｃ×１ 同上 �ｂ

（榎林式相当）
同上

計５

UP４６－３ 図�－４７－３ 図版４１
UP－４６－１１覆 土×１、UP－４６－１８覆 土１×１、UP－４６
－２１覆土１×１

UP－４６－４覆土×１、UP－４６－１０覆土×１、UP－４６－１２
覆土×１、UP－４６－１７覆土１×１、UP－４６－１９覆土１×
１、UP－４６－２０覆土１×２、UP－４６－２５覆土１×１ �ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。

計３ 計８

UP５９－４ 図�－５２－４ 図版４２
UP－５９－３９覆土１×３ UP－５９－３３覆土４×２、UP－５９－３９覆土１×３

�ａ
胎土に海綿骨針と微細岩片を混
入する。わずかに繊維も含む。計３ 計５

UP６０－１ 図�－５３－１ 図版４２
UP－６０－６覆土１×１

�ａ 胎土に海綿骨針、砂粒を含む。
計１

UP６２－１ 図�－５３－１ 図版４２
UP－６２－１覆土上×４

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。計４

UP６３－１a 図�－５４－１a 図版４２
UP－６３－５覆土３×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。焼成は良好。計１

UP６３－１b 図�－５４－１b 図版４２
U－９－９木根痕×１

�ａ 同上
計１

US１９－１ 図�－６５－１ 図版４２
US－１９－１０２�ｂ×１

�ａ
胎土に海綿骨針、微細岩片を含
む。焼成は良好。計１

US２－１ 図�－７１－１ 図版４４
US－２－２×１

�ａ
胎土に海綿骨針、微細岩片、砂
粒を含む。焼成は良好。計１

US１２－１ 図�－７３－１ 図版４５
US－１２－１０×１、US－１０－１６×３ US－１２－１０×１７６

�ａ
胎土に海綿骨針、微細岩片、砂
粒を含む。炭化物の付着が顕
著。LR斜行縄文。計４ 計１７６

UFC２－１ 図�－７９－１ 図版４５
UFC－２－４３×１、UFC－２－４４×１

�ａ
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
焼成は良好。LR斜行縄文。計２

表５ 遺構出土掲載土製品一覧

挿図番号 写真図版 遺構名 層位
遺物
番号

分類 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ（ｇ） 備考

図�－６－７ 図版３２ UH４ 覆土下 １３７ 円板状土製品 ５．２ ５．５ ０．９ ２７．５ �ａ 沈線

図�－２３－６ 図版３６ UP１２ 覆土４ １０５ 三角板状土製品 ４．１ （４．７） ０．５ （１１．４） �ａ 縄文。全体的に磨耗顕著。二縁辺すり整形。

上台１遺跡
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表６ 遺構出土掲載石器等一覧（１）

番号 図版番号 付属遺構 遺物番号 器種 層位 石材 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ（ｇ）
被熱の
有無

備考

UH－４

図�－７－９ 図版３３ ８９ 石鏃 覆土上 頁岩 ２．７ １．２ ０．４ １．０ 破片

図�－７－１０ 図版３３ １１４ 石鏃 覆土上 頁岩 ３．８ １．４ ０．３ １．０

図�－７－１１ 図版３３ ８５ 石鏃 覆土中 頁岩 （２．３） １．８ ０．３ （１．１） 破片

図�－７－１２ 図版３３ ６１ 石鏃 覆土中 頁岩 （２．２） １．２ ０．４ （１．２） 破片

図�－７－１３ 図版３３ １１３ スクレイパー 覆土上 頁岩 ７．０ ３．４ ０．７ １８．３

図�－７－１４ 図版３３ ２７８ スクレイパー 覆土中 頁岩 ７．９ ３．７ ０．９ ２４．１

図�－７－１５ 図版３３ １ スクレイパー 覆土５ 頁岩 ４．０ ６．１ ２．７ ５３．９

図�－７－１６ 図版３３ ２２２ Uフレイク 覆土下 泥岩 ５．５ ５．２ ０．７ ２６．０

図�－７－１７ 図版３３ １０３ Uフレイク 覆土上 頁岩 ２．７ ４．８ １．２ １５．５

図�－７－１８ 図版３３ ２０６ 石核 覆土中 頁岩 ２．１ ４．０ ４．０ ３７．７

図�－７－１９ 図版３３ ２２１ 石核 覆土 頁岩 ３．９ ４．８ ４．８ ６０．０

図�－７－２０ 図版３３ １０１ たたき石 覆土下 安山岩 ９．４ ４．２ ２．７ １３８．９

図�－７－２１ 図版３３ ２４２ たたき石 覆土上 安山岩 １５．９ ６．３ ４．２ ６４６．０

図�－８－２２ 図版３３ ２７７ 扁平打製石器 覆土中 安山岩 ９．８ ９．６ ３．２ ３２８．０ ○

図�－８－２３ 図版３３ ４０ 台石 覆土１ 安山岩 １３．６ ２２．０ ６．７ ２８５０．０ ○

図�－８－２４ 図版３３ ３５０ 台石 覆土１ 安山岩 ２２．０ ２９．５ １２．０ ７４５０．０ 破片

UP－４

図�－１０－２ 図版３３ ３ つまみ付ナイフ 覆土２ 頁岩 ９．７ （５．２） １．３ ２０．５

図�－１０－３ 図版３３ １ 台石 覆土上面 安山岩 ２４．５ １６．０ １２．６ ８０５０．０ 石棒から台石に変更

UP－６

図�－１３－３ 図版３４ １０３ 石鏃 覆土２ 頁岩 ３．１ １．２ ０．４ １．４

図�－１３－４ 図版３４ １３７ 石鏃 覆土１ 頁岩 ４．０ １．５ ０．７ ４．１ 石錐用途有り

図�－１３－５ 図版３４ ８９ Rフレイク 覆土２ 頁岩 ４．４ ４．０ ０．８ １０．０

図�－１３－６ 図版３４ ６１ Uフレイク 覆土１ 頁岩 ３．５ ２．９ ０．７ ５．７

図�－１３－７ 図版３４ ７４ 石斧 覆土２ 緑色泥岩 （４．９） ４．２ ０．８ （３６．０）

図�－１３－８ 図版３４ ７６ 石斧 覆土２ 片岩 （３．６） （１．６） （０．４） （２．８） 刃部片

図�－１３－９ 図版３４ １７ たたき石 覆土３ 安山岩 （１１．０） ５．４ ３．８ （２６０．０） ２点接合

図�－１３－１０ 図版３４ ９５ 砥石 覆土２ 安山岩 １４．６ （１２．４） （１．８） （３８２．０）

図�－１３－１１ 図版３４ ３１ 台石 覆土１ 岩滓 （６．６） （１２．１） ５．０ （３２４．０） ○ 破片

図�－１３－１２ 図版３４ ２７ 台石 覆土１ 安山岩 １７．９ １４．３ ７．５ ２４８０．０

図�－１４－１３ 図版３４ １６６ 台石 覆土３ 安山岩 ２３．７ ３１．５ ６．０ ５３５０．０

図�－１４－１４ 図版３４ １９４ 台石 床直 安山岩 ２４５．０ ２５１．０ ８１．５ ５８４０．０

図�－１４－１６ 図版３４ PP－１ ３ Rフレイク 覆土１ 頁岩 ３．２ ３．９ ０．４ ５．５

図�－１４－１７ 図版３４ PP－２ ４ Uフレイク 壙底直上 頁岩 ９．３ ３．６ ０．８ １９．６

図�－１４－１８ 図版３４ PP－２ １ Uフレイク 覆土 頁岩 ５．４ ７．４ １．２ ４８．０

図�－１４－１９ 図版３４ PP－３ ７ スクレイパー 覆土 頁岩 ８．３ ３．９ １．６ ４７．６

UP－８

図�－１６－３ 図版３５ ８６ 石鏃 覆土上 黒曜石 （１．４） （１．１） ０．２ （０．２） 破片

図�－１６－４ 図版３５ ６１ 石槍またはナイフ 覆土２ 黒曜石 ３９．５ ４３．０ １２．８ ２１．３

図�－１６－５ 図版３５ ５９ 三脚形石製品 覆土３ 頁岩 ４．５ ４．４ １．２ ９．６

UP－１０

図�－１８－２ 図版３５ ３ 北海道式石冠 覆土上面 安山岩 １０．５ １４．６ ８．０ １６１０．０ ○ 未成品

図�－１８－３ 図版３５ ２ 石皿 覆土上面 安山岩 １７．３ １２．４ ５．３ １４２０．０

UP－１１

図�－１８－２ 図版３５ １ 台石 覆土中 安山岩 １３．５ １５．３ ７．８ ２２４０．０ ○

図�－１９－３ 図版３５ ２ 台石 覆土中 安山岩 ２６．１ ３０．７ ９．１ ９４００．０ ○

図�－１９－４ 図版３５ ３ 台石 覆土中 安山岩 ３６．６ ３３．４ １１．１ １８０００．０

UP－１２

図�－２３－９ 図版３６ １３４ 石錐 覆土４ 頁岩 ４．５ ２．９ １．２ １０．９

図�－２３－１０ 図版３６ １０７ スクレイパー 覆土３ 頁岩 ４．８ ４．７ １．０ ３１．４

図�－２３－１１ 図版３６ １５０ Uフレイク 覆土３ 頁岩 ４．６ １．９ ０．４ ２．９

図�－２３－１２ 図版３６
１１０

扁平打製石器
覆土３

安山岩 ９．８ １７．５ ３．９ ９４６．０
O９－６７ �ｃ

図�－２４－１３ 図版３６ ２ 扁平打製石器 覆土３ 安山岩 ９．０ １４．７ ３．５ ５８６．０ すり使用

図�－２４－１４ 図版３６ ９ 扁平打製石器 覆土３ 安山岩 １１．４ １６．１ ４．０ ８４４．０

図�－２４－１５ 図版３６ ４５ 扁平打製石器 覆土５ 安山岩 １０．１ １６．９ ５．３ １０５０．０ 礫器的用途

図�－２４－１６ 図版３６ １６３ 扁平打製石器 覆土１ 安山岩 １０．０ （１０．９） ３．２ （３９２．０） ○

図�－２４－１７ 図版３６ ６１ 北海道式石冠 覆土６ 安山岩 １０．４ １２．８ ５．３ ９８０．０

図�－２４－１８ 図版３６ １７５ 石皿 覆土１ 安山岩 １７．６ ２１．３ ７．８ ４７５０．０

UP－１３

図�－２５－３ 図版３７ １６ スクレイパー 覆土１ 頁岩 ４．４ ７．６ ０．９ ２６．２

図�－２５－４ 図版３７ ２ 台石 覆土 安山岩 ２３．８ ２１．３ １３．５ ６０４０．０ 破片

図�－２６－５ 図版３７ ５ 台石 �ｃ 安山岩 ２５．２ （３１．３） １３．０ （１４４００．０）

図�－２６－６ 図版３７ ６ 台石 �ｃ 安山岩 ２４．８ ３４．５ １４．０ １３４００．０

UP－１４

図�－２８－４ 図版３７ ６１ スクレイパー 覆土３ 頁岩 ３．６ ４．５ １．０ １６．０

図�－２８－５ 図版３７ ９６ 北海道式石冠 覆土３ 安山岩 １０．６ （５．０） （４．８） （２７４．０）

図�－２８－６ 図版３７ １５０ 北海道式石冠 覆土３ 安山岩 ８．４ １２．７ ６．５ １０９０．０

UP－２５

図�－２９－４ 図版３７ ２ 扁平打製石器 覆土１ 安山岩 ８．６ １４．３ ４．１ ５７６．０ すり使用

図�－２９－５ 図版３７ １６２ 扁平打製石器 覆土３ 安山岩 ９．２ （８．０） ３．１ （３４４．０） すり使用

図�－２９－６ 図版３７ １１６ 台石 覆土２ 安山岩 １７．８ １６．４ １０．５ ３０００．０

UP－１８

図�－３０－２ 図版３８ ５８ 石鏃 覆土５ 頁岩 ２．５ １．７ ０．４ １．１

図�－３０－３ 図版３８ ５９ フレイク 覆土５ 黒曜石 ３６．０ ４０．５ ７．６ ８．５

UP－２０

図�－３１－１ 図版３８ ３ たたき石 覆土 安山岩 ９．０ ７．９ ６．２ ５５６．０

図�－３２－２ 図版３８ １ 北海道式石冠 覆土 安山岩 ８．４ ９．０ ７．０ ６５０．０

図�－３２－３ 図版３８ ２ 北海道式石冠 覆土 安山岩 １２．４ （１５．２） ７．７ （１７８０．０）

UP－２１

図�－３３－３ 図版３９ １ 台石 覆土１ 安山岩 （１４．０） （１８．６） ８．０ （２７４０．０） ○

図�－３３－４ 図版３９ ７８ 台石 覆土１ 安山岩 １５．０ ２４．２ ８．２ ３８００．０

図�－３３－５ 図版３９ ２ 石皿 覆土１ 安山岩 （１８．９） （２１．４） １４．９ （７１６０．０） ○

UP－２６

図�－３５－１ 図版３９ １ たたき石 覆土 安山岩 ２２．３ ６．５ ４．２ ８３４．０

UP－２８

図�－３５－２ 図版３９ １ 北海道式石冠 坑底 安山岩 （６．８） （６．９） （７．３） （４４０．０） 破片

UP－３４

図�－３８－１ 図版３９ １６ Uフレイク 覆土７ 頁岩 ３．４ ２．５ ０．８ ５．５

一覧表
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表６ 遺構出土掲載石器等一覧（２）

番号 図版番号 付属遺構 遺物番号 器種 層位 石材 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ（ｇ）
被熱の
有無

備考

図�－３８－２ 図版３９ １１・１２ たたき石 覆土４ 安山岩 ９．６ ８．０ ３．１ ３０８．３ ○

図�－３８－３ 図版３９ １ 台石 覆土５ 安山岩 １７．７ ２４．８ １１．０ ６５００．０

UP－３７

図�－３９－１ 図版４０ ３４ ナイフ 覆土３ 頁岩 ２．１ ２．８ ０．９ ２．７

UP－３９

図�－４０－２ 図版４０ ７８ Uフレイク 覆土１ 頁岩 ４．０ ２．０ ０．４ ３．４

図�－４０－３ 図版４０ ７５ スクレイパー 覆土坑底 頁岩 ６．２ ４．１ ０．９ ２８．９

図�－４０－４ 図版４０ ７４ たたき石 覆土中 安山岩 １４．８ ８．１ ４．０ ５１２．０

図�－４０－５ 図版４０ ６５ 扁平打製石器 覆土１ 安山岩 ７．４ １８．０ ３．８ ６０４．０

UP－４３

図�－４１－１ 図版４１ ８ 台石 ― 安山岩 （１６．１） （２０．１） ７．８ （４１７０．０） ○

UP－４５

図�－４５－３ 図版４０ ８ 北海道式石冠 覆土 安山岩 ９．２ １４．０ ５．５ １０７０．０ ○

図�－４５－４ 図版４０ ６ 北海道式石冠 覆土 安山岩 ９．８ １３．１ ５．８ １１００．０

図�－４５－５ 図版４０ １３ 石皿 覆土 安山岩 ２９．３ ３９．３ １１．４ １６２００．０

図�－４６－６ 図版４０ １２ 石皿 覆土 安山岩 ２７．４ ４４．１ １２．４ ２４２００．０

UP－４６

図�－４７－４ 図版４１ ３ スクレイパー ― 頁岩 ７．５ ２．３ ０．６ １８．０

UP－５５

図�－５０－１ 図版４１ １ 台石 覆土上 岩滓 ２６．４ ３７．０ ６．４ ４０００．０

図�－５０－２ 図版４１ ２ 台石 覆土下 安山岩 １９．８ ２２．７ ４．８ ３１４０．０

図�－５０－３ 図版４１ ３ 石皿 覆土下 安山岩 ２３．６ ２８．３ ７．５ ６８００．０ ○

UP－５８

図�－５１－１ 図版４１ １ 台石 覆土３ 安山岩 ２１．２ （２４．５） １１．６ （８２００．０）

UP－５９

図�－５２－５ 図版４２ ７２ つまみ付ナイフ 覆土１ 頁岩 ６．７ ５．１ １．０ ２８．５

UP－６２

図�－５３－２ 図版４２ ５ スクレイパー片 覆土上 頁岩 （２．７） （４．７） ０．７ （０．４）

図�－５３－３ 図版４２ ４ 台石 覆土 安山岩 （１８．１） （２５．０） ８．７ （４８９０．０）

UP－６３

図�－５４－３ 図版４２ ８ Uフレイク 覆土１ 頁岩 ３．７ ３．７ １．１ １１．２

UP－６４

図�－５５－１ 図版４２ １ 台石 覆土１ 安山岩 ２４．５ ４２．３ ８．６ １０８００．０ 破片

UP－６６

図�－５５－１ 図版４２ ５ 台石 覆土 安山岩 １９．１ ３０．９ ８．２ ６４００．０ ○

UP－６７

図�－５６－１ 図版４２ １ 北海道式石冠 覆土１ 安山岩 （７．２） （１２．０） ６．７ （６５２．０）

US－１９

図�－６５－２ 図版４２ M９－１０２ 石鏃 �ｂ 頁岩 ４．１ １．４ ０．６ ２．４

図�－６５－３ 図版４２ K１１－１０１ 石鏃 �ｂ 頁岩 （４．５） １．９ ０．３ （２．５）

図�－６５－４ 図版４３ L１１－１０１ つまみ付ナイフ �ｂ 頁岩 ８．３ ３．０ ０．５ ９．７

図�－６５－５ 図版４３ M１０－１０１ スクレイパー �ｂ 頁岩 ６．０ ３．７ ０．４ １５．４

図�－６５－６ 図版４３ L１０－１０６ スクレイパー �ｂ 頁岩 ８．０ ４．３ ０．８ ２８．７

図�－６５－７ 図版４３ L１０－１２６ スクレイパー �ｃ 頁岩 ７．４ ３．７ １．１ ３２．９

図�－６５－８ 図版４３ L１０－１５３ スクレイパー �ｂ 頁岩 ８．３ ４．２ １．０ ３２．６

図�－６６－９ 図版４３ M１０－１０９ 扁平打製石器 �ｂ 安山岩 ９．５ １２．１ ２．６ ３５２．０

図�－６６－１０ 図版４３ M１１－１２８ 北海道式石冠 �ｂ 安山岩 ９．６ １４．５ ６．４ １１７０．０

図�－６６－１１ 図版４３ M９－１２５ 北海道式石冠 �ｂ 安山岩 ９．６ １２．８ ５．６ １０４５．０

図�－６６－１２ 図版４３
M９－１２９

北海道式石冠 �ｂ 安山岩 ９．０ １４．７ ７．１ １０５４．０ 接合
K１２－１０１

図�－６６－１３ 図版４３ M９－１２６ 北海道式石冠 �ｂ 安山岩 （６．７） （７．３） ５．０ （３９８．０）

図�－６７－１４ 図版４３ L１１－１３４ 台石 �ｂ 安山岩 １６．９ ２５．２ ４．５ ２５９０．０

図�－６７－１５ 図版４３ K１１－１０４ 台石 �ｂ 安山岩 ２８．２ ４１．１ １０．５ （１２６００．０）

図�－６８－１６ 図版４４ L１０－１４１ 石皿 �ｂ 安山岩 ２１．０ （３５．２） ２０．７ ２２０００．０

図�－６８－１７ 図版４４ L１０－１５５ 石皿 �ｃ 安山岩 ２６．８ ３８．２ １３．５ ２２８００．０

US－１６

図�－７０－１ 図版４４ １ たたき石 覆土 安山岩 １２．８ ６．６ ３．８ ４５２．０ ○

US－６

図�－７１－１ 図版４４ ３ 台石片 ― 安山岩 （１５．２） ２１．２ ８．５ （３１００．０）

US－７

図�－７２－１ 図版４４ ３ 台石 覆土１ 安山岩 ２６．２ ３０．８ １０．６ １２２００．０

US－９

図�－７２－１ 図版４４ ３ 扁平打製石器 ― 安山岩 ７．５ １４．３ ３．９ ５５８．０ ○

US－１２

図�－７３－２ 図版４５ ２ たたき石 ― 安山岩 ７．９ １３．６ ３．５ ５５４．０ ○ 炉石に転用

UFC－１

図�－７６－１ 図版４５ ５ 石鏃 �ｃ 黒曜石 ２．５ １．８ ０．３ １．１

UFC－４

UFC４－１・７ フレイク �ｃ 頁岩

図�－７６－１ 図版２５・４５ UFC４－２ 石核 �ｃ 頁岩 ５．６ ８．１ ４．１ １３８．５ 接合体

T－５２－６７ フレイク �ｃ 頁岩

図�－７６－２ 図版２５・４５
UFC４－６ 石核 �ｃ 頁岩

５．７ ７．３ ２．４ ８３．０ 接合体
Q－５１－４ 石核 �ｃ 頁岩

図�－７６－３ 図版２５・４５ UFC４－７ フレイク �ｃ 頁岩 ２．４ ４．１ ４．８ ４４．８

UFC－２

図�－７９－２ 図版２５・４５ ５８ 石鏃 �ｃ 頁岩 ３．１ １．４ ０．４ １．４

図�－７９－３ 図版２５・４５ １ Rフレイク �ｃ 頁岩 ５．３ ６．８ １．８ ５８．７

図�－７９－４ 図版２５・４５

UFC２－５５・５７
・６８・６９・７３・
１０７～１０９・１１６・
１１７・１２２・１２４・
１４１・１６９、T８－
１１、T９－１６０

フレイク �ｃ 頁岩 ９．２ ８．９ ７．２ １５１．８ 接合体

図�－７９－５ 図版２５・４５

UFC２－９７・１０８
・１２１・１２２・１６９
・S１２－１５０、T９
－１６０

フレイク �ｃ 頁岩 ５．０ ６．０ ２．９ ３４．５ 接合体

図�－７９－６ 図版２５・４５
UFC２－６１・９２
・１０９・１２２・１３７

フレイク �ｃ 頁岩 ３．０ ５．８ ２．１ １８．９ 接合体

図�－７９－７ 図版２５・４５ UFC２－２２・３３ フレイク �ｃ 頁岩 ３．４ ３．６ ２．６ １６．８ 接合体

上台１遺跡
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表６ 遺構出土掲載石器等一覧（３）

番号 図版番号 付属遺構 遺物番号 器種 層位 石材 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ（ｇ）
被熱の
有無

備考

図�－７９－８ 図版２５・４５
UFC ２ － １０９ ・
１２１・１６９

フレイク �ｃ 頁岩 ３．０ ３．２ １．８ ７．１ 接合体

図�－７９－９ 図版２５・４５ UFC２－１１５ 台石 �ｃ 安山岩 ８．４ １３．８ ５．５ ７９６．０

UFC－３

図�－８０－１ 図版２５・４６ １５ 石槍またはナイフ �ｃ 黒曜石 ３．４ ４．８ １．２ １６．４ 赤井川産 破片

図�－８０－２ 図版２５・４６ ３ スクレイパー �ｃ 黒曜石 ４．６ ４．２ １．６ ３５．８ 赤井川産

図�－８０－３ 図版２５・４６ ７ スクレイパー �ｃ 黒曜石 ６．４ ３．５ ０．８ １５．３ 赤井川産

図�－８０－４ 図版２５・４６ １１ スクレイパー �ｃ 黒曜石 ４．６ ５．１ １．７ ３４．５ 赤井川産

図�－８０－５ 図版２５・４６ ９ スクレイパー �ｃ 黒曜石 ４．８ ３．６ １．２ １４．２ 赤井川産

図�－８０－６ 図版２５・４６ ８ スクレイパー �ｃ 黒曜石 ５．３ ４．４ １．２ ２１．１ 赤井川産

図�－８０－７ 図版２５・４６ １９－２ Rフレイク �ｃ 黒曜石 ２．７ ４．４ １．３ ９．８ 赤井川産

図�－８０－８ 図版２５・４６ ４ Rフレイク �ｃ 黒曜石 ２．７ ４．１ １．１ １３．８ 赤井川産

図�－８０－９ 図版２５・４６ １７ Rフレイク �ｃ 黒曜石 ３．３ ３．７ ０．９ ９．２ 赤井川産

図�－８０－１０ 図版２５・４６ ６ Rフレイク �ｃ 黒曜石 ４．０ ４．０ １．１ １２．６ 赤井川産

図�－８０－１１ 図版２５・４６ １０ Rフレイク �ｃ 黒曜石 ４．２ ４．２ １．７ ２５．３ 赤井川産

図�－８０－１２ 図版２５・４６ １６ Rフレイク �ｃ 黒曜石 ５．１ ４．５ １．５ ２０．２ 赤井川産

図�－８１－１３ 図版２５・４６ １９－１ フレイク �ｃ 黒曜石 ３．２ ３．１ ０．９ １０．２ 豊泉産

図�－８１－１４ 図版２５・４６ １８ フレイク �ｃ 黒曜石 ３．３ ４．５ １．０ １６．０ 赤井川産

図�－８１－１５ 図版２５・４６ ５ フレイク �ｃ 黒曜石 ４．２ ３．６ １．０ １４．８ 赤井川産

図�－８１－１６ 図版２５・４６ １４ フレイク �ｃ 黒曜石 ４．８ ２．７ １．０ １７．１ 赤井川産

図�－８１－１７ 図版２５・４６ １ フレイク �ｃ 黒曜石 ５．２ ４．７ ０．７ １１．９ 赤井川産

図�－８１－１８ 図版２５・４６ ２ フレイク �ｃ 黒曜石 ５．０ ５．５ １．３ ２９．９ 赤井川産

図�－８１－１９ 図版２５・４６ １３ 原石 �ｃ 黒曜石 ３．７ ３．３ １．２ １６．９ 赤井川産

図�－８１－２０ 図版２５・４６ １２ 原石 �ｃ 黒曜石 ５．５ ４．８ １．１ ２８．７ 赤井川産

立石７

図�－８２－１ 図版４６ １ 台石 覆土１ 安山岩 １１．６ ２０．６ ４．９ １３３５．０

USP－２６

図�－８４－１ 図版４６ １ 石斧 覆土１ 砂岩 ９．２ ４．２ ２．６ １３４．０

USP－４６

図�－８８－１ 図版４６ １ 石斧 覆土１ 緑色泥岩 （３．８） （３．９） １．９ ４６．７

一覧表
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表８ 包含層出土掲載土器一覧（復元土器）（１）

挿図番号 写真図版 接 合 口径（cm） 底径（cm） 器高（cm） 同一個体未接合 分類 備 考

図�－５－３ 図版４７

S－５２－２５�ｃ×２、S－５３－２�ｃ２×
２、T－５３－２�ｃ２×５、T－５３－３�
ｃ２×５、T－５３－１７�ｃ２×３、T－５３
－２１�ｃ２×２、T－５３－６２�ｃ２×２３、
T－５３－６３�ｃ２×２０、T－５３－７２�ｃ２
×２７、T－５３－７３�ｃ２×１３、T－５３－７９
�ｃ２×３、T－５３－８０�ｃ２×１、T－５３
－８２�ｃ２×１１、T－５３－９１�ｃ２×５

３８．２ （１８．９） ７０．１

S－５３－２�ｃ２×２、S－５３－３６�ｃ２×
１、T－５３－５９�ｃ２×１、T－５３－６２�
ｃ２×５、T－５３－６３�ｃ２×１１、T－５３
－７２�ｃ２×１３、T－５３－７３�ｃ２×５、
T－５３－８０�ｃ２×１、T－５３－８２�ｃ２
×６、T－５３－９１�ｃ２×６

�ａ
（円筒上層 b式相当）

胎土に繊維・砂粒・微細岩片を
含む。結束第２種斜行縄文。

計１２２ 計５１

図�－６－４ 図版４７

T－５３－２�ｃ２×４、T－５３－３�ｃ２
×４、T－５３－１７�ｃ２×２、T－５３－２２
�ｃ２×２、T－５３－２５�ｃ２×１、T－５３
－６２�ｃ２×１、T－５３－６３�ｃ２×５、
T－５３－７２�ｃ２×４、T－５３－７３�ｃ２
×１、T－５３－７９�ｃ２×２、T－５３－８２
�ｃ２×１、T－５３－９１�ｃ２×２、T－５３
－９７�ｃ２×２

（３７．５） ― （３５．３）

T－５３－２�ｃ２×１、T－５３－６３�ｃ２
×３７、T－５３－７２�ｃ２×３、T－５３－７３
�ｃ２×３、T－５３－７９�ｃ２×１

�ａ
（円筒上層 b式相当）

胎土に繊維・砂粒・微細岩片・
海綿骨針を含む。結束第１種羽
状縄文。

計３１ 計４５

図�－６－５ 図版４７

M－１０－１�ｃ×２、N－９－１９�ｃ×１、
N－９－６０�ｃ×７、N－９－７３�ｃ×１、
N－９－８５�ｂ×４、N－１０－３４�ｃ×１、
N－１０－４１�ｂ×２、N－１０－４４�ｃ×２、
O－９－１�ｂ×１、O－９－８�ｃ×
１、O－９－１３�ｂ×１、O－９－４８�ｃ
×１、O－９－７７�ｃ×１、O－１０－６０�
ｂ×１、Q－１１－５９�ｃ×１

（２４．５） ― （２０．３）
N－９－４２�ｃ×２、N－１０－４１�ｂ×１、
O－９－７７�ｃ×２ �ａ

（円筒上層 b式相当）

胎土に多量の海綿骨針を含む。
砂粒・微細岩片も混入するが量
は少ない。器壁の剥落面を観察
する限り、繊維もわずかに混入
している程度である。胴部地文
は結束第１種羽状縄文。

計２７ 計５

図�－７－６ 図版２５・４７

S－５３－１�ｃ２×１、S－５３－８�ｃ２
×１、S－５３－３６�ｃ２×９、S－５３－６３
�ｃ２×４２、S－５３－６７�ｃ２×３、S－５３
－７３�ｃ２×１、S－５３－７４�ｃ×３、S
－５４－１９�ｃ２×２、S－５４－２２�ｃ２×
２、S－５４－３４�ｃ２×１、T－５２－３４�
ｃ×１、T－５３－１７�ｃ２×１

２８．４ １１．２ ３７．１

S－５３－６�ｃ２×１、S－５３－３６�ｃ２
×３、S－５３－６３�ｃ２×２２、S－５４－１９
�ｃ２×３

�ａ
（円筒上層 b式相当）

胎土に多量の海綿骨針を含む。
砂粒・微細岩片も混入するが量
は少ない。器壁の剥落面を観察
する限り、繊維もわずかに混入
している程度である。胴部地文
は結束第１種羽状縄文。

計６７ 計２９

図�－７－７ 図版４８

P－４８－８�ｃ×２１、P－４８－１２�ｃ×６０、
Q－４９－６�ｂ×１、Q－５０－２１�ｂ×
１、Q－５０－２４�ｂ×１ （２５．５） ― （２９．２）

P－４８－８�ｃ×３、P－４８－１２�ｃ×４、
Q－５０－６２�ｃ×１、S－５１－３�ｂ×１ �ａ

（円筒上層 b式相当）

胎土に多量の海綿骨針を含む。
砂粒・微細岩片も混入するが量
は少ない。繊維もわずかに混入
しているようである。胴部地文
は結束第１種羽状縄文。計８４ 計９

図�－８－８ 図版４８

T－５３－３�ｃ２×１、T－５３－４�ｃ２
×５、T－５３－５�ｃ２×１、T－５３－１７
�ｃ２×１、T－５３－５５�ｃ２×１、T－５３
－５８�ｃ２×４、T－５３－６２�ｃ２×１、
T－５３－６３�ｃ２×１、T－５３－６４�ｃ２
×６、T－５３－７２�ｃ２×４、T－５３－７３
�ｃ２×１、T－５３－７５�ｃ２×１、T－５３
－７６�ｃ２×１、T－５３－７９�ｃ２×１、
T－５３－８２�ｃ２×４、T－５３－９１�ｃ２
×３、T－５３－９７�ｃ２×１２

１９．５ ９．６ ２５．８
�ａ

（円筒上層 b式相当）

弁状突起の下の文様構成はそれ
ぞれ微妙に異なる。胎土に微細
岩片と砂粒を含む。胴部地文は
結束第１種斜行縄文。

計４８

図�－８－９ 図版４８

S－５３－６３�ｃ２×１、S－５３－６４�ｃ２
×２、S－５３－６５�ｃ２×２、S－５３－７４
�ｃ×１、S－５３－７８�ｃ２×５、S－５３
－８１�ｃ２×３、S－５３－８４�ｃ２×１０

１１．９ ×
１１．０

（楕円形）
７．６ １４．９

�ａ
（円筒上層 b式相当）

胎土中に繊維と海綿骨針を多量
に含む。地文は結束第１種斜行
縄文。

計２４

図�－８－１０ 図版４８

K－８－８�ｃ×８、K－９－１０風倒×８１、
K－９－１１風倒×２、L－９－５�ｃ×２、
未注記×３ （２７．３） ３０．５ （１１．２）

K－８－８�ｃ×２、K－９－１０風倒×３６、
K－９－１１風倒×１、K－９－１３�ｃ×１ �ａ

（円筒上層 b式相当）

胎土中に繊維を多量に含む。微
細岩片と砂粒はわずか。精製さ
れた感の強い胎土である。地文
は結束第１種羽状縄文。計９６ 計４０

図�－８－１１ 図版４８

S－４９－２�ｂ×３、S－４９－３�ｂ×１、
S－４９－２３�ｃ×８、S－４９－３７�ｃ×１、
S－４９－４５�ｃ×２、S－４９－５１�ｃ×２ １２．０ ― （１２．４）

S－４９－２３�ｃ×４、S－４９－３７�ｃ×４、
S－４９－４５�ｃ×３ �ａ

（円筒上層 b式相当）

胎土中に繊維と海綿骨針を多量
に含む。地文は結束第１種羽状
縄文。

計１７ 計９

図�－１０－２６ 図版２６・４９
T－１０－１０６�ｃ×３６

１４．０ ５．４ １９．０
T－１０－１０６�ｃ×２

�b（榎林式相当） 胎土に繊維と砂粒を含む。
計３６ 計２

図�－１０－３１ 図版４９

S－５１－１２�ｂ×８、S－５１－１３�ｂ×４、
S－５１－２２�ｃ×１、S－５１－２３�ｃ×４、
S－５１－３３�ｃ×１、S－５１－５１�ｃ×１、
S－５１－５５�ｃ×１、S－５２－５８�ｃ×１

（２０．５） ― （１９．７）

S－５１－１２�ｂ×１、S－５１－１３�ｂ×８、
S－５１－２３�ｃ×５、S－５１－３３�ｃ×１、
S－５１－４８�ｃ×１、S－５１－４９�ｃ×１、
S－５１－５０�ｃ×１、S－５１－５５�ｃ×１、
S－５１－６４�ｃ×１、T－５３－２７�ｃ×１、
T－５３－６６�ｃ２×１

�ａ
胎土に砂粒と微細岩片を含む。
LR斜行縄文。

計２１ 計２２

図�－１０－３２ 図版２６・４９

N－４５－１�ｃ×２、N－４５－６�ｃ×５、
N－４５－１８�ｂ×２、N－４５－２９�ｃ×４、
N－４５－３１�ｃ×１、N－４５－３８�ｃ×８１、
N－４５－４２�ｃ×４、N－４５－４３�ｃ×２、
N－４５－４４�ｃ×６、N－４５－４６�ｃ×１３、
N－４５－４７�ｃ×４

２２．０ ― （２４．４）

N－４５－６�ｃ×３、N－４５－１８�ｂ×３、
N－４５－２９�ｃ×１、N－４５－３０�ｃ×１、
N－４５－３１�ｃ×１、N－４５－３８�ｃ×６、
N－４５－４２�ｃ×２、N－４５－４４�ｃ×１、
N－４５－４６�ｃ×５、O－４６－４�ｃ×１

�ａ

胎土に砂粒と微細岩片を含む。
裏面に輪積みの継ぎ目が顕著。
観察される継ぎ目で測っていく
と、下から上へ向けて幅２．８
cm、２．８cm、２．６cm、３．１cm、
３．１cm、４．４cm、５．６cmの 積
み上げと数え上げられる。計１２４ 計２４

図�－１０－３３ 図版４９

Q－５１－２８�ｃ２×６、Q－５１－２９�ｃ２
×４、Q－５２－１０�ｃ２×８、Q－５２－１８
�ｃ２×１、Q－５２－２２�ｃ２×８、R－５０
－３８�ｃ×１、R－５１－１２�ｂ×１

１８．６ ― （１７．５）

O－４９－２�ｂ×２、Q－４９－１３�ｃ×
１、Q－５１－１５�ｂ×１、Q－５１－２８�ｃ
２×５、Q－５２－７�ｃ２×５、Q－５２－
２２�ｃ２×２、R－５０－２１�ｂ×１、R－５０
－３３�ｃ×１、R－５０－３８�ｃ×１、R－５０
－６０�ｃ×１、R－５１－９�ｂ×１、R－５１
－３１�ｃ×２

�ａ

全体に磨滅が著しく判然としな
いが地文は LR斜行縄文と考え
られる。胎土に砂粒と微細岩片
を多く含む。

計２９ 計２３

図�－１１－３４ 図版２６・５０

M－１３－６�ｂ×１、M－１４－５�ｂ×２、
M－１４－６�ｂ×３２、M－１４－８�ｂ×２、
M－１６－３�ｂ×１、O－１１－１１�ｂ×
１、P－１３－１０�ｃ×１、P－１３－３８�ｃ
×１、Q－１２－２４�ｃ×１、Q－１２－３９�
ｃ×１、Q－１２－５１�ｃ×１、R－１１－８２
�ｃ×２、R－１１－１６３�ｃ×２、R－１１－
１８０�ｃ×１、R－１１－２２５�ｃ×１、R－１２
－６�ｂ×１、R－１２－２６�ｂ×２、R－１２
－６９�ｃ×１、R－１２－７８�ｃ×１、R－１３
－６�ｃ×１、R－１３－１４�ｃ×１、R－１３
－１７�ｃ×１、R－１３－１９�ｃ×２、R－１４
－２５�ｃ×１、S－１２－１０６�ｃ×２、S－
１２－１３７�ｃ×１、S－１２－１４０�ｃ×１、
S－１３－１４�ｃ×１、S－１３－１６�ｃ×１、
S－１３－１９�ｃ×１、T－１２－１４１�ｂ×
１、U－９－８木 根×１３、U－１２－２４�ｃ
×１

（２９．９） １２．３ ５２．４

UＨ－４－１５覆土１×１、UP－２３－５覆
土１×１、M－８－２�ｂ×２、M－８－６�
ｃ×１、M－９－２�ｃ×１、M－１２－５�
ｂ×１、M－１４－１３�ｂ×１、M－１５－１
�ｂ×１、Q－１１－６４�ｃ×１、Q－１２－１２
�ｃ×１、R－１０－４３�ｂ×１、R－１１－１８
�ｃ×１、R－１１－４２�ｂ×２、R－１１－５０
�ｂ×１、R－１１－１３０�ｃ×２、R－１１－
２０１�ｃ×２、R－１１－２２１�ｃ×１、R－１１
－２５４�ｃ×１、R－１２－１２�ｂ×３、R－
１２－２７�ｃ×１、R－１２－２８�ｃ×１、R
－１２－１１８�ｃ×１、R－１２－１３８�ｃ×
１、R－１３－７�ｃ×２、R－１３－１１�ｃ
×１、R－１３－１９�ｃ×４、R－１３－２８�
ｃ×２、R－１３－３７�ｃ×１、S－１０－１５４
�×１、S－１２－５７�ｃ×１、S－１２－５８
�ｃ×２、S－１２－１２４�ｃ×１、S－１２－
１３１�ｃ×１、S－１３－１６�ｃ×２、S－１３
－３０�ｃ×１、S－１４－２�ｃ×１、S－１４
－１０�ｃ×１、T－１１－７３�ｃ×１、T－１２
－１１０�ｃ×１、U－９－８木根×７

�ａ
胎土に砂粒と微細岩片を含む。
焼成良好。

計８４ 計６１

一覧表
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表８ 包含層出土掲載土器一覧（復元土器）（２）

挿図番号 写真図版 接 合 口径（cm） 底径（cm） 器高（cm） 同一個体未接合 分類 備 考

図�－１２－３５ 図版５０

T－１２－６１�ｃ×４３、T－１２－６２�ｃ×６７、
T－１２－６３�ｃ×６７、T－１２－６４�ｃ×４１、
T－１２－１３１�ｃ×４２、T－１３－２３�ｃ×
１、U－１２－２４�ｃ×１、U－１２－５５�ｃ
×３

― １１．５ （３８．０）

T－１１－７５�ｃ×１、T－１１－８０�ｃ×１、
T－１１－９２�ｂ×１、T－１１－９８�ｂ×１、
T－１１－１０５�ｃ×１、T－１２－６１�ｃ×
４、T－１２－６２�ｃ×２７、T－１２－６３�ｃ
×７３、T－１２－６４�ｃ×２４、T－１２－１３１�
ｃ×３２、T－１３－１４７�ｃ×２、U－１２－５５
�ｃ×１

�ａ

口縁部を欠く。意図的に打ち欠
いた可能性も考えられる。包含
層からの出土であるが、八雲町
浜松５遺跡出土の２号埋設土器
に似る。

計２６５ 計１６８

図�－１２－３６ 図版５０
R－１１－８４�ｃ下×２

― （４．９） （８．２） �ａ

赤彩・外面はナデ調整で平滑で
あるが、内面はヘラ状工具によ
る削り目や、砂礫の移動の痕、
指頭圧のへこみなど顕著であ
る。胎土の印象から、搬入品の
可能性も考えられる。胴部最大
径は９．３cm。計２

図�－１２－３７ 図版５０
O－１３－６�ｂ×１、O－１４－２�ｂ×１７、
O－１４－７�ｃ×１ ― （９．１） （６．７） �ａ

胴部のもっとも張り出したとこ
ろから上を欠くが、意図的に打
ち欠いた可能性が高い。胎土に
微細岩片・海綿骨針を含む。計１９

図�－１２－３８ 図版５０

M－２１－１�ｂ×１、M－２２－１�ｃ×
２、M－２２－２�ｃ×９、P－２６－１�ｂ
×１ ― （６．９） １５．０ �ａ 胎土に砂粒と海綿骨針を含む。

計１３

図�－１２－３９ 図版５０

S－９－１０５�ｂ×２、T－９－３０�ｃ×
１、T－９－３３�ｂ×１、T－９－１７６�ｃ
×６ ― ５．０ ８．２ �ａ

胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。精製された感の強い土器。
文様帯に LR縄文を不規則に施
文。計１０

図�－１２－４０ 図版５１

Q－５２－９�ｃ２×１、Q－５２－１１�×
１、Q－５２－１４�ｂ×１０、Q－５２－２４�ｃ
１×７６、Q－５２－２９�ｃ１×１、Q－５２－
３０�ｃ１砂×３、R－５２－４�ｂ×４、R
－５２－５�ｂ×３

２４．５ （８．４） ３３．６

Q－５２－１�ｃ２砂×２、Q－５２－１１�×
１、Q－５２－１４�ｂ×２、Q－５２－２４�ｃ
１×１１、Q－５２－３０�ｃ１砂×２、R－５２
－４�ｂ×３

�ａ
（白坂３式相当）

胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針は多量に混入してい
る。精製された感の強い土器。
文様帯に LR縄文を不規則に施
文。口唇断面は丸みを帯びた角
型。輪積み板積みの継ぎ目が割
れ口になっており、器表面には
剥離が顕著。計９９ 計２１

図�－１３－４１ 図版５１

N－４６－３�ｂ×１、N－４８－５３�ｃ×１、
P－５０－１６�ｃ×１、Q－４９－５�ｂ×１、
R－４９－１３�ｂ×１、S－４９－３３�ｃ×１、
S－５０－１１０�ｃ×１

（１０．４） ― （８．１） �ａ
胎土に砂粒・微細岩片を含む。
RL斜行縄文。

計７

図�－１３－４２ 図版５１
Q－５１－２�ｃ×１４、Q－５１－２１�ｃ×
１、Q－５１－２５�ｃ×１ ― １７．５ （５．４） �ａ

胎土に砂粒・微細岩片を含む。
口縁部無文・RL斜行縄文。

計１６

図�－１３－４３ａ 図版５１

Q－９－７９�ｂ×１、Q－９－８３�ｃ×
５、Q－９－８７�ｃ×１、Q－９－１０３�
ｃ×１、Q－９－１０５�ｃ×１、Q－９－１０６
�ｃ×３、Q－９－１２２�ｃ×３、Q－９
－１３２�ｃ×１、Q－９－１３４�ｃ×１、Q
－９－１４７�ｃ×２、Q－９－１５４�ｃ×４

― ― （１３．４）
O－９－２０�ｂ×１、Q－９－７９�ｂ×１

�ａ
胎土に砂粒・微細岩片・海綿骨
針を含む。緩い撚りの LR縄文
が横走気味に施文されている。

計２３ 計２

図�－１３－４３b 図版５１

Q－９－１６�ｂ×１、Q－９－２２�ｂ×
１、Q－９－４９�ｂ×１、Q－９－７２�ｃ
×５、Q－９－８３�ｃ×３、Q－９－８７�
ｃ×１、Q－９－１０２�ｃ×３、Q－９－１０５
�ｃ×２、Q－９－１２２�ｃ×３、Q－９
－１３２�ｃ×１、Q－９－１４８�ｃ×５

― （８．６） （２１．０）
同上

�ａ 同上

計２６

図�－１３－４４ａ 図版５１

Q－９－２７�ｃ×１、Q－９－６４�ｃ×
３、Q－９－６５�ｃ×１、Q－９－１０６�
ｃ×１、Q－９－１１４�ｃ×１、Q－１０－１７
�ｃ×２、Q－１０－２６�ｃ×１、Q－１０－
３９�ｃ×２、Q－１０－５３�ｂ×１、Q－１０
－５４�ｃ×１、Q－１０－６７�ｃ×２、UP
－１１－９覆土中×１

１０．９ ×
（１０．２）
（楕円形）

― （１１．１）

Q－８－８８�ｂ×１、Q－９－２７�ｃ×
１、Q－９－６５�ｃ×１、R－８－６０�ｃ
×２、R－１０－４５�ｂ×１、R－１０－４８�
ｂ×１

�ａ
胎土はよく精製されており、砂
粒と海綿骨針を含む。焼成は良
好。

計１７ 計７

図�－１３－４４b 図版５１

Q－９－５０�ｂ×５、Q－９－８７�ｃ×
１、Q－９－１０５�ｃ×１、Q－９－１０６�
ｃ×２、Q－１０－５�ｂ×１、Q－１０－１７
�ｃ×２、Q－１０－５３�ｂ×１、Q－１０－
６７�ｃ×７、R－７－２７�ｂ×３、R－１０
－８９�ｂ×１、UP－１１－４覆土上×３

― ― （９．８）
同上

�ａ 同上

計２７

図�－１３－４５ 図版５２

R－１０－４８�ｂ×１、R－１０－５５�ｃ×１、
R－１０－８９�ｂ×１、R－１０－１５２�ｃ×
１１、R－１１－１３�ｂ×１ ― ６．４ １４．７

Q－９－４４�ｃ×１、Q－１０－１７�ｃ×
１、Q－１１－１３５�ｃ×１、R－１０－８９�ｂ
×１、R－１０－１１５�ｃ×２、R－１０－１２２
�ｃ×１、R－１０－１７７�ｃ×１、R－１１－
２０１�ｃ×４

�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針は多量に混入。繊維も
微量混入しているようである。
精製された感の強い土器。口縁
は平縁であるが歪みが顕著であ
る。計１５ 計１２

図�－１３－４６ 図版５２
R－５０－８１�ｃ×８

― （１０．４）
１１．４ ～
（１３）

UP－１４－７７覆土１×１
�ａ

指頭圧の凹凸顕著。胎土に微細
岩片・砂粒を多く混入してい
る。計８ 計１

図�－１４－４７ 図版５２
M－４６－６４�ｃ×５

― ７．１ （１４．７） �ａ
胎土に微細岩片・砂粒を多く含
む。見た目より重く感じられ
る。計５

図�－１４－４８ 図版５２
M－４５－３�ｃ×１、M－４５－１３�ｂ×
１９、N－４５－１１�ｂ×１ ― ６．２ （１２．０） �ａ

胎土に微細岩片・砂粒を多く含
む。見た目より重く感じられ
る。計２１

図�－１４－４９ 図版５２

M－４７－８�ｃ×１、M－４７－２５�ｂ×
１、N－４６－１３�ｂ×２、N－４６－２５�ｃ
×１、N－４６－６１�ｃ×２、N－４６－６６�
ｃ×１、N－４７－４�ｂ×３、N－４８－６４
�ｃ×１

１１．５ ×
１０．５

（楕円形）
５．４ １２．８

N－４６－２２�ｂ×１、O－４５－１２�ｃ×１
�ａ

胎土に微細岩片・砂粒を多く含
む。海綿骨針も観察される。

計１２ 計２

図�－１４－５０ 図版５２

N－４６－２１�ｂ×１、N－４６－２５�ｂ×２、
N－４６－６２�ｃ×１、N－４７－３�ｂ×２、
N－４７－８�ｂ×１、N－４７－１４�ｃ×１、
N－４７－５５�ｃ×３、N－４７－５６�ｃ×１、
N－４８－１２�ｂ×１

１２．６ ― （１０．７） �ａ

無文で口縁付近に縦位の貼付が
ある。全部で３ヵ所あったうち
２ヵ所が剥落している。胎土に
微細岩片・砂粒・海綿骨針を多
く含む。

計１３

図�－１４－５１ 図版５２
T－５－１�ｃ２砂×１

８．７ ４．５ ８．０ �ａ
口縁一部打ち欠き・胎土に微細
岩片・砂粒を多く含む。計１

図�－１４－５２ 図版５２
Q－４６－２�ｂ×１、Q－４６－９�ｂ×
７、Q－４６－１３�ｂ×４ （９．１） （３．３） ７．７ �ａ

胎土に砂粒と微細岩片を含む。
繊維もわずかに混入している。

計１２

図�－１４－５３ 図版５２
N－４８－６６�ｃ×１、N－４９－４０�ｃ×８

― ５．２ （９．２） �ａ
胎土に砂粒・微細岩片・繊維・
海綿骨針を含む。計９

図�－１４－５４ 図版５３
S－５３－１１�ｃ２×５、S－５３－１２�ｃ２
×７ ― ７．４ （１１．３）

S－５３－１２�ｃ２×４、S－５４－３�ｃ×
２ �ａ

胎土に多量の微細岩片と海綿骨
針を含む。

計１２ 計６

上台１遺跡
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表８ 包含層出土掲載土器一覧（復元土器）（３）

挿図番号 写真図版 接 合 口径（cm） 底径（cm） 器高（cm） 同一個体未接合 分類 備 考

図�－２０－１１４ 図版５３

Q－１３－２０�ｂ×１、R－１１－２１７�ｃ×
１、T－８－１�ｃ×１、T－９－３�ｃ
×１、T－９－３０�ｃ×１、T－９－５０�
ｃ×２、T－９－６２�ｃ×１、T－９－６７
�ｃ×１、T－９－７４�ｃ×１、T－９－１００
�ｃ×２

１０．７ （６．３） １１．４ �ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。

計１２

図�－２３－１５０ 図版５３

T－５４－１３�ｃ２×１０９、T－５４－１５�ｃ２
×１、T－５４－２２�ｃ２×１、T－５４－２４
�ｃ２×２ （２５．７） ― （２６．５）

T－５４－１３�ｃ２×９７、T－５５－１２�ｃ２
×３ �b

（ウサクマイＣ式相当）

胎土に微細岩片と海綿骨針を含
む。器表面の剥落が著しい。LR
斜行縄文。口唇上にも縄文は施
文されている。計１１３ 計１００

図�－２３－１５３ 図版５３

S－１０－１５�ｃ×１、S－１０－４１�ｃ×１、
S－１０－９２�ｃ×２、S－１０－１０３�ｃ×
１、T－１０－１８�ｃ×１、T－１０－４０�ｃ
×８

（２０．０） ― （１０．７）

P－９－１３�ｂ×１、S－１０－４１�ｃ×１、
T－９－１２７�ｂ×１、T－１０－２�ｂ×
３、T－１０－１１�ｃ×４、T－１０－１４�ｃ
×１、T－１０－４０�ｃ×２２

�ｂ（手稲式相当）

胎土に海綿骨針を含む。微細岩
片と砂粒もわずかに観察され
る。精製された感の強い胎土
で、焼成は良好である。LR斜
行縄文。計１４ 計３３

図�－２３－１５４ 図版５３

S－９－１９�ｃ×１１、S－９－２９�ｃ×１、
S－９－９９�ｂ×２、S－９－１２５�ｃ×
５、S－９－１２７�ｃ×１、T－９－４�ｃ
×１、T－９－３１�ｂ×４、T－９－３７�
ｃ×１、T－９－６９�ｃ×１、T－９－１１４
�ｃ×１

２２．１ ― （９．６）
S－９－１９�ｃ×１、S－９－１２５�ｃ×１

�ｂ（手稲式相当）

胎土に海綿骨針を含む。微細岩
片と砂粒もわずかに観察され
る。精製された感の強い胎土
で、焼成は良好である。RL斜
行縄文。

計２８ 計２

図�－２３－１６２ 図版６２
P－５０－２�ｃ×１

（３．６）×（８．４）×（３．８）
P－５１－１５�ｃ１砂×２

�ｂ
注口部分。胎土に微細岩片と砂
粒を含む。繊維もわずかに混入
が確認できる。焼成は良好。計１ 計２

図�－２４－１６３ 図版２６・５３

R－８－５�ｂ×８、R－８－９�ｂ×１、
R－８－１３�ｂ×３６、R－９－３�ｂ×
１６１、S－８－３５�土石×１ ３４．４ ９．６ （４１．９）

N－１１－１９�ｂ×５、R－９－３�ｂ×３、
S－８－３５�土石×１ �ｃ（聖山�式相当）

胎土に海綿骨針を含む。微細岩
片と砂粒もわずかに観察され
る。精製された感の強い胎土
で、焼成は良好である。LR斜
行縄文。計２０７ 計９

図�－２４－１６４ 図版５３
N－１０－３７�ｂ×１、N－１１－１９�ｂ×１６、
N－１２－８�ｂ×２

１９．９ ×
１７．５

（楕円形）
― （１１．７）

N－１１－１９�ｂ×１
�ｃ（聖山�式相当）

微細岩片と砂粒がわずかに観察
される。精製された感の強い胎
土で、焼成は良好である。LR
斜行縄文。計１９ 計１

図�－２４－１６５ 図版５３
N－９－２１�ａ×１、O－８－２３�ａ×
２、P－８－２５�ｃ×１１ １９．６ ― ９．９

N－１１－１９�ｂ×３
�ｃ（聖山�式相当）

微細岩片と砂粒、海綿骨針がわ
ずかに観察される。精製された
感の強い胎土で、焼成は良好で
ある。LR斜行縄文。計１４ 計３

一覧表
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表９ 包含層出土掲載土器一覧（拓影図）（１）

挿図番号 図版番号 接 合 同一個体未接合 分類 備 考

図�－３－１a 図版５４
M－１３－１１�ｃ×４７、M－１３－１２�ｃ×２

M－１３－１�ｂ×１０、M－１３－７�ｃ×１、M－１３－８�
ｃ×１、M－１３－１１�ｃ×１０８、M－１３－１２�ｃ×９、M
－１４－４�ｂ×１、M－１４－７�ｂ×１、M－１４－９�ｃ
×２

�ｂ（円筒下層 d式相当）
胎土に多量の繊維を含む。砂粒
も観察される。

計４９ 計１３３

図�－３－１b 図版５４
M－１３－１１�ｃ×３６ 同上

�ｂ（円筒下層 d式相当） 同上
計３６

図�－４－２ 図版５４
O－１４－６�ｃ×１、O－１５－２０�ｃ×１、O－１５－２１�
ｃ×１、O－１５－２４�ｃ×２２

O－１４－４�ｂ×７、O－１４－６�ｃ×１０、O－１４－１６�
ｂ×２、O－１５－９�ｃ×１、O－１５－１１�ｃ×１、O－１５
－１２�ｃ×１、O－１５－１３�ｃ×１、O－１５－１４�ｃ×１、
O－１５－１５�ｃ×１、O－１５－１６�ｃ×３、O－１５－１７�
ｃ×１、O－１５－１８�ｃ×５、O－１５－１９�ｃ×２、O－１５
－２０�ｃ×１７、O－１５－２２�ｃ×２、O－１５－２３�ｃ×３、
O－１５－２４�ｃ×６１、O－１５－２５�ｃ×１７、O－１５－２６�
ｃ×２４

�ｂ（円筒下層 d式相当） 胎土に多量の繊維を含む。

計２５ 計１６０

図�－８－１２ 図版５５
N－９－１６�ｃ×１

N－９－２�ｃ×１、N－９－１９�ｃ×１、N－９－４１�
ｃ×１、O－８－３８�ｂ×１ �ａ（円筒上層 b式相当） 胎土に繊維を多量に含む。

計１ 計４

図�－８－１３ 図版５５
N－９－１９�ｃ×２

�ａ（円筒上層 b式相当）
胎土に海綿骨針と多量の繊維を
含む。計２

図�－９－１４ 図版５５
N－９－４２�ｃ×１、N－９－４３�ｃ×１ N－９－１６�ｃ×１、N－９－４３�ｃ×１

�ａ（円筒上層 b式相当）
胎土に砂粒と繊維を含む。馬蹄
形圧痕にヘラ状の刻みを持つ。計２ 計２

図�－９－１５ 図版５５
S－１３－１８�ｃ×２

�ａ（円筒上層 b式相当）
胎土に砂粒と繊維を含む。海綿
骨針がわずかに観察される。計２

図�－９－１６ 図版５５
S－５２－２８�ｂ×２、S－５２－６３�ｃ×１ R－５２－１４�ｃ×１、S－５２－２８�ｂ×２

�ａ（円筒上層 b式相当）
胎土に繊維と多量の海綿骨針を
含んでいる。計３ 計３

図�－９－１７ 図版５５ N－１２－１�ｂ×２
�ａ（円筒上層 b式相当）

胎土に繊維と多量の海綿骨針を
含んでいる。計２

図�－９－１８a 図版５５
Q－１０－１００�ｃ×３、Q－１１－１２０�ｃ×２

Q－１１－５６�ｃ×２、Q－１１－１２５�ｃ×４、Q－１１－１４２
�ｃ中×１ �ａ（円筒上層 b式相当）

胎土に繊維と多量の海綿骨針を
含んでいる。

計５ 計７

図�－９－１８b 図版５５
Q－１１－４６�ｃ×１、Q－１１－１２５�ｃ×４ 同上

�ａ（円筒上層 b式相当） 同上
計５

図�－９－１９ 図版５５
K－４４－２�ｃ３×１、T－５２－８�ｃ×１、T－５２－２９�
ｃ×１

Q－５１－８�×１、Q－５２－２１�ｃ２×１
�ａ（円筒上層 b式相当）

胎土に繊維と多量の海綿骨針を
含んでいる。

計３ 計２

図�－９－２０ 図版５５
S－５２－４７�ｃ２×２、S－５３－３５�ｃ×１ S－５２－６０�ｃ×２

�ａ（円筒上層 b式相当）
胎土に繊維と海綿骨針を含んで
いる。計３ 計２

図�－９－２１ 図版５５
L－１１－７�ｃ×２

�ａ（円筒上層 b式相当） 胎土に繊維を含む。
計２

図�－９－２２ 図版５５
N－９－１９�ｃ×４

�ａ（円筒上層 b式相当） 胎土に砂粒を含む。
計４

図�－９－２３ 図版５５
Q－１２－５５�ｃ×４

�ａ（円筒上層 b式相当）
底部片。胎土に海綿骨針と繊維
を含む。計４

図�－９－２４ 図版５５
N－９－４２�ｃ×１、N－９－５４�ｃ×１、N－９－５９�
ｃ×１

N－９－１６�ｃ×２、N－９－４２�ｃ×５
�ａ

底部片。胎土に砂粒を多く含
む。繊維と海綿骨針の混入も見
られるが量は多くない。計３ 計７

図�－９－２５ 図版５５
N－９－３０�ｃ×２

�ａ
底部。胎土に多量の繊維を含
む。計２

図�－１０－２７ 図版５５

N－９－２４�ｃ×１、N－９－２８�ｃ×１、N－９－３６�
ｃ×１、N－９－６１�ｃ×１、N－９－６３�ｃ×５、N－
９－６４�ｃ×３

N－９－２２�ａ×１、N－９－４８�ｃ×３、N－９－６１�
ｃ×１０、N－９－６２�ｃ×１２、N－９－６３�ｃ×２、O－
９－２�ｂ×２、O－９－１４�ｃ×１、O－９－７４�ｃ×
２、O－１０－４�ｃ×１１、O－１０－７�ｃ×１、O－１０－３５
�ｃ×１、Q－９－２２�ｂ×１

�ｂ（榎林式相当） 胎土に砂粒を多く含む。

計１２ 計４７

図�－１０－２８ 図版５５
M－８－９�ｃ×１、M－１２－１�ｃ×１

�ｂ（榎林式相当）
胎土に繊維と微細岩片を含む。
大きさに対して非常に軽い。計２

図�－１０－２９a 図版５５
L－８－６�ｃ×１、M－８－１１�ｃ×１

L－８－６�ｃ×３、M－８－１１�ｃ×７、N－９－７４�
ｃ×１、O－９－３５�ｃ×１、Q－９－９９�ｃ×１ �ｂ（榎林式相当） 胎土に微細岩片を含む。

計２６ 計１３

図�－１０－２９b 図版５５
M－８－８�ｃ×１、M－８－１１�ｃ×１、L－８－６�
ｃ×１

同上
�ｂ（榎林式相当） 同上

計３

図�－１０－３０ 図版５５
R－２１－１�×２

R－２２－１�ｃ×９、R－２４－１�ｂ×１、R－２８－２�
ｂ×１ �ｂ（ノダップ�式相当）

地文はRL縄文であるが、前段
の撚りにおいて太さの異なるも
のを撚り合わせているため、条
が太いものと細いものとで交互
に表れている。胎土に海綿骨針
を多く含む。内面は平滑に磨か
れている。計２ 計１１

図�－１５－５５a 図版２６・５６

S－４７－１３�土石×１、S－５０－２２�ｃ×１、S－５０－３２�
ｂ×１、S－５０－６７�ｂ×１、T－５０－４１�ｃ×１８、T－５１
－２３�ｃ×１、T－５２－２３�ｃ×３

S－４７－１３�土石×１、S－４９－１５�ｂ×２、S－４９－２２�
ｃ×１、S－４９－３８�ｃ×１、S－４９－５２�ｃ×１、S－５０
－３２�ｂ×２、S－５１－５５�ｃ×１、S－５３－４４�ｃ２×
１、T－４９－８�ｂ×１、T－４９－１２�ｃ×１、T－５０－１０
�ｂ×１、T－５０－４１�ｃ×７、T－５１－２３�ｃ×１、T－
５２－２３�ｃ×７、T－５２－４４�ｃ×１

�ａ 胎土に砂粒を多く含む。

計２６ 計２９

図�－１５－５５b 図版２６・５６

S－４８－５�ｂ×１、S－４８－２３�ｃ×１、S－５４－３６�ｃ
２×１、T－５０－４１�ｃ×１９、T－５１－１９�ｃ×１、T－５４
－２２�ｃ２×１、T－５３－４９�ｃ２×１

同上
�ａ 同上

計２５

図�－１６－５６ 図版５７
O－４５－９�ｂ×１、O－４５－１２�ｃ×２、O－４５－１３�
ｃ×１、O－４５－２３�ｃ×１、O－４５－３３�ｃ×１

N－４９－４５�ｃ×１、O－４５－９�ｂ×４、O－４５－１２�
ｃ×１、O－４５－１７�ｃ×１、O－４５－３８�ｃ×１、O－４６
－２０�ｃ×１ �ａ

胎土に砂粒・繊維・海綿骨針を
含む。海綿骨針は顕著に観察さ
れる。

計６ 計９

図�－１６－５７ 図版５７
L－４２－２風 倒×１、O－４６－４２�ｃ×１、O－４８－６�
ｃ×１

M－４９－３�ｃ×２、N－４９－１４�ｂ×２、N－５１－３�
ｃ２×１、O－５０－９�ｃ×１、P－４８－３�ｂ×１ �ａ

胎土に砂粒・繊維・海綿骨針を
含む。海綿骨針は顕著に観察さ
れる。計３ 計７

図�－１６－５８a 図版５７

Q－４９－８�ｂ×１、R－４９－１８�ｃ×２、R－４９－２４�
ｃ×１、R－４９－３０�ｃ×１、R－５０－２２�ｂ×１、S－４９
－４６�ｃ×１

Q－４９－８�ｂ×２、R－４７－１３�ｃ×１、R－４８－１�
ｂ×３、R－４８－１０�ｃ×５、R－４８－１１�ｃ×１、R－４８
－２５�ｃ×１、R－４８－３８�ｃ×１、R－４９－９�ｂ×４、
R－４９－１１�ｂ×７、R－４９－１８�ｃ×１、R－４９－２５�
ｃ×１、R－４９－２９�ｃ×２、R－４９－３０�ｃ×３、R－４９
－３９�ｃ×１、R－４９－４６�ｃ×２、S－４７－７風倒×１、
S－４９－３８�ｃ×１、T－４９－１５�ｃ×１、T－５７－２�ｃ
２×２

�ａ 胎土に砂粒を多く含む。

計７ 計４３

図�－１６－５８b 図版５７
Q－４９－８�ｂ×１、R－４９－１８�ｃ×１、R－４９－２７�
ｃ×１

同上
�ａ 同上

計３

上台１遺跡

256



表９ 包含層出土掲載土器一覧（拓影図）（２）

挿図番号 図版番号 接 合 同一個体未接合 分類 備 考

図�－１６－５９ 図版５７
T－５０－１４�ｃ×１、T－５０－３９�ｃ×３

Q－４９－８�ｂ×１、S－５０－７７�ｂ×１、S－５０－１０２�
ｂ×１、S－５０－１１２�ｃ×３、S－５０－１２０�ｃ×２、S－
５０－１３９�ｃ×１、S－５２－３３�ｂ×１、T－４７－７�ｂ×
１、T－４９－１５�ｃ×４、T－４９－２７�ｃ×１、T－５０－７
�ｂ×３、T－５０－９�ｂ×１、T－５０－１０�ｂ×３、T－
５０－１４�ｃ×３、T－５０－１７�ｃ×１、T－５０－２８�ｃ×
１、T－５０－２９�ｃ×１、T－５０－３０�ｃ×２、T－５０－４０
�ｃ×２、T－５０－１７０�ｃ×１

�ａ

胎土に砂粒を多く含む。海綿骨
針はごく微量が観察される。裏
面に板積み風の粘土の接ぎ目が
顕著に観察される。口唇部が幅
１．５cm。次 が２．５cm、３cm、
３cm。と掲載部分だけで４段
を数える。

計４ 計３４

図�－１６－６０ 図版５７
L－４７－８２�ｃ１×７ L－４７－８２�ｃ１×８

�ａ
胎土に砂粒と海綿骨針を多量に
含む。計７ 計８

図�－１６－６１ 図版５７
R－４９－２７�ｃ×３

R－４７－１３�ｃ×３、R－４８－３�ｂ×１、R－４９－１１�
ｂ×４、R－４９－２１�ｃ×１、R－４９－４５�ｃ×２、S－５０
－１１１�ｃ×１ �ａ 胎土に砂粒と海綿骨針を含む。

計３ 計１２

図�－１６－６２ 図版５７
R－５０－８３�ｃ×２

�ａ 胎土に砂粒を含む。
計２

図�－１６－６３ 図版５７
K－４７－８�ｃ×３、K－４７－１２�ｃ×１

K－４７－８�ｃ×２、M－４８－８�ｃ×４、N－４８－２０�
ｂ×２、N－４８－６１�ｃ×１、N－４９－１２�ｂ×１、O－４８
－１１�ｃ×１ �ａ

胎土に多量の砂粒を含みザラザ
ラする。口唇上および裏面のヘ
ラ削り痕が顕著に観察される。

計４ 計１１

図�－１６－６４ 図版５７
N－５０－１８�ｃ２×１、N－５０－１９�ｃ２×１ O－４７－２９�ｃ×１、O－４９－２１�ｃ×１

�ａ 胎土に砂粒を含む。
計２ 計２

図�－１６－６５ 図版５７
N－１５－５�ｂ×２ N－１４－８�ｂ×３、O－１０－２４�ｂ×１

�ａ 胎土に海綿骨針を含む。
計２ 計４

図�－１６－６６ 図版５７
T－５０－３８�ｃ×３、T－５１－１２�ｂ×１

�ａ 胎土に砂粒と繊維を含む。
計４

図�－１６－６７ 図版５７
S－５０－４６�ｂ×１、S－５０－５９�ｂ×２ S－５０－５９�ｂ×１

�ａ 胎土に砂粒と海綿骨針を含む。
計３ 計１

図�－１６－６８ 図版５７
O－４９－５�ｂ×１、P－４６－４１�ｃ×１、P－４６－４３�
ｃ×２、P－４７－１７�ｂ×１、P－４７－３７�ｃ×１

O－４５－２１�ｃ×１、O－４６－１９�ｃ×１、P－４６－６�
ｂ×２、P－４６－２４�ｃ×２、P－４６－４１�ｃ×３、S－４６
－７�ｃ×１、S－４６－１２�ｃ×１ �ａ 胎土に砂粒を含む。

計６ 計１１

図�－１７－６９ 図版５７
P－４６－２７�ｃ×１、P－４６－３０�ｃ×４、P－４６－３４�ｃ
×１

P－４５－１８�ｃ×１、P－４６－３５�ｃ×２、Q－４６－５５�
ｃ×１ �ａ 胎土に砂粒と海綿骨針を含む。

計６ 計４

図�－１７－７０ 図版５７
N－４６－６３�ｃ×１、N－４７－５１�ｃ×２

N－４７－４２�ｂ×１、N－４７－５１�ｃ×１、N－４８－５３�
ｃ×１、N－４９－１３�ｂ×１ �ａ

胎土に砂粒と微量の海綿骨針を
含む。

計３ 計４

図�－１７－７１ 図版５７
Q－４８－６�ｂ×１ Q－４８－６�ｂ×２、S－４９－３３�ｃ×２

�ａ
胎土に砂粒と微量の海綿骨針を
含む。計１ 計４

図�－１７－７２ 図版５７
R－４９－１１�ｂ×７、R－４９－２３�ｃ×１

Q－５１－２�ｃ×１、Q－５１－３１�ｃ×１、Q－５２－１６�
ｃ２×１、R－４９－１１�ｂ×１、S－５０－７３�ｂ×１ �ａ 胎土に砂粒を多く含む。

計８ 計５

図�－１７－７３ 図版５７
N－４５－１８�ｂ×１、O－４３－３�ｂ×５

�ａ 胎土に砂粒を多く含む。
計６

図�－１７－７４ 図版５７
P－４５－１７�ｃ×１、P－４５－１８�ｃ×１ P－４５－１７�ｃ×１、P－４５－３１�ｃ×３

�ａ 胎土に砂粒を含む。
計２ 計４

図�－１７－７５ 図版５８
P－４６－４１�ｃ×２

P－４６－６�ｂ×１、P－４６－２４�ｃ×１、P－４６－３５�ｃ
×１、P－４６－４３�ｃ×５、P－４６－５１�ｃ×２ �ａ

胎土に砂粒・微細岩片を多く含
む。

計２ 計１０

図�－１７－７６ 図版５８
N－４９－３�ｂ×１、N－４９－２０�ｂ×２

N－４７－５８�ｃ×１、N－４８－１１�ｂ×１、N－４８－１６�
ｂ×３、N－４８－１７�ｂ×２、N－４８－１９�ｂ×１、N－４８
－５８�ｃ×１、N－４８－６０�ｃ×１、N－４８－６３�ｃ×２、
N－４８－６６�ｃ×１、N－４９－３�ｂ×２、N－４９－１９�
ｂ×８、N－４９－２０�ｂ×３８、N－５１－３�ｃ２×１、O
－４７－８�ｂ×５、O－４７－２３�ｃ×２、O－４７－２８�ｃ
×１、O－４７－３４�ｃ×１、O－４７－４３�ｃ×１、O－４７
－４９�ｃ×１、O－４８－７�ｃ×１、O－４８－１０�ｂ×１、
O－４８－３８�ｃ×１、O－５１－１５�ｃ２×１、R－４９－１１
�ｂ×２、R－４９－４４�ｃ×１

�ａ
胎土に砂粒・微細岩片を多く含
む。

計３ 計８０

図�－１７－７７ 図版５８
M－４６－８�ｂ×１、M－４６－１８�ｃ×１、Q－４６－４�
ｂ×１

M－４６－３�ｂ×２、M－４６－４�ｂ×１０、M－４６－８�
ｂ×５、M－４６－１７�ｃ×２、M－４６－１８�ｃ×５、M－
４６－１９�ｃ×１、M－４６－２９�ｃ×１１、N－４６－２５�ｂ×
２、N－４６－２９�ｃ×１、P－４９－４１�ｃ×１、Q－４８－１３
�ｃ×１、Q－４８－２９�ｃ×２、Q－４８－３６�ｃ×１、Q
－４８－３８�ｃ×４、R－４７－１２�ｂ×１、R－４８－１１�ｃ
×１、R－４８－２６�ｃ×７、R－４８－２７�ｃ×８、R－４８
－３６�ｃ×１、R－４９－１１�ｂ×１、R－４９－１８�ｃ×１

�ａ 胎土に砂粒を含む。

計３ 計６８

図�－１７－７８ 図版５８
S－４８－１２�ｃ×１

�ａ 胎土に砂粒と海綿骨針を含む。
計１

図�－１７－７９ 図版５８
S－１１－７０�ｃ×１、S－１１－１７６�ｃ×１ S－１１－６３�ｂ×１、S－１１－１５５�ｃ×１

�ａ
胎土に砂粒と繊維を含む。海綿
骨針も微量に観察される。計２ 計２

図�－１７－８０ 図版５８
S－８－６２�ｃ×２、S－８－７０�ｃ×２

�ａ
胎土に砂粒・繊維・海綿骨針を
含む。計４

図�－１７－８１ 図版５８
Q－４９－１８�ｃ×１、R－４８－９�ｃ×１、R－４９－２８�
ｃ×１、R－４９－４３�ｃ×１

R－４９－２８�ｃ×１
�ａ

胎土に砂粒・繊維・海綿骨針を
含む。

計４ 計１

図�－１７－８２ 図版５８
Q－１０－４５�ｃ×１

�ａ
胎土に多量の砂粒を含みザラザ
ラする。計１

図�－１７－８３ 図版５８
Q－１１－４１�ｃ×４、Q－１１－４２�ｃ×１、R－１１－１４９�
ｃ×１

UH－４－２７４覆土中×１、UP－７－９覆土中×１、UP－
７－２４覆土 上×１、UP－７－６６覆 土１×１、N－１０－２４
�ｂ×１、N－１２－６�ｂ×２、O－１１－１１�ｂ×１、P
－１０－１３�ｃ×１、Q－１１－４４�ｃ×１、Q－１１－６４�ｃ
×１、R－１１－５１�ｂ×１、R－１１－８２�ｃ×１、R－１１
－１００�ｃ×１、R－１１－１３４�ｃ×１、R－１１－１４７�ｃ×
１、R－１１－１６８�ｃ×１、R－１１－１７３�ｃ×１、R－１１
－１７４�ｃ×１、R－１１－１８０�ｃ×１、R－１１－１９８�ｃ×
１、R－１１－２０１�ｃ×３、R－１１－２０３�ｃ×２、R－１１
－２９８�ｃ×１、S－８－２８�ｃ×１、T－８－１�ｃ×１、
T－８－３９�ｃ×１、T－８－５４�ｂ×１、U－７－１７�
ｃ２×１

�ａ 胎土に砂粒を多く含む。

計６ 計３２

図�－１７－８４ 図版５８
O－９－６３�ｃ×１、O－１０－５３風倒木痕×１、Q－１２－３７
�ｃ×１、S－１２－１５�ｂ×１

M－９－３�ｃ×１、N－１０－３６�ｂ×３、N－１０－４０�
ｂ×１、N－１１－４�ｂ×１、Q－１３－１２�ｃ×１、R－１２
－９３�ｃ×１計８ �ａ 胎土に砂粒を含む。

計４ 計８

図�－１７－８５ 図版５８
T－６－６８�ｃ１×１

�ａ 胎土に砂粒を含む。
計１

図�－１７－８６ 図版５８
O－１１－６�ｃ×１、Q－１０－２�ｃ×１、Q－１２－５０�
ｃ×１、Q－１２－６１

O－１０－４４�ｂ×３、P－９－１６�ｂ×１、P－９－８１�
ｃ×１、P－１０－１２�ｃ×１、Q－８－７０�ｂ×１、Q－１０
－２�ｃ×１、Q－１２－５４�ｃ×１、R－１０－４８�ｂ×１ �ａ 胎土に砂粒と繊維を含む。

計４ 計１０

一覧表
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表９ 包含層出土掲載土器一覧（拓影図）（３）

挿図番号 図版番号 接 合 同一個体未接合 分類 備 考

図�－１８－８７ 図版５８
Q－９－３５�ｃ×２、Q－９－４４�ｂ×１、Q－９－５０�
ｃ×３、Q－９－５１�ｂ×２、Q－１０－１７�ｃ×１

P－１０－１０�ｃ×１、Q－１０－２�ｃ×１
�ａ 胎土に砂粒と微細岩片を含む。

計９ 計２

図�－１８－８８ 図版５８
Q－１０－２３�ｃ×１

�ａ 胎土に砂粒と微細岩片を含む。
計１

図�－１８－８９ 図版５８
S－９－７７�ｃ×１

�ａ 胎土に砂粒を含む。
計１

図�－１８－９０ 図版５８
S－５－３�ｃ２砂×１

�ａ 胎土に砂粒を含む。
計１

図�－１８－９１ 図版５８
T－１１－２�ｃ×２、T－１１－２８�ｂ×１

UP－１６－１３覆土中×１、UP－１６－２１覆土中×１、UP－１６
－２４覆土下×１、N－８－１０�ｃ×２、N－８－１５�ｃ×
５、R－１１－２２１�ｃ×１、S－１１－１８�ｃ×１、S－１１－１９
�ｃ×２、S－１１－７３�ｃ×１、S－１１－８８�ｃ×１、S－
１１－１４４�ｃ×１、T－１１－１０�ｃ×３、T－１１－８０�ｃ×
１

�ａ
胎土に多量の砂粒を含みザラザ
ラする。

計３ 計２１

図�－１８－９２ 図版５８
T－７－１６�ｃ２砂×１

�ａ
胎土に多量の砂粒を含みザラザ
ラする。計１

図�－１８－９３ 図版５８
S－８－１２�ｂ×１、S－８－１１４�ｃ×４、S－８－１１６�
ｃ×７、S－８－１３９�ｂ×１

Q－１２－２８�ｃ×１、R－８－３８�ａ×１、R－９－７０�ｃ
×１、S－８－１１４�ｃ×４、S－８－１１６�ｃ×２、S－８－
１３９�ｂ×２、T－９－１４６木根×１、T－１３－１８�ｂ×１ �ａ

胎土に多量の砂粒を含みザラザ
ラする。海綿骨針の混入もわず
かに確認できる。

計１３ 計１３

図�－１８－９４ 図版５９

Q－１１－６１�ｃ×５、Q－１１－１１９�ｃ×１、Q－１１－１３１
�ｃ×１、Q－１１－１３２�ｃ×５、Q－１１－１３５�ｃ×１、
S－１０－２�ｃ×１

Q－１１－１２１�ｃ×１、Q－１１－１３１�ｃ×２、Q－１１－１３２
�ｃ×３、Q－１１－１３５�ｃ×２
計８ �ａ 胎土に砂粒を多く含む。

計１４

図�－１８－９５ 図版５９
L－４７－４９�ｃ×１、L－４７－５７�ｃ×１、L－４７－５８�ｃ
×１

L－４７－４９�ｃ×１、L－４７－５７�ｃ×１
�ａ 胎土に砂粒を多く含む。

計３ 計２

図�－１８－９６ 図版５９
T－９－１７５�ｃ×１

�ａ 胎土に砂粒を多く含む。
計１

図�－１８－９７ 図版５９
Q－１１－５５�ｃ×６、Q－１１－６３�ｃ×１、Q－１１－６８�
ｃ×１、Q－１１－９７�ｃ×１

Q－１１－６４�ｃ×１
�ａ

LR縄文。胎土に砂粒を多く含
む。海綿骨針もわずかに観察さ
れる。計９ 計１

図�－１８－９８ 図版５９
S－５４－２３�ｃ２×１、S－５５－１９�ｃ２×１

�ａ
LR縄文。胎土に砂粒を多く含
む。計２

図�－１８－９９ 図版５９
N－９－３２�ｃ×１

�ａ
RL縄文。胎土に砂粒を多く含
む。計１

図�－１８－１００ 図版５９
S－５０－７９�ｂ×２、S－５０－８６�ｂ×１

S－５０－２２�ｃ×１、S－５０－３２�ｂ×３、S－５０－５５�ｂ
×１、S－５０－６７�ｂ×４、S－５０－７９�ｂ×２、S－５０－
８１�ｃ×２、S－５０－８５�ｃ×１、S－５０－８６�ｃ×５、S
－５０－１０２�ｂ×１、S－５０－１３９�ｃ×４、S－５１－１３�
ｂ×２、S－５１－５１�ｃ×２

�ａ
RL縄文。胎土に砂粒と海綿骨
針を含む。

計３ 計２８

図�－１９－１０１ 図版５９
P－５０－２１�ｃ×５

N－５０－１�ｃ２×１、N－５０－１２�ｃ２×１、N－５０－１５
�ｃ２×２、N－５０－１６�ｃ２×１、N－５１－５�ｃ２×１、
P－４９－８�ｂ×２、P－５０－２１�ｃ×１、Q－４７－９�
ｃ×１、Q－４７－２２�ｃ×１

�ａ
LR縄文。胎土に微細岩片と砂
粒を含む。見た目よりも軽く感
じる。

計５ 計１２

図�－１９－１０２ 図版５９
O－１７－５�ｂ×５ O－１７－５�ｂ×２

�ａ
LR縄文。胎土に砂粒を多く含
む。計５ 計２

図�－１９－１０３ 図版５９
S－４６－１０�ｃ×１、P－４７－３５�ｃ×１

�ａ
胎土に繊維と海綿骨針を含む。
砂粒も少量混入している。計２

図�－１９－１０４ 図版５９
S－４８－１４�ｃ×２、S－４８－４０�ｃ×１

�ａ
胎土に砂粒を含む。海綿骨針も
観察される。計３

図�－１９－１０５ 図版５９
O－９－５３�ｃ×５ N－１４－２�ｂ×１、O－９－５３�ｃ×９

�ａ
胎土に微細岩片と繊維を含む。
器表面に凹みが顕著。見た目よ
りも軽く感じられる。計５ 計１０

図�－１９－１０６ 図版５９
P－１０－１３�ｃ×１、P－１０－２０�ｃ×３、Q－１０－７９�
ｃ×１

P－１０－２８�ｃ×１、Q－１０－７９�ｃ×２、Q－１０－１０９�
ｃ×１ �ａ 胎土に砂粒と繊維を含む。

計５ 計４

図�－１９－１０７ 図版５９
Q－９－１３９�ｃ×４ Q－９－１４９�ｃ×１

�ａ 胎土に微細岩片を多量に含む。
計４ 計１

図�－１９－１０８ 図版５９
S－５１－４�ｂ×１

�ａ
底部。RL斜行縄文。胎土に砂
粒・微細岩片・海綿骨針・繊維
を含む。計１

図�－１９－１０９ 図版５９
S－４９－１１�ｂ×１

�ａ
底部。LR斜行縄文。胎土に砂
粒と微細岩片を多く含み、ザラ
ザラした質感である。計１

図�－１９－１１０ 図版５９
Q－５２－１８�ｃ２×１

�ａ
底部。LR斜行縄文。胎土に砂
粒を含む。計１

図�－１９－１１１ 図版５９
R－１２－７８�ｃ×１

�ａ
底部。底面に網代痕。胎土に砂
粒・微細岩片・海綿骨針を含
む。計１

図�－１９－１１２ 図版５９
N－４９－５０�ｃ×１

�ａ
底部。胎土に砂粒・微細岩片・
海綿骨針を含む。計１

図�－１９－１１３ 図版５９
N－９－５８�ｃ×１ N－９－８�ｃ×１、N－９－５７�ｃ×２

�ａ
胎土に微細岩片と海綿骨針を含
む。計１ 計３

図�－２０－１１５ 図版６０
T－８－５６�ｂ×１

�ａ（大津�群相当）

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針もわずかに観察
される。炭化物の付着が顕著。
LR斜行縄文。計１

図�－２０－１１６ 図版６０
S－５１－４１�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針もわずかに観察
される。炭化物の付着が顕著。計１

図�－２０－１１７a 図版６０
T－９－５０�ｃ×２ T－１３－３０�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。炭化物の付着が顕著。計２ 計１

図�－２０－１１７b 図版６０
T－９－５０�ｃ×１、U－９－１１木根×１（胴部片＝接合
体） �ａ（大津�群相当） 同上

計２

図�－２０－１１８ 図版６０
S－８－１４０�ｂ×１、T－１１－１０６�ｃ×１ R－７－１８�ｃ×１、S－９－１２３�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。精製された感の強い土器。計２ 計２

図�－２０－１１９ 図版６０
T－９－５９�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒、繊維を
含む。炭化物の付着が顕著。計１

図�－２０－１２０a 図版６０
T－５５－４�ｃ２×１、T－５６－２８�ｃ２×１

T－５６－７�ｃ１砂×１、T－５６－２７�ｃ１砂×１、T－５６
－４１�ｃ２×１ �ａ（大津�群相当）

胎土に微細岩片と砂粒、繊維を多
量に含む。炭化物の付着が顕著。
焼きしまった土器。LR斜行縄文。計２ 計３

上台１遺跡
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表９ 包含層出土掲載土器一覧（拓影図）（４）

挿図番号 図版番号 接 合 同一個体未接合 分類 備 考

図�－２０－１２０b 図版６０
T－５５－３�ｃ１砂×１、T－５５－７�ｃ１砂×２ 同上

�ａ（大津�群相当） 同上
計３

図�－２０－１２１ 図版６０
T－８－５６�ｂ×２

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片、砂粒を混入す
る。海綿骨針と繊維の混入も少
量観察される。計２

図�－２０－１２２ 図版６０
T－８－４２�ｂ×１、T－８－５５�ｂ×２、T－９－５０�ｃ
×１、T－９－６８�ｃ×１、T－９－１０２�ｃ×１

T－８－１�ｃ×１、T－８－５５�ｂ×１、T－９－１０２�
ｃ×１、S－８－４�ａ×１、S－９－９３�ｃ×１、S－９
－１０７�ｂ×１ �ａ（大津�群相当）

胎土に微細岩片、砂粒を混入す
る。海綿骨針も少量観察され
る。

計６ 計６

図�－２０－１２３ 図版６０
S－８－９�ｂ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に海綿骨針を多量に含む。
砂粒と少量の繊維も混入が観察
される。計１

図�－２０－１２４ 図版６０
S－８－１１５�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に繊維と砂粒を混入する。
海綿骨針もわずかに観察され
る。計１

図�－２０－１２５ 図版６０
Q－９－５２�ｂ×３

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片、砂粒、海綿骨
針を混入する。計３

図�－２０－１２６ 図版６０
S－６－５３�ｃ２×１ S－６－１１�ｃ２×２、T－７－１２�ｃ１×２

�ａ（大津�群相当）
胎土に砂粒と微細岩片、繊維を
含む。計１ 計４

図�－２０－１２７ 図版６０
Q－１２－４９�ｃ×１ Q－１２－１８�ｃ×１、Q－１２－４９�ｃ×１

�ａ（大津�群相当） 胎土に微細岩片を含む。
計１ 計２

図�－２０－１２８ 図版６０
N－１２－２３�ｃ×１、P－１１－２０�ｃ×１、R－１１－２２�
ｃ×１ �ａ（大津�群相当）

胎土に微細岩片、砂粒を混入す
る。海綿骨針も少量観察され
る。計３

図�－２０－１２９ 図版６０
S－１１－７１�ｃ×１、S－１１－９０�ｃ×１、S－１１－９２�ｃ
×１ �ａ（大津�群相当）

胎土に微細岩片、砂粒を混入す
る。海綿骨針も少量観察され
る。計３

図�－２０－１３０ 図版６０
T－５５－４�ｃ２×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片、砂粒を混入す
る。繊維も少量観察される。計１

図�－２０－１３１ 図版６０
T－９－１３０�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に海綿骨針を含む。よく精
製されており、砂粒等の混入物
は少ない。計１

図�－２１－１３２ 図版６１

R－１１-７８�ｃ×１、R－１１-１７２�ｃ×２、R－１２－９０�ｃ
×７、R－１２－１１３�ｃ×３、R－１２－１３７�ｃ×３、R－１２
－１４３�ｃ×１、R－１２－１４６�ｃ×５

R－１２-１４６�ｃ×１
�ａ（大津�群相当）

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成良好。

計２２ 計１

図�－２１－１３３ 図版６１
T－５－７�ｃ２×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。計１

図�－２１－１３４ 図版６１
R－１１－３１３�ｃ×１

�ａ（大津�群相当） 胎土に微細岩片と砂粒を含む。
計１

図�－２１－１３５ 図版６１
R－９－５�ｃ×１、R－９－１０�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
繊維もわずかに混入している。
炭化物付着。焼成良好。計２

図�－２１－１３６ 図版６１
Q－１４－９�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針もわずかに観察
される。焼成良好。計１

図�－２１－１３７ 図版６１
T－８－６�ｃ×２ T－８－１�ｃ×１、T－８－５０�ｂ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に砂粒を含む。炭化物の付
着が顕著。胎土が精製された感
のある土器計２ 計２

図�－２１－１３８ 図版６１
T－１２－４�ｂ×２、T－１２－２５�ｃ×１

S－８－８６�ｃ×１、S－１２－７０�ｃ×１、T－１２－６４�ｃ
×１、T－１２－９７�ｃ×１、T－１２－１６９�ｃ×１、T－１３
－１４�ｃ×１、T－１３－１７�ｂ×１、T－１３－２３�ｃ×４、
T－１３－３３�ｃ×１、T－１３－５３�ｃ×２、U－１２－３３�ｃ
×１、U－１２－５３�ｃ×１、U－１２－５５�ｃ×６

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。

計３ 計２２

図�－２１－１３９a 図版６１
Q－１１－６�ｃ上面×４、S－８－１１７�ｃ×１

Q－８－８�ｂ×２、Q－８－１４�ｂ×４、Q－８－１８�
ｃ×９、Q－８－２４�ｃ×５、Q－８－５０�ｃ×１、Q－
８－５２�ｃ×２、Q－８－７２�ｂ×２、Q－８－７７�ｂ×
２、Q－８－８４�ｂ×１、Q－８－８６�ｂ×１、Q－９－２１
�ｂ×１、Q－９－２２�ｂ×１、Q－９－２７�ｃ×１、Q
－９－４８�ｂ×１、Q－９－６５�ｃ×１、Q－９－７８�ｂ
×１、Q－９－８６�ｃ×１、Q－９－９５�ｃ×１、Q－９
－１０６�ｃ×１、Q－９－１２２�ｃ×１、Q－９－１２５�ｃ
×１、Q－９－１３２�ｃ×１、Q－１０－２�ｃ×１、Q－１０
－５�ｂ×１、Q－１０－１７�ｃ×３、Q－１０－２２�ｃ×１、
Q－１０－５２�ｃ×１、Q－１０－５３�ｂ×１、Q－１０－５５�
ｃ×１、Q－１０－９５�ｃ×１、Q－１０－１０１�ｃ×１、Q－
１０－１０７�ｃ×１、Q－１０－１０９�ｃ×１、Q－１１－６�ｃ
上面×２４、Q－１１－９�ｃ上面×１、Q－１１－１６�ｃ上面
×１、Q－１１－２０�ｃ上 面×１、Q－１１－３４�ｃ×１、Q
－１１－７５�ｃ×１、Q－１２－２２�ｃ×１、Q－１２－４０�ｃ
×１、Q－１２－６７�ｃ×１、R－９－１５�ｃ×１、R－９
－１９�ｃ×１、R－９－３５�ｃ×１、R－１０－４５�ｂ×１、
R－１１－２１�ｃ×１、R－１１－３６�ｂ×１、R－１１－４６�
ｂ×１、R－１１－１４８�ｃ×１、R－１１－１６４�ｃ×１、R
－１１－２０１�ｃ×１、R－１２－１１７�ｃ×１、S－８－５９�
ｃ×１、S－８－１１７�ｃ×２、UH－４－１０８覆土×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。

計５ 計１０２

図�－２１－１３９b 図版６１
R－８－５９�ｃ×１、R－８－６９�ｃ×１ 同上

�ａ（大津�群相当） 同上
計２

図�－２２－１４０ 図版６１
T－６－４９�ｃ２×１ S－７－２３�ｃ２砂×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に砂粒を含む。精製された
感の強い胎土。炭化物の付着が
顕著。計１ 計１

図�－２２－１４１ 図版６１
T－１５－１５�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
精製された感の強い胎土。炭化
物の付着が顕著。計１

図�－２２－１４２ 図版６１
R－１１－６�ｂ×１、R－１１－１６�ｃ×１ S－１１－１２１�ｃ×１

�ａ（大津�群相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
焼成良好。計２ 計１

図�－２２－１４３ 図版６１
R－１０－９�ｂ×１、R－１０－２４�ｂ×１、R－１０－２６�
ｂ×１、R－１０－３７�ｂ×１ �ａ（大津�群相当）

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。

計４

図�－２２－１４４ 図版６１
S－１２－２５�ｃ×４、S－１２－６１�ｃ×１

S－１１－２４�ｃ×１、S－１１－４１�ａ×１、S－１１－４６�ａ
×１、S－１１－１７８�ｃ×１、S－１２－８�ｂ×１、S－１２
－２５�ｃ×３、S－１２－１３１�ｃ×２ �ａ（大津�群相当）

胎土に砂粒を含む。精製された
感の強い胎土で焼成は良好。

計５ 計１０

図�－２２－１４５ 図版６１
T－１３－３８�ｃ×３、T－１３－４８�ｃ×２

UH－４－２４９覆土上×１、R－１１－７６�ｃ×２、T－１２－４１
�ｃ×１、T－１２－６３�ｃ×１、T－１２－１７１�ｃ×１、T
－１３－２４�ｃ×１、T－１３－３８�ｃ×６１、T－１３－４８�ｃ
×３、T－１３－５７�ｃ×２

�ａ（大津�群相当）
胎土に砂粒を含む。精製された
感の強い胎土で焼成は良好。

計５ 計７３

一覧表
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表９ 包含層出土掲載土器一覧（拓影図）（５）

挿図番号 図版番号 接 合 同一個体未接合 分類 備 考

図�－２２－１４６ 図版６１
S－１２－７４�ｃ×１、S－１２－８２�ｃ×２、S－１２－１０４�
ｃ×１

S－１２－７４�ｃ×１
�ａ

沈線で渦紋を描き、沈線間に刺
突を充填。この時期、土器に刺
突を充填するものは比較的少な
く、土製品に刺突を充填するも
のが多いことから、鐸形土製品
の可能性も考えられる。仮に鐸
形土製品とすると、推定径は６．５
cm。開いた形状が予想される。計４ 計１

図�－２２－１４７ 図版６１
T－６－５８�ｃ２砂×１

�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。胎土が掲載
番号１４９の資料と酷似する。出
土地点も隣接するため、あるい
は同じ胎土で同時に作られたも
のの可能性も考えられる。計１

図�－２２－１４８ 図版６１
R－１２－１５２�ｃ×１

�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を含む。
繊維もわずかに混入している。
斜めに穿たれた孔が２ヵ所に見
られるが、底部片ではなく蓋の
可能性も考えられる。他に同一
個体残片もなく手がかりに乏し
いことから、ここでは底部片と
した。計１

図�－２２－１４９ 図版６１
T－７－１９�ｃ×１

�ａ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。焼成は良好。胎土が掲載
番号１４７の資料と酷似する。出
土地点も隣接するため、あるい
は同じ胎土で同時に作られたも
のの可能性も考えられる。計１

図�－２３－１５１ 図版６２
S－５４－２５�ｃ２×１、T－５４－８�ｃ２×６

�ｂ

胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針もごく微量が観
察される。LR斜行縄文を地文
とする。計７

図�－２３－１５２ 図版６２
S－５０－１０８�ｃ×２、T－５０－７�ｂ×３、T－５０－１０�
ｂ×１、T－５０－３０�ｃ×１ �ｂ

胎土に微細岩片、砂粒、海綿骨
針を混入する。

計７

図�－２３－１５５ 図版６２
T－６－７７�ｃ１砂×１２ T－５－１３�ｃ１×１

�ｂ（手稲式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を多量に
含む。海綿骨針もごく微量が観
察される。LR斜行縄文。計１２ 計１

図�－２３－１５６ 図版６２
R－５２－１１�ｃ×１、S－５２－３８�ｂ×１ S－５２－２４�ｃ×２

�ｂ（手稲式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もごく微量が観察され
る。LR斜行縄文。計２ 計２

図�－２３－１５７ 図版６２
S－５３－１３�ｃ２×１、T－５３－５１�ｃ２×１ S－５２－２４�ｃ×１、T－５０－１５�ｃ×１

�ｂ（手稲式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もごく微量が観察され
る。RL斜行縄文。計２ 計２

図�－２３－１５８ 図版６２
R－９－６０�ｃ×２ R－９－６０�ｃ×５

�ｂ（手稲式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
LR斜行縄文。計２ 計５

図�－２３－１５９ 図版６２
Ｌ－４５－１�×１ K－４５－１�土石×１

�ｂ（�澗式相当）
胎土に微細岩片、砂粒、海綿骨
針を混入する。

計１ 計１

図�－２３－１６０ 図版６２
R－５１－１６�ｂ×１

�ｂ
注口土器？ 胎土に微細岩片と
砂粒をわずかに含む。計１

図�－２３－１６１ 図版６２
T－５４－４�ｃ２×１

�ｂ
注口土器？ 胎土に微細岩片と
砂粒をわずかに含む。計１

図�－２５－１６６ 図版６２
P－８－２８�ｂ×３ R－７－２９�ｃ１×１

�ｃ（聖山�式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。LR斜行縄文。計３ 計１

図�－２５－１６７ 図版６２
T－９－１７７�ｃ×１ T－９－１５８�ｂ×１

�ｃ（聖山�式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。LR斜行縄文。計１ 計１

図�－２５－１６８a 図版６２
U－５－５�ｃ１砂×２、U－５－１３�ｃ１×１ R－９－３�ｂ×３、U－５－５�ｃ１砂×３

�ｃ（聖山�式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
RL斜行縄文。計３ 計６

図�－２５－１６８b 図版６２
U－５－１３�ｃ１×１ 同上

�ｃ（聖山�式相当） 同上
計１４

図�－２５－１６９ 図版６２
R－７－３０�ｃ１×２

�ｃ（聖山�式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。LR斜行縄文。計２

図�－２５－１７０ 図版６２
S－７－３３�ｃ×１

�ｃ（聖山�式相当）
胎土に微細岩片と砂粒を含む。
海綿骨針もわずかに観察され
る。計１

図�－２５－１７１ 図版６２

S－５－１８�ｃ２×１、S－６－４９�ｃ２×３、S－６－５４
�ｃ２×２、S－６－５７�ｃ２砂×１、S－６－５９�ｃ
２砂×１

S－５－２５�ｃ２×１、S－６－４９�ｃ２×２、S－６－５４
�ｃ２×１、S－６－５７�ｃ２砂×１、S－６－５９�ｃ２
砂×１、S－７－１３７�ｃ×１ �ｃ（聖山�式相当）

胎土に微細岩片と砂粒を含む。
LR斜行縄文。

計８ 計７

図�－２５－１７２ 図版６２
S－９－６６�ｃ×１

�ｃ（聖山�式相当） 胎土に微細岩片と砂粒を含む。
計１

図�－２５－１７３ 図版６２
S－８－１１�ｂ×１、S－９－２０�ｃ×４

�ｃ（聖山�式相当） 胎土に微細岩片と砂粒を含む。
計５

図�－２５－１７４ 図版６２
Q－７－３�ｃ１×１、S－７－３３�ｃ×１、S－７－３７
�ｃ１×１ �ｃ（聖山�式相当）

胎土に微細岩片と砂粒を含む。
LR斜行縄文。

計３

上台１遺跡
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表１１ 包含層出土掲載石器等一覧（１）

番号 図版番号 発掘区
遺物
番号

層位 器種 石材 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ（g) 備 考

�－２７－１ 図版６３ O－１０ ３２ �ｃ 石鏃 頁岩 ２．８ １．５ ０．３ ０．９

�－２７－２ 図版６３ L－１４ ３ �ｂ 石鏃 頁岩 （２．７） １．６ ０．３ （１．１）

�－２７－３ 図版６３ O－４７ ６１ �ａ 石鏃 頁岩 ３．３ １．５ ０．４ ２．１

�－２７－４ 図版６３ N－２７ １ �ａ 石鏃 頁岩 ３．４ ２．１ ０．３ １．８

�－２７－５ 図版６３ Q－９ ７ �ｃ 石鏃 メノウ質頁岩 ３．５ ２．１ ０．５ ２．５

�－２７－６ 図版６３ P－９ ７９ �ｃ 石鏃 頁岩 ４．９ ２．０ ０．３ ２．９

�－２７－７ 図版６３ P－１９ １ �ｃ 石鏃 頁岩 ５．２ ２．０ ０．４ ３．４

�－２７－８ 図版６３ R－４６ １ �ｂ 石鏃 頁岩 （５．９） （２．５） ０．５ （５．０）

�－２７－９ 図版６３ O－１３ １０ �ｂ 石鏃 頁岩 ３．０ １．３ ０．２ ０．８

�－２７－１０ 図版６３ K－９ １９ 風倒木痕 石鏃 頁岩 ３．５ １．３ ０．５ １．６

�－２７－１１ 図版６３ P－４３ ２ �ｃ 石鏃 頁岩 ３．２ １．５ ０．７ ２．８

�－２７－１２ 図版６３ M－１６ ４ �ｂ 石鏃 頁岩 ３．８ １．５ ０．３ １．８

�－２７－１３ 図版６３ K－４０ ４ �ｃ 石鏃 頁岩 （４．２） １．６ ０．３ （１．８）

�－２７－１４ 図版６３ O－４６ ９ �ｃ 石鏃 頁岩 ５．０ １．５ ０．５ ３．２

�－２７－１５ 図版６３ O－１７ ４ �ｃ 石鏃 頁岩 （４．７） １．７ ０．３ （２．２）

�－２７－１６ 図版６３ N－１８ １ �ｃ 石鏃 頁岩 （４．５） １．６ ０．３ （２．２）

�－２７－１７ 図版６３ Q－４６ ４０ �ｂ 石鏃 頁岩 ４．８ １．５ ０．７ ４．２

�－２７－１８ 図版６３ U－１０ ４８ �ｃ 石鏃 頁岩 ２．４ １．４ ０．４ ０．６

�－２７－１９ 図版６３ T－１２ １５１ �ｃ 石鏃 頁岩 ２．４ １．９ ０．４ １．２

�－２７－２０ 図版６３ U－８ ２ �ｃ 石鏃 頁岩 ３．４ １．５ ０．５ １．６

�－２７－２１ 図版６３ R－１２ ４１ �ｂ 石鏃 頁岩 ３．６ （２．０） ０．５ （２．０）

�－２７－２２ 図版６３ T－９ １３８ �ｃ 石鏃 頁岩 （２．２） １．３ ０．３ （０．８）

�－２７－２３ 図版６３ R－１１ ８５ �ｃ 石鏃 頁岩 ２．２ １．４ ０．３ ０．７

�－２７－２４ 図版６３ Q－８ ３１ �ｃ 石鏃 頁岩 ２．３ １．２ ０．３ ０．４

�－２７－２５ 図版６３ O－４１ ２ �ｂ 石鏃 メノウ質頁岩 ２．２ １．４ ０．３ ０．４

�－２７－２６ 図版６３ T－１０ ４１ �ｃ 石鏃 頁岩 ３．０ １．６ ０．４ ０．７

�－２７－２７ 図版６３ P－９ １１ �ｂ 石鏃 頁岩 ３．２ ２．０ ０．７ １．６

�－２７－２８ 図版６３ O－４１ ３ �ｂ 石鏃 頁岩 ２．９ １．１ ０．３ ０．９

�－２７－２９ 図版６３ P－４６ ８ �ｂ 石鏃 頁岩 ３．５ １．５ ０．４ １．８

�－２７－３０ 図版６３ T－１０ ５５ �ｃ 石鏃 頁岩 （２．８） １．４ ０．４ （１．０）

�－２７－３１ 図版６３ S－８ １５５ �ｃ 石鏃 メノウ質頁岩 ２．８ １．３ ０．３ ０．６

�－２７－３２ 図版６３ N－４７ １０ �ｂ 石鏃 頁岩 ３．４ １．４ ０．４ １．１

�－２７－３３ 図版６３ M－４６ ４６ �ｃ 石鏃 頁岩 ４．７ １．７ ０．７ ３．７

�－２７－３４ 図版６３ O－４８ ３３ �ｃ 石鏃 頁岩 （２．８） １．４ ０．４ （１．３）

�－２７－３５ 図版６３ N－４４ １０ �ｃ 石鏃 黒曜石 ２．９ １．３ ０．５ １．４

�－２７－３６ 図版６３ O－４５ １ �ｂ 石鏃 頁岩 ３．０ １．４ ０．４ １．４

�－２７－３７ 図版６３ O－４５ ２５ �ｃ 石鏃 頁岩 （３．４） １．３ ０．４ （１．８）

�－２７－３８ 図版６３ P－３４ １ �ｂ 石鏃 メノウ質頁岩 ３．９ １．３ ０．４ １．９

�－２７－３９ 図版６３ N－３２ １ �ｂ 石鏃 頁岩 （３．７） １．３ ０．５ （２．１）

�－２７－４０ 図版６３ Q－４８ １０ �ｂ 石鏃 頁岩 ４．２ １．３ ０．５ １．７

�－２７－４１ 図版６３ M－４６ １０ �ｂ 石鏃 頁岩 ４．３ １．５ ０．５ ２．１

�－２７－４２ 図版６３ P－３２ １ �ｂ 石鏃 黒曜石 ４．５ １．５ ０．５ ２．６

�－２７－４３ 図版６３ O－４４ １５ �ｃ 石鏃 頁岩 ４．７ １．４ ０．６ ３．１

�－２７－４４ 図版６３ L－４６ １０ �ｂ 石鏃 頁岩 ５．７ １．４ ０．５ ２．７

�－２８－４５ 図版６３ R－１１ ２８２ �ｃ 石槍またはナイフ 頁岩 ４．１ ２．２ ０．８ ５．３

�－２８－４６ 図版６３ T－１０ ２３ �ｃ 石槍またはナイフ 頁岩 ４．１ ２．３ ０．７ ４．４

�－２８－４７ 図版６３ N－２０ １ �ｃ 石槍またはナイフ 頁岩 ７．４ ２．３ １．０ ２１．０

�－２８－４８ 図版６３ T－５０ ３５ �ｃ 石槍またはナイフ 黒曜石 （７．５） ３．８ １．１ （３１．５）

�－２８－４９ 図版６３ O－２０ ２ �ｃ 石槍またはナイフ 頁岩 （４．７） ２．７ １．１ （１２．４）

�－２８－５０ 図版６３ S－５３ ５５ �ｃ２ 石槍またはナイフ 流紋岩 （６．０） ４．４ １．３ ３０．０

�－２８－５１ 図版６４ N－８ １８ �ｃ 石錐 頁岩 ７．７ ３．５ ０．７ ２１．７

�－２８－５２ 図版６４ Q－４２ ４ �ｃ 石錐 頁岩 ３．４ １．７ ０．４ ２．７

�－２８－５３ 図版６４ U－５ ２ �ｃ２黒 石錐 頁岩 ３．８ １．６ ０．５ ３．０

�－２８－５４ 図版６４ Q－５０ ６６ �ｃ 石錐 頁岩 ３．２ ２．２ ０．９ ５．０

�－２８－５５ 図版６４ S－１０ ７７ �ｂ 石錐 頁岩 ２．９ １．０ ０．５ １．４

�－２８－５６ 図版６４ T－５５ １５ �ｃ２ 石錐 頁岩 ３．６ １．１ ０．８ ２．７

�－２８－５７ 図版６４ T－１２ １９４ �ｃ 石錐 頁岩 ４．２ １．２ ０．３ ０．８

�－２８－５８ 図版６４ R－３９ ２ �ｃ つまみ付ナイフ 頁岩 ６．５ ３．５ ０．９ ２１．７

表１０ 包含層出土掲載土製品一覧

挿図番号 写真図版 グリッド 層位
遺物
番号

分類 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 備 考

図�－２５－１７５ 図版６９ T－５２ �ｃ ９ 土製玉 ３．５ ３．６ １．０ ６．７ �ａ

図�－２５－１７６ 図版６９ S－５３ �ｃ ２２ 土製玉 （１．９） （３．６） （０．９） （ ３．８） �ａ

図�－２５－１７７ 図版６９ S－９ �ｃ ５３ 土製品 （３．４） （２．７） （１．１） （ ８．６） �ａ 三脚状？

図�－２５－１７８a 図版６９
S－９ �ｃ １１６

土製品 （５．２） （４．９） （１．０） （１８．８） �ａ 接合・三角状。
T－９ �ｃ １２０

図�－２５－１７８b 図版６９ T－９ �ｃ ５５ 土製品 （１．８） （２．０） （０．９） （ ２．７） �ａ

図�－２５－１７９ 図版６９ R－１１ �ｂ ７ 土製品 ３．９ （３．７） １．２ （１０．５） �ａ 三角状。

図�－２５－１８０ 図版６９ P－５０ �ｃ １７ 土製品 ３．５ ４．５ ０．６ １０．１ �ａ

図�－２５－１８１ 図版６９ T－１２ �ｃ １４８ 土製品 （３．２） （２．１） （１．８） （１１．４） �ａ

図�－２６－１８２ 図版６９ S－６ �ｃ２ ５３ 方形状土製品 ４．４ ６．２ ０．６ ２４．２
�ａ 板積みの単位で水平に破砕したものを再利用したと考
えられる。

図�－２６－１８３ 図版６９ R－１０ �ｃ ６４ 三角板状土製品 ５．１ （６．０） ０．８ （２８．２） �ａ 沈線。三縁辺すり整形。

図�－２６－１８４ 図版６９ R－４９ �ｂ １２ 三角板状土製品 ５．８ （５．７） ０．９ （２７．６） �ａ 沈線。

図�－２６－１８５ 図版６９ Q－１１ �ｃ ２４ 三角板状土製品 ３．５ ４．２ ０．９ １２．０ �ａ 沈線。三縁辺すり整形。

図�－２６－１８６ 図版６９ S－１０ �ｃ １１８ 三角板状土製品 ４．６ ５．０ ０．７ １２．７ �ａ 大津�群。二縁辺すり整形。

図�－２６－１８７ 図版６９ T－５３ �ｃ２ ６６ 三角板状土製品 ４．１ ４．９ ０．７ １２．１ �ａ 縄文。三縁辺すり整形。

図�－２６－１８８ 図版６９ R－１２ �ｃ １３８ 三角板状土製品 ４．０ ４．７ ０．５ １１．１ �ａ 縄文。三縁辺すり整形。

図�－２６－１８９ 図版６９ N－９ �ｂ ９８ 三角板状土製品 ４．５ ５．６ ０．５ １７．７ �ａ 無文。三縁辺すり整形。

図�－２６－１９０ 図版６９ S－１２ �ｃ １１４ 三角板状土製品 ３．８ ４．９ ０．６ １０．０ �ａ 三縁辺すり整形。

図�－２６－１９１ 図版６９ S－１２ �ｃ １３１ 三角板状土製品 ３．８ （３．５） ０．９ （ ９．１） �ａ 縄文。全体に磨耗顕著。三縁辺すり整形。

図�－２６－１９２ 図版６９ Q－９ �ｃ １０９ 三角板状土製品 ３．４ ４．５ ０．９ １３．４ �ａ 縄文。三縁辺すり整形。

図�－２６－１９３ 図版６９ S－１４ �ｃ ９ 三角板状土製品 ３．４ ４．１ ０．７ １２．１ �ａ 無文。三縁辺すり整形。

図�－２６－１９４ 図版６９ S－８ �ｃ １２０ 三角板状土製品 ３．４ ３．９ ０．７ ９．３ �ａ 無文。炭化物付着。三縁辺すり整形。

図�－２６－１９５ 図版６９ O－４６ �ｃ ２５ 円板状土製品 ３．３ ２．９ ０．５ ５．７ �ａ

一覧表
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表１１ 包含層出土掲載石器等一覧（２）

番号 図版番号 発掘区
遺物
番号

層位 器種 石材 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ(g) 備 考

�－２８－５９ 図版６４ O－４３ ６ �ｂ つまみ付ナイフ 頁岩 ８．５ ４．７ ０．９ ３１．４

�－２８－６０ 図版６４ R－５０ １ �ｂ つまみ付ナイフ 頁岩 ６．９ １．２ ０．８ ８．６

�－２８－６１ 図版６４ T－５６ １９ �ｃ１砂 つまみ付ナイフ 頁岩 ７．２ ２．８ ０．９ １２．５

�－２８－６２ 図版６４ P－４８ ４ �ｂ つまみ付ナイフ 頁岩 ６．３ ３．５ １．０ ２０．０

�－２９－６３ 図版６４ R－３４ １ �ｃ つまみ付ナイフ 頁岩 ７．７ ４．６ ０．８ ２１．０

�－２９－６４ 図版６４ T－９ １３７ �ｃ つまみ付ナイフ 頁岩 ５．４ ２．１ １．２ １０．３

�－２９－６５ 図版６４ K－３８ １ �ｃ スクレイパー 頁岩 ４．７ ７．８ １．１ ４４．０

�－２９－６６ 図版６４ N－１６ ３ �ｂ スクレイパー 頁岩 ７．１ ４．２ １．１ ３０．１

�－２９－６７ 図版６４ T－５３ ９４ �ｃ２ スクレイパー 頁岩 ６．６ ４．３ １．３ ３８．２

�－２９－６８ 図版６４ P－４８ ２２ �ｃ スクレイパー 頁岩 ５．０ ５．１ １．２ ２８．９

�－２９－６９ 図版６４ R－４９ ６３ �ｃ スクレイパー 頁岩 ６．５ ３．６ １．１ ２８．０

�－２９－７０ 図版６４ L－４０ １ �ｂ スクレイパー 頁岩 ５．３ ２．８ ０．６ ９．１

�－２９－７１ 図版６４ T－５２ ２４ �ｃ スクレイパー 頁岩 ４．８ ３．０ ０．４ ６．３

�－２９－７２ 図版６４ L－１０ ６ �ｃ スクレイパー 頁岩 ６．９ ３．８ ０．９ ２０．０

�－２９－７３ 図版６４ Q－５１ ３８ �ｃ２ スクレイパー 頁岩 ７．５ ３．６ １．１ ３６．０

�－２９－７４ 図版６４ U－１２ ４９ �ｃ スクレイパー 頁岩 ９．３ ３．８ １．１ ３２．４

�－３０－７５ 図版６５ L－９ １６ �ｂ スクレイパー 頁岩 ５．６ ４．０ １．３ ３０．４

�－３０－７６ 図版６５ Q－４２ ３ �ｂ スクレイパー 頁岩 ７．０ １．５ ０．９ ７．２

�－３０－７７ 図版６５ R－９ ８８ �ｃ スクレイパー 頁岩 ３．０ ６．８ １．２ ２３．０

�－３０－７８ 図版６５ P－９ ５ �ｂ スクレイパー 頁岩 （４．０） ３．４ ０．９ （１６．０）

�－３０－７９ 図版６５ T－５６ １６ �ｃ１砂 石核 黒曜石 ３．５ ４．７ １．９ ２３．６

�－３０－８０ 図版６５ P－４９ ２９ �ｃ 石斧 緑色泥岩 ７．９ ３．３ １．３ ５．３

�－３０－８１ 図版６５ O－４８ ２０ �ｂ 石斧 緑色泥岩 ８．５ ３．８ １．７ ８．２

�－３０－８２ 図版６５
S－４７

S－４７

１７

２２
�ｃ 石斧 緑色泥岩 ９．９ ４．０ ０．９ ６０．８ 接合

�－３０－８３ 図版６５ M－４６ １３ �ｂ 石斧 片岩 ９．１ ３．９ １．６ ８４．７

�－３１－８４ 図版６５ N－５０ ６ �ｃ４ 石斧 緑色泥岩 １０．４ ３．６ ２．３ １２．８

�－３１－８５ 図版６５ M－３３ １ �ｂ 石斧 砂岩 １５．０ ５．９ ２．５ １９．４

�－３１－８６ 図版６５ Q－４７ １８ �ｃ 石斧 片岩 （４．８） （４．０） （０．９） （２６．０）

�－３１－８７ 図版６５ S－４９ ２６ �ｃ 石斧 緑色泥岩 （４．３） （３．７） （０．９） （２．２）

�－３１－８８ 図版６５
O－４５

O－４５

３

５
�ｂ 石斧 片岩 （１６．０） （５．１） （２．７） （９８．７） 接合

�－３１－８９ 図版６５ R－２６ ２ �ｂ 石斧 緑色泥岩 （５．６） （５．１） （２．０） （８６．７）

�－３１－９０ 図版６５ T－６ ８１ �ｃ１ 石斧 片岩 （８．３） （５．７） （１．７） （８５．３）

�－３２－９１ 図版６６ M－４６ ４５ �ｃ たたき石 安山岩 １４．７ ６．１ ３．７ ４２２．０

�－３２－９２ 図版６６ Q－４６ ６９ �ｂ たたき石 安山岩 １．９ ７．６ ４．８ １０２２．０

�－３２－９３ 図版６６ R－９ １０３ �ｃ たたき石 安山岩 １２．３ ７．５ ４．１ ５４０．０

�－３２－９４ 図版６６ L－４７ ８８ �ｃ たたき石 安山岩 ８．７ ５．５ ５．１ ３４２．０

�－３２－９５ 図版６６ Q－５２ ３３ �ｃ２ たたき石 安山岩 ７．５ ０．５ ５．３ ３５０．０

�－３２－９６ 図版６６
S－１３

S－１３

４４

４５
�ｃ たたき石 安山岩 １５．４ ７．０ ４．０ ６０４．４ 接合

�－３２－９７ 図版６６ T－８ １８ �ｂ すり石 安山岩 １４．０ ９．４ ６．６ １２００．０

�－３２－９８ 図版６７ Q－４８ ２５ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ５．６ ８．６ ２．２ １２９．９

�－３３－９９ 図版６７ Q－９ ６７ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ７．８ １２．６ ３．３ ４８６．０

�－３３－１００ 図版６７ N－９ ７０ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ６．２ １２．７ ２．５ ２９９．５

�－３３－１０１ 図版６７ N－９ ５３ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ７．７ １２．６ ２．５ ３５４．０

�－３３－１０２ 図版６７ N－９ ７６ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 １０．０ １３．４ ３．４ ５２０．０

�－３３－１０３ 図版６７ O－８ ８ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ９．８ １７．０ ４．２ ８６４．０

�－３３－１０４ 図版６７ O－９ ３４ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ７．４ １４．０ ２．５ ２７８．０

�－３４－１０５ 図版６７ S－５３ ３１ �ｃ２ 扁平打製石器 安山岩 ６．１ １１．２ １．６ ８６．０

�－３４－１０６ 図版６７ S－５２ ４３ �ｂ 扁平打製石器 安山岩 ７．４ １５．７ ２．９ ３７０．０

�－３４－１０７ 図版６７ P－４８ １０ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ８．４ １２．９ ２．７ ３１６．０ 被熱。砥石転用。

�－３４－１０８ 図版６７ N－１０ １０ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ８．６ １３．２ ３．１ ３８５．０

�－３４－１０９ 図版６６ N－８ ２０ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ８．７ １４．２ ４．２ ６２０．０

�－３４－１１０ 図版６６ N－９ ７７ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ９．０ １５．１ ４．８ ８５０．０

�－３５－１１１ 図版６６ N－９ ７８ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 １０．１ １５．１ ３．０ ５８．０

�－３５－１１２ 図版６６ N－１０ １２ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 １０．５ １５．０ ２．９ ５４２．０

�－３５－１１３ 図版６６ N－９ ８０ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ９．５ １６．３ ２．９ ５６０．０

�－３５－１１４ 図版６６ O－１１ １ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ８．８ １６．６ ４．６ ８６０．０

�－３６－１１５ 図版６６ O－１６ ５ �ｂ 扁平打製石器 安山岩 １２．６ １７．７ ３．２ ９８０．０

�－３６－１１６ 図版６６ N－９ ７９ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 １１．７ １３．０ ２．５ ３７０．０

�－３６－１１７ 図版６６
T－５２

T－５２

２６

５７
�ｃ 扁平打製石器 安山岩 ９．２ １３．３ ２．７ ３３４．５ 接合

�－３６－１１８ 図版６６ S－５１ ３５ �ｃ 扁平打製石器 安山岩 ８．２ ４．８ ２．９ ２１２．０

�－３７－１１９ 図版６７ T－９ １２４ �ｂ 北海道式石冠 安山岩 １１．４ １１．５ ７．６ １３８０．０

�－３７－１２０ 図版６７ N－１０ ７ �ｃ 北海道式石冠 安山岩 １０．０ １１．８ ５．７ ８５２．０

�－３７－１２１ 図版６７ Q－５０ ４３ �ｃ 北海道式石冠 安山岩 １１．３ １３．９ ５．４ １２４５．０

�－３７－１２２ 図版６７ R－４９ ７０ �ｃ 北海道式石冠 安山岩 １０．７ １３．８ ６．９ １１９５．０

�－３７－１２３ 図版６７
N－４７

R－４７

７１

１４
�ｃ 北海道式石冠 安山岩 ９．０ １６．９ ７．８ １３８８．０ 接合

�－３７－１２４ 図版６７ Q－５２ ３６ �ｃ２ 北海道式石冠 安山岩 ９．３ １１．９ ６．７ １７００．０

�－３８－１２５ 図版６７ S－５０ ９５ �ｃ 北海道式石冠 安山岩 ９．４ １５．３ ５．３ １０８０．０

�－３８－１２６ 図版６７
P－９

P－９

３７

４３
�ｃ 北海道式石冠 安山岩 ９．６ （１５．６） ６．８ （１１６４．０） 接合

�－３８－１２７ 図版６７ Q－８ ３３ �ｂ 北海道式石冠 安山岩 １０．１ １５．４ ６．９ １３７０．０

�－３８－１２８ 図版６７ T－５２ ５６ �ｃ 北海道式石冠 安山岩 ９．２ １４．４ ６．５ ９７４．０

�－３８－１２９ 図版６７ T－１２ １５８ �ｃ 砥石 砂岩 （８．４） （８．１） （４．２） （２３４．０）

�－３８－１３０ 図版６７ S－１０ １３５ �ｃ 砥石 泥岩 ７．５ ４．５ １．４ ４９．３

�－３９－１３１ 図版６８ P－４４ １５ �ｃ 台石 安山岩 ２５．２ ３０．５ １２．４ １１２００．０

�－３９－１３２ 図版６８ Q－４８ ５１ �ｃ 台石 安山岩 ２６．２ ４４．４ １０．４ ２０６００．０

�－４０－１３３ 図版６８ Q－９ １５５ �ｃ 台石 安山岩 ３９．７ ３９．４ １２．７ ２４６００．０

�－４０－１３４ 図版６８ P－４８ ２７ �ｃ 石皿 安山岩 ３０．４ ２８．８ １３．６ １６６００．０

�－４１－１３５ 図版６８ R－４９ ６９ �ｃ 石皿 安山岩 ２６．３ ３９．８ １５．９ ２８８００．０

�－４１－１３６ 図版６８ Q－５１ ４２ �ｃ２ 石皿 安山岩 １５．５ ２５．０ ８．６ ５８００．０

�－４２－１３７ 図版６９ R－５０ ２４ 玉 滑石 ２．１ （３３．０） １．０ （６．５）

�－４２－１３８ 図版６９ T－１３ ７４ �ｃ 三脚石製品 頁岩 ４．０ ４．６ １．５ １４．５

�－４２－１３９ 図版６９ T－９ １６６ �ｃ 三脚石製品 頁岩 ６．４ ４．６ １．５ ２３．８

�－４２－１４０ 図版６９ U－１１ ６４ �ｃ 三角柱状石製品 安山岩 ６．３ １１．５ ６．３ ５９６．０
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写 真 図 版



図版１

調査状況 南東側低位平坦面 NE→

調査状況 北西側斜面 NW→



図版２

UH－４ 完掘 NW→

UH－４ セクション E→

UH－４ 炉 S→ UH－４ HP－２ 遺物出土状況 S→



図版３

UP－１ 検出 SE→ UP－１ セクション N→

UP－２ 完掘 N→ UP－３ セクション N→

UP－４ セクション SW→ UP－４ 完掘 S→



図版４

UP－６ 遺物出土状況・付属土坑検出状況 E→

UP－６ セクション NE→



図版５

UP－６ PP－１ セクション E→ UP－６ PP－１ 完掘 N→

UP－６ PP－２ セクション SE→ UP－６ PP－３ 完掘 N→

UP－６ PP－４ 遺物出土状況 NW→ UP－６ 検出面の礫出土状況 E→



図版６

UP－７ セクション SW→ UP－７ セクション SE→

UP－７ 完掘 N→ UP－７ 遺物出土状況 NE→

UP－９ セクション S→ UP－９ 完掘 S→



図版７

UP－８ セクション E→ UP－８ 遺物出土状況 S→

UP－８ 完掘 N→ UP－８ 木製品？出土状況 E→

UP－１０ セクション SW→ UP－１１ セクション N→



図版８

UP－１２ 完掘 N→ UP－１２ 遺物出土状況 W→

UP－１２ セクション NE→

UP－１２ セクション NW→



図版９

UP－１３ 完掘 NW→ UP－１６ 遺物出土状況 W→

UP－１８ セクション N→ UP－１８ 完掘 NE→

UP－１９ セクション W→ UP－１９ 完掘 E→



図版１０

UP－１４ セクション S→ UP－１４ 下層セクション S→

UP－１４ 遺物出土状況 E→ UP－１４ 完掘 E→

UP－１４・２４・２５ 検出状況 NE→



図版１１

UP－２５ セクション S→ UP－２５ 下層セクション S→

UP－２５ 遺物出土状況 SE→ UP－２５ 遺物出土状況 E→

UP－１４（手前）・２５（奥） 作業状況 S→ UP－２５ 完掘 NW→



図版１２

UP－２０ セクション S→ UP－２０ 完掘 NW→

UP－２１ 遺物出土状況 NW→ UP－２１ 遺物出土状況・セクション NW→

UP－２２ セクション NE→ UP－２２ 完掘 NE→



図版１３

UP－２３ 完掘 S→ UP－２４ セクション W→

UP－２６ 完掘 SE→ UP－２７ セクション S→

UP－２８ セクション NE→ UP－２８ 完掘 NE→



図版１４

UP－３０ セクション S→ UP－３３ 完掘 SW→

UP－２９ セクション SE→ UP－２９ 完掘 N→

UP－３２ セクション S→ UP－３２ 完掘 S→



図版１５

UP－３４ セクション E→ UP－３４ 完掘 E→

UP－３５ セクション SE→ UP－３５ 完掘 S→

UP－３７ セクション S→ UP－３７ 完掘 S→



図版１６

UP－３９ セクション E→ UP－３９ 炉 E→

UP－３９ 完掘 E→ UP－４３ 完掘 NE→

UP－４４ セクション E→ UP－４４ 完掘 SE→



図版１７

UP－４５ セクション E→ UP－４５ 遺物出土状況 N→

UP－４５ 遺物出土状況 E→ UP－４５ 遺物出土状況 NE→

UP－４６ セクション NE→ UP－４６ 完掘 SW→



図版１８

UP－４６ 遺物出土状況 NW→ UP－５３ 完掘 S→

UP－５１ セクション S→ UP－５１ 完掘 S→

UP－５９ 遺物出土状況 W→ UP－５９ 完掘 W→



図版１９

UP－５７ セクション E→ UP－５７ 完掘 NE→

UP－５８ セクション S→ UP－５８ 完掘 S→

UP－６０ セクション NW→ UP－６０ 完掘 NW→



図版２０

UP－６２ セクション S→ UP－６２ 完掘 SW→

UP－６３ セクション S→ UP－６４ 完掘 NE→

UP－６６ セクション W→ UP－６６ 完掘 NE→



図版２１

UP－６７ セクション W→ UP－６７ 完掘 N→

TP－２ セクション SE→ TP－２ 完掘 W→

TP－４ セクション S→ TP－５ 完掘 S→



図版２２

US－２ SW→ US－７ W→

US－１２ NE→ US－１７ W→

US－６ E→ US－１４ SE→



図版２３

US－１３ NW→

US－１９ NW→



図版２４

UF－１ セクション W→ 立石１ セクション SE→

立石２ 検出 E→ 立石３ セクション SE→

立石５ 検出 W→ 立石６ セクション S→

USP－７４（左）・７６（右） セクション N→ USP－８８（左） セクション SE→



図版２５

UFC－２（２回目） SE→ UFC－２（４回目） SE→

UFC－３ NE→ UFC－４ E→

石皿出土状況（P－４４区） E→ �群 a 類土器出土状況（S－５３区、図�－７－６） NW→



図版２６

�群 a 類土器出土状況（N－９区） NE→ �群 b 類土器出土状況（T－１０区、図�－１０－２６） W→

�群 a 類土器出土状況（N－４５区、図�－１０－３２） N→ �群 a 類土器出土状況（M－１４区、図�－１１－３４） S→

�群 a 類土器出土状況（T－５０区、図�－１５－５５） SW→ �群 c 類土器出土状況（R－９区、図�－２４－１６３） W→



図版２７

土石流堆積物検出状況（南東側低位平坦面） NE→

土石流堆積物検出状況（北西側斜面、R－４４付近） S→



図版２８

UH－４（図�－６－１） UP－１２（図�－２３－７）

UP－６（図�－１３－１） UP－６ PP－１（図�－１４－１５）

UP－１４（図�－２８－１） UP－１６（図�－３０－１）



図版２９

UP－１２（図�－２２－１、正面） UP－１２（図�－２２－１、裏面）

UP－１１（図�－１８－１） UP－１３（図�－２５－１）



図版３０

UP－３０（図�－３６－１） UP－４６（図�－４７－１）

UP－５９（図�－５２－１） UP－５９（図�－５２－２）

UP－５９（図�－５２－３）



図版３１

土坑出土（図�－５７－２） 土坑出土（図�－５７－３）

土坑出土（図�－５８－４） 土坑出土（図�－５８－５）

土坑出土（図�－５８－６） 土坑出土（図�－５９－７）



図版３２

UP－４５（図�－４４－１） 土坑出土（図�－５７－１）

UH－４（１）

３

５
２

７

４

８
６



図版３３

UH－４（２）

UH－４（３、図�－８－２４）

UP－４（１） UP－４（２、図�－１０－３）

１５９ １０

１３

１１ １２
１４ １６

１７ １８

１９ ２０ ２１

２２ ２３

１

２



図版３４

UP－６

６

７ ８
３ ４ ５

２

１２
９ １１１０

１４
１３

PP－３
PP－２

PP－１

１６ １７ １８ １９



図版３５

UP－７

UP－８ UP－９

UP－１０ UP－１１（１、図�－１８－２）

UP－１１（２、図�－１８－３） UP－１１（３、図�－１８－４）

１a １

１b
２

２

４

５３

３２
６

１

２ ３



図版３６

UP－１２

２
３ ４

５
６

８９

１２
１３
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１５
１４

１１

１６

１８
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図版３７

UP－１３

UP－１４

UP－２５

２

３
４

５
６

２

４

３
６ ７

３

２

１
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図版３８

UP－１８

UP－１９

UP－２０

２

３

１

１b

１a

２ ３１



図版３９

UP－２１

UP－２３ UP－２８

UP－３４

UP－２６

１

５

２

３
４

１ １
１

２

３

１



図版４０

UP－３９

UP－３７

UP－３８

UP－４５

２

１
３

４
５

１

４

２

１

３

６

５



図版４１

UP－４３

UP－４６

UP－５８（図�－５１－１） UP－５５（１、図�－５０－１）

UP－５５（２、図�－５０－２） UP－５５（３、図�－５０－３）

１

３

４
２a ２b



図版４２

UP－５９ UP－６０・６３

UP－６４（図�－５５－１上）

UP－６２

UP－６７

UP－６６（図�－５５－１下） US－１９（１）

UP－６０ UP－６３

１

２

４

５

１a １b

２
１

３

１

１

３
２



図版４３

US－１９（２）

US－１９（３、図�－６７－１４） US－１９（４、図�－６７－１５）

５

６
７ ８４

９
１０

１２ １３１１



図版４４

US－１９（５、図�－６８－１６） US－１９（６、図�－６８－１７）

US－１６・２ US－６（図�－７１－１）

US－７（図�－７２－１） US－９

US－１６
US－２

１

１

１



図版４５

US－１２ UFC－１

UFC－４

UFC－２

１
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７



図版４６

立石７

UFC－３ USP－２６・４６

１ ４

２

３

５ ６ ７ ８

１０
９ １１

１３ １４
１２

１

１５ USP－２６
１７

１６
USP－４６

１
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図版４７

�群 a 類（図�－５－３） �群 a 類（図�－６－４）

�群 a 類（図�－６－５） �群 a 類（図�－７－６）



図版４８

�群 a 類（図�－７－７） �群 a 類（図�－８－８）

�群 a 類（図�－８－９）

�群 a 類（図�－８－１１） �群 a 類（図�－８－１０）



図版４９

�群 b 類（図�－１０－２６） �群 a 類（図�－１０－３１）

�群 a 類（図�－１０－３２） �群 a 類（図�－１０－３３）



図版５０

�群 a 類（図�－１１－３４） �群 a 類（図�－１２－３５）

�群 a 類（図�－１２－３６） �群 a 類（図�－１２－３７）

�群 a 類（図�－１２－３８） �群 a 類（図�－１２－３９）



図版５１

�群 a 類（図�－１３－４１）

�群 a 類（図�－１２－４０） �群 a 類（図�－１３－４２）

�群 a 類（図�－１３－４３a） �群 a 類（図�－１３－４４a）

�群 a 類（図�－１３－４３b） �群 a 類（図�－１３－４４b）



図版５２

�群 a 類（図�－１３－４５） �群 a 類（図�－１３－４６）

�群 a 類（図�－１４－４７） �群 a 類（図�－１４－４８）

�群 a 類（図�－１４－４９） �群 a 類（図�－１４－５０）

�群 a 類（図�－１４－５１） �群 a 類（図�－１４－５２） �群 a 類（図�－１４－５３）
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